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さきに「アメリヵ経濟及経濟政策」「イギリス經濟及経濟政策 J 「大英ブ a ツク12濟及経濟政策」を出版した本分は、 

玆に引 lav' て「ナチス経濟及経濟政策 j を公けにする。拘にドイツ C そ「不死鳥」の名を以て S へらるべきものであ 

らう。第一次 ft 界大戰に於ける®敗 W として*苛酷 si りないヴ H ルサイユ條約の下に冬年呻吟したドイツは全體卞 

義闲家として甦生し、 g めて短日月のうちに再び英佛に對立する强大 W に迄成長して、 -ft 界現狀打破を叫ぶ一大笱乃 

となるに至つた。將に行はれんとする全®主義 Ma 家群對民主*袭 W 家群の一大決駐の前夜に於て、ドイツの動向を if. 

解せずして«際情勢を、そして明日の19:界を識ることは出來ないといふも過言ではない。併し乍らドイツの斯かる» 

異的！！力伸長の基底に、そしてまたその龙大な眾谄の陰に、ナチス獨自の経濟政策が儼存することは一 -a - ふ迄もない。 

卽ちナチ K の經濟政策が現在のドイツをして ft# 最强3：の一たらしめたと言つてもょいであらう〇從つて否々がナチ 

.. ^ 

スの絰濟政策に特別の關心を抱くのは蓋し常然なことである。本#がこのたびの刊行に本锔を選ん tt 茲に 
あるのであつて、それと！：時に東'5新秩序の建設といふ至大な任務 srft ひ*そしてこれを速成せんが爲め CD-. 1 ?. 戰下に 
E かれてゐる我が！：の経濟にナチス轾濟&策の檢討、硏究が些かでも抆立ち行ればとの街 iG からでもある。 
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S 後に御多忙中にも拘らず、玉稻と li 々の御拨助とを ft » つた加田哲二、高木 ff . 金原货之助、武村忠雄，小池基 
之、山本登の諸氏に本#は深甚な謝® S : 表するものである。 

昭和十 E 年六月 

編 者 
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ドィツ資本主義發達史槪說 







第一章序 論 

第一節產業革命前の一般的情勢 


第十5>五世紀頃迄のドイツの轾濟生活は歐»巴の北部から南部に向ふ商龙路と、そしてイタリーとに緊密に結び 
付けられてゐたのであつたが*坑十五-|«:紀の終末に商柔路が地中海から大西洋へと*そして商業中心地がイタリーか 
55するに及んで、ドイツは姓- V - 東洋及び上部イタリーと、北 Kic 及び東畎との繫材ではなくな0 、 WK 
外れて終つた。 iB : 界玆濟の:' E 心はスペイン、オランダ、フランス、イギリスに移つて、ドイツは經濟 
H かれねばならなかつた。從つて都市の發 M は停止し•商戈資本の S 育は著しく遝れ、然もこれら© 
業-？ t >^ に rEStt 、 不決斷、無力」と In ふ精神的特質を與へてゐた。-*本主袭革命の成功の前提の一 
れは一五二五年に勃 M した K イツ eK 箱爭)が除くも敗 ik した深い原因の一も玆にあると！5はれて 
爭に就ては紙敦0關係上《れなぃが.そ0結圯は勝利5:苽たぷ侯伯が敎會の從來所有してゐた幾多 
ぎ、僧烷の領地を分割し*然も0玫ょり敎分への.一以物の大半を自己の手に收めること、なつた*內 
4:以てして、それが終に三十年®役(一六一八年—四八年〕となつた。然るにこの戰爭は一部分宗敎的 
ス nl ガンの下に行はれたのであつたが、 It 際は北ドイツの諸侯伯が中央槊楢に反 fi し•統ードイツ帝3:の建設に反 
對する戰爭であつた。拽等はフランスとスウ H 1デンの5»力?: W 内に引入れて5:ひに M 争した' この碑^の熄んだ後 
第一 車序 綸 一一 一 




S ドイプ*本主義»逮史«» 四 
のドイツは如何なる狀態であつたか。フランツ•メーリンクは次ぎの如く云つてゐる® 

「二百年だけ r イツはその發 K に於て役げ a へされた。それが三十年職争 CO 始め K : 占めて K た转濟的! , .4 度に#び flit する Kuna 
年?-要した。四肤を锜切斷された上に w « した死 tt となつてドイツ 王 H に横はつた。…… B で tt フランスが螯*!な地方を* * し 
北ではスゥ*1デンがオーデル、 U ルべ、及びゥ H -ゼルの«口を 奪 •取した〇 1 EH は r イツの 事件 K : 干涉す6 權利 を獾た〇 fi 帝 
と 帝 W との*後 s « 成は去つて又0らなかつた。 …•： 「身分の n 由 J C * 族の 特權 」が全列の上に6歌を擧げた0外«と！£*を« 
ぶ*利に迄裱大した味侯••5の無«»の主*»中に*ドイツ«玟は*後に财、未甘有の困苦、果し無き《妨を以てして1*闲苦と 
Mi » との! K 杯はま r : 永く飲み干されまいといふ* K しい 保 a を受けとつた」 

他の諸5：家卽ちフランス、イギリス*スペイン等々が中央集* iMs : 確立し*そして世界3足に參與することによつ 
て*力强く發速してゐる問に*ドイツは大小の諸《采に分裂し、経濟的に衰弱してゐた。斯找な述命の下にドイツけ曲 
來一世紀有餘呻 i , してゐたのであつたが，漸く第十九世紀の初頭から一つの新たな機速が動いてきた。然しこれは其 
內部からといふよりも寧ろ外部からの動囚に基くものであつた tep ちそれはナポレオンと彼れによる«略に他ならな 
かつた。彼れは南ドイツ及びライン地方に於ける幾多の小公内をその支配下に通いたが、1八〇六年バイエルン、ゥユ 
ル テンべルヒ等ライン流域の十六内を以てライン Hat 作り、自らその保11客となつたが、これ ; i 後に行はれた®逸統 
一への一步ともなつた。彼れがこのラインランドに幾多の近代的法律關係を導き入れたことは注 n すべきことであつ 
た。ドイツはナポレオンによつて跺辋され、典大な 4 r 擊を蒙むつた H の一であつたが、彼れの常勝 1K がロシァの雪野 
に 一敗地に免れた 時、ドイツ W 民のぅちに一つの愛8：的火花が燃ぇ上り、外闲の應迫者から w : h を解放し統一獨逸 t 
建設しよぅとい ふ思想が特に ブ a シヤを中心として芽生ぇてきた。一八一三年から 一 五 年に 至〇戰妫に於て ドイツ 22 
一:は洞^する迄精力 S : 傾倒して、这にナポレオンの楢力を打倒した。然るに K 後は神聖同盟2八一五年九月)1-通じて 




ツァー ルが 歐洲の上に设 a 榷を拫ひ， ゥイ ーン分忒にょつて 三十五 w , ra 自曲市を以て成立したドイツ聯邦(ゥイーン 會 

a ! i 於て和逸統一の思想はブ〇シャのシュタイン鉍にょつて主>¢1せられた G めにォー K 夕9丨はプ n シャの«逸诠一を®*して C れ 
に反對し*其他の獨逸諸邦 4 a , J の播力を統一 W 家に ' JI 渡す C とを其 lr なかつた s » に、8い姐織しか出來なかつた0である)のラ 
ちでは老獪なる反動家メツテル_|ヒが獨&した。「鉛の如*が獨逸全土に降りて」凡ゆる政治的自由主在は仰超せ 
られた。ドイツ铳一の宂体さへも謀叛として枓彈されて、その支持者である學生組八 ,, . w -fr 分 C 特に V ル 9 ン K 於て R 立 
せられた〕は解散を命ぜられ*印刷物の檢閱は K:irf を搔め*そして大 fi ?; 的投«が行はれた' 

一八三〇年のフランス七月革命が初めてこの苏阗氣$:打ち破〇た。然しこの革命は r . il 時に神空 Ms に對する喵鐘で 
も あつた。ドイツの二三の邦では革命が起つた。然し、 较 I 的 速 tb は起らず， 签動は 1££ちに^*せられた が* 時代的 
な自由キ：进思想は设早全然鴂迫されては了はなかつた。特にフランスからは 社 fr 主 衣的及び ジャコ パン的民主*在的 
思想が S 潤しきたつて、一八 ra 八年は 斯く して次第に迫りつ、あつた。5々は茲に以上の如き時代的變迤の根柢に撗 
はる常時のドイツに於ける経濟的狀逋に一忏を與へて K かぅ。 

第二節產業革命前の經济的、社#的情勢 

•トイ ツ * 本主在の發足はイギリス、 フランスの それに比較して甚だしく S れてを CN 、 ドイツの f % 戈革命は 漸く 一八 
PJQ — 五〇^-に至つて、その»に就いたに ia ぎなかつた。併し乍ら•第十九 iitfci の初 W 1 からは*衣本主袭制度 II 次第に 
封迖的制度の ラち に沒罚し來り、凡ゆる* tl 部 n に JI つて^戈革命の準備が*々として ife めら れて を り、そして；5く 
新しい經濟的昤代に M 入らんとしてゐたのである二八〇七年の ft 民解放は It にこれが一象 a と7.-做れ^るであらぅ。 

第一幸序 右£ 



前：！ドィッ*本.*.**達史* ft 六 
第十* ft 紀の初頭に於て、ドィッは尙著しい盘戈 W であつた。一八〇四年•全人口の七 M 三分2千»人〕は A 村に 
居住してゐた。统餘の二刻七分は都市に集中してゐたが*然4この肀數も亦*^民であつた。従つて全人口〇八刻以 
上が A 業に從事してゐたのである* I 八〇〇年べルリンの人口は僅かに十五萬铨に過きず、人口五萬以上の都#とし 
ては、ブレスラウ、ケーー-ヒスべルヒ等であり、一萬を超ゆる部市は十四に過ぎず、然もこれとて4多分に村落的色 
彩 S : 持つてゐた 。 K ィッはフランスよりも逸かに高い程度に於て ft 龙の優越した國であつた。そしてフランスに於て 
は技«の小所有9細&)が支纪的で£>つたのに反して*ドィッに於ては大土地所有(南部《邹を》ぃて)が優越的地位 
を保つてゐた。元來ドィッには中世の初期に於て•未だ土地共 - ft * 制(マルク共*!« ) が存！ g してゐたのであるが* M 時 
に小規模ではあるが、旣に莊阖の發生 t みるに至つた。そして時の轾過に伴ふて、莊闷货族は小地:1;*»士«等の土 
地 ir K jof 或は押敉し、更に教侍領迄 tR 入し•その領土 5: 按大した > 斯くして漸次土地の兼併が行はれて、大土地所 
有制は次第に圓熟して；十八 B : 紀の末葉、第十九 It 紀の初邠には®逸は、法律、諸制度5:異にする約 ry 百の大小の封 
七 rc 分裂してゐた。當時 ©S 民は如何なる狀態にあつたか。 35 十六*十七世紀 5: 通じて、 ft 民の殆 /. ど今部が土地 t 
押妆せられ、 S 奴となり、或は浮浪者•乞食に革洛したが、この 浮 ia 方 ハ乙 i £ も結 《は法令乂は横力によつて a 奴 或は 
1 tafc ならなければならなかつた。 ブ〇シ ヤ .# 地方、ポンメルン•ブランデンブルク、 シュレジェン、 メクレ ンブル 
ク、シュレスウィッヒ•ホルシュタィン等の諸地方には完全な莊圔法が行はれてゐた。これらでは J 5 民は莊13主 1 C 3 
思する lit 襲奴であり、唯1地の附33物と^へられてゐた。彼等は莊曲主の許可なくして その 土地から*れることが出 
来ず、その土地が他に*渡せられる時は、 ti 等 t 共に*渡せられた。又彼等は通常 ■« 賦*賦役1-負播しなければな 
らなかつた 。51 に領主は彼等に対して，辂對の茲判植，結婚^可楢をも有してゐた。中部及び南部ドィッに於てはその 
0民の地位は前記の地方よりは«分 R 好であつたが•根本的地位は決して*?らなかつた。北部地方には小作人法が行 




0 民の地位は前記の地方よりは » 分良好であったが*根本的地位は決して變らなかった。北部地方には小作人法が行 


はれてゐた。小作人は人格的には自由 -C-- あつたが、 C. れとて4琅に名目上のみの自由であつて、彼等は領主に対して 
貢稅、酒《稅、娇姻稅等を支拂はねばならなかつた。小作人は其土地に對して世襲的使用榷5:所有してゐたが、領主 
の許可なしにはその- h 地を Is 渡し、或はそれ5:柢常として借金する事は出來なか〇た。«主は0民に對し£判械、結 
婚 許可榷を有してゐたことは？ t0 に對すると變〇なかつた。所茯な封建的關係の下にその0法は职始的な三晌制度 5: 
採つてをり*農民は凡ゆる封建的梓株、過-®な U 賦の下に頗る怠 t{! であ〇、斯くして第十九- ft 紀初頭のドイツ0文が 
著しく後進的であつた C . とは已むを得ないことであ〇た。從つてその CS3 C の!>:常な發達のためには先づ笫一に a 民の 
上に加 へられてゐ た法律上の桎梏が除去されなければ ならなかつた。 更に當時ドイツは對外 的には ナポレオン rc 對す 
る 闘爭、そして 對内 的には 西歐諸 W に茌延してゐた近代 5 的自由主袭への要求に促が5 れて JS 民の解放は不可避の 
ものと なつてきたので* る U 併しフランスの isM 解放が 0 M 階級自らの 力によつて行は れたのに反して 、ドイツに於 
ては« 主側から なされたのである。この代表的改率者 はフライへル•フォン•シュタイン - tr あつた。 

fiM 解放の勅令は一八〇七年十月九日ブ〇シヤ竹相シュタインによつて®布せられた"これによつて隷堪關係は a 
止され、 S 民は自己の財産に就ての決定權を得、锆業揖擇の自中植等を得たのであつた。然し乍ら解放が93主の側か 
らなされた以上、決して農民の利益にのみ基づくものではなく、領虫自身の緊念な利ハ I のためでもあつた。间勅令は 
「(一)農民の新らたに得た所^物は、若し領主が r その成立せる所有權を賠 fft するときは」領主の所有となすこと5: 
得、(二)若し領主が他の場所に同じ而秄の十地を〇くり、これを A 民に指示すれば、その a 民の現在所冇する土地を 
沒收してこれを領主の領地となすこと行」 と 云ふが如き怯項を含んで&た。0民解放は la いてブ13シャ以外の諸部に 
於て或は念速に或は徐★と行 はれた。 併し乍ら JSM 陏钕 のこの解放によつ て 獲得した 土地への束縛からの 自由、 土地 
所有の 自由は r..1 時に土地からの離脱の Eltl を も意味してゐる ものであつた 。洵に CS 拔解 放は 大土 地所 有者 ffr 轻の手に 
第一章序 K 七 
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更に大なる土地5:染中せしめると ra 時に、 s 龙穷働者铕 afco くり出したのであつた。勿^この ft * 劳锄者は今日に 
於けるが如き1?銀勞働荠ではなく、贵族の爲めの狩獵、洗|9、結婚の爲めの««、贵族及びその從*の旅行に對する 
供奉等々の封建的疾務5:负挖してゐた。これらの茬務からの盘民の解放は四八年の革命以後のことであつた。 

斯くして前世紀の中頃のドイツの 1 S 民の階轻的構成は封建的大地主、小教の宫裕なる大||、中»、小自作^、小作 
0、 0 業勞働齐陪級と v» ふ形揉を呈してゐたが、このうち前二表が全土地： Ka 校の半分以上をも占有してゐたのであ 
る0 

次ぎに吾々は工業に移らう。中世のドイツ諸都市の手工業を支配して&たものは排他的 M 柔組合の組織 eJJ ちツンフ 
卜であつた。弟十八 iH : 紀の末葉迄はこの組合的 tH 柔が H 業の領域に於て應倒的であつたが、註に近代#本主^制度 
が次第に沒潤し來つた。先づ都市の手エ柔を脅かしたものは農村に於ける家内の®速であつた®^民は«建«主 
の苛酷な経濟的搾取の下に多年^困のうちに呻吟してゐたが*都市に於ける組合的手工業の生產が机合の®占的*制 
限的な規定の爲めに、次5?に咐大するエ業品に對する需要に相應して擴大し fi られなくなると、 H 業生? r : は 1 S 民の副 
業として漸次 a 村に G 入してきた。生計の爲めに苦腦してゐた農民がこれを歡迎したことは.•ふふ迄もなかつた。斯く 
して JS 村は a 内 H 戈の絕 ifQffl 床となつたのであるが、 P 1 時に J 5 民は都市の商業? ?■ 本に從 S 3 しなければならなくなつ 
.てきた。商龙资本家は益民に职料を提供し、その生茚物を《ひ取るのであるが*この!::]に於ての商人にょる«民の抻 
取は勿，，. - S 甚だしいものであつた。 

この呆內 H 戈化は m に 1 S 村のみに止らず、都市にも次第に波及しきたつて、組合制度はその崩填の運命に迫られた 
のである。ツン フトの 崩壊の因は内部的にも幾多のものがあつたであらう。增大する*要に對する組合規定の生淹東 
縛、內部に於ける税方對 K 5 人の辟 te 的射立，罔爭等々。ドイツ諸邦は素く組合制!£否定の態度を示すに至つた。一七八 


のブ n シャの勅分•七三年の•ハ ー デンの法律等5:始めとして、多くの法律が组合梯度を切〇劢して fj き* Mllt 紀の 
末蕖にはァゥグスブルク、リユーベック、ストラスブルク等の都市 h £ 漸次家内工業化した」それと： S 時に都市の手工業 
に對しても商柔 * 本の支 K は深まり、又ッンフトの小钗方.®人、徒弟は次第に近代的プ a レタリァートに轉化せざる 
を得なかつた。家内エ龙からマヌファクッール C 手工業的 H * 生產 J への逸 M は僅かに一步に過ぎなかつた)一七八五 
年ブ〇シャに於ては組*制は崩垅し、エ戈生産品の三分の二は采内 H 戈によつて、その三分の一はマスファクッール 
によつて生席せられてゐた。第十九世紀に 1 3入つてからも，この狀 B は«技せられ、同世紀の四〇年五0年頃迄は雀内 
H 菜とマヌファクッール並存 Q 時代であつた。«內的手 H 戈も根强く*及して5:り、手工戈者の數も非常に多かつた。 
一八四六年ブ n シャには尙四十五萬七千の枚方と三十八萬五千の R 人が K - た。併し乍ら資本家的マヌファクッールは 
時と共に次弟に采内 H * の：®域を H 贫しつ》あ®^特にシユレヂァ、ザクセン地方に於てそうであつた」そしてこれ 
らの地方に於ける手工戈者はマスファクッール勞®者に W 化した。此手エ龙者の沒落過程の1例を苔*は*かのシユ 
レジ r 雄匠の一校(一八 MH 年〕のうちに «- る C . とが出來るであらう。その他の諸地方、殊に經濟的に® iM して&たラ 
イン地方に於ては大工 !£• 組織さへも®生してゐた。一八四六年ブ B シャには五十五萬一千人の近代的分働荠陪辍がな 
在した。 F イブ M 稅：一:盟の^界 rt に於ては•七十五萬餘錘を持つた三百十三の木紛紡«エ缢があつた。ブ a シャ T .& 
調査表によれば同年毛絲及 * 麻紡 « HS の錘數は四十九萬七千に迷して&る'。木縮及半 V 七織 HS は十三萬九千瘙 
と家内工業の七萬一千芬から成立つてをり、そして更に：2年には、：2じくブ11シャには二萬1千馬力を持0た1千百 
三十九盗の蒸氣機關があり*これは*主として錶山 31 に使用せられてゐた U ドイッに於て技も：：十く金遂した序文部 n 
は、 9 J 推 H * と»山*とであつた。勿八1當時使用せられてゐた设«(主として英+»1利ょり0<£.0:±粗七なものでその 
生砟力も決して岛いもので一一^く —— 二十-»紀初知に於ける》逸の6:つの大木雄紡玷エ级は一八四六年に於ける前記 


«編|.イ，«本主||»逢史«设 10 

の三百十三工場の全生產高と pliLs : 生産した I 又.ユ：‘汽力5:動力とするもの4柽めて|£-で、通常は主として水力で* 
轉せ られて ゐた。 

第十九世紀の前半紀に於ては•トイッ资本主茬の爱 i£ に fi して fi 期的な二つ© C とがなされてゐる-それは一八三四 
年の關稅同 SQ 成立とそしてそ QIM 年に於ける證 QE 設とである。 S 税 S 盟はドイッ 5¢ 内 QS 係？^0の8£.适 
の撤 S にょる一穐の経濟ブ B ックの樹立である。旣に一八一八年プ n シャはこれを二三の邦と K 施し、二六年に ii 北 
ドイッ六州關稅同盟が成立した。これに績いて二八年南ドイッ關稅同3、翌年には中部ドイッ通商同盟の成立をみ/:' 
卽ち各同盟内部に於ては自由 H 易 t 、 その外部に對しては.»|役 sf 5: 12 ける C . とであつた。然しこれでも各 Msinl ! の 
對立は解消せられず统存して&たのであるが*三 W 年これらが八=問して兹にドイッ關稅《盟が出來上つた-この！2涅 
に抱含せらる、地域は全ドイッの約三分の二に迄速して fc たから、その經濟的發 MK * することは著しかつた。 

袋道は一八三五年_1ルンべルヒ—フ H ルト問に六杆致詨せられたが、同四〇年にはこれが W 百七十粁、四五年に 
は二千杆餘、そして五〇^-には六千粁弱に迄發述した。 

更に WIS 商龙に於ては行商は次第に彩 i : 沒し、手 H 戈的段 Bf に相應する小賫市撝も巔次その勢力 t 失ひ、*」れに代 
つて店舖商柔が盛行するに至つた。又外に於ては一八四二年2!入五值六千六百 馬克、輪 出四位八千八百馬克に 
迷し*轮入品は木綿®料、砂糖、珈琲、松出品の主要なるものは綿製品、效物等であつた。 

これを要するに第十九世紀前半期の終末®の獨逸の轾濟的® M の程度は、一七八九年のフランスに於けるそれょ9 
も. r : i 度に迷してゐたことは瞭かである。從つて H 戈及び商龙赍本 W 階級は自己の發 KQ 前に立ち塞つてゐた土地^族 
防級2ンヵーッーム)とこの桁級に利益するその政治拽構に向つて K 爭を挑む程の勢力を次 ？ SK . 培笠しつ、あつたこ 
とは當然である。 


笫十九世紀初頭 S 民解放が 15 民の AI から完全に封拉的 JRlgs : 除去しなかつたことは前述0迎りである。解放の結粜 
S 付に於ては領主對 a 戊の陪 fe 的れ立は、 ftl +. ftft 菜分®及のそれに轉化したが、四八年の ircH .1 に於けるこれらの a 
棠匁№1者、或は小農民の生活狀態は全く劣^なるもので、極度の窮乏、闲趟のぅちにあつたが、拽等は fl 己を対建的 
枉桔から解放する爲めの明確な要求を持つ e に政治的に進んでは：$なか c > た。更にその努拗其讶钕 —— マヌファクッ 
丨ル勞£齐、近代的 HS 分働^ —— はその Tt 分的政治的®述の點に於て英佛の匁®者階級の逸か後方に居ることはド 
イッの新興资本*階級が英佛のそれに後れてゐるのと同様で#)つた。 . 

社侍的ビラミットの In 上に居り、 S 制度の支柱である土地族——ユンヵーッーム I はどぅであつたか。35十九 
ft 紀〇前半、それは政治的に絰濟的に强大な支 S 1 楢 を家捉してゐた。それに K して新 W ドイッ-^本束陆鉍、そしてド 
イッ資本主義は、その® M に對して幾多不利な條件の下に S かれてゐた。「この勃興しつ V あるエ泼及びそれと t - t び 
付いてゐる KiJ にとつては*ドイツ小阈：永制はその e 々雜多な K 4 i 及^戈立法5:以て l . lj もなく¢9-へ難3-桂枯とならね 
ばならなかつた。二三'> 1 行く i * に異なれる手形法、^柔の fe 行に對する災なれる嵌件、然も 3 = 11 る氓異なれる奸計 、 tr 
僚的及び財政的の足枷、 HKtM 々未だ同文組合の拽があり*これに對して一つの特許すら役に立たなかつた。そして 
その上に多くの異なれる W 化立法、滯在期 H 3 制 S があり、それは资本家に fj - して竑石、石炭、水力及び、其他の天.* 
が席戈的企柔の某礎を提供した地? K に、利; IJ し行べき 5? 働力を充分に纸中することを不可能ならしめた。大 it の分働 
力を妨げられずに利用する可能忭は丁：戈的發诚の35一條件である。然るに愛内的-丄投虫が5?粃齐を隅々から引寄せた 
所では何所でも赘沒と贫民«とが、新来の移住荠の定住に反對して頑張つた〕ドイッの公民 榷 •凡ての市民に對する 
完全な移民棟、統一的尚龙及びエ龙立法、それは虻¥空想的孕生の SW 的幻 S ではなく，今や芹：の缺くべからざる 
生存條件である……」 




MMF イプ* 本.- tellitJt * 一ご 

斯かる物質的利害を浓礎として新興资本采陪紱はその封 ts 的機梢の改縫を切望して巳まなかつた。 fr に述べた如き 
諸№0障害は一八七一年のドイッ帝 R の技設によつて漸く除-±-せられたのであるが、35十九 18 :紀の前- 1 -期から WFI の 
過程を辿つてゐたドイッ*本采階较には、逐年これが除去の必耍が次笫に痛4&せられるに至つたのである。 

一八四八年！一月巴里に革命が勃發した。この報逍が一度.トイッに体へられると、 K イッ资本家柄級は立ち上つた。ブ 
B シヤ*オ1ストリ1、パーデン、ウュルテンペル匕、ヘッセン•ダルムシュタット，ナッソウ等到るところに於て拽 
等は統一的5、 ® 法の制定、 S & 巧出 i 會，結社の自由等§語を以て政府に迫つた。この通動は努俲ぶ陪 
級、プチ•ブルジョアによつても支持せられた。 ft 民も亦、自己の上に踝せられてゐる封 ie 的桂桔の) a 棄を要求して 
この運動を支持した。斯くしてこれら利害5:異にした諸柄級によ〇て共同箱玟が扳られた。が C . の運動の ts 導其が -tft 
本家!? r 級であつたことは云ふ迄もない。到る返に於て政府との街突が起つた。ウイーンに於ては三月十一—日3?.法制定 
と- rf 盖の上奏請願運動は遂に尨動化し*この運動を輕視一笑して&たメッテルニヒは辭捣し*英吉利に逃れ、そして 
フェルヂナントー世は is . 位し、甥のフランッ•ヨセフが卽位し、これと同時に*法の制定七 s 民 aa ^ の召犯が公けに 
せられた。ウイーンの騒 ZL の報がプロシヤに (*. はると此處にも騒接が勃發し、ベルリンの市街戰に迄進んだが、立^ 
政治と民選!&#とを疱得することが出來た。斯くしてドイッに於てブルジヨア自由主£が勝利5:占め*同年五月フラ 
ンクフルト y 於て各諸邦の憲法制定、 SK 存憲法の改 K と、ドイッ統一の平 S 爲め S 或が開催され、フランス 
大革命に於ける人墦{鲁|-做ふて「ドイッ人の棂本榷利」を一起苹し、法祁0平等*-不法監禁の廢止、住居の安全、 
--3-說、集分、信仰*旮龙等の自由が規定された1ドイッ铳1の21-畫に就てにオーストリーがブ|1シヤによる铳1に反 
對してこの a 分に干渉し、これを解散せしめた爲めに頓挫して終つた。 

一八 ra 八年の三月 5!(': 命はドイッ•ブルジ3ア興降史の一齣として U も:*大なる: - Ji 件であつたらぅ。フランスに於ては 


一八 ra 八 年の三; 1 东命は ドイツ •ブル ジ 3 ア興隆史の一齣として U も*大なる-. !.-*•• 件であつた らぅ。 フランスに於ては 

二月革命の結果共和制が樹立せられたが、ドイツ •ブル ジ3アジーの力を以つてして は、 未だその封找瞄係を 全部 一 
掃する2:とは出來なかつた。のみならず、 fe 本^栴級は a 動の進 M 中勞働者恃«が邋動の目¢5である资本主莪革命の 
域を越ぇて進まんとする傾向を»取した時、対*1的势力と妥络して終つた。從つて革命は未完成の夺本主衣革命とし 
て終結したのであつたが、それにも拘らずドイツ tt 本キ•萑は、爾後の發展を容黏ならしめる多くの成果$:羝«したの 
であつた。 C れからドイツに漸く產 * 革命 Q 時代が始まつたのである。 
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笫二章ドィッに於ける產業茁 命と 
资本主義的發展 

第一節産業革命と統ードィッの建設 

ドィツ re 於ける革命は*ィギリスのそれに比して約七八十年*フランス及アメリカ合衆 Ma のそれに比較して三四 
十年も遝れて行はれた。それは前述の如く、第一に封 16 的諸闼係の技止が遝れたこと、第二に《内の小阀泌分立によ 
つて猢稅制度その他 Q Mf ; i が存在してゐたこと。35三にこれらの C . とからしてドィッは海外 m 民的發展にも携はる C 
とが出來ず、又??5十六世紀«より 1¢ 界商龙路から外れてゐたのであるから、海外 S 易其他による商業- * 本のも 
比較的に {* 少であつた: - it 等の, S 條件に基づくものであつた。併し乍ら第十九- IH : 紀の前半期に於ける關稅同盟の成立、 
laiil の^設、加ふるにブ n シヤのフリードリッ t •ヴィルヘルム四世及ぴ共他諸^のマーカンティリズム的保護政策 
に±る經濟的迆步に作ふ资本芾+!'{の$=大$によつて*漸くドィッ產龙革命の機*±熟し來つたので£る。ドィッ產龙革 
命は一八 31 〇年 ta o : 以て開始せられたとするのが许通である。勿. MIJ 前述の如く、五〇年代以前にも機械や蒸^ 機 KH は 
使用せられてゐた〇であるが、これ;±決して一般的ではなかつた。•トィッの淹業革命は主としてィギリスからの .» 機 
枝の袷入によつて行はれた。卽ち木綿紡?? { 按及び毛絲紡機はリッヒヤルト•ハルトマン、作文 拽« はヨハン •チ A メル 
マン、蒸氣機關はアウグスト•ボルシックによつて松入製作せられたのである。 


1 i 


年次 1 ert 4 t .1 3に f これらの機 « s 入、そして技術 Qi によつ5雄 i 3 

一八五五—六〇年三七、一三1―«二六'四心しい發 KL - 遂げた。綿絲紡紐はその 4 i も®要,/ X るものであるが、 

|八六！—六 W 年！>1七、四六五二 io これ S 嘴教は上揭 S 如く所加して—。； g 絲妨播1、 

バーデン A 5 に於て&も多く行はれて、その生產餌は一八三六年の 

二2 •九 SK ら六一年 Q , •ハ八入百§运大した。益 SS 、 羊 Sssi 5_ 1られた 
が、五〇年代以後逐年近代的 i . i ? れら SC に1し V 行气 SJB 1 QSBI る Q み S つた。唯亞 
麻ヱ S みは SS が f して —® SMVf Q ? つた tssf して？た51かつた。 

ドイッ QI 2 も英吉利益 ssl ^ け f 同22 SS 2 ら M 始せられた。モ JK •ドッブ— 
龙1つ£分して，一七 S 年前2行 Ksflsssf HSI 一次本 

命とし、一八七〇年前後®窆 SS 部 n § f 以て51呼んで51菜命 Q 81 

通した5£て二八 S - 七0年 f れら G 5 QT : 2於 wf 缓的な、 i 的备 I : s 2 f t 。 
それ故に1に於5?:!}•く第 if 迎へた5 SI 結$§あつて•こ SVT ス1エ 
1 S に— して ゐた Q であ今これが七0年代以後は？心炭によつて代へられた。それと同時に イギリス 
床戈の世界に於けるそ Q 支配的§位袋•に失はれてきた.：，前述 Q 如く、ドイッ及ぴァメリ*介衆 W よ、范一次淹自 
2?ギリ孟比較してれて—した。然しドイッ及ぴ窠2じ第一次淹菜命 S 了す—為气 
?に、そしてイギリスと SS 二秦1 f 迎へ$從つてそれ以 .. て： fw はイギ： ：.- 
ば*りでなくイギリス S が S 幾多の「古さ」—例へばそ QSS 代 sg 的、 S 的水準へ S 定、從つて 
第二章*•■イッ K 於11.01本命と S 本主 W 的1 - [ 
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その集積過程の比較的に压めて緩 « なる c . と I によつて、ドイツ及び合衆 W の H 戈はイギリスのそれ fc 凌駕するに 
至つた。吾*は次ぎにドイツの目*しい経濟的發展に就て S る前に、斯かる發 M のモメントになつた普佛®爭と K イ 
7統一の實現に觸れなければならない。 

ドイツの« 1 には二つの問题が絡み付ぃてゐた。35一に《從來のユンヶル的群小《家の近代的送會主茬的統 1 »家 
への再組雄にはこ"' K 二つの方法が可能である。®ち「下からの運動」によつて舊制度を K 止し、共和制を樹立するか、 
又は「上からの運動」によつて換 tf すればこれらの群小 S 家をその中の比較的强大な»家が期榷を捉り，吸收して袜 
一を形成するかであつた。ドイツの統一は後の方法によつて行はれた。そして 二 十二の群小 «<»:三 自由 Iti の結 
合に よつて K イツ帝 B が形成せられたのであるが、 C . の結合! 1 決して完全なるものではなく、土地 tt 族の特楢も、 « 
小 W 王の榷 力％ 政治的 K . 確保せられてゐた。從つてこの |£ 1がユン *— 型或は ブロシャ 型と稱される所以である。51 
にこの統一の方法は SIK : 第二の問題に閧聯してゐた。それは何れの《が他の諸邦を较一するかとぃふ事である。從來 
1 ? 逸 諸邦中 最も 强大で あつたのはブ D シャ とォースト U 1とであり、この阐《は獨逸聯邦に於ける 6! 榷の爲に閲爭し 
てきた。然し C . の ra 爭に於け るブ D シヤの 勝利は №1 税同盟 に 於け るブ B シャの 地位、オ 1K トリーに對 するブ D . ンャ 
の 轻濟的優越と 1C よつて保證せられてゐた。從來 オース トリー はブ 0シャによるドイツ統一に常に反對し*是を妨咨 
してきた〇從つて ブーーシ十は この S に 對オー ス トリー戰爭( 一八 六六年〕5:敢行し、 ウイ- •ン を i ! a 落せし め * M 後 K . 於け る 
プ ( 1 シャの政治的行動の自由 5 :確 «r し、又 統一に よる ドイツの强大化に反對してゐ た 佛 Mj 西とも R 端5: 開 s た。一八 七 
0 年の普佛戰卞 が これで ある。 そして© S •はブ D シヤの 大捷に M し、七一年一月十八日 ヴ H ル サイ ユ宮®に於て ド イ 
ツ帝 W 46 設の宂 £r が 行はれた。ォ ース トリーは帝 W から除外せられた。ドイツは更に C . の S 爭の賠依金として五十位 
7?ンと H ルザス • D1 トリンゲンの铉床をフランスから獲得した。?:れらの凡て？:遂 tr したものは周知の如く一八 


ッ布 W46 設の宂 H が行はれた。ォースト U 1 は帝 W から除外せられた。ドイツは更に C . の戰爭の賠依金として五十 {§: 
フランと H ルザス • P 1 トリンゲンの«床 fc フランスから獲得した〕これらの凡て t 遂行したものは周知の如く一八 


六二年ブ B シャの宰相に就任した オット ー •ビスマルクに他なら なかった0 

第二節諸產業部門の發违 

齐佛攀後ぶッ§本 S 的 SSSI 以て行はれ、そ QH 1 SQ 如き rN ポを以て進行•した。先づ 
これを一八七|年以後に於ける人 SH 打ればそれは次ぎ£ くで—。 

51 竿一へへ？1へ 5 SU!UL C 5 ULTIC ル . ： Ur 金 
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旣に述べた如く •第十九 - IB : 紀 
の初：如拓逸人口の約八 o %(]: ia 
業に從泔してゐた。夫が一八四 
九年には六四％、六七年には四 
八％、七一年には s 七•一一%* 
そして八二年には四！一•五 ^ i 


fi *■ / 口 % S 裹八ふ 5 .* fl 1 cwvolm 这 D 5 i . . 

• I CE 19 I 照逐年減少してゐる。更に上衣に 
I して、 sfsK 於ても f ■行 sf it と、そし5は i 生 f り it - 犯的的で 
あること等惠へれば、七0年代 s . is 著しくエ i 農2窆なければ—5。 

フラン k か. S た五十位フラン—時賠 S 、 然も極めて短期1153れ？の賠償金はドィツ床 SI ? 
S くべき2大—衝らした。— ssi 、_ Q _ 、—的な 8 QIS 中し•又晶にあつて 
は SQ — sf した。取引所は f f 、殊 SII , QS 的8%行£ち十九 £の前半 
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前 wr ィブ*本主義發迮史 K 衣 一八 

期に於ては卡だ財 .W の倜人の^中への集中は小規栈なものでぁり、 ■/? 時十萬ターレルの財 i--g 采といへば所讚大该嶔で 
ぁつた。然し斯くの如*人的財^^仰人的企^{水 i.ttt,M の^動や近代的大規模/ fc-vw; 組織の*木 QA 要には漸次迪 
唯出來なくなつてきた。斯くして株式# ¥t が次笫にドィツ H-X の'-1-耍な企龙形態となつてきた」株式件) it は次表の如 
く增加してゐる。 

そして斯かる企龙形態の®/化は r»1 時に錤行制度に於ける^革 
を齎らした。それ迄銀行は袷んど專ら WW の媒介に從冰してゐ 
た u B1 トシ ルト采はこの«で卓越した托濟的耍尜と、 tt 大な 
^改治的勢力を獮行したものでぁつた。然るに今や企龙机織の迆 
M と共に有愤設券の取；： T 產戈に對する資本®^の任祛を持つ 
た新らしい銀む企戈が^速な發展 t なすに至つた。一八四八年 
にはシャーフハゥゼンの銀行聯里 (schaafhaus. Bnukverein) 五 

1 年にはディスコント*ゲゼルシヤフト9£* 8 | 110 -<^考 11 ? 0 } 111 5 

五三年には商工 31 銀行9 sk f . Handelp Indo 五六年には 

ベルリン商^ SR 行 QcrLHarlTlHgesefhacslJC ^ c ^ lcii 

® 逸 ffitj ( Dl-ho Bunk ) と商業•割引銀行 ( ooile ?? 
Disconto - BimlO 七二年にはドレスデン銀行 ( Droedneramk ) 八 
一年にはナチォナル行 (Nutioml Bank ) が創立せられた。 
關稅 NSG 結成が商戈の發達に資すること多大であつたこと 
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,+(..： ふ迄もないが、この商戈の發决 iifsia と闲内航^の货^によつても促逸せられた〇然しこの交过拽關の贫^迫 
戈にも非常なる影?? S : 及ぼしてゐる。交： jal 椟關の资述、改左が如何なる釤迓を«龙生産に W へたかは、次ぎの数字が 
示してゐる。卽ち一八一七年ーシェッフェル〇小麥 I . tjK 部ドィッに於ては、九六と六分の五 S 51 グロシ H ン、西部では一 
六六と nj 分の一錤グ a シ H ン ' シェッフェル Q 裸寒 ItjK 部に於ては五六と六分の五®グ b シ H ン，西部では一一一;二と 
二分の 一 iR グ D シェンの ffl 格であ〇た。この六九乃至七五と il : 分の二銀グ b シ H ンといふ盖額は、一八 H 五年には旣 
に一七乃至二三銀グ a シ H ンの盏額に減じた。このことは交 iii 拽闽の發 ii によつて、 C ! 光の牛 •?! がその地力的性 nt 
失ひ、 wrt 市場のために生産2れ、效物の? ft 出が可能となつたこと srfi 味したのである。ぬ尤人口は一八八二¥の一 
千九百二十萬人から一九0七年の一千七百六十八萬人に M 少したが、一方 JS 戈生？ g 物は Mwlitl 中著しく3?大した。先 
liwolaafl づ*杏 M に a て ic へば「筠逸3:铳 . il - 年崧 J (一九二年*二十三® «前5各6»金に 
一八11 六軒 r 從ふと* S 1八八一一：年 QS 五十二與頭から一九〇七年 SS 十五 S に，牛 
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I 九 CQ ?r P 八 , tg 一:？ の 中一九 0 七半二 ( ク；以_ぷ小 § K ! ras . 七五 -5〕 S 4T § I± ES 
一九五 n . 六八〇 v . soDeal に七五，六五 0 »ょり闪八八、八六七 ; ;-?に(««の小|!仵 , 1 ; 7 -一、し一'ーー八*〕对除 
一九一〇年五九*0三一 c \\“ 機は一九•六一; W 逆より三〇一二二二五•分に S 5 J の小！ BffK 於ては一、：1六 i ) 蒸 
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卽ち一九〇七年〇而％の一〇〇へクタ 1 以上の葚が_用醬枝 Q 五分の一以上を 占めてゐるに反して.その 經 
§が全赛中五八•九管占めて，3る二へクタ1以下 QS 響は全 S 用醤§£五 . s ? 85 るに 

過ぎない' 100へクタ ー 以上の經位に於て特に I 、 000へクタ ー 以上を所 5 fi する巨大 ns の 役 ?? J 及び中経 e の增 
加 Q 趙鼕に關する！ S 35 Q 盟は存在してゐ為、それ策，^として、以上 q 二表に示された 多数細释の存 
在は農 Q 聖 S 何に甚だしいかを S つてゐる。二へクタ1以下 q 所有者 QK 倒的部分は SQ みによ？は生 
泛出來ず - a 收入3ち；■パ S 分®によつて生活しなければならなかつた。勿論例外はある。 g ち特殊 © 栽增 (例へ ば 
荊；3圾培、野菜—、 H 菜 5 S 料5等々〕に從氺すれ M 民は T 五へクタ1でも生活の推抟は可能とされてゐるが、こ 
れら— si — 於£4少 q 役 M しか：： g じ 2 S 。 銎これら Q 1 S 者が* s §$ あ？ 
とは一八九五年の統計が示してゐる。 

器建 sg 護鐾？ち、 sgf りみて？§$僅か U 四5、 ？ s 以下で I 。 S これらの* 
立_者 Q 1 一 91 S 尙 Is ?' ss i 七 - S は商譲は s § s し2た。六 - ss とし5 
人、 s 、 S 自由雙者であるが、二へクタ-.以下 SSS 者のぅち、その五3は SS に服してゐ.，.と 
されてゐる〇 

湯特に大經1 i 利益 i 一十 £ s 入つ5來 MsS 化の結果、8と肉類との货界市— 格が不斷 
に h : If 枝け2とによつ5しく促 f れ S 、 2璧 S 3 これに加ふるに|九0$以來 Q 産 S 關稅 
と18?によ？. VG 25 大した二九0九年 S 於て sf SSS す— i 八千二 
百 Ki つたが、そ Q 保 S 策によつて十•地所 S 0 v 4 af して ssf 2大381〕二位六 
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吾はドイツの工業 1C 於ける弋企龙〇地位から衣よぅ。 
•トイツに於ては企戈各一千のぅちに^つて五十人以上 
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二％、三 OV ベ三七％を示してゐた。然るに勞抝生® 
力は大工場に於て一好大なるものとなるが a, 生産の识«は分働*の集枝よりも更に一段と急速に進行する。これは 
蒸氣力及び®力に關する右表を®られ度い。この炎は商*及び迷铨をもそのぅちに含んでゐるが、全企戈の侪か〇 • 
九^のものが蒸氣力及び電力の總«:の四分の三以上を使用してゐる。31に一九〇七年、百人以上の勞撖«-を«:用する 
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總 S の三二^を使用してゐた。 

一八八〇年代以來ドイツの凡ゆ〇產業に於て、カルナルとシンヂケートが發违して、1九〇五年にはその數四百に速 
し•これに約一萬二千の HS が關係してゐた。トラストとして莕名なるものは H ミール•ラテナウのキ：宰した一般 , £ 
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社を通じて十保五千* JI& 克の*本を左右してゐたと謂はれる。シンヂケートには九111年成立のライン•ウ H K トフア 
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低かつた K イツ炭 Q{ff 格は、この年以後前者を凌£する程に?5められた。然し C れらの組雄はその H 的の一である生 
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の-*本中•在的發祕の wrt 情勢に就ては吾々はその槪貌を前 ss に 
於て?.-た。然しその资本主義的發 M 成熟の必然的結果として、 
网内宙要に相應する以上に擴大せしめられた H 業はその製造品 
の販賫市3 JS :、 又 W 內に於て®枝せられた尨大な過剩资本はそ 
の投下領域市缢を、更にまた H 龙に股料-*源2:保誼するが如& 
地域を！一外に於て追求せざる S : 得なくなつてきた。これがドイ 
7%して植民地獲；^、勢力«0確立への道に迫ひやつた。ドイツの世界政策への公然たる參加は大體ゥイルへルムニ 
1¢卽位の年卽ち一八八八年から始まつたとしてょいであらぅ。勿論植民地政策はそれ以前から行はれてゐた。卽ち一 
八八二年にはドイツ植民地28分が結成せられ、八 ra 年にはアフリカに於てトーゴーランド、カメルン其他を播得して a 
る。然しビスマルク時代には K イツ- S - 本主*は未だ wrt に充分な發 M の餘地を持つてを5、そしてビスマルク今一勢力 
の口«はブ a シヤにょるドイツの较一といふことであり、又七一年その統一の a 現後も拽れの對外政策の基調 il フラ 
ンスに對抗して胨利の戍果たる轼1を推持し*歐译巴大陸に於ける各《の势力5:、如何にして安定せしめるかにあつ 
た。一八七二年三帝# iacr ィツ、 r ノア、ォ 1 スト，-〕も、八二年からの三»; 2 盟(**-ィツ、* 1 スト， 1 、ィタ， 1 〕 
も ja てこれが爲めの5?乃の現れであつた。 

然し 乍ら.ドイツが 祐民垅政策に朶〇出した時には、地球上の S も m 要な領域はイギリス、フランスそして 
オヲンダ等の3阑の問に分削されてゐた。统されてゐたのは唯太平洋上の諸吣とアフリカ內部の諸領土(柬及£南アフ 
J *〕 だけであつた。 ドイツは 先づこれらに向つて突進した。一八八 〇 年代から今世紀の初めまでに ドイツの 捶得し 
た植民地は次表の如くである。 






9 *〕だけであった。ドイツは先づこれらに向って突進した。一八八〇年代から今世紀の初めまで re ドイツの港得し 
た m 民地は次表の如くである。 
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然し乍ら斯様な植民地所有がドイツに與へた經濟的效果は拐 
めて fls 少なものに過ぎなかつた。一九二一年に於てドイツとこ 
れらの植域地との質易は全货姑額の約〇•五％*對植试地怯出 
はその輪出總額の約0•六^にしか當らず、又一九 I 四年現 
在、約二百七十值馬克の對外投*のぅち主要植民地たるアフリ 
力には約二十使馬克内外しか投下せられてゐなかつた。原料奋 
S に就ても、これらの植拔地は•トイツに保泣 S : 與へなかつた0 
卽ち植民地は消费 g 性® JgQ 約 IO %、 棉花の僅か〇•五〗導を與へたに過ぎなかつた。從 つてこれら植民地の持つ 
ボ也的盘義は別として、經濟的には、ドイツ資本主義が Knpis-liHImsohno wischen Kclons - lbpaiu と稱せら n 
た所以で—。從つ V 、 U - イツ QS 的勢力 S 長2れら QS 地 SS られ2た Q 3 ない。ドイツ炎本は 
凡ゆる阈々に«入した。更にドイツ商品はイギリス m 民地及びその勢力範阐に逐年食ひ込んで 行き，次笫にその販路 
を擴大するに到つた。 

以上の如く偶々霜し S 结も本主 f は大し sf f I 、唯 iy 於け—51の獲 
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得に對する足^として、これらは重要な贲忒を持つてゐた。同時に自己の植民地 
外に於けるドイッ勢力 N の形成は若々と進められた。特にドイツの汸力№1とし 
て iff 要性 5: 带びて來たのはトル n であつた。英方利が H ヂブト占領といふ反古 
政策1-遂行して以來、ドイッの勢力は此處に於て借^、銀行、铵适利椎迅渡の 
n 形で若々と«入してきた。トル n に投下せられたその资本は一九一三—一四年 
., r には約二十位馬克に ii し•ドイツはフランスに次ぐトルコの第二の偵楢者とな 
ibid つた。トルコの钱适の著大な部分の利描」ドイッの资本泌の捉るところとなつ 
1 た。旣に一八八〇年代の末に、ドイッ銀行は小アジアに於ける嫌 ia の敷設植を 
!■:. St 推得してゐた。これが)! I て所謂バグダット域道といふ巨大な計*に迄なつたの 
である。一九〇三年ドイッはこの供道敷設の利植を推得した。バグダット截道 
Ih 赉を通じて、何低といふ補助金这 a 利潤、班 it fisr 線からの利 a sr ドイッ資本の捶得したことはいふ迄もない。 
ドイッ銀行の支 fid 人フォン•ゲウィンナーの1-にょればパグダット铒逍に對する金融のみで一位|千萬馬克の建設利 
潤 t 推得することが出來たと謂; i れてゐる。この liiiiiIt 畫はベルリンの幹線 t コンスタンチノープル5:通じてべルシ 
ヤ«に結合し、そして銪物石油 5: 3.:3に抟つメソポタミヤとインドとに對するドイッ勢力«入の端緒をなすものであ 
つた。更に C の炫近はトルコ及びメゾポタミヤの！ 2 業 1- 以てドイツ rc 對し、毂物と棉花との供給を保證するところの 
ものでもあつた。然し、この ts iii の®: uiijt その利益の英大なだけに政治上の危險 もこれ に伴ふて大きかつた〇卽ちド 
イッはこの^去を通じて他〇闲：水の利茲と衝突せざるを得なか〇たのである〇この性适针进は先づインドに於けるイ 
ギリスの支 p ! d 描に對する莳拉の脅威 i なつた。更に常時 R シアは n ンスタンチノーブルの占領5:計£し* n ウカサス 


K - 


.ッ對外投資の地理的分布 


フ 


勿 


アジア 
ヲテン • ァメ9力 

八"衆 WA び勿ナダ 
3丨〇ツバ 

X ルカン锘尚 


ス 


ぺイン 
ルトガル 

J/T 

ル n 

- ^ スト •• 

ンガ9丨 


<•*% 
1 
11 >1 % 
一一 H % 
零：一% 
ヤーー% 

ヤー% 

七•七% 
ヤ七% 

1一一•<% 





ものでもあった。然し、この域； iil の®: axi ± その利益の莫大なだけに政治上 0 危険 もこれ に作ふて大きかった〇卽ちド 
イツはこの ^ i i - 通じて他の M 3 : 永の利益と衝突せざる 5:rl なか〇たのである〇 C の松适計 ® U 先づインドに於け るイ 
ギリスの支 fid 植に對する莳校の脅威となつた。更に常時 B シアはコンスタンチノーブルの占領を計 S し* n ゥカサス 



から南下して海洋£5を求めて.<3た。フラン K は？ KS 略を企 g し VJ & た。そこへドイツ S 入つてきて、 
決定的な勢力とまでになつたのである。 

旣に•トイツのトル iQ み T 英佛 R 、 I 二；2と QI は不可 f ものとなつたが、他：曲に於てもドイツは英佛と 
欲列；な衝突を惹起し、旣に一九0六年と二年 Li は戰篇發 Q 灌戶際迄に行つてゐる。モ a ツ n 問；：；3が a ちこれであ 
る M 九〇四年英佛 te 商が成立し、そ Qte 商項目の I としてエヂブトに於けるイギリスの自由 rr 動の代 ct として，フラ 
ンス sa ツコに於け—由行1た。此地 S 道、25山* I 3 QSS じて利蟲 f 8ドイツ？ 
れに封して装 U 反；^した QJj 云ふ迄もなかつた。 S 初はも不可避と思はれた。营答時に於ては7ランスの 
漂が充分でなく、1者たる K 望は范一次2のために動くことが出來なかつた。5は起らず、この問®の後 
始末で—アルヂ H . NSS に於5，ンスと K ベインがそ,,ツ n K 於ける政治的榷利1した。ドイツは i 
で全然 f し SQI 英 S §2 SS した。斯くし 5 S a ツ n as 外交 SQiQI なつた 
がドイツは此處で常に英•佛 sg 商 S 度を測る七131時に英•佛の注£をこの地に集中せしめ，'';^密«にトルコ及 
近电に：：：一?、そ Q 勢力 Q 仲曾 M るといふ巧妙な政策を採つたのであつた。こ©政策の一つ登はれとして一九〇 
八年才-??は•ホ K ネ、へ5ゴピナ—合した。こ Q 時4 E § s 機 S したが、こ Q 併<3は藍バグ 
グツト培；3計蓬の一部をなすも Q で、從つてこれが爲めに敢行されたのである。 

笫一次？に於て Q 失敗にも拘らずドイツはモ B ツ n から手 t 引かなかつた。一方フランスは アル ヂ f ご 1 
の決 f ど—せず*一九二年了ツ nQ 占 S — した。 t でドイツは何 S 外交的違 sf 
なく軍緩•ハンテルとベルリンをアガデ-ル港に湯した。尤もこの時はドイツは HS 金®恐慌にょつて、®端を 
切れなレ狀涅あつたが、然し、フラン KQ 霞占涅は反打せざる t 得なかつた。そして M 年末 Q 還條約に於て 
第一一章 JIVK 於ける蠢革命と寅车主義的發滅 


Mur-* ヲ费本主義竇滄史 es 三 R 

ドイツはフランス©保霸として Q : ツコを承学る代®として*曾コン f ® 一部签取つ5こ®地はそれ 
自身は無 { S 钪なものではあつたが、併し*ドイツのアフリカ植域政策にとつては*これによつてその東部から大陸を 
模切る棰梁を獲たのである。 

ァフリ於ける葛禁落恭した如'、み衾時、パル*ン翠がやつてきた。これに對する列强旱涉は問®を解 
決す1か、 f これを扮 S し SQ みであつた。こ QS 5 問 f 狭んで TK トヮ1とイタ？ Q 1 
は決裂した。三年二月 S 3 商 S 5 Q 支拔によって•ドイツ Q 東方進出 © 曾となる X ル*ン E 票成立した。ドイツ 
は2年 Q ブ40 K 卜條約によ？こ G 聯 f 粉碎した。そ S 來こ-^ S 1 へ S 接 §3® されっ、あった。 

ドイツの世界政策は北海に對する、より庆汎な接 W 線を占取し、そして北海から地中海を經て，マルモラ海及びその 
K 峽地依に伸張し，そこから又東南へ向つてアジアの偉大な寶庫に*かるところの「中央歐磁巴」の麥想を W 現せん 
とするにあると云はれてゐた。然し、ドイツが世界政策に後ればせに進入した時は、他の列强による地球の分則努 
力®の確立％一應成し遂げられてゐた。然もドイツが斯かる勢力 M を必要とすることは、他®如何なる®にも劣らな 
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かつた。斯くしてドイツは af * として IB : 界再分割の要求者として立現はれたのであつた。 

旣にドイツの世界政策への平備はウイルへルムニ世卽位後程なく、イギリスの海取を目 4 S として^々行はれてきた。 
一八九八年ドイツの K 隊はイギリスのそれ〇五分の一であったものが、一九二一•一年にはこれが二分の一に迄なつた。 
イギリスは不斷に ia はる、も0 i 不安と脅威を感ぜずには5:られなかつた。 

斯くして幾度かその頂上に迄押上げられたョー n ツバの危機は、遂に一九一四年六月二十八日サラ H ヴォに於ける 
セルビヤの一靑年の举鈇の昔を合圔に«發するに至った。 


袅二卓 r ィブ; C 於ける®菜承命と公本木我的^战 


前 wr イツ衣本主義發迮史概&三 - n 

第三章大戰後に於けるドィッ資本主義の動向 
第一•節大戰の終了とその後に於けるドイツ經济の危機 

ft 林大软に於てドイツは一敗地に蛰れた。一九一八年早春•トイツ 5 K 攻擊の W 挫と*これに技く聨八'»也の反畢が功 S : 女 
した後、 R 争に於ける F イツ〇敗北は 決定的な も©となつたが、 これと ともに 從來の政治 枝格は 危梭に K り、 共和制 
S へ次？必8を帶びて 來 V 、そし5二八 年 十一月 九 BQS にょ？こ®られた" 

政横は多数* t 會 E (肚舍民主*)と獨立肚#菘との聯立艇時政府に移り、この趄畤政府にょつて休*^約への諷印がな 
された。時十一月十一日。從つてこの日1»:界大较は終末を吿げたのでぁる。 

ドイツ布 命 S : 共産主義弟命に迄推進せしめんとするスバルタクス B 1 の速動も*また共和制 sr ta ai して ft 政 K .5: 復活 
せんとする；；：？ 5 ；Q 鋈も行 はれた Q でおつた％、何れ矣敗に2し、鋈せられて終つた二九年二月六日2访 
が SV られ V 、十一 日共和爲代 Q 大 S として T ベルト S 任せられた。次いで S 鋈はドイツ共和制〇基 
礎をなす新憲法 S : 通過せしめ、八月十 pq 日これを公布した。 

これが所* S ワイマ-ル墨として知られてゐるも©でぁる。この® A の採決に袭 t 示した鍪は社命 W 秦、中 
央 *5 ツク S 、 及ぴ ドイツ 民-一、これが爾來ワイマはワイマ上§と呼ばれたも s —‘ SQ 
主力をなすものは社會望黨で、これは、一九三0^•ブリユ-ユング內3が成立するまで、常に政府の中心的松力で 





これが 所！ 5 ワイ 了 ル 墨として知られて ゐるものである。 この费の採決に雲をホした ( M 派は 中 
央カトリツク H 、 及ぴドィツ民 i で、これが W 來ワイマはワイ了 sf 呼ばれたも？— I 同泣の 
主力をなすも0は社寛秦で、これは、一九 三 0年ブリユ丨 r ノグ內敗が成立す るまで、 常に政府の中心的粉力で 



ぁつた。 

以上の如く一九一九年のドイツ革命はその投ひ〇，が ft 分主袭的政黨である社命民主黨ではあつたが、然し*それは 
決して Tt # 主義 - ti 命に迄は逸まなかつた。 ドイツ 革命 i.t 從來の政治制度を^革した。然し私有制の»止とか wtfr 的 -U 
の再分！£とかを企 H するものではなかつた。そして樹立せられた共和制の下に於て、技濟的*杜件的利松 *: 全幅的に 
承握するに到つたと C . ろのものは資本采樁級であつた)従つて一九年の革命は一八四八年の革命が成就し行なかつた 
ところのものを完成した40と謂ひ得るであらぅ0 

一九一九年一月以来聯合 W はパ a にドイツを除外した幾度かの# tss : 開き、これ rc よ〇て作製せられた平和條約は 
五月ドイツ例に交附せられた。それが史上未曾有とまで！ i はれる程頗る睃38苛酷なるものであつた Q め*ドイツ511: 
で|±常然、各秤の反對運動(修正*の《*;«民大會等、が惹き起されたが、聯合|«側がこれに跑じない以上結《無條 
件降服の外、他に路なく、六月二十八日ヴ丈ルサイュ宵殿に於て講和條約の調印がなされた。この^和條約の^細に 
就てはいま玆に ii « れない。然し、ドイツが世界大戰と m 和條約とによつて蒙つた打解こそ全く饺馆たるものであつ 
たと！5ひ得るであらぅ。拱失の主要なるもの$:取ぐれば、先づ全植民地と K 内ではェルザス • B 1 トリンゲン、上部 
シュレジェンの H 棠地帶及びポーランド a 廊と呼ばれる地方であるポーゼン5:失ひ、更に、全部の戦艦及び五百孢噸 
中四百五十萬噸の船舶、約五千*の機關車と十三*«の車輛 t 聯合 W に iK 渡しなければならなかつた。そして糍钱埋 
® a の七 t > J 五分、铁®生/ t 高の ra 割三分强、期 ts 生？ r : 高の三剌五分强、石炭採抿 . Ki の三割*加 M 採捆岛の二割五分， 
鉍及び®鉛採捆岛の五割、馆錶遽の二割七分、耕地の一割四分强を失〇てしまつた。-!*:界大戰に於て死亡したものは 
約二百萬人、 ft 傷したものは約四百萬人に達した。また55内に於ける 33 cB > ftm は約一千四百位マルクに is し、ニー年 
の！ーンドン賠伋姿 A # の決定によつて、聯合！ S に支拂ふべき賠«金は一千三百二十 { S 金マルクにも上つたのであつ 
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た0 

SK ドイツ Qsy とつ SVS ? なつたも si 問尝あつた。が然し、そ SIf g にとつ 
ても、ドイツからの賠 S はそ 8 S •兀利支拂ひの財海であつて.財政上收支の均 S 維持するためには不可缺なる 
ものであ nv S て含覆がドイツにとつても嚣 g にとつて4めて重大な問®2つ？と S ふ迄もな 
い。ヴ H ルサ i 佐約認後 rK 賽施 u 到る迄 q 五ケ年' ド. - k 案からヤング案 q 成立迄五ケ年そして b 1ザン 
ヌ件議迄の！ニケ年併せて十冇餘年間、終始問 Is となつたのは賠償問題に他ならなかつた：，描に述べた^く、ドイツが 
聯八： S に支佛ふべき霞金義 y 一千三百二十位マルクと決定され、これによつてドイツは爾後三十二年間に毎年一一 
十佐 < bf 、 ルクを—乂拂ひ W 外に^出 S ? J & 額の二五%に相當する金額をこの G めに接.〇當てることになつた〇然し乍ら 
斯くの如* JS 8 後•トイツ Qf 得 f ころで as つ$旣 y ぶツは一九一九丄10年 C 於52话に必臣 
な8§百55百 S 不足 t 吿； b 、 そ Q 石炭は _ s し. S 減少 ii も拘らず、甚雲. -0 して N ， NK に引波 
されねばならず、 £5? s も逆に外 g から松人しなければならなかつた。 2 SSSQ 不安が戰線より 
の總て QM 者に仕 is * •を與へさせた。從つてドイツの失_は外®よりも遙かに少なく二0年三•七ち三年二•八 
%ニニ半 T 五^といふ «[ 宇？:.一小してゐる。然し乍ら實際には各部 n の企業には、極めて低下した分 ej 生產性と、 

劣 SiM と S ふ半失龙的狀態 Q 分®容裘迄 して， q た。>」れはそ © 的狀態 e 就てみれば议か であ 
る。ニニ年鼓物は四5、馬鈴薯—六^、肉類は六湯、砂糖は二六％、麥酒は六■だけ消費が低減し、平均 II 
S 、 アメリカ q それ Q 2 分の一、イギリスの二分 Q Is しかつたと謂はれる，§を丧失した ドイツ S は外凶 
からの必 f し、 s §28 人を必 f した。然も賠 2# s 務によつ S 行的な出％要求され 
てゐた。5は次ぎに g 後數ケ年泛於ける•トイ ツ q 生産と荽と Q 狀態とに就て 看よぅ。ぶツに於け盒東 ® k 
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年一月べルギ ー と共にル ー ル地方の占領 s : 敢行したのであつた。このフランスのル ー ル占領 c . そドイツ 15 濟に破局的 
結果 Sr * らしたものであつた。ドイツ货樂の«用はそれ以前から可成に»れて fc たが*その S ;< R 耍な X -3 T - 地域である 
ルールが存在する限り、 { i かにその命№1-推抟して， Q たのであるが、これが占領は取りも直さずドイツ H 業生產の埭滅 
と^做されて*その結果 a 用は粗本的に欠*して終つた。道般の事情は、對外爲锌相揚〇動疤に於て蛀もょく示され 
てゐる-©ち二三年1月1ドルに對して一离八千マルクであつた對米爲替は、同年十1月に^二羝一千六百位マルク 
十二; i には四夹二千值マルクといふ天文平的»屮5:現出するに至つた。卽ち弗に對するマルクの相提は饵平®〇一兆 
分の一に迮したので£>つた d 次ぎに玟桁及び物《0動き1-»れば、次表の如くである。 

斯く〇如き破局的な轻濟的情勢 i - 1fii として、ドイツ 
年 次 uif ** 國內の政治的* t 合的不安は極度に f 5 、內閣はクノ- 

一”一- II ；; illi マン；ュ i マンからマルクス 
I 九一二年 M 一-111 nts へと«つた。匕ツトラ—の指導にょる、、、ユンへンー校も 
一九二 1 一年末 一'一£ 一 sfto 勃 a したが、他方ザクセン及びチユーリンゲンに於ては 
一九 11 -1 一 i -IG 共匿の指導下に起された fs 亂が繼起して、坑二 
七月 5.-B i 次布命 S 速が異常に濃 W になつてきた。 . 

八月 & ns、 18 歷史上未甘有な斯かるインフレ 1 ションは、若しこの 

九月 5 K 、 to < i«、i 界枝せられて&た—ば、ドイツ丧本主 S 完全な沒 

十 tyoHrorp °.°. pc f 擊る ——。 f 身ンフ I ョ 

十二 B 【 5 : 、1 <£、 Ns «: 8 _ l <' e 、 80*§,80 ンこそ逆にドイツ資本 主 ^ に ? it 興の機會を與 へる 作用を 


紙 Kitiiast 

<* 位十嫌 ) 

5 


釣 Krfatsa 

UIKiGO 

一、-一一 l < 


U 年末 c -.B0 
一年末 一一 111 1 l 、 t<-tj 
II 年末 i -E.5 
年一月 =、§ si 
n 月 , s 一 一 ; 111 'ICO 
七月 S ペ s rscm 
八月 安 、 i S 、 BS、 18 

九月 tlosrss 1 TSS 、 <* 、 K8 

十 A 一 . s".ifnoo s 、 t<oo8、coo 

十一 n ts 、 3*im 、 so-sl.o 、 i*§o8 

十二 w s、n£ 、 llls*i 1=< 二 <0 、 § 、 8 0 ,80 






4-—-t = l 312.0、 os 、 ioo 落—味す f の！ 0 然るにこの インフ V シヨ 
十二 15 i 、 slr >«. 8 sns 、8 0 0 o 0 , i ンこそ逆に ドイツ 资本ま S に役興の機會を與へる作用を 

なしたのである。それは阈際许木がドイツ-？ t 本中：在を沒落から救濟する爲に籴〇出してきたことであつた。世界 •«• 本 
中' a 姐制の113たるドイツが5-.速なる没落の過程を迪〇，然も茲に革命的悄勢さへ濃|'/:であるといふこと;±*/3:際资 
本の最も好まざるところである。ドイツ經濟が崩1!3<すれば莫大なる賠®は、その源泉が失はれる。從つてこれ5:兌#2 
し 1 C は出來なかつた。 W 際- lie 本はドイツ衣本 +. 族5:常態に立ち3らせることに援助することになつた。この W 際^本 
の活動は卽ちドーズ案の成立に於て示されてゐる。ドース案は從來の賠«支拂期限三十年を、約五十年に延 i < し、支 
拂額は第一年度十億金マルク、第二年度十二位二千萬、第三年度十七低五千*、第四年度十七位*^五年度二十五 {£ 
以後}*年二十五值金マルクと说定し、一九二四—1|五年度2:以つて«施笫一年度となしてゐる®但し、^案はドイツが 
最も關心を持つてゐる賠馆令總額に就ては、些かもこれに觸れてゐないことは注：：：1すべきである。更に賠馆|::]迪と關 
聯してドイツ«幣制度の安定が设も緊念壌であるとされ、遂にレンテン.マルクの採用となつた。これはドイツ政府 
とは全然獨立したレンテン•バンクと稱する銀行2:つくり、これに紙«發行權5:筠占せしめ、金3:準備とせず* 土地、 
山林建築物等の不動 pt 及ぴ渚企龙を拽保としてレンテン•マルク紙幣を發行して*紙幣一兆マルク S : ー レンテン•マ 
ルクで囘收して、濫發紙幣5:整理することになつた。更に二四年八月には新奴行法及び必要な法律が制定せられ、令 
準備を某礎とするライヒス.マルクが發行せられて、货幣制度の安定をみるに至つた。斯くの如くしてドイツ资本主 
茬5:役興せしめるため K , さしものインフレーシヨンも遂に克服せられたのであつた0 

インフレーシヨンが社分的{3の分配の刻介5: ? 5|化せしめる-«力な«扦たることは-3-11ふ迄もない。ドイツが經驗した 
如き未 It 冇インフレー シヨ ンに於て、斯く結粜は设 も 如 ^ なるものがあつた。 インフレ！ N 3ンの時期 tiin じて、(^ 
給、 K 级の贳锌的俾下は勞拗者闲紱を抜度の^扔に、中 iiil 社 frw - ir 全般的 7X 落の is 命に堪らした I .史に從來の^^ W 
務の5!?化は仝令利生活其奸を沒落せしめたが、これとともに銀行打资の火部分は失はれて、金进*本采の支妃的爷力 
第三章大«浚 K 於け sr イツ*丰主装 s 我向 B1 
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は全く失率せざるを得なかつた。然るにこのインフレーションは錤行への朽依務5:播めて僅少な愤价5:以て消却する 
ことが出来、！3{に Ital の K 質的低下 S : 利/ 1 J することの! H 来た產戈*本家を、 S めて有利な地位に ffi いたので&つた。 
こ、 1 C 於て多數企龙の蔟生とその生產1¢備の搔度の擴 4 li が、この期1111に於てもドイッ痄業资本によつて可能であつた 
のである。 

さてインフレーションは前述の如くして克服せられたが、然し從來播端に膨脹した通 It が枨めて^欲に牧縮せられ 
たのであるから、こ、に常然激烈な整理恐慌が惹き起されるに到つた。そしてこの恐慌過程によつて*中小 m 戈*本 
の沒落*また史に中間杜分«の$落が促進せられたことは言ふまでもなかつた。货*安定期に迓入つて直ちに闲砑に 
商 ISI したものは產柔資本家であつた。ライヒス•バンクはインフレーションの再出現を掻力防止する爲め栈度の采縮 
政策1-採り、寬容な貸付をなさず*またその K 付には搔めて^率の利子が課せられた。玆に於てインフレーション時 
代に尨大な規模に迄擴張せられた多くの^企業は•何れも金融》に阽つて、その基礎の不健全な企 3 i は相 a いで破 ★)'!'• 
崩垅するに至つた。企龙の破產者は一九二 ra 年四月以降(母)1五百件以上あり、七月にはこれが一千七百十餘件にも上 
り、二五年度の上中期には七百件以上、十月以降二六年五 W 迄は常に千件以上にも速した程であつた。スチンネス • 
コンッェルンの如き巨大企戈の倒坊した〇も©ちこの時期に於て! f あつた。そして恐慌 S : 通じて斯かる產艾界の*理 
が進捗してゐる一方に、一時產龙资本と is 離してゐた令融资本の i ' f 進出が行はれて、これによつて金融 * 本は、ドイ 
ッ產業界の統制権を再び完全に筚捉するに至つた。これが一九二 pq 年の央頃から二六年末迄の情勢であつた。 


第二節ドイツ資本主義の復興 

第一項合理化 運動と®占の高度化 

斯 くしてドイツ 棄$は SS 涅乘 t と； &出來22つた。代1 然こ SS 强行？•然 4 も能 
r : Y ■に遂 n せられなければ ならな か〇たので ある。 TS 乎とインフレ ー シ 3 ンと、そして 恐 K とによつて荒进に委さ 
れ瓦解に！ 8し、 然も >x 大な Kfs 審彥つた上、- « 且つ -«本の利均を餘すことの出：木る如くに再^せられねばなら 

な*つたご」れ uliKA 的蓋栗 Q 篇 q 下に、,^產嚣基然たる秩序 §*•/ 柰發 を：； g 度に能率 化し、 
為を焚以度に强化す t と％、努に坌 ： つた。所く Q 穿業は •ドイツ 粢砉 をして必然的に介用化 
( lifl)Q 51 らし： QS で—:&、茗龛化—は、二 ？！. ii し §11 に 始ま 

り、一!八年に至つて大«:兀了せられたのである。 

.. トイツに於ける <: lfss は、先づ_突：及§—§3、トラスト q 形成 tsf れたの 

であつた' 5は？にこ QS - 化 q 3 S じ5成 V られたドイツ K 占 S + S 相？欧かならし tsQ 

若于に梅れるであらぅ。 

1 E にも一.::した如く、通 S 安定 S じて？ イツ 51 § s し 一!?く q インフ丫シヨン企龙 
は3した-¢1.7」れら q 多 ijs 力な器— SSSU 於て、 f しい 、 If I 占結成 
s ? s した？あつた > 一九二五 2 エ3査？れ U ? Q 明確，签明奚 へ Vi 。 それは一九〇七年に 
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一九。七！ S - 1九1121 

企 - m &- i 、 c へ B 、 lg 5 u、ft <(一 〕x 
哼《 者 e 4、交、一一2一“-;，气七七< 一7:ん 

坍械發贫檐の能，^) 

fllfsts - HK00 - S . 一一 rKnmA 一 £o 
«丑« r 22 s lrsl 、《《 矣<ん 

(statistischcs Jahrhuch fUr <U* Ivutscl-e Keich. 

1 CCIC . 9 ACN Iflr£**c 一 5 /<ュ汚一 5 『 3 -广§ォ-一 K . a*r 

im Statintiichci Rcichfamrlsso^iKO 


小企五人 5 
0 抒 «:* 中企業(六— g 人迄) 
大企菜(五〇人以上) 
小 企業 
就業枣働者餃-中 企 * 
一大 企業 


對して企- II 教の減少、勞拗力の1 r ‘加及び^械、發逭餌力の著しい 
增大を-不して&る。 

次ぎに就龙§2に從？そ QHf 、 (一)一—五人、小企 
a 、 (二)六—五0人、中企*、.(三)五〇人以上、大企龙の一一〇の 
苁本的孢2?に類別して*その«校過程3:^ょぅ0一八八二年に於 
ては工業勞®诉の二六％が大企戈に®して&たが、これが九五年 
には三四％、一九0七年には四八％、而して1九二五年には五五 
%に增大してゐる。 

t « I « OS に示された如 

T 八八二本 T 八九5 —一 九〇七 ¥ JT ^5^ sn ^ Tn^f く、小企龙は一九〇七 
一一'£ズ孤七 1、《<、!£-| ,£<、sl 1 、* 1 <、-« S<1 l 、* uo<o 年迄に相對的にも、ま 
<*、81 一 s '& s 一£、0_| 一 SS 一 si ±1 た絕對的こも M 少して 
4、 n<l IJrsl 2 - s ^ aa 一一、？ ^ . 

一 nmr s a m<r 一 sITS<r.' 2 =;<s,nl<< ll 、 <tw、a -4 a f 一九 o. .r 五 
一'〇へ一一 K1 、 S1I 、 0B< ll 、 s 4 、 sll5 s ol®l -;<<<、？： i ; i 年 l:fl には、 その 數並び 


域 

一九二五年 

rmos 

昼^一一 

一-;<<<、？其 


一大 企業-; S 5 登-一、 s-ns 二' S 2 t 、 m、i 2<、§ に就龙人 n 數は現在の 
地域に於ては殆んど不®でぁつたが、然し生企に於ける比®は減少してゐる。中企尤は故めて漸次的ではぁるが、絕 
ぇず坩大してゐる。然し大企戈の發域には播めて11兑しいものがぁつた。史に一九二五年0エ艾調查に就いてームへば 

就審働£二百人以上 Q 大企3隳运企產§•四？包括して t にも拘らず、者 ㈣ 2三 sis 




えず增大して ゐる。然し大企艾の發： a には棬めて {]« しいものがあった。•史に一九二五年のェ卞調査に就いて一•ムへば 
就 1V / 動各 SC 二百人以上の大企龙は僅かに總企龙 la の〇•四％5:包括してゐるにも拘らず、令勞灼£三六％と全梭 W 


半 度 

一九〇五年 
一九〇七年(舊總域〕 
一九〇七年(新地域) 
一九一一五年 

人 a 
五一—二〇〇 
1一〇一丨五〇〇 
五〇一—一〇〇〇 
一〇〇〇及それ以上 


11大企菜被试粢分働费玟 
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一一、兗、 0 S 


1 r 5 r <5 
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一九二六年—一九二九年 nil の立本の變動 


企業安本(馬克〕 

1 TI 苽以上五 fl 萬未滿 
五 ff 萬以上二千萬未溢 
二千 a 以上五千^未^ 
五千萬以上一 C 未滿 
一位 以上 
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一一!一 
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(Deutsche vvirtscrfrkum? 130及び f 
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a 力の六六^と5:集中してゐる。更に足5:1£羔、機械製造 H 戈、化 
學エ戈等の指導的工業部門に就てみれば，この纸積過 fi は ie に一 
好念速であつた。卽ち鑛業 re 於ては、勞灼方&二百人以上の大企 
戈は全企龙鉸の九*八％であるが、勞働片の九四匁を、化學エ戈 
に於ては二•八％の企業が勞働者の六六 VT 機«製造に於ては二 • 
四/%の企業が努®#の六四^を包括してゐる。併し乍ら £T の支 ft ; 
的 M 大企業と消ふべきものは、就龙分働齐鉸一千人以上を持つと 
ころのものであるが、一九二五年の調杏にょれば、斯かる規校の 
巨大企業は八九二5:算し*全企戈教の ftt かに〇 *0 三二％に過ぎ 
ないのであるが、斯かる企龙の呢倒的地位は、 
上揭の二炎に依つて充分 n 知し得るであらぅ。 
GP ち全企戈数の {•£ かに〇 *0 三二％にしか;* f ら 
ない Ja 百の M 大企！ IT か、全5?拗齐の一六•五/% 
と全機 M 的動力の四二％とを包括してゐるので 
ある。次ぎに -it 本額の坩加の動向から、•トィ y 
に於ける集稍過程を.：小す一表を揭げてをく。 

一九二六年から一九二九年までの期!! 3 にドイ 
ッェ龙に於ける资本の Is 增加说は 1 二十九位一千 
E 1 五 


可 a 

• • - 

の平均^勿 


(i 
(〇七 

(I) n 
( 一〕一二 
(+〕1< 

アィンガル^小松？ S 、 « 





前 W ドイプ*本主義速澹史«» H 六 

八? f 萬馬克卽ち lpq % (株式？ t 本に於ては二0%〕であつた。然も^强力な增加は、 H 戈全 fl に對して、株式組 IUS に 1 J 
しても* 51 に •«■ 本今«に對しても、平均 fc 本に對しても全く、 fi il:J 群たる - ft - 本金一位馬克以上の企 3; に於てのみ rx は 
れてゐる。卽ち前表の示す如く、 C の iil iril 群に就てその嫌坩加は工業全 K に對して三六％、一企尤に fi する平均增加 
は一九，%、株式#社に對しては1二五％、一企龙に«しては一五•六であつた。特に同期 liii 中の增加を株式紐描に就て 
みれぱ夺本艽 rf is 以上二千洱馬克未滿の企 m に於ては七千五百六十 K 馬克、二千萵以上五千 萬 馬克朱滿の企*に於て 
は二 ( sli 千七百八十1 CJBS 克、五千1^以上一值未滿に於ては=位一千八百二+35馬克、而して一值尻克以上に於ては« 
に十五倥|二千七百洱馬克であつた。 

以上の如く、ドイツに於ける？? • 本の染枝は、货筘安定と共に始まり1»:界恐慌の勃發に到る迄の時期に於て然も£^ 
群の企^に於て强力に行はれたのであつた。然しこれと平行して*殊に株式食肚の媒介にょる资本の 16 中は！#めて顯 
然なるものがあつた。ファインガル G 指摘すると C ろ rc ょれば、一九二八—二九年 K イツエ戈の株式化の水準は 、 H 
文«5齐本の五1*^であり*而して今>:卞、«^の«かに六*5ギ株式化されてゐた。更に株式合资分社及び有限資 
任件社?:も袂式企でに加??:十る i # は、 -7 f 本の株式化はドイツ全丁：衆の七二•/\%となり、株式企戈の總數は全企戈» 
の一六•七％*:なしてゐた。而してこの级合株式化の水*•は企業齐本が强度化するに從つて增大してゐることは注 H 
すべきで*る。0ち十现以上五百萬馬克未 S 5 の企龙に於ては九•五 VV 五十®;以上百离 JS 克未滿に於ては二五％、百 
萵以上五百萬馬克米滿に於ては2:|二％、五 15 萬以上二千萬圯克未滿に於ては二九/%、二千萬以上五千萬馬克未滿に於 
ては三^%、五千萬以上一倥.4克米滿に於ては八九％、一值馬克以上は九六％であつて、大企柔は殆んど株式化せら 
れてゐる。然も株式大企柔に於ける槊中化は恐 t € 期に於て®めて期著に增大してゐる。卽ち一九二八年五千萬馬克以 
上の資本5:を持つ六〇の大株式侍 tt は株式總资本の約—:分の一を A めてゐたが、三一一年に此«の六四の株式#社は株 






れてゐる。然も株式大企尤に於ける集中化は恐 JiSS に於て ft めて期著に增大してゐる。卽ち一九二八年五千萬馬克以 
上の资本をを持つ六〇の大株式件社は株式班 - tT 本の約1一：分の一を占めてゐたが、三二年に此稗の六 W の株式會杜は株 


* 本五千*味^».4本に，，： 
a 企-3;» «*; 以上 $ 於.こ大 .1:^*!' 

企龙« S 介 u 

*■ w へ ff ) 

£__ so ガー，一 


式本の三九％四ち八六值馬克を支 rid した。更に*本一值五千萬馬克を有する { f か十三の.£戈會 rt は 株式 雄- 1 st 本の 
一五％$:占め、他方»火の五つの HIKffvt は株式锶资本の一一•四^を占めて&たと鉗はれる I 大企業(株式*本五千* 
以上〕がドイツの代衣的 S 部門に於いて占める f なる地位•役 S •次表(一九三二年十二月髮〕によつて2か 

であらぅ。 . 

資本五千*«次 a . に叭 大软後のドイツ H 業に於ける以上の如き集^及び集中は 
f 數 C - S : ん；1 \_ s 然エ尤獨占の諸；*!の形琚卽ちカルテル、トラスト、コン 
重工業仝* 奎 1< /- H ツ H ルン Q 增大を促進した Q であつた。大 g 前の獨占に就 
«rsn £ ■ i 二ては#きに述べた。併し抚 S •へたところ y よつて窺知し 
t -7.■金 tt と<;炭」 一 へ g.oq i 得るであらぅが、^後ドイツ15濟の闼占化過程は*これを 
»s ■ s.o C 第 jg 前に比較するならば遙かに商い段階に违して t 。 拽前 
に於てはカルテル、シンヂケ-卜への緩かな結合が-- fe たるも Q であつた。软後に於ては勿^これら Q 發逮も ii 受けら 
れるが、同時にアメリカに倣つてトラストへの發 M も行はれた。ドイツの指猙的エ龙に於けるカルテル化 I 勿 AC . 
の場合シンヂケート、カルテル及びトラスト等の rul の K 別は较らく措く—は»家統針局の a 衣によれば、一九二五 
年の後半期から一九二六年秋 U 到る期 gLi 於て次ぎ Q 如きも Q であつた。加川•鑛業はそ Q 雲本 Q 九八•湯がコン 
ツェルンに統括され、これを笨頭として*筠龙に猢係ある企 m に於ては九七•三%、染料エ龙は九六•三^、褐炭采 
¢3龙は九 M •五，％、石炭托掘龙九〇 • UV 更に大製鐵友はカルテル化5れた资本八八%*铅氣技術ェ龙は八六•九％、上 
水、 K 斯及び记鉍の生淹及び®給に關するものは八 T 五^•銀行は七三•八^、大洋航路及び沿岸航路に從ホするもの 
は八〇•九％ S してゐる。これらの教字に依つても®後ドイツに於ける牟口が如何 ys 段£1してゐたか7理 
第三幸大|?後 K 於け*ドイツ»本主義の a 向 S 七 
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S ドイツ资丰主義發途史槪 3 > 


B 八 

解出来るであらぅ。斯くの如く殆んど全主耍產 
:部 n に J 1 つて形成された® A のぅち絶對的沿 
占の形成に到述した超«占«が二つある』それ 
は製斑事*に於て形成された製鍅トラストたる 
聯合期銳業株式#社と染料エ龙利益協定株式會 
*t 、 所 in ィー•ゲー染料會杜である c £ れらの» 
*lr : 就て«後 MH * 部鬥參照〕。然も注：：：すべ *:* 
はこれら M 大な ffi 占«は相.7;:に極めて聚密な拟 
係に結ばれて&ることである。例へばこれら.の 
鐧鐵 トラストと 化學トラスト、化學と石炭、化 
睪と加®等*であつて、それは株式の n 收、共 
同企龙の創設經贷、監査役分：に於ける类灯の 
交換等々にょつて行はれて ゐ る。 C . の二大 トラ 
ストの他に更に重工^部! ,, 1に於ては中部ドィッ 
锏銨トラスト及び上部 シユレジア 鋼钱トラスト 
があり、 この 外銪 エ柔、航海迭船龙、加.丄產* 
等*に於ても技々と*占的トラストが形成せら 
れた」 询 これら i 相龙ん で ?•- くから存在して fc 








る二：大 S トラスト及び石炭 s Q シンヂケ I 等のドイツ S 部門に於ける絕大なる役割！^ては次表並びに前衣 
下段5:希られたい。 

§ §Q カルテルと 比？れ度い • -51九|度には一八、1|八年度には二0、二九年泛は|六の新カルテルが成立し、 
一九三〇—三一一年に 於ては その % 二、 五 00にも边した ilia れてゐ so 

生*品 《 t * i 組織の—-びに》 紐1に g か 以上述べた如き產龙に於ける生迮及び资本の犯« •识 
石 炭 トファ 方 中は常然銀行资本の菜中を作ふものである。 i 後一九二 
« 炭 111シンヂヶート S 六•七年頃まで銀行資本の集中は緩设ではあつたが 1:11 斷 
«»*»£ 綱12 卜?スト 5 なく行はれてゐた。二六•七年に於ける集中の程度は、 

び WS 二 企® S (404) 百 萬馬克以上の株式資本の—扱行數は一九一三年の一 
*« と a 力 a 企 業 so 3 i 六0から二七年初頭の六五に減少し、箱前 K : 於て全 a 用 
針金?!品四 企 菜 I I 錤行中株式*本で PJ 四气株式資本 A - 準 S 合計で四七 
沪 f ， r -8 f 占め5たべル获ン六大親行は二六年秋には各 i ハ 

; r イン iK トファ f i 、 七— f めるに到つた。然る UI 1 八年以後 
:レン式2 ター SQ 合同は極めて大規校 US れて、殊に二九年のド 
イツチ H •パンクとデ K n ント•ゲゼルシャフトとの合 M 、 三一 S ダナ i •パンクとドレスデン•パンクとの合 

§はドイツ奴；：；：史上8すべきも？1 II 二年八 OSS 行 S 金額、 K 出額に於てベすン q 六大奴行 
の§1!:は • f 八 9 S * 八 I ?上つ5た。三一年 Qiil ? してドイツ還 S 中は更に 
一好 fji 度化したと推定されてゐる。 

第—大5に於けるドイ 5^5#® St 


M « r イ， * 本主 llait 史* « 五〇 

斯かる奴行- Sr 本の屮の岛度化 irlfis : として大转後一時 SP ちインフレーシヨン時代に產龙资本に拥賄を毡られてゐ 
た釵行资本はデフレ ー シ 3 ン時代に a 入ると共に床龙界に對する其支 fid 力 5 : 取反した。ドイツ令融 资本の 支 K 力を 示 
すものは產 m 分? t の經 S への号與 ® ち®行がそれらの食 ft のぅちに保有する取締役 • S 查役の地位でぁるが*三一年 
ベルリン六大銀行は,一五九の S 查役また li 取締役の地位を保有してをり、そのぅち1二五|は S 査役#または取通 
生產指致 C ! 九二八年-一8〕 役分に於ける S または！ isQ 地位でぁつた。 
一九二 E 年 11 五年 11 六年二七年二八年二九年 以上述べた如き、 ifs 度*占化 5 :荘®として大戰 

n ^ H 0 ^ H ^ 

七月—九月 七〇こ 0 K 字< 一01ふ1 0 X 琴！！！ ドイツ經濟は一九二七—二八年^には上に揭げる 
十月—十11月 S •七 «• 9八 -§•«■ S :* 諸表に?1-られるが如き m 典&り t 示して， q る。 

( F \ Sternberg , Per 2 cdcrgang <lcs fllshcn Kapiulump I こ こ尤〇 tf 一-し t s > n 
s . Ig.wercchnunKcn dc * J . f . Kos *» il < 就てみ—ば此期⑴それは次ぎの如き 

狀態を示してゐる。 

® 要生産月平均痄出 a 〇 

^ Am 5ft 0;{ 
石 * S 誌 1 f :* .%.5 fll 里 wysssT ^ a ,-^ ?;® y 象 S. 20 


一九一三年 1 M V.B 1 M 
CS 在* 土〕 

一九二四年 <•< 30 _TI 
一九二五年11.0 一一 A 1 K •一: 
一九二 六 半 1 1.1 一一; 17? 
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1 九一 H 年 11 TIIs18os 、 s < 18o *、 eIM 8 o 
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一九二五年一一 rs <、I n < alll、<tl «•? 
一.^ Itjfl 10 、号二 sk • <t't .S«B-C t— w 

-年11 »lu 
年»、8 








H ハ3 i - 5，1 Wlsi lo n ' llr 2 ns 、BU SA 
九二七 年 IB ' IIK <TB 10、<012 •< 一;1 r 2< 戈 i 
九二 /\ 年 li s.osm ' 01 - t : villl y ; s-lsi 


第二項合理化過程と諸 ft 件 w 

ドィッに於ける產名合理化が企羌結合と筠七組益の形成とを垅らしたことは旣述の如くである〇がこれと關聯し、 
平行して各企— S 部に於ても r : 露に技術的 SI 45 S 2んがために、凡ゆる—改§手段方法が採用 
せられたのであつた。それは、(一)製品の規格化、定型化、(二)作龙工程の改 #* 時|!|1硏究 * (三)熟及び動力経濟の 
改谷、(四)硏究機 gQuiffl とその杏用、(五) KCEah 荪0*備、(六)經兑の#|:化、(七)分$力の{§約等非、他に就て11 
saw 一交秤採' ft !** 公あつた。これらのぅち特に(二)と(七)と5:尥じて合理化速動がその分抛 
一九二， - 3**. i 4 s 界附钱に如何—影薄5:齎らしたか、それは先づ當然劳拗强度の梢進、 • 
一九二. 1 £0年10 p 倒—、 g てそ1の異1となつて現はれて I 。 
一九二六年 1 S •一一 rm 一九二五年に於ける沭砟で部門の一人當〇生宪能力を一〇〇とすれば二 
一九二七年 一一八〇一一 一、 一3七年にはそれが次ぎの如く拊大してゐる。動力製造 H 龙一七二、銑玆生 
從 S 政！！：上抱数 Is M 上— 產一四三* S 生席一四二、機 WS 1四〇、了クス生® | 
一九二一 I 年 -1 S 1 so * rS.Ti § 三七、加1產一三〇、 SS 生苑ーニ六、セメント生產一 
一九二0年 5、 K 一 = y « »»、5一 八一ー ニ2、鉛銀、亞鉛生產11八、忮编採捆ーーニに增大してゐる0 
一一 Ml ニニ--- t - 30 V 三31 交 以上 S 括的数； - fi 並んで例へばル-ル地方に於ける石 S に 
一九二；4 15 《一 M H 一一 就てみれば、そ Q 採塵、18§鮮：1§加と_§者 

一九二六半 一一、2 S 5 w<rfM の減少;±上表の如くであつた。 

一九二七年 Isak 穴 i « 钱15抹捆に就ても ra 找/ X 現象が.：小されてゐる。 

»三<£大霰役に於ける K ィッ炎本: h 我の利 . M 五 I 


一九二四年 

一九二五年 
一九二六年 
一九二七年 
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前^ドィツ齐氺:-1-:義》述史苡ぶ 
勞慟組介：：3；失業百分比 

完仝失業者 


* S ^ 


九 


年 


1九一一四年 1 L-;CJ 
四—六月 
七—九月 
•一 -I 十二13 

一九二五年1 一！ 月 
四—六月 
七—九 n 
十—十二 IJ 
一九二六年111月 
四—六月 
七—九月 

• I - I 十二：！； 


2 1C 

X 一 

-1 A 一一一- 

七ん 七 
七二 内 
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7!一 


1 V 0 
11 -T0 
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砟業穷蚴#失業百分比 


?:| 
£ 
<1 
<。_ 
<1 
£ 
2 : 

0 i- 

七1 

七！： 
? 
01 


完仝失 ** «呤間夺働赉完令就*者 
一九二七年(月乎ね〕 一,/' ■ B.sco 
一九二八月 C » 〕 九 i 〈〇〈八•一 

一九二九年 C » 〕 一 nAt - n 0 


Je に ratt な傾向は、例へば化學エ龙に於ても 
n 動 4 ixm に於ても？ !• られるのであつた〇斯找 
に合理化は生產能率の枏進を招来したが、匁 iitl 
の强度と速度との坩大は、これに基因する5?俲 
方の奴 5? 疾病或は傷进死亡等の增加を結果せず 
には措かなかつた。然るに勞働の生産性の增大 
した刻合に、若しも生産の擴大した S - J 八：：が及ば 
ない場八：：には茲に必然失龙が發生する譯である 
が、 - TJ - J 1 化過程を通じて K ィッに於ける失龙は 
上記の如き狀菇であつた。 

更にこの期問に於ける失龙茗の K 數5:勞働組 
合加入者に就てみれは次ぎの如くである。 

年 次 勞 Mel-fr 加入令 %:完全失栗 者 
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一九 
1九 
一九 
一九 
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1にこ GS に於て ドイツ S け SS どぅであつたか。公け SI ょればドイツ y 於け—— 一九 
I !五年初頭から一九二八年にかけて ssf 不熟1、何れも2 して—。 a ち一九二五年十二月？ 

銀を 18 とすれば、二七年十二月 1 C は % 練勞働者のそれは10五 •六二、 
不熟練分働者のそれは10七•五七、二八年十二月には 前者は 一一三•六三、 
後龙は11九*0といふ指数とな0てゐる0然し乍ら«玟«銀は枣ろ戰前 
の水準と比較したならば減少したと ST 1 はねばならない oKt - vrt 錤は租税の fl 
»にょつて非常な髟»5: 受けることは云ふ迄もな<、葙後.トイツに於ける各 
siom * 役; i . i.iL も騰つて&る。 it 奴から it .® f !£ ( r r - nstoul ' r ) と 社#保 fe 

掛金と t 差引いた額卽ち勞拗各の手取 oii 
錤铺と，消«物成とを次ぎの二袅に就て比 
校^照するならば、二七•八午に於ける K 
苡货级の減少は眩かである。 

ドイツに於けるカルテル •トラスト 的結 

合、そして n 大® r 1 .-*? の形成は堆立*本の 
粜中であり、大许本 にょる 中小*本の 併八3 
である。合理化{±窮搔生 m 能率の增大、生 
砟«の低減そして利濶の增大を0«として 

行はれた©であるが、この^介匁拗货奴は 
.ッ资车.+:*の«抅 &= 


V k 6 (二七年九8:) 
卜供锥 xw T #* 
L 二-- f-Kii 上 

二-!- K 以上の女+ 

0 . C 1 一八：♦三 B ) 
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C 二十二歲以上の K -/- 

J . 01八年六00 

11| 化平 H 5?勞 B * 
C 二十一这以上の9}子 

; f Ctl 八年十 E ?〕 
0金 《 H *' 癸*者 
C こ十 • • • ‘ . 4 


〇” 

a. 

a. 

心 

be 

一5 

teJ? 

.S23 
CFS . 


B 練勞働者 

にめ 1 f 後 
令« 


九一三 年—1〇〇 

不熟練勞働* 

嫌 期«後 

籌 % 


^flna 


時 n?Jlt£i 


fi 

一二< 

fi 
1二 I 


-s 

uo 

12 

Is 


■F fHJ rl 銀 


0 


Is 

101 


K-raRa -X -s -X --- 


»> 两 ttaj ls 
sftRsl5:1 


le 以上の男チ 
第三 « 大«汝に於け iK 


一的 


i?nggss 


12 

£ 


Q 

01 

S. 

0” 

a. 

a. 

吣 

be 

rn 

e 

SI 

F- 






s r ィ， * 本+.袭*!迮史«£五 s 
前褐 .S 衣に於て示された如く、生産能率の增大と步を共にして增大しなかつた〇從つて介 J 1 化は勞働者の一部分を過 
55ならしめた如く*或る ??. 度中小企龙を過_ならしめる。01ちこれらの中小企 m は何等かの形に於て®理され、淘汰 
さるべき運命にある。更にシンヂ T 卜等による販致乃至麟 H 鐵の合理化は、商義本家 W 袋の一部の抹除をも意 

味する。ぶッに於け S 美；；本農. K 部に於 5 S 贅崙らし？と S 4もない。 

ドィッに於て益化蠢 q 共大な影薄萎けたも Q とし w 登 W 叢げなければならな s 。 H 華：®に於ける会理 
化過程 Q 進抄 if 、？一々 QJ 8.-- C 的 sg ® QSE . n 市 SR に SJ _ rK •統制力を著し<强浩しめ、商 ngg ? 格 Q 維：^吊上げによる® 
占的利潤 S 3: を可能—し S 。 否 S 初めから斯かる巨大 SA 利 S 特1 ssssnrf |5 
はねばならない。斯かる铳制的エ龙»品怕格は*^せ動の影*を蒙ること嵌めて少くなく、自由较爭裡に曝されてゐ 
る商品の ( n 格？ e 代表的なものは c * w « 格)が低落す,058合にも上 e する C とすらある〇大拽後 Itt 界のぬ类生產は设 
性的生 S 射に so 、 これが i 物！ S 格の一般的低落を招来したが、特に二七年二八；ヰ sssiQ 大 H 作は 
^.後に於ける1^^:物|3格3:按落せしめたが、この^他方エ^»品怕格はこれに比例して低落しなかつた0«龙生^:物 

と Hi 霜と QSQ 不均 S 大 SS 5 られた is な S 、 大 g 後先 ㈣ 本 S 諡に於け K > g 占の水 
準は戰 sS に比学れ s - ii に K 度で t f I 的 S 素 ？ si — に c ^ i ? sS 著し 
い£格寒 S 出され、然もこれが年 S ふて狹狀 S して來た。從つて§は生産物の販資、 H 1 席 S 3 入に當 
つて1東 S ? SILU 。 ドィッに於ける： SSSQiu 就てみればそれは次ぎ S くである。 

一九二六：牛一九二七年一九二八年— «占による商 P7. 1 K 格の雉持? , ; i 睡は凡ゆる - a 
C * 生*抟指數 i 12 ASBi -- J-iM 舍敁に多大の影薄5:與へるものであるが、殊 
H 業完成商 &'. 指 ft -K.__ lsi 111 <•< ls.a に農民陏紱は前述の如く、これによ つて弗大 






九 
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* S —九 

wm n 月年 








«占にょる商品惯格の維抟岛睽は凡ゅる杜 
伶 itf に多大の影*を與へるものであるが、殊 
に農民陏鉍は前述の如く、これによつて共大 


一九二八年 

一 3S 
111 <•< 


一九二七年 

ir 七•八 
f 


一九二六：牛 

S 業生產物指數 
H 業完成 Ifii 品指數 


な S 裏— S い？あつて、窮矣—しむ t ? あつた。これ SIS 於て 
の水^-に卺してゐた•トィッ y 於て泛鬈は强大§も Q であつた二九二五丄一奈？ィッ 2 
ける0村の ft 位は次ぎの如く坩火してゐる〇 


一麗 


長期 ft « 
短期 fla 

合 計 


一九二六小 
十二 ; J 末 

ng.n 

n r : 一七〇 

5£i 


( 眾位 rf 萬^免) a . 


3、一一 <A 

Irs •八 
塞 y ;<7 六 


nftTm 

一 r ? 八 

rf 


:|、<¥一一 
■nl 


而して以上の侦務に對して 
ドイツ0付が支拂つた利 Y - は 
一九二四丄一五年四二五百 W 
馬克，二五—二六年六一〇百 
萬馬克•二六—二七年六二五 


百遺克、二七—二八年七八五 S 克 * 二个二九年九二011と逐 S 大して—。ぬ村§入金は勿泣5 

及ひ設備 Q 空：、娶爲及ぴ臂肥； tQg 会； gQ 集的 H 的に培^,られ璧集.®露に5, るところ.ぃ 
1 1%、 IS 3 SS 狀泛於て斯か衾大な利子 SJgsi 大容？ SSS ない。 

D — Q 如'、トィツ當•化過稅を通じて行はれた拓山組抜と、これによる®占 W 格 Qa 定は一般^^大衆® 
牛：沾に多- KQK 力真へるも？ぁつ£、就中 §3 g ? Q 期 g 6 ける § s 格 QS な爵的低下に よつ て 
二2枢夕5けねば—な含.^ W くし5れは涅寶衆 SSQSI して？し笔僅力に対する 

g 内市^の相對的. « ri 少を-! 2 味するものでぁつた；. 

坑-一!項ヤング案の成立 

ドィツの®濟狀通は两後ニニ—二 I 一 I 年に§た危捜をドウ5の成立によ？ 一 34け、,^に合動 is 
供 i - KW 後 K 於け f ブ资本主義の曾 



イプ*本主義 a * 史* « 五六 

じて《内產業を赛谝し、斯くしてドイツ资本卞：在は#建され*發 M の紐に就いたかの践«»あつた〇然し乍ら旣に前迪に 
述ベた如く •この资本主族的合理化は一つの矛珩、闻内的矛 K に it ^ f しなければならなかつた。それは合理化 gfii s : 
通じての W 民大衆の購贺力の相對的低下であり、從つてまたそれ(1闲内市级の縮少化であつた0故に按大せしめられ 
た生產能力に作ふ大«的商品はその取路3:1»外市担に水めなければならなかつた。そしてその商品が海外市場に投げ 
出された時その大部分はイギリス市5?に淹入したのであつた。アメリヵを始め多くの*本主^.} fR が；；；；；牟關枕壁を £* 
定してゐたのに反し、 S - 時イギリスは未だ FI 由貨篇を联則として抛粢し得ず、加ふるにイギリスの; r . 戈はアメリヵ及 
びドイツのエ龙に比較して*多の後進性 5: 有してゐた。それは^い莉*時代の机粒的水準に闶定し、從つてその 拔屮 
過程はドイツ及びアメ 9力に比較して著しく緩 ta であり，またそれ故技術的水-' I'scMwft .〕 も低度で.あつた。斯技な 
狀萌にあつたイギリスエ業は到底低廉なドイツ商品〇加之ドイツに於ける ㈣ 内市磡〇獨占にょる特进利^は海外泔岑に於ける 
ダンビングを "r ne ならしめた〕に對抗出米ず•これがイギリスのドイツに對する m 通を岛めたのであつた。 

K イツは商品の海外^出5:極度に振興し〇、あつた1然らぱその«易狀遮はどぅであつたか、次表を^られ度い。 

(學位 t #««〕 1. |九二四年度に於ける入超過«は約二 
年 次 一九二五年-九二六半一九二七半一九二八年 . a - 十五位 JI & 克であり*二九年皮に於ては少額 

の徐出超過$:示した。從つて一九二四年よ 
り二九年の期|!:|に想 j 1-約八十 E 馬克の》入 
超過となってゐる。斯かる12額な輸入超過 
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sts. 
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(I V 5 Hci <s C 〇一ーペ K C 1 〕 1,1101 

5: 示し乍ら、一方ドィツはこの期 K;] に於てドウズ案に規定せられた!! sct<c5:i* 年支梯つてゐ た。 然らばそれは 如何に 
して支3れ S 。 先？本 QKigs 移 siiglssf れ度い。 


炫期外 a # 
長彻外《 # 
其他の®務 

合 針 
a 期尚外投« 
長期 W 外役* 
合 St 
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C 單位十值馬克) 
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(wirtshaf 一 und slaftirS 30 • S. 891 •Jts:*F:stcr=5« 
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1 G 如く一九二四-二九年に於て約1 S 外投？行ひ、他方諸外 W から約二 Is の 2 S 入し 

f ,ノび IQf られた Q — つ.^ §5 S へ1 sss に於 S り出された S こ t 
つて.られたも QS なく， 2 SI れ S 本によ？なされた？— Ife する利子も F - 額な 

もので貧、 K イツは— g 、 f 年十— SSJI は§な— S て来た。更 If れた 
トイツ§本輪人はそ Q 大部分 SSSSIS 53れ22笑。從？ SS 1 こよつ 
て® S %、 そ§5ドイツよ0引上げ S 、 •…は癸に經霜 issHf れて■でぁる。作 

uu -5 r?f SI S は SS 大による §1< り、1 sg 51 f I か 

つた？—か、 SQ 如く、 S に於け ss § 串關 S によつて*俄かにこれが墓は期行しれない1にち 

第三功大！？後 K 於け.〇ドイ，衣本主 IfQgg ; 





前 sr 47 突本 * 義， * 途史«龙 五八 

つた C . とは言ふ迄もない〇斯くしてドイツ經濟は步一步と硿 M への路を迪つて&た。殊に梅後アメリカ合衆 W に於て 
は所？ Q 「永久 Qi 」 と s § u よ？ if 引所 S はこれが二九年初泛ら尚狂的狀 
態となり、^ SE の短期*金が枝々と合衆 W に流入し始めたが、これに作ふてドイツは諸外»の在獨資金の引上によつ 
て著しい < te 雉逼迫の狀態に陷り、ドゥズ案の奴 tT は不可能となつた t 加ふるにその財政狀態は二八—二九年度頃から 
渐く租稅減収に基く赤字の激增を：不し*その21にして E けば*ドイツ經濟は#び以前の破局狀態に陷らざるを得ない 
ことが瞭かになつてきた。 

斯くの如きドイツの財政經濟狀態にとって ドゥズ 案 K 施の第五年0 よりの 年次賠值金二十五億馬克の支拂は過重な 
ft 掎であり、然も®行不可能であると ifi 讒され*兹に•トゥズ案を改訂して、新らたな賠償金取立て方法が講ぜられる 
ことにな つた。これが一九二九年八月に成立した所^ヤング案なるものである。該案はアメ ヮカの 財政家であり、 ゼ 
.不 ラル •モ ー ター ス 分社の) ph 長である ヤング 氏を主班とする專 n 委 il # によつ て一九二九 年 二月以来、約四ヶ月を# 
し、幾多の紆餘曲折の後 M 年 六月滿く制定せられたもので£ つた。ヤング 案の骨子は賠 fit 期 H 4 を五十八年七ヶ月と定 
め、 fi 初の年度一九二九1三0年 に 於て 十七 t £ Jt & 克、爾後逐增して一九六五年度に於ては二十四值二千八百离馬克の 
fi 商額に违 し、 非 後は漸減して一九六六年—一九八三年度に於ては好年十七值 思 克内 外， 一九八五 年 以後は九值馬克 
に下降して終ると云 ふに あつた。 . 

而し てこの ヤング案賠诋支拂の WM としては箔一、支拂年金の內六位六千萬馬克(無條件 i 携年餌)にドイツ Ma 有绒 
道收入を以てこれに常て*第二、支神年令??額! lwiii 財政 (》!!£« 草、ビ-ル、大酒等の收人〕から支拂はれることにな 
つた。尙さきのドゥズ案には*多額の - it 物賠償が規定せられてゐたが、ヤング案に於てはその制定の件八 II に於てイギ 
リスが旣述した如き、 H 易上の利迸から强く《物賠伉の K 止を主張した6め、遂に最^-度七位五千萵&克，爾後每 





つた。- W さきのドウズ案には*多額の lit 物賠償が規定せられてゐたが、ヤング案に於てはその制定の件介に於てイギ 
リスが旣述した如き、 H 易上の利迸から强く H 物賠伉の K 止を主張した爲め、遂に最^-度七位五千离 a 克•爾後紅 


年五千«克を減少し、第十年度には 三 俊馬克とし*以後これ? r 麻止する C . とに決定した。 

ドウズ f 比較し5ング St ? イツ Q 支 f 容爸し、篇決 S 行 S ?、 畧—れ£揭はしめ 
ることで—。更にヤング案は、雪金支禅を二部§け、每年支拂額中 S 七千$5、蠢件 S 分と し、统 
餘は條 ft 付きの部分とし、前其に就ては如何なる事 ts の沿合にも支拂の延期を M めず、外 W 本位 it にょつて W 際*濟 
錤行へ支？1する。反之後者8情5つては ll $ gQ 引この引渡 
射挽の缇合には、ドイツはこの條件付き賠 fit < fe の何分かをドイツの本位货5:以て ライヒス•バンクに於け る阈際 決 濟 
親行1 § s 、 KSSS * これをぶツ s 内へ§?し 5 SK へ— ?された。 

斯くの如く t て幕問 fs からヤン5へと推移した： S 、 然しこれと J して—的解決ではなかつ 
た。常時？イツとし S 、 秦貪化 S 4和的眾に S し，外 S 志人©し盔翕 
內雲 is •潤基しく WJS し、 AJQ ® 面ょ O.Q 踅收入吳しぐ M してゐた。並びに失奏は诿し•これ备する 
救裳支出 S 大等は普—您し4、他方大 1 Q 引上げ5つ 5 ff ， 
更 U 對外 Kf ISS す S 登ぐ、ドウ X 案と比較して著しくぶツ S し5利 t 思はれるヤング f 
へ、これを8するに多大 q 闲 f 学る狀速 S つた。然しドイツは绪を3しなければならなかつた。右しド 
イツがこれ1 1 なけ§秦2は ius げられ、 rv 5§的 Lis しなら S つたからでぁ 
る。ヤング f てドイツ SS 濟 I ではなかつた。 S に來— ssKS . したドイツに— 
れ力 SL !:^ 大な8となつたか。一九三一年二月ドイツ鋈に於て「政府2かにヤング案改訂を爲すべきこと一 
といふ案が、 S 十 ES 十六 S 大多数55決されたのでぁつた。 

餌 i - Klf 後に於け. at . イブ5主蕤 sfs . a : 



fi 31 r イヴ资本幸：義蒹遠史槪 a ふハ C 

第四章世界恐慌ごドイッ經濟 

第一節アメリカの取引所恐慌とドイツ 

一九二九年 SLif 蟹れた二 H - T ク株 Y 取引所6大動亂こそ®後 S 益？於ける癸 SS 違 

であつた(これに》ては本_«ァメ9力《濟及《濟政策參《〕0この動21こそ资本--!-.在の麽史上、その規栈に於てまたその 
深度に於 S く未 s § ss 霞をなすと— Q も？あつたからで t 。 こ Q 55 S 前後 U 於 V 、またこれ 
に技いた世界恐慌のぅちにドイツ経濟は如何なる推移を示したであらぅか。 

一九二九年 QS から狂 亂 的狀 S 迄 §? メリ* §織_」ょ つて、譆§金がドイツから引上げられ、 技 
* とゥすル俱へと雄中し始めたことは gu 述•へた。然し斯かる外 S 套 Q 引投げはドイツにとつては全く0沾+で 
あつた。こ-'に於てライヒス级行は一九二九年一月七分から六分に引下げた金利を逆に七分五他にまで引上げたし然 
し十月末 U 於ける_1 T * nl ク取引所§§2、貪本はそ S 動としてドイツ S 人し始め、こ5ょつて一 
應ドイツ經濟は小01$:得たのであつたが、然し M 時にドイツはこの流入资本 srw . r に引止めてをくため、またヤング 
案の：®行 Q ため&政 Q 均 ® に努めなければならなかつた。®に於てブ* 'T _ ー ング裔は非常羞決这 
し，«:度の緊念命令を發し、ビール fli :* 遁兑役、拽泣飮料稅等々の大衆課稅の念激且つ;*枝的引上げと M 時に、官史 
S 体、 S 政 SQ 削減、失—除掛金の引上げ fs 、 si # に—した。 




し，教度の■命令*金し、ビ•■ル役、1役、 S 砍 S 等々の大 SS 念激且 S 枝的引上げと Ms に、官吏 
の減体*社分政策«の削減、失戈保除掛金の引上げ等 5: 行ひ、財政危捵救済に^ iife した。 


併し乍ら一ーユー • 3 1 ク取引所 0 動亂によ 0 て世界金衊界は禎く神經過敏になり*更にその頃から瑚ぜとなつたフ 
ランスの金拽得政策によつて在® •«• 金は徐々に失はれ始めてきた。而して一九三0年五月下旬の®壤關稅 Ms の资炎 
はフランスのこれに對する報徇的金^|投を招來し，ナチスが一大飛段を遂げた一九三〇年秋の«送擧以來ドイツから 
の金の流出は期^となり、更にその勢ひは翌年に ij 入つてから cr . 激となつた。財政赤字は益々增大し、ブリユーーーン 
グ政府は前21>の如3-數次の采&命令を發布して、更に|般《拔の稱牲5:强要するの餘依なきに至つた0ナチスの跺迆 
は諸外闪筋のドイツの前纪に對する不安2:餿生し*又内にはナチス對共產箱の抗肀は«:化して、搔度の政治的經濟的 
また) lit 會的不安がドイツ全土5:蔽ふてゐた。常時幾何の外 W 资本がドイツから引揚げられたか。ライヒス奴行の金準 
傭は一九二八年末、二、七二九百萬馬克、二九年末一-:二八三百萬馬克、三〇年六月二、六|九百萬馬克、| 31 十|一月二、 
ニー六百馮馬克、三一年六月一、四三百萬馬岑三一年± 1 月九八四百 3 S JI& 克といふ數字5:示してゐる。二八半か 
ら二九年にかけての減少はアメリヵの投機熱によるものであるが、三0年末から三一年にかけての期^な減少は フラ 
ンスの金獲得によつて惹起されたものである。右の. BC 宇は中央銀行のみに就て ir あるが、 C . の外竹 i ( II 銀行の外 w - tc 本 
の減少もこの時期に於て r .1 伐 g : 允な傾向?:.:小し始めた。 

第二饰中歐金融恐慌*フー ヴアー•モラトリアム 案、 

世界恐慌の深化 

斯かる情^5:竹 it として屮歐 <te 融勐亂の|« 42 の|1火を9.-じたものはオーストリ—^用组行(クレヂツト.ァ>'シュタル 
►) の破綻であつた。 M 行の今-' c - t 本は、 p < 後全く^ n . 的恐 tri に s つてゐた f..1 2 〇金；3エ龙、絀紡拉尤、 rlgsiltHX ， 

第四章世界 atc と r イツ3六一 




曲«ドイヴ资本主義 M 迮史槪 a 六一一 
機 關卑エ求 其 他に [a 定せられてゐた上、冏行の资龙振りには蜞る放2!なるものがあつた。一九三0年戍の缺拟額はそ 
の*本金 及び 稍立金總前を® 過す る I 位 W 千萬シリングといふ； n ; 額に述し、而して遂に三一年五月戰後相糂いで砬產 
したゥインの諸銀行と M 一の®命に， so たのである。 

この ォー ストリ la 用 銀行の破綻は前述の如き情勢にあつたドイツに -Ifl ちに波及せずにはゐなかつた。危降を感じ 
た諸外 W はその在獨 * 金5:念速に囘收し始め、 M 年五日始めから七月半9ナ—卜«行の体*〕迄に、外 W * 金の引描 
げと aw * 金の流出とは嫌針二十 {£ 馬克にも违したと ST 1 れた〇この間- ft - 相ブリユー-ーング及び外相クルチゥスはイギ 
9ス及びフランスに出向き、救濟を求めたが得られず、その M 政経濟的危拨は日を i £ L ふて深刻となつてきた。兹に於 
て六月二十日遂に大統領ヒンデンブルクは*アメリヵの大統铽フーヴアーに宛てドイツの財政轾濟の it 狀 t 訴へて救 
濟を懇請したのであつた。ヒンデンブルクの文^は全 iB : 界に公表せられたものであるが、これにょつて常時のドイ7 
W 政經濟が如何に苦境にあつたかを謎ることが出來る。 

フ ー ヴア ー のモラトリアム 提案は このヒンデンブルクの 文 ^ の公 - ii と：！： 日に逸炎せられた。 ドイツの 政治經濟的危 
機に對しフーヴアーは大要次ぎの如く提案した。 

「アメ9#<|1衆 W 致咮は、？ ！^ w 政府 IS 1 の«祷(賠依 A び««〕をーヶ年间支拂«期することを设案す£>。右の6ちには、3|:金及 
び利- f を包含す ること 勿へ一であるが、倆人•か进 w Aicw に持つてゐる «* を含まない〇右投案の* fr として、 T メ 9* 政 Itf は一九 
11 二 年 七：：！； 一 H から：6まる ーヶ年 II 、諸外 M 政 W の合衆 WK 對する值務の支拂延期を承 is せんとす St のである 〇そ CO 前提とし 
ては*他の;1-:要た««2:政昀冏に於て*その相(1:。依*支»を1ヶ年|111|«期する»定が成立しなければならない0この«*の口 
的は今後 C 世界崧濟坩興に«»せんとするものである」 

フーヴアー大铳铂の报案は以上の如きものであつた。それは5-.迫せるドイツの危機5:救濟し*1«:界経濟 Q 役 pa に S 




的は今後の 1 B : 界 JS 濟5 ： 典に K » せんとす S ものであ i 」 

フーヴァー大«領の提案は以上の如きものであった。それは念迫せるドイツの危機5:救濟し、1#:界經濟0夜興に a 


la するもの i 洚明せられたのであつたが、 H 時にドイツの破綻によ〇て:5るべ S - 自 s の 拟^£- 豫防したもので あつ 
た。何んとなれば.兀來ヤング協定に某くドイツの賠饵支*總額は一千一百六十位餘ライヒ フマルクで あるが、アメ 5 
力は賠 fit 位棟 Na に對して八百 ra 十五位ライ t スマルクの一1 播 を 所有してゐるのであるから、ドイツの支拂珐 餌の大部 
分はアメリカに流入し、3丨0ツバ諸2が賠诋金として取«する額は、一九三0年迄のドイツの支拂铺5:餘いて二百 
六十位 マルク rt 外に過ぎないのであつた' 從つてアメリカはドイツの破 le 5 r 傍奴し^なかつたのである。 

それは兎も角として7 1 ヴアー•モラトリアム案は、1般にヤング案の根本的修 E に到る^ tt と解せられ•ドイツ 
に於ては無在のこと、- it 他多くの3:々に於ても世界的不況打開の ig 昔として歡迎せられたのであつた。然るに•トイツ 
の經濟的役興、政治的38如を搔度に危險说し*»きのヤング案を阗執するフランスはフ.-ヴアー案に强硬反對を«,4 
るに至つた。これがため*米多の折 W が行はれ、：後的決定が金炎せられたのは七月六日であつち 
それは次ぎの如く決定せられた。 

C 1〕 ARSa 金の支拂 aly 年 n 3 序 Jh すること* 

( IDr イツ政府は、この期間 K : 於ても、^條 fr 年金 0 支找はこれを«練すること、 1 &しフ，ンス政府は、この支持«|が»”決 
濟 at を iiBl ; て r イブの保*； i ： 供券に投* S 6べきこと?:承龙す* 

(三〕停止3れた6支 «««*TH J » 致麻の定むる科子を»して-:九三三年七月十日より十ケ年 M を以て支搛はるべきこと，， 
(四〕1:»作はドイ，«逬»行の«券、0|ち無任件年金に％典《する£.と0 

併し乍らこの*定案はヤング案の根木的修•止に期待を懸けてゐたドイツに多大の失3を*らしたことは.-»*ふ迄もな 
く、ドイツの經濟的不安は解消2れない^ 〇 か*時と共に然も « められてきた c a に於て ライヒス 銀行總 &ルーター 
は「經濟保»2シンヂケ-卜 J によ？外 S 5 を播得せんとした。こ S みは、一千有餘の1.1大_を集八：的格保 

* 四 «ft-»stcir-frsje 濟 




»« r イ， 《 本主義！ K 六 H 
として*五位: R .«5 r 克の fi 期 a 用を K 定せんとするものであつたが*秀米*佛に交涉したが a らず*遂に失敗に»して終 
つた=> 斯くする問に短期 {. i 川$:行る可能 te さへもなくな0、怙勢は極度に cr . ia して、遂に七月十 H 日ダルムシユタツ 
卜•ゥント•ナチオナール•パンク？ナ-卜《む〕が体- Ji を聲明するに至つた 0 C のダナート銀行破綻の! S 接哚 a は 
M 六月三日に起つた北ドイツ毛織杓'5：社の枝產にあつた。同舍_*1:はドイツのみならず、中部ョー a ツバに士〇子會 
社を有して、ドイツ羊毛エ柔に於ける鮫大#杜(*本金七干五打《«克)であつたが、これが二位馬克の拟失を以て投 
げ出された。これが M 侍 ft と密接なる關係にあつた：2銀行の取付に導いたのであつた。然るに言ふ迄もなく、このダ 
ナート级行は所. rl 三 D 级行の一つに數へられてゐた - K イツ C 大の銀行であつて、その勢力はの搜«エ柔、91雄 X 
業*造 * , r 戈 S: 初め、凡ゆる工業部門に延びて V - り、ドイツ全產業の約三分の一を直接 IU1 接その統制下に la いてゐた。 
從つて足が破産はドイツ轾濟に對して全く破坎的釤響を及ぼ2ざる Sr 得なかつた。政府は同行の»金に對して支4-*!;保 
泣を洚明したが人心は安定せ.>"»;他の諸錤行への取付けも開始せらる-1に及んで*政府は遂に2日から二日 |?51 «立鈕 
行を除、嫌ての錤行に体柔 5:®? じ取引所も遇' 4 i 迄 rna された。ライヒス銀行は一*<ム定剌引步合 i : 一割に引上げ、货 
出利率 i : 八分から一刻五分とし、 準備 率1: 三 0%に引下げた。更に十五日には货銀、失業手常等轾濟生活上絕對に必 
要なるもの、外一般的モラトリァムが施，：；：せられ、また外 wjtw の一般的 wJufs : 禁止するところの爲转资理も行はれ 
た。斯くしてドイツの抒濟的危機 5: その fiMK に 迄 押し上げたこの 金融 恐 K も* これらの强行手段にょつて一應の落 
付* US : みせた。然るに動 SL の影 ??は！叫にドイツ«内に止まらず、ゥインのダナート關係»行、<ンガリー及びダンチ 
ツヒの諸奴行は殆んど全部一時は休.? ■ し、バルト海沿？の^叙行もこれにょつて多大の打¢5:蒙つた〕それのみ 
ではない。この恐慌の汶はま ； i ドーヴァー海峡 L - M えて P ンドンを^ひ•イギリスをして遂に九月 二十 一日その 金本 
位制を停止せしめるに至つた® 


イギリスの令-本位制の倥止によつてドイツの <fe 袖的危機はまた at 化せしめられた。資金の流出は加速度的に增大し 
ライヒス•バンクの金準備率は j % 減し*九月末には法定の ii 低 Fli たる三0%にな P . 十月に a 入つてからは ie に 一 iff 
低下した。外阈所有のドイツ證券の役資と CW 炎本の Z 外逃避は日に期荞となり、ドイツ政府は Q ^^ il を更に M 街 
に Eitr したが、この勢ひを W 止することは到.： g 不可能であつた。斯找な悄嘮に於て錤行及び^企龙の砬砟は激坩し 
た。砬茚件數は一九三一年十;1初 1 U には一日平均六十件に及び、恐慌の激烈であつた六、七; i に比較して ili に五〇％ 
の il ' r 加、これを前年に於けるそれに比較 V れぱ七0%の枏大を：：小した二九 H 〇年以後のドイツ轾濟恐慌が如何に深 
刻なるものであつたかといふことは、そのエで屯砟總指 ft に就てみるも、これが一九二五—二六年の不況»¥代の遙か 
以下に降つてゐること S : 以てしても瞭かである。一時部分的^ fit の徴蛇が M 著で £. つた生^话動も、七パの金融恐慌 
によ？繁8破 SSWS で起つてから* S 的-」 S 、 笑紹し*ドイツ QT : fs 21九00年の水 
2迄下降し2 S る。次2於て世龚惊5ドイニ， is ,; SSE _」§、 それが sf 羧 K 小した 
か sr Ti - よぅ。 
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以上の如き狀|於て失漢 S $ F 大は必然であつて、 I ; o 年七月 | B 二百七十12、 ？ 月十晋三百十 | 
SI つた—2は、羣 S 時期には夫51藤 • E 百 E 十八§に$?大して—。而して f 
つても瞭かな如く-5?働所れ§は二九年以後逐年激«を：：小してゐるが、斯様にして勞働各§の脒 30 (力は激«し、從 
つてその所得のょり大なる刻介は生活56對必災品に常てられねぱならない0然るに他方4:2|-费指數は*此 ^|:!]こ於て 
一 C 力働^-陪級 Q ^ u 能力 Mili 程 1 C は下落しな ». つたから(曲表〕、從つて需要に仲縮性あるエ-^製品の闲内市提は著しく 
狭—した—になる。®に斯 S 2.1 QS 化に平行して、外 S — もドイツ i に對し5しく閉基せられ 
るに至つた〕何んとなれ s ¥ イツ His 、 海外市 SS へ QSS にょつて辛ぅじ 52 られてゐたのであ 

つたが、イギリ KQ 金本位制萏走引校き、北奮2きれに h ひ、何 n 4入 M 、 益を强化する 

に至つて K イツ商品の販路は*しく狭隘化せられたのである。 

以上述べきたつた如く、ドイツ Q 溝狀滢凡ゆる方； g に於て行管、こ Q 狀著打 g するには漂©雲、政策 

を以てしては到底不可能であるといふことが次第に盼かになつてきた。ブ リユ丄ング内閣は遂に一九一二一佑十一 j 

八茲 W 次髿命令裏布して經跫的統制盖二®と押し繁た Q であつた，給 次秀命令は大器 
® 數度の聚套の內容に»ひ、更？れを遙か US 化したものであつた〇想る^;死的 
苦 s 5 r 以てしても、ドイツ轻濟の殺本的:^/. , ;-、疾 M は?/:^に^決し f ' l ないものであった0 


第四*>!«: 3 J-atE とドイツ辟 ..»1 


六 - fc 


前： a ドイツ*本土*$*5£史»» 六、 

第三節結 語 

I 九 Mi 7; I ハ月の^融 fl ' J 危機に K 5 して、大 cfr ! 匕ンデンブルクが7 1 ヴアー 宛に ドイツ 轻濟の危機、 ww の 7 ?-s i - 
,w へ、その救 jet 葱-. Bn したことは旣に sti した如くである*そ Q 文 *5 は ft 界に公炎せられ たが、 これこそ S - 時のドイツ 
の-? rlii - 赤裸々に物--.) £ nu つてゐると C . ろのものであらぅ〇 n く 

「大8明下、•トイ INSSf ts は今やその§5し、 S や？格 S を f ない 。 f S ドに対し S に及ぷ 
次第で t 。 ドイツ ZW は SRS 半；* S 3 杏缺 f 忍んで來た•か、 SKQIa 去冬を以てその嫠に速し、し t 今赛 u 
至つ.ても我が財棠竞好鹫希苦轰され至らなかつた 。 f U 於て余は、：..イツ®法によ？余に與へられたる！ 

校3に甚ついて； Q 肝®なれ“； 〇遂むを保£し、我.か失プ： g に対し生活を保2する H 的 Q ® 公策を货施した Q である。これら 
の»&策は1切の*«濟上、»1:甘上の拽係に115«1な影9を4.|1した0で、ドイツ蝴«;の各方.曲から进火な犧往を嬰求したのであ 
S 。 外界よ OQ 救 W を作たす、2内的 V 古！.：よつて WS 奸#を計.0た®に方策を汲じた Q で t が、世界を#つた§的危機 
は SS 菜としてす•へて Q 81た•トイ JVS 忌し、#! ii な打 f A ぼした。，, g — 品®事 fa して明かな 
£通り.、令-世界はドイツの fcfi ^ 机；2に«する i.i « を失ひ 、1 ?ft ひ切れない 1 ft 荷にあへぐドイツの扭濟耝雄は* •¥• やその機能を采 
し3：ないと沿なす S つた。外 I •か我々に與へてゐた冬放 Q タレジツ.，.に抽 S 出された。 siau 問に於てさへ、ドイツ 
行は外 ZiiiS しそ G 象梅及 S 棼金〇三分 q 一を支轉ふ q 止むな* y 至つた。 u れらの本®*?必然的 is ®、 我々 Q _ 濟生舌 
一:史ら！.：类な芸 USJ ら 4* 旣に裘！.：袁す鑫働念三分§一以上を包含する失美®, y 运ら5加するに至ら 
ざるを得な；。思んとす5 S 能—を！-イツ S 汔一#-」微す45イツ 2 K •か SIU も1」 s - JS つで 
ゐる SKKI と S 3 して V 。然し， f ドイツ zut て S を尝して KSGautu 、 かつ：..イツ笤私 K け* 







け史ら！な芸！运られ、旣に ㈣ 袁す K >|$! 働！ III 分 Q I 以上を § す S 类 s&iiK らに 3 F 加す，〇 に 至ら 
ざるを迄；。 M ハんとす SS ® l , HS .. VGS 3 に IE すれ 5 V ! V 2 K%S 含— tl」css つで 



能力に S する令世界 e 8® を锥持するには，ドィッ救濟は滅に明味の急務で f :•:• 」 

併し乍らドィッ經濟救濟の、また世味恐慌打 SS として世界的 SI ぴ、一時 S 的3さへ出現せしめた 
フーゲア 1* は、ドィッ經濟もまた - lit 界轾济5:<,救濟し得るものではなかつた3この1!:]、フランス(±終始|11對«抑 
艰政 ？ E 執し5らず、ィギリ 5 SS 濟的3打25心してドィッ救濟に迄？出し得ず、アメリカと雖 
もドィッ救濟に關してはフランスとの妥協、1致5:耍するものであつた0然もこれら拽勝蝴がドィッ救祚に乘〇出す 
とき、それ;±常に收奪せんがための救濟であつた。そしてこの救濟に對する代 fit としてドィッの强火化を PI 1 止するこ 
とに努力してきた。例へば三一年の恐慌に於てラィ t ス•バンク se 裁ルーターの、英佛に? I する fi 期クレディ7卜02 
定の交渉が不成功 ys た SQ 15、粱 iMQS や？ Tis 中止 S 就て5ラン KQ 要求が 
あつた。 

$大戟に於ける SE としてドィッはヴ H ルサィ rl 依約に服し、そして遂ひには is H 1 ザンヌ I に 
落付いたとは云へ、多年•トィッを苦め技いた! PC 勝 Ma への莫大な -« 献金をも” 7K . S しなければならなかつた。而してまた 
この賠莖 ©■ Q '? 能性を作り出すこと蓋件として W 装本は、 u . ィッ裳義 q 沒运助 t 與へた。然し卞 
らドィッ菜 i ? s ? 8と QsyS 的に採つた，,„ス卽ち合2禮？ィッ中小市综综ち中即 
社分；±!を初め、 fvQIS ® 者.-*；^； JgiJ 如；！：な影背を與へまは® C 述.へた。涅世界恐慌がこれら^^濟生沾 
に8的與へた—は S 迄もな. S 。 從つて2これら Q 社0 QSS 大する L 12 て*そ QS を約束 
する K 民 ) it #»( ナチス〕の勢力增大の根»があつたのである。アドルフ •ヒット ラ ー は一九三11 j 年二 月 一日 「ドィッ 
网民に - S - ぐ」と題する彼の mlffl 後 * i 初の%政方針の放送演說に於て「政府は次ぎの二大 N ケ年計2に依り、わが 
經濟生活の'冉违といふ大 -- If 龙を遂行せんとするものである。0ち (3« w 生活の必 rt 的屈«?たる £ t » cn [] を維侍せんが 
»0J»p:ff-a 慌と K ィッ » 濟 





前 W ドイツ*本*義！# 七0 

ためにドイツ ft 業5:救濟し、(二)欠業に對する强力にして、 rtia なる攻窄を加ふることに依り、ドイツ分働者の救濟 
$:期するものである j と。然し乍らナチスの政播樹立に就ては、これら〇國讨經濟生活に對する約束から獲た各社# 
肝の支持とともに、 fnl 決定的な要因はナチスが戰敗のためにヴ h ルサイユ依約にょつてドイツに課せられた凡ゆる ft 
枏、束搏の破棄を率 Ifi に Jf - tr し敢行するだけの勇^と感愔と t 持つて fc たことである〕 0 ちヴェルサイユ條約の全面 
的否認、杭民地返還の要求、轾濟的*«土的對外仲张*これらを敢行する手段として先づ取铯大擴張等々。然るにこ 
れらの要求は*またドイツ ft 本主衣の熾烈なる要求とも一致する。これら總てがナチス政桷筚徨の必然性を生み出し 
てきたのである。ナチス S 印の有力なる厣因はヤング案(ヴ h ルサイユ條約)と-1¢界恐慌とあると Inlt れる所以は乃ち 
C . V にある0 . 

ナチ K はドイツ W 民經濟の再 tt sr 約束した。政椎采捉後如何なる政策の下に如何なる It 度にそれが行はれたか，ま 
た t / はれつ\あるかは後&に於て各部門別に檢討せられるであらぅ。 


ナチス治下のドイツ經濟 

及經濟政策 










序論ナチス統制經濟の槪觀 


第一窣獨逸に於ける統制經济の成立過程 

吾々は統制經濟なる®老一つの括史的槪之として規定ずる：> 若し资本なる槪念 t 單に生產された生產手段と規定 
するならば、斯かる麓史的な榮 S ょりして踅的现 f して Q 菜3 SSW 解し$ざる如く、統制經濟 
なる ffit .& も眾に個人の»濟活動に對する tt 制と解すならば、进て個人の經濟活動は10の社#組織内に於てのみ可 
能でぁる故、常に： S 等- $ iQ 形に於て3人は社.$:的諡を受けて；；5¢，從？斯か衾味に於ける統製濟は一つの g 
/.>? 史沒堂し |^3:篇製濟9衾を明らかならしめない。 ig 制寧ろ獨占菜砉 q 一に現はれ 
來る所8蜇篆？、一つ8*的鋈2^|**本*が利？吕指し5老51:由馨|む所宮出資本主 

§胎内から - i て、综相万：！； fQ § を样除し、利潤を確保せんが爲の*|為0!0 ! ?»!3^^窃-*ルテル*„ンプ.|ル-^ 

卜，スト〕 S れ來穿、 SI 表は KAIS へ—行した。更に®袁本® q IIM§ に於て， 
此等 n 综制 g 管袭として、そ Q 上！が衾；^雲 Q 翦を畜する呈つた。®ち较 M 雲とは E に斯か 
る指す？ぁり、そ？52$編12於け K > S 8 S 盖的 s . s §? l ‘ s £ てナチ 
スの統涅 i 濟は伊太利 Qts ァシ . UQII 二1ディ-ル•我 gQ 統とそ Q 本 wtM じくするレ 
斯かる S に於け—制 SQI に於ける成2程は、 K に i に於け I ル is § s してゐる〇 
序綸ナチ K * c «» 濟 e «« fcs 










後 « ナチ * 治 T のド'濟*«濟致策 -tB 

ワーゲマンに撖れぱ、 S 3 逸に於ける自由*本主%〇時.代は一八五〇年から I 九一三年迄 —— より R 密には一八七一年 
から一八九0年迄 I の全 期 Ri ] を指すと云つてゐるが、旣にこの時代に於てカルテル運動は^速な發 M 5: 遂げたので 
ある。成立说 H 5 S 由转爭 A 61 もの > rt ! 存する' ©ち dlil 跤平の下に他の较爭者を样除して n 己の 
商品を貞らんが爲には*販««格を引下げねばならず、然も尙ほ利潤を搀行するが13には生床费を低下せしめなけれ 
ばならず*それが n には大規找生 1 ¢を行はなければならぬ。牛•砟規《の按大は VIL に投下 - Jr 本の«;的增大 t 齎らすばか 
りでなく*その ft 的受化を嫌らすので£>つて、總*本屮囚定 ic 本の占める »] 合が it 動*本のそれに比して相 ft 的に增 
大する」機械其他 H 場孜说等の闻定資本から生ずる生痄费は總生砟數^〇坩減に無關係に常に固定的に全生產物に共 
通に耍する生床»であり、これに反し说料品、«料、«奴等の淹動*本から生ずる生砟»は總生產數*の增減に比例 
して要する生痒 ft である-從つて阁定*木が流動*本に對して相對的に坩火したことは\»生庠费中阁定 * が比例费に 
f -} して相對的に* tf 大したこと5:意味する。生？ r : 费中固定«が相對的に增大すれば、嫌生 mvs : 增大することは生？ r : 获 
wfas : 返減せしめ、反對に總生迮數 itt 制限する C . とは生席费取惯を遞增せしめるからして*大企龙は相互に販僉數 
SS : 增大せんとして従来より更に激烈に飫爭する。その競乎は m により«烈であるばかりでなく、更に長期問欺 tt さ 
れる。と云ふのは、 各 火 企1; の資本構成 tt 同定 -SC - V : が相對的に大 な〇 故*生痄费の 主： 要部分を占める闶定费 5: 一時 
牡にする 氓によつて、 よ r-k 期問较爭に酎へ得るからである。 大企艾 相 iRsj の絞 乎がよ n ia 列 一 にしてより長期的なる 
15に、相7£に多大の拟*??5:笼むる。«結果5}て«17/:|:||の拉爭$:捽止し、市设を«占し+:1阀を維持增大せんが爲に企龙 
采が AI 7/: に 聯合し，販 * 生 /?:5: 統制す る 所の カルテル t 構成す る"此企艾 .：*、等の自治び制机溢は競争の逝化するにつ 
れて取に« 組雄がぬ度化する(下«* ;|. テルとしての價» » ルテル、生**<テル、地域*ルテル ！ ««カルテ It としての生疰 
JSK 數 ttlnts カルテル、利！ 3 分 «»* テ. T シン ヂヶ ート〕 にと Sr まらず、 その 數も不 g に 相加す る共 礎 M 向を-不した。 



然もカルテル S 成せしめる— - IQS の激化は、—數 S 減少する不況期に於て f く、從？ 
カルテグ TifQ 下降3に特§し.シ n f ぶフ QS にょれば、大器逸 QS 情況の大勢丈 
一八四一二年から一八七晕迄上昇5長期波動、 I 八七四年から一八九四年迄下降的長期波動•一八九5から一九一 
晕迄上#的 S 波動で—。從つて S に於け S ル- KSS な1はこ Q X 七四年から|八九四£至る下 
& 的 IQ 期盟— 1 した？ ぁり、— 一八九？から一九 一 isisli の韶—も 
私ほ大$: sgssss す S り、*そ UJJS 加賴2 S した Q でぁる1^58普參 so 

^nnnn^^^s I 於けるカルテ ilil 

一八.八八年 . 七五9ィ9ポヴ ■+ チ SSI 食) 大せんが Q に市投5:獨占することを H 的として居り、從 

一八八九年 . 1〇六 (N ィ9.ホヴ+チの》資) つて M 々獨 ,* i 的勢力の濫用5:來たし， G に w ‘1 カル - K 

UI 1 U 

一九8年 . 三〇〇 1 HS 央 SSJSB づ捜 » i して，*ルテル的 a 治統制が9經濟過程 

九0五年： . 


:••八 c ゾム •< ルトの »$) 
.七〇(7ィ='ボゲ-+チの1||資〕 

-七五9ィ9ボヴ4チの？ S 食〕 
0六9イ9 •ホ ヴ + チ Qa *) 

E 三 c ブ t ャー011食〕 

五 0 9ム X ルトの a 8 


一九8年 . 三〇〇 (1 茫中央 §ss ぞ31して*ルテル的自治統制が8經濟— 

一九0五年 . 1 il 八五 c . rfKt wjJio ~ の合理化作 W が次 35 に確認されるに及んで、 3 : « は一方 

一九二年：…五五0 六0〇(チシェルシ - I キィ SS に於てそ S 占力 QE 用を取 I と共に、他方その介班 
化作5を促進する爲に*ルテル助成 §f 示す S つた。 

先づ5大12|して如何5ル r 的 SIS 龛化作 1せしめ、これを助— KM - 至らしめ 
たか。® 1され？一—於51 q 杏：的 11なければ？ず、—に於て S 2 QI 
1料不足泛壯丁 QM £— 雲力 Q 不足墓たした。こ sf 供 S 不均衡 S ? しめ、？遂行を i 
なから し—?、 g ? ssisQ 8 ts し* 約し、 生 I : s し • SSQ 全— 

序* ナチ-<»:«»濟 s«a fc £ 















後編ナチ X 治下のドィヴ el 濟 AJKrt 政策 七六 

块げ て : t : ; lf 的に生 m を ^ なまなければなら/ X か〇た。斯く W 民經濟5:平時*?.濟から拽時統制 *€ 濟に 18 成替するに常つ 
て、 獨逸政府は旣存のカルテル ?: 利用する £. とによつて ^^ にこれをなし遂げ得たのである0カルテル就中シンヂケ 
丨卜はその加盟企^の生茚能力 L - 熟知してゐる故、政府より大 i > 註文を引受け、加盟企龙の生た能力に應じてこれ等 
S 文を刘¢2て、以つて容篇に5[£耑品の大兌出要5:!*たし行たのである。迆んでカルテルは販«愤格を統制し.侨格の 
ヴ：®?:抑制し：®料勞拗力5:節約し、又加盤 il > vi 中の保. U 企龙に生 m 5 r 雄中し乃至は KC 料生產企龙と加工企 3 i との烧 
斷的企龙結八"により生 m 5: 八=理化し、更にカルテル II 統一的な玢出拽拽を設立し*以つて轾濟的竝に政治的 li 地より 
輸出5:統制したのである。斯かるカルテルの生 fr : 流通の全過程に K る合理化的作用を確 » fi した政府は迷んで w :^£ 枝力 
によ〇强制カルテル(主として强《シンヂヶ|卜〕を組織し、以つて戰時統制紝濟5:笨闶ならしめたのである。 

以上の如く*戰時に於ては過剩生芘の恐れよりも逆に取|£ : 品の大莆谣耍に對する供給不足の!»之が存し、從つて企 
卖家相 XI :!] の好？-の結果起る過剩生產5:1121避し、市場の獨占5:目指す所のカルテルの. u :» w は失はれ、 5 SI ろ生？ E 力を增 
進する爲の へ！： »» 化 的使命 5: カルテルは課されたのである。更に©爭商後の獨逸の狀速はべルサィユ條約によ〇捎 1¢ 地 
S : 失ひ、股料品の不足を来たすと共に，平和范戈に要する機械其他の生產手段の不足に惱んでゐたのである。兹に於て 
戦時の私的カルテル及ぴ强制カルテルが1 W の生產力 S : 著しく商めた efe からして、戰時経濟を平時経濟に編成锌す 
るに當つても、カルテルに依る生 m の <!•?! 化作用を促進することが企 H された。®ち一方 K : 於て凡ての m 耍產艾を强 
制的にカルテル化し铳制すると共に、他方钱爭以來その社會的勢力を增大するに至った穷拗者陆紱をしてこれ练汛耍 
産業 QSUW 接參？しめ、以？— SSS 主 S 的 si る所 Q 所？ iss 動が漂した。一 
九一九年に經濟< 12 . ウイ， セルは Jtfr 化法案を td 出したが、 ft 左掻右 W »< DU : 列一な反? t に5!つてその全部は' W 行に移 
されなかった。然しその！部の屯耍な黏一 iItsis れるに至〇、 S ち炭典龙、加 M ^: 業、製 a 業等の苽要 m 龙に £■ 制.ン 


.二. i - I 卜が,.2立5れ、これが Jr ' S に$?灼者及ぴ价费^を-*!!-^せしめた ので £> る〇ところがその枯龙 Iimc - t 5 r 本 % 〇 


ンヂヶ isf れ、これ sf 分ぴ § 其—與せしめた©である。ところがそ QSSS 本家の 
二占5:£|:化し*©制シンヂケートの普及を駑らしたに過ぎす，本來の目的たる座耍產 3 |の社分民主:+. 96 統制は達せら 
れなかつた。 i 云ふのは、匁«老及び mf は企戈|?.§5¥際に全く未* 5 b であり•事«上企 i と協力する-? r 格を 
故き、從つて汶^〇技奚.與は却つて生*; -1 C 能'半の低下5:來たし、杜分化速；3の|目的たる生^の合 J 1 化と竹 y > する•と 
dlv に托^は全く企:3,^より的1{され、企-?;^5:してその«故の必耍と自«とを强化せしめるに役立つたに過ぎなか 
つたからである。 

この §2 S % S . NV ジケ is 念しめた q と併行して* i インフレ i ■ンは,,ンッニン©結成を 
促した " f n V.N •ン S 代 S つて！^ . K 企 S み f く：5用 SS 5 し. 5 S 入れた Q であり、 

これによつ5料？怒';: t §3:却して.<2る各 S 雲 U 学る企？ s ' <=併し、そ Q 椠5?大？ JR 保力にせ 
し.史に新たな菜 S 人れ • 以つ5?返於し5斯くて各1 SS ずる 
a 企龙が蠢5一 $ Q 支 S 下 S 言れ* n .ごノ h ル； SSS れた Q で t。WJr 不 f つ 

た S インフレ！ N " ン時代に於ては、コンッ，,ルンは市级§1よりも、 ss * S 品の供給 S 保せ 
んが爲に i 的企 sf=f だ QS り 、 SSK 化的多分に含ん2た。 S 乂インフレ ！ N •ンの 
一結光として外 SS 不足を來たし、これが： SQ 爲に、检出向商尝生 it しつ、—各 S 企？ BM * 本 S 
K : 卜に結 <=せんと企^した。 

&し一九二 g 年屋菝 MQ 墓以後邊は全く一變した。矣ふ Q は、|方 y 於て®に踅 q 去_力，^ 
?る S り、樂 2.1 布38後 S & によつ IQ 3力：&普して S 3 P 、 且つインフレ C 代の低 
8によ8 S 5 S : 5ケ2くな？？、そ q SS 不足に代？生唐 g li i {はれ始4 K らである。 

序論ナチ KSSWSS fct 






»« ナチ K 治 r の r ィッ政策 七 A 
S に於てか.押 (> 戟舫の如き獨占を H 指しての*ルテル運； g が起り、义端的に®占を U 指すトラストの結成を4 ii るに 
至つた。 

然し他方に於て商品1-外 M 市場に坂 * し、^出增加によつて賠佤金支佛の在務 fctttl するが爲には*就屮生 m « の 
切下を必要とする。 a に生^*切下を H 指して勞働能率の坩進、生 m の特殊化、定型化•規格化 •1 K 作龙等の生產 
過枝に於ける技術的合理化速動が拉如した。所 »11 庵龙介 J 6 化迷動は炎161 この4: 產技術の< || 理化のみを意味するが、菜 
S に於てはこの迅£!)は過锔生產の氓糂の下に起つたものでぁるからして、3時|-利潤牟の低下5:庞らす餃爭作用5:抹 
除しゝ企戈結介の促迆&化によつて筠占利潤の砝災を：：：的とする獨卜：：的介理化でもぁつたのでぁる“ところでこの技 
術的介理化と®占的合理化とは相:/ il に^ Ira 的關聯な持つてゐる。 gp ち笫一によ〇多くの利潤獲得を 11 指す K に於て ： Hi 
* は枓 t 一つにしてゐる。笫二に技術的介 il 化、就屮 M 品の規格結一は從來«品が多11なりし爲ヵルテルの結成の M 
班なりし迮戈部 n にその成立5:容姑ならしめ、® 」 rj 的介 il 化 5: 促進した。第三に逆に®占的合理化、特に生產段 PS の 
S . J 後する; fit 料品、半 M =?、{ yK 品の生産に從；：上，る^企戈〇縦 Br 的結合は技術的合理化を容钻ならしめた。 

然し介理化 fls Ifl は、その代辯者の主 ife する如く、 si 逸 W 民 II 濟をそ Q 過剩生 JS の : -tt lg から救ひ得なかつた。彼等代 
㈡ 荠〇說く所によれば，合理化は 4 i 初多餃 Q 失戈^5:出すが、然し技術的八：：理化により生產«が切下げられる15に、 
1方に於て利潤を.%-1め、他方に於て衍格を低诹ならしめ、次いで利潤の增加は勞働力に對す0新*耍を喚起し,他方 
(n 格の低 II !?化は大衆の購 IM 力を喚起し、 Mlt に fi する增加なる f : ll 接の過程を轻て新分働苫耍を! ft 起 v ^ j °2_ 然し假’ 
令へ技術的合现化にょって著しく生產费が切下げられたにしても、拓占5合坪化にょって牧众愤格の低廉化が不捆底 
に終〇,從つて W 1? * 匁拗力に封する新 {*''«$ 5 : 充分に喚起するに至らなかった。他方技術的 八：： 理化による生產费切下 
と®占的合 P 1 化による市 ffi の維持によって® A 利潤は坩大し、この® r * i 利潤の增大は過度の生產擴ルを誘致し，茲に 


雰耍 Q 不增加と過度9_證と y ょり蒸な濞生恵管音起す y 至つた。從つて床-差；：理七名 


新^要の不增加と過度の牛^-拽5£<とにょり激烈な過_生產恐慌5:惹き起すに至つた0從つて淹業合理化速勐は拓}%;2 
民轾濟を世界恐 K に指き込む10の主要契機をなしたのである。 

31 に角大戰以後獨逸に於ては、鞔時統制経濟、社分化速 動•インフレ！ン■ン 、產業 合理化 速 動を通じて • 闲采の 
直接 1 S 成にょり 資本 S . H 治 i 組織は iQSS げた ？ f _Q* ル rss£ げれば 

一九ニニ年 . 100〇 ?1フマン S 3 I «〕 上の如く*激に增加して居る。又ワーゲマンの調*にょ 

一九二五年 . 一五 00 C メツナ— S 3 れば、 isc 装濟に於て統制經濟的要素が c 由經濟的耍 

一九三0年 . ニー S (ヮムン7 1 素に對して占める#的刘合は既に次 QS に逮してゐる】 

卽ち H 龙品の哚一 E に對しては、總打五〇バーセントの铳 M が推定 1 CI れる。この© M の統制は*當然 fn 格に影»して* 
莳接これを一部阆定せしめる結 5 R となる〇エ戈生^:物の販僉商の約二五乃至11〇パーセント、手工戈生序物の I 五乃 
至二〇パ-セントは肉接 g 格が統制されてゐる。そして5生痄物！ S 格 Qg 接* g 接 S 制 t 合すれば五〇バ i ン 
卜以上に违すると。斯くて《«榷力にょる^民«?濟の全面的铳制5:企11する所謂統制絰濟の基礎であり*的拢である 
所の. H 治統制は旣に.ナチ KJSC 楢確立以前に成熟してゐたのである。 

拉て C 篇制から W 逢：一へ、卽ちナチ KQ 統 M 濟へと®證民 SB 濟を推移 V しめた主蔻因はこれを世界還 
そのもの、內に見出し；：！る世 «. 經濟の113として、他の VJ - 本 +. 茂諸 wiM じく、®逸 W 民轾濟も itt : 林恐慌の影铋の 
下に保護中-渡、 S 濟的： Z 民主芯から統制轻濟鑫じて屋羞への逍を迪つたのである。っ：九！一九年卜月の紐育 

取引所盏 U 端盔 V - 矣兹慌は益 u 於け著 M らし* し各2は E - Z ： 物. SQ 衾的維抒と a * 
川ダンビング Sc 5- t 、 22 S & S 尖锘すに管、 AJQSS 尖8は望違 QS 的咨を庸ら 

した*保護生在の諸戰術中防窣的なものとして賜稅隘«、クオーター制、パーター制*13荇饬理等5:、又攻勢的戰術 
序論ナチス統 «fc? 濟〇 fttt 七九 











後 a ナチス洽下の r イツ*:濟 *« 濟政策 A .0 

として铉出獎勵金，爲转ダンビング等をとつた-保 ui +. 袭の進 M は世界經濟を砝壤し、««|5濟$:孤立化させ、ブ" 
ツク經濟の結成5:促し、 5 EW 的 O^.H 足轾濟卽ちアゥタルキーの確立を提 »a せしめ、 a つその政治的イデオロギーと 
しての H 3 域4^の捋如を齎らした。斯く保護主在の進鉍は経濟的内«屯在5:%らしたにと|らず、進んで》朽痄業 
の阉采的保護から》民経濟の«:水による全而的統制へ，卽ち輓制絰濟へと移行せしめたふそしてこの統制經濟迷動は、 
戰の尖 1¢ 化に伴ふ楨民地抖分刘問超の激化.鞍爭的危梭の增大による戰時铳制経濟の要求と合して、强化されて 
行つた。然も R ぶによる統;!'|經濟の遂行は强力なる IM .1 桁導奢を必要とし、從つて統制経濟は乂常にその政治形態と 
して拓裁主我を作ふのである。 

この保護中：在*經濟的 W 民主魂から統制経濟を Ml じて獨栽主袭への道は決して®逸特有の現象ではなく、各獨占* 
本卞•旄《が世界恐慌の贵應の下に辿つて來た逍である。然しこの推移を*逸に特に强く現はしめた特殊の祺情がその 
wws ?. 濟に存したのである。それは戰敗 W として®逸 W 民轾濟が抟つ特殊の事情である。 . 

敕 敗 阀として獨逸は多額0 -%,- 值金を年々支拂はなければならず、金を生產しない獨逸にと0ては、これは商品輸出 
の形で 支拂 ふよ 0外 に ifi がなかつた。然かも植民地5: 全く 奪はれた®逸は、原料高に惘まされつ、他の*本主義諸 K 
と輓爭し商品 ^ 出5: 強 ff する13 には， 牛：1- ¢切 下を St らな ければならず、それ故に こそ 産盡口理化運動が遂行された 
こと tt 上述の如くである。然し! si 逸の商品 « r ! 出〇强行は? U 豚 W にとつて賠苡金*得の手 e とはなるが、それは M 時に 
&. wMQ?rm にと つて 市 ® の狹 K 化?:通らすと 云ふデイ レンマに陷る。從つて戰勝 2 は®逸商品の流入を防 ifi する爲 
匚保護主戎的政策を採用し、その結坻！2逸は设„十内；2商品の秘出によつて賠诋金«:支梯ふを«ず、外«の借入れに訴 
へざる？: 得なかつた U 就中 一九二 五年から二八年の nil 冬 顧の資本を 米》よ り惜入れ、 これによつてその パランス 
は不利なる に t 抅らず年々 5] 迟は二十位の賠侪金 S : 支拂ひ得たのである。且つ C の多額の弗*本の侪入 C . そ二七！ 


八竿 8 SSSIS をなして .0 た Q で—。然し二九年 u 於 2 米 S 未*: 2 jsssSS 炎本を 
SNA へと S する5り、 SKiQ 米2より S 人金は二八年 bills 千つたも q が、二九年には 
E 千免弗に激试し、 W ? と一^逸葚努套しく惡化 V し®た。米2§付 W 本 Q 還 U よつ VKiS よ®'も更に決 
定的打 f 受けた S 罢利で— U 二九年 q 十月、丁度紐 S 引所還 SS 前 Li 、 推 S 5 姑 s ( S . 
21 - crd-it Agtlllt ) が破^-するに至つた〇このことは、 K に 51 太利に限らず、®逸 51 に中歐、柬歐の小 W0J5 濟的破 
綻の近づきつ V ある C . とを »* してゐたのである。三一年に至つて轾濟的危梭に M に政治的危拽が加 2 R された。それ 
は R 敗 W として共1下 US 2 つ、あつた i 及 S 太絜ブ d ック SS 成し • tVQ 不況から脱出せ 

ん として、 111 一年 I 二月8り！3嚣12弄# C 2し？と y 起 E す。譜填太利 sfs す SWISS 本 
をこれに 2^ i : VJ § た佛 WET 作太！： QWW はへ運§本 Q 引上げを行つた。そ Q 結果 jf ； 太利；^大 q 金 Mg 關たる 
anj 銀行(03自->|15は三一年五：：；十一日祺贸上支拂不能に陷つた。 

との111人太利 {. iwJJi 行の砝綻は JE に S 逸 tt 用 S 慌の發端5:なしたのである。®逸の^銀行は二九年三〇年に於ける不 
況 Q 打裳外 W より Q 多額 Q 短期：；； 3 WQ 沿入によ？糊： M して來た q である。それ故|二0年に於ては嚣は百位マル 
クの iia ^ iJIJ の外に、百二十 {£ マルク以上の短期 a 用2:外 W より受けてゐた〇然るに三|年|二月の獨碘關稅|»1!! , 1.^进 
G 霞と共に1 SSS 引上げられ、塽太利赁 8 SSSI 5 れかけた。伯林 QS むは保か 
$ i 品に数位マルク S : 外阈似措 S 佛炅さなければならなかつたし、又55逸帝 W 銀行は六月央までに五位マルク3金 
及び U 竹を、卽ち全棻準備金 Q 1 二分 Q 一 以上を外 WJi 支拂はねばならなかつた。普於て帝 w 界は六月にその15 
引步合を五分から七分に、次いで七月十五日には七分より一割へ吊上げたが何等の效果 5:示3なかつた。 

この Ksi 的危 sis 鼻 Qssst も—起すも S し V 、同年六月二十015米 2 大爲フ 1 く 

序論ナチ, tttM 緘濟の KB 







3 ナナス治下の r ィブ tR 濟 Aie 濟政策 八一一 

1によつて賠诋金及ぴ « のーヶ年 llil モラトリアムが{几- £- された。フーバー•モラトリアムによつてしても人心は平 
碎に歸さず、外《佔掖各による«付金の引上げにとだまらず见に«逸人3:身による銀行取付及び*本の海外逃避が始 
つた。玆に於て帝 W 饭行锶班ルーテルは«逸の商エ龙及び船舶龙の*耍企戈を堪《的拉保として五值マルクの外阀：2 
用 5 rfi んと扑 Jf し、英佛の W 立®行5:訪問せしも失收！2柊り、七月十一日土!% H 伯林に2來した。その翌々日の十三 
日 3 T 限に®逸；11大级行の一をなすダーナート銀行 (Dieemmt ml &e Darmstst ? im<l NHtkmalbRnk ) が支拂停止 
を! 3 明した。 P 4 汉行は主として外闲より短期 aws : 借入れ、これによつて肉 rl 諸產業への*金 tffj - を行つて； 5 つたの 
であるが、二九年三0年に旣にこれ等«付に於て多大 Qfil 宵を 3 e つて：5つた所•今や北部羊モコンツ ha -ンが二位マ 
ルクの拟失によつて砝產すると共に、ダーナート銀行 c 身も支佛不能に K らざるを n なくなつた。ダ--ナート銀行の 
砝綻は iii に他の®逸 .if 奴行へと波及し、遂に 2 七月十四 a には政府は二日 liil に K る全 W 銀行モラトリアム令を發せざ， 
るを得なかつた)そして政府は進んで2^樘力による SR 行救濟に乘り出したのである〇卽ちダ--ナート錤行は强制的 
にドレスデン m 行と合 1>>1 され、^ぶがこの^銀； S に ft する殆んど全部の株式を引受け、又コンメルツ奴行は改造され、 
その株式の大部分を w '4 i が* JI 爻け、更に獨逸鋲行は五千鸹マルクの Naa 用を與へられた。今や W 濠は時に株主とし 
て、時に{,1)|]授與者として <>5 5機關の統制に乘0出したのである。 

扨て三一年の獨逸 a 用恐慌は：] li に世界恐慌なる一般的/!?: W 4 賠 fit 問題なる獨逸特冇〇哎因の加) t とによつて激發2 
れたのである。そしてこの aHJ 恐慌は少くとも次の二つの W に於て®逸経：相機褚に根本的@革を*らした。その一つ 
は絰濟的 W 民主在への不可避的推移であ0、その二は G 治統制から 阈尖 統制へ、卽ち袜制經祚への 移 f ; である。 と云ふ 
のは、三一年の U 用恐慌の l ! t ^;);': 因は外2:资本の 1 ji 上げであり、帝肉銀行總栽ル i アルの努力に拘ら+ 4 i ¥ 外 wa 用 
を爻ける 5: 得ず，•從つて®逸は不可避 ri'J に W 際/ i -. rt ; ij の モラトリアム 5:聲明せざる を？；： ず、 •フー パ1 モラトリアム 以後 




へ，=に至る迄®逸はモ 



MK ! UMJQ 格から is 立し、経濟的孤立^ち経濟的 







へ -H に至る迄筠 .;3 はモラトリァム 5: 打行し、 a に S 逸は不可避的に W 際 UMJ 技褚から fs 立し、経濟的孤立^ち経濟的 

s 结营 SIIS . A つた=■又1淫證に於ける鑫粢 ssiw 8制 i ®. E たのであ 
る。 S 的には* t 窠浩' § f れ§££2老如く：^ S 糞和 S は siss 大樂 S 支配下 

にあつたのである。インフレ時代には : iftx ' 戈 5: 赶 fv; する二三の大茚龙资本采が W.W 機關 2 : 支 fid してゐた。そしてマル 

ク兹定後は、鑫棠采菜一 :^ ！ .! 泛れ VJ 來た。矣ふ Q はそ Q-W 出を證及び SWQ みを以つて約じ U 

ず、大奴行より短期 a ; IJ の fit - 入5:必要としたからである。然し三 I 年の {. THJ 恐慌によつて令嫌*本^と W .:4 C との支 fid 
關係は全く逆$し、$8は SQ 露によつ VQSK 4尨た Q である。2 S 思 S 55露の 
托制が强化 3. U * SS .=8 M . JU 2 SSSM 濟へ § s 與へられ S で—。 

351 の轻濟的 WK - 主^ への不可 3» 的推移は政治的 イデ ォ a ギーとしての WI ^ キ在、右 ^ の進出 5: 通らし *55二の Q 
治統制からへ Qssss 蜇 S 怠 f する S つた？—。それ故一二一年 S 
SS 後：115 一 n :::0: nQ 5 と fvl & isssH 苦しい8は：*•に右 p $ s へ Q 霜であつた。ブリユ 
11 ング Is iy は 三 一年六月二六日 ^& 令の發励により， ^ 分を向ふ六ヶ=: ||!) 休<5せしめ，?5 & 制への近 5:開いた3洛 
し危機に Iff.ll!; して? J る拓逸の w la 的技 & を救： «• し得ざる〇みならず、 ii に地卞-闲极を楗逢する ^ として m 龙 YT 本 ^ •匁 
例 ^- 陆敍の攻® fs : 受け、三二年六 ;-] 二 H には ブリユ 丨一ーング内 |» は J £ 解し*これに代つて ドイツ^ ra 、 « ft 及び大 a :' 
文-*木采の利益$:代衣する右5?的なパーベン 内 開が成立した。パ ーべン 內閣も亦聚念令によつて傍-} V 無人に®裁 t 遂 
行した-だがそれは餘りに H 龙资本采を擁^! - r る も 〇と して 地中：匁働 ^ 桁 鈒の 反 .* を n ひ， fx 落し •これに 代つ たシ 
ユライ ヘル 内 IHJ も^ か 十八日 nil にして? -i 落し、 玆に三一 i ; 年| H :. .0 日ヒットラ ー内開が). X 立し • M 年一一:: T 1 二日の^ 
分に於てヒットラー内閣は令栊金任法5:迪過せしめ、.：兀全な《拔；55:確立した。 
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筏蝙 ナチ Ksr TQr 4-/ fertAJIi-1 ** 八四 

ナチスの！ zijctfif らした根本1(?:因は'？！:界恐慌及び a 用恐慌による拓逸の 
経 8 *f 的砬£!である*この1?.濟的砝綻のれ«を«占资本家はその®占的勢力 
によつて中小資本家、中 m 陪鉍 * 穷働 ^* n 民に轉嫁し*その打擊から免 
卯れ n たのである。この£とは上拼の ® 占 ffi 格と自由 <ff 格との鋏狀®差よ P 
2 e = しても明かである。その結果中 fr : 稱轻 • n 民、匁拗者の贫 W 化は瀟化さ 
2 れ•筠逸一般大衆は自暴自踅に B り、彼等は極右か柽左かに走らざる$:得 
なかつた。然も共産 E の進出 t » 悪する*本*桁級*中產陆 fe A び苡民は 
茲に合して梪右®茲5:支持するに至り、ナチスの超倒的勝利5:%らしたの 
である。 

斯くて- It 界 sttp. 後各 K の® ** 本主 a に共通の現象たる經抗的 W 民主菝から統制|£汧 5: 通じて獨&主 装への近が 
特に® 5 S に明盼に C ? れ來たつ/*0でもる。 



第二 a ナチス統制睹卉の衍总&:浬 





第二章ナチス統制綷济の指導原理 

6-.前章初頭に於て吾々が規定した如く、铳制経濟とは獨占*本:+.忒に於ける^民經濟の全而的闷泌铳制である001ち 
獨占许本主莪下の饯性的過劍生產は獨占讦本：¥相7/::の過度の破壊的餃氓5:*らし、これを阢止する爲に资木*の自治 
統制組織として カルテルの S 违5:來たしたが，然しアウト サイダ ーの出 ifi 及ぴカ ルテル內部の鬪乎によ〇て 破垅的兢 
平、利潤 S 惡化 S 止し？：：ず、 S に Ei £— 自治統制紐織 S 化拽大を必要とする S つた？—。從つ 
て統制經濟は個人の自€活動を抑制するものであり、自由中；^の •■?? 定 - C - ある。他方獨 ; 4衣本主^下にあつては*その 
激烈な恐慌の ft 播は獨占资本^から非®占的な屮小商工®龙、 il 民、勞働各二般消饮ぶに轉嫁され*階.級對立を激化 
し、これは®て®占许本羞そ Q ものを 篇に沒く詹あるを以つて* この 證對 立の 尖銳化 t 緩和す る爲に或る 程 
度社分主^的色彩 5: 帶た経濟の wy 統制 5: 必要とするに至つた。然し假 令へ 統制經濟は) jh # 主^ 的 色彩 5: 帶るに して 
も、本來獨占資本卞：莪の維持を：=的とする以上、私耵财產と私的企業2:確^するものであり、本锊に於て社件主遂の 
否定である。それ故統制經濟途龙の主張 T る所に從へぱ、それは 自由 主在と) lit 侍主族を止极する もので あ c /卽ち自 
由 主張す る 私的企 SS な 利 S ? 置するが、私的企5潑剌たる SQ 發？货定し、又社 伶 主 在の 
主張する私的企龙0拽栾は經濟的進ル0源泉たる私的企龙の仞苡を欠はしめ経濟-(4-僚主袭に阽るものとして??定する 
が、 社分的統 M による N 民的利益の 擁 al - ti - 定一，ると。次に述べるナチス辟 I 制^^の指^/ £*: 理も亦斯 かる 主張に 立 W 
してゐる。 

ナチ K GP ちナチ m ナル•ゾ チア リズムス (WKpt fr L ^ 〕 の 統制 iy ^ 指^/!;':理 は その 名の 示す所に よ ix ば，： 5Jw-il 在 

序*ナチ K 铳«飪濟の«« 八 £. 





3 ナチス治下のドィッ轵濟濟政策 八六 
と社 f ? 主族とである。勿論政植獲得以前フ h 1ダーにょつて作成されたナチス網領には、# fcf ^.+. 族的 +. ik が^まれ 
てゐた。例へば、第一三 fife に「吾人は凡ゆる (《 來)旣に rt # 化された？， K *〕 l ?: s の w-ti s: 主張する j と記され 
てゐる。-^し、後に於て， VQ §+: S 雲 swf s 、 S 羞•か f Jei 理 Q 2 を占めるに至 

つた。 . 

旣に述べた如く、 i は c 己 S むと好ま f とに拘らず不可避的に§的に S た'-壽的 SSQ 
進展はそ Q 政治的ィデォ B ギ-として S 民 ssf 嫌らした。 g 民4はそ Q も QS 上 s : s 値 

を？ S め， SKQ 舞、普 Q 爲に人 g 生活 Q 含管詰的に播成^，ん丰る。 2 W と云土つ Q 衾が第一次の* 

本^妒なものと認められ’それを褚成する個人は笫二次の’派生的なものと^做される以上’阈民主起丈世界敉乃至 
社分奴としては常に全 «+. 族 ( rllivilil 8 ) で ある。 

現代に於ける全 si ^ r ; 遂的社分 gQ 代表者才，トマ上•シニンの規定する所に據れば、全®主がの^^は、『⑻全 
® 杜分は®自の过在であり、 g 全想が热一次 Q ものであり、個人は宫は^,その W 成部分として存在するに過ぎず、 
從つて派生的なものである J ( slul § Bin,Der wahro 8 tnar * 2 AuA ., Leilg , 1923 • S . S ) とする»にある。全 
JK 、 杜分は恰も統一 S 生活力ある有機 K と界做されける。為人はその細胞として、說锃はその諸器灯として、全 
® として QW 笤 Q 内部に於て q み翌し得る Qpf 、 衾に役立つものとしてのみ存在がおるのである 
と0 

所かる全 SB キ蓉社盆ょり槪之 J t 規定すれば『25?は5? 々 Q 人間の偶然的堆 W と解されずして、否な、 
それに® IHG 繁で言、生：^し來つた、裒的な、卽ち異つた機能舂むぶ部分から成立つた■である。そして 
神^なる fei 命はこの全»そのもの5:維持し®展させることであり、又その闲«的特性を破坊してこの冇货«を阢??し、 


尝にょつて戌る找度公法的轻霞序が成立してゐた。然し秦含所の使命の踅は嘉 制奴されたも Q である 0 
その亡と云ふ刑 f 刘り取らざ S になす S である 。 J CMi..sulrflvinle Gedlclm Nf al _ 

Kozialiius • ふ • Aup, Manchc? 1933. S.Iro と o 

從つて ilsss 窆として q s はこ—‘命 S 5 ん s ?? I と。 iJ ッ i 1 Q 云ふ开 
に據れば「我々 JK xglisQ 下 sr-WSJ へ SQ 2 n * sli こ GK 民 Q 推抒を 
保1と—、更に？の爲—に窆的能力 1 8せしめ、以つ 5 S 由に 培く も q で 1と0 

、一つ Q 衾として0爲©轉* 3替衮=的主，る衾泛はそ Qn 的莛 QfG として舞を規制す 

る。経？ i !§ s # 5的 §?f 〇と解す S は、そ S — は S 人1的* 1费 WS と：^ 
する ' W 人2的、自由—的 SI - 沄人—一次©本源的存在 一； S し • H 人 GS 的 sit 促進し、逆こ 
S は廣に£?し K - SQIS§f f 1 S す。これ5し遙 SI 3 とし 5 Z 民 Q 
推む、102手 f して S が役立つやぅに S に干涉すること A 1 S す。且つ前 ss 姦 S 濟をぱ自然必 

然的な— ss ? c 動的に S ず f Q と f る5し、後：： <? Q 2 sif ば22繁す§的に從つて 

35識妒に t ,> せられるものであり、 n 的^に從ふものであると Y .* る* 

更に 1 S — は.！：：由 SSSSQ.Misssss れ sisss を—とす 
る所のマルク KS 及びそ QS として Qsi + ss 奴とも S す。マルク KS 乃至 S 民. K — :逢 
S 家す。マルク K +: 遂に於ては、赶於が i で t 、 3は&にその上 Hi とし 

て S に i す f Q ? り、 S 炱 sf 於5、3は？—的な罄 sis 代：^ S 2 p、lf 

序 a ナチ K 味 Jsis 済 Qel « 






2 ナチ KjKTcr ィ， JB ^ A ai 濟政策 AA 

介政治を通じて、^政黨の時々の勢力№1保の如何によつて W 家の政策が決定され、決して全®としての M 民の雉持、 
發敁を目指して鞔一ある政策を述むするに足るだけの筠叙力が政府に附與されてゐない。これに反し全«主旄の》« 
觀は^:<、政治の轾濟に»する優位性5:主張するものであり、且つ - = 3 全播娄任^:^(||181)、「拓栽««」 
5: 要求す。卽ち W 民 Q a M によつて全播が委任され、逆に！2民に對してその全货任を & ふ所の闳政的指?3龙によつて 
のみ芘淤的ならざる«1的闪#政策の遂行が可能なりと主极するのである。 

然らば全榷委任 ^ 裁はその n 的た る WW の押 ：；！ T 登 Mtit 現する爲の手段 として轻ほを 如何に統制し、 
組織化さんとするか*民が一つの 全 ®.、一つの有捩* i と W されてゐる以 上、 恰も 布 校 體の維 0、成長はその 有 
機體3:褚成する部分的 仝 « た 〇諸 S-IV がその 55能に應 じて夫* 異つた捩能 i-s むこと によつて i £ せられる如く、國家 
が W 民の維 n 發 M を W 現するが爲には、夫々興つた拽能5:贷む諸経濟的「耽能阑«18|)を有捩的に組成するこ 
と5:必要なりとする。 

琺能阐«(き|)はこれを階鈒(5,|)と對比する時は、陏級が眾に經濟關係より自然發生的に現はれ來つたも 
のであり、決して法化上の身分に非ざるに對し，* K 能; SM はその花礎 5: 血緣關係乃至経濟關係に E くと否とに拘らず、 
阀 C 水によつて初めて ^: 識的に胡織 5 れるものであり、®ち法 <1¢ 上の身分で ある 。過去に於ける捣能 !-« 监の歷史的形趑 
は、古代にあつては W 族、 C ： 由民、半0由民*奴隸の如く血綵 f ! a 係を基礎とし、中世にあつては fi - 族*僧侶、市民、 

S 民の如く半ぱ血緣 5: 半ば*?.濟關係を戏礎とし、更に钻經濟的 JIC 4 能《«としてギルドが組舷3れた。これ等冬找な歷 
史的形態 S : 問はず •-' 捣能 !-•« « を设廣淡に解すれば、部分的全體 5: •卽ち社分なる全®の Mi 能拉 a 其 5: 寇味する = 捣能 
闱體の本钎は全體の一定秘頚を表はし、且っこの全體の一定|«類の部分内容を表示し、«現し、萁行する點にぁる。 
從って職能阁嵆は、一、全 « の表現であり、二、全®の特殊の、一定の衣 JJi であ P 、 三、他の？2栊能阐 « の ！11]にある 


二に趙能逢は部分的含として規范雙-截 Qh に/ * C まれて居り、® ちそれ 等は組 Jg 的叫 .^ に-涅的孕茲係に 
立つこと * r 要求する J (wauef Heinrich. ns2ande\vci •一 31 •一 932 . S. 718 .ノ bo 



二に^ 5 a 能 «« は部分的4适として SK 體的•々體の:^に^まれて居り、0ちそれ等は組雄的關«に、^)7洩的適ん！！^法て 
立つこと5:要 < k する J (Walter Heinrich , Das standeuv —. JCS , 1932 • S . 718 .〕と 0 

斯くてナチス統制 S の根本的指 S 理 S 一に rlsj ( slol ) Qi である。§ち$は i 的盖 
としてのの維持、發展を蛀尚=的とし、この：：：的到违の手段として破坊的な陪級對立の代りに《民轾濟5:聃能凼 
體的に、有機的に組織せんとする。 

ところで I つの冇機®5:播成する^器 - u - は夫々その??む機能が相違する爲に全體としての機雔の維打、鼓 M に奉 
比する S 値にも夫々相違が—。例へば頭は指よりも2であり、頭 SS 器甘を m . ist . i -.^.— つて is 
持、霞が可能で—。それと E じく Ksf i 諶的に、為的に机織するに3ても、「指1 J ( Ff - h . 
rorpr —1 0が絕對に必要であると。卽ち wwfci 濟の钿胞をなす M 々の企 -1 EP ち經??體内にあつては、企業家は分拗各 
及ぴ便5人よ2そ Qsg にとつ15 ..X 2て企2はそ§£各、洁人 QU 踅よつて SQ 全 
植が委任3れ、逆に—使川人 S してそ Q 3 f A ふ所 Qssr §2 lo と穿、勞馨及び使 
用人はその r 從者 J ( OHol 专 •1) となる。次いで諸經贷雔よ0なる|.つの鸪能阐«内にも|人の柑4齐が任命され、 
他は從者としてこれに從ひ、更にこの指蓄はより. J .- 位 Qo 一括的な说能諶の指罢に從ふ.；，この「指疫兹理」な 
るナチ5制罄 SIIQ 指導 S は正にそ si 、 卽ら『全描_8」 QS に1するも Q である。 

全榷墨任された指1はその播利を行使する際、そ QS が全 SQ 利 S に一致す可 S 務 S ふ。®ち私益と公 
¥鳥和さす 可—、 常に公 S 私益に先んじなければならぬ。この「公益は私益に先んず』 ( flisrEi . 
1 Z ) なる si 理も亦ナチス統制經濟の柑^吩办5:なすものであり、経^«の枏^ぶたる企^^は^|||-從來の如く恣 
总なる私れずして、—的す可 fQ で—。 

序論ナチ KtIC 期货濟 SRC 









後！！ナチ K 治下® K ィッ艫濟及钱濟致策 九0 

r 職能阈家 J なる根本的指導 KCJlii にそれから*生し來る「指垛发原理」及び「公益は私益に先んず」なる指染拟理 
に基づいて、ナチスの統制経濟 m 祓は如何に Kgi され。に至つたか。 C . の問題こそ次章の課四をなすものである。 

第三章ナチス統制經济組織 

上述の指導 rAJl に從〇て獨逸一般產龙の統制經濟組織が K 現されるに到〇たのは一九=四年二月二十七日の「獨逸 
經濟の有?5的構成の m 備の爲の法律 kut 考 t * iur vcrbcn-itunKds orK -5 Fl-s AufFus r r \\こュ*き^ 

及び同年十一月二十六日の ns 法第一次施行令」にょる。 

1 ‘平備法」の制定に常つて常時の經濟大臣シ r /， 卜 ( Dr . Schmitt ) は次の如くその立法趣315:說明して & る。 

「兹に吾人に課された使命は®逸經濟の巨大な然もその範31から云つて獨拽將來の形成に M る: - R 要な佑域を組織的に 
今日の阈家觀と一致せしめる C . とに限られてゐる。これに射し余は獨逸經濟の組瞄的闼物が從來如何なる様相5:呈し 
て居つたかを略述せんに、從來は各企業はその欲するが«に經濟活動1-总み得た。企龙結合は全く自由意思にょるも 
のであつた0一つの商人的企龙を强制的に M ft に加盟せしめ、乃至はその阐«にょつて詨定された規定5:好守せしめ 
る可能性が全然なかつた。 R 技に Kac の傾からしても M « 活動そのものを支 K すること•は不可能であつた。……その 
結果吾人は今日に至る迄何等完全にして^*的な姐織を持たず、寧ろ一部に於ては不完全な、^し叉一部に於ては鍺 
綜した pi 在の經濟組描5:持つ。多くの方面に於ては H 1乃至類似の H 的を抟つた組雄が存すると丼に、他の方！§にあ 
つては又凡て组織的拘束1-全く块いてゐることが S 3されてゐる。然し-«;.要なことは多软のァゥトサィダーが絶へす 
凡ての方策を無效ならしめ得た SA である。事實地域的には法律上、更に鋅しく云へば州法上、エ柔及び商栗分 SS 所の 

K 能 f - w « なる C と sre 味す0 ©能(»1&の概念は笫1に多«[の坊能團|9が存するこ<>:(德の*1!&«|»02咔的存在〕をノ^^||||^ 
. 唯手エ雾方！ gulfKii 從來そ QS £<3 拿 H 雰¢5所とに - H ? 廣 S な K > 法的齧％存し 





s ' rw 13なること srfi 味す。®能^! ffi の概念は? K 一に多 ft の K 能團 fs が存すること(他の職能 fel tt の Mty 的存在〕 を、 貧 

. 唯手工 m の方面には旣に從來その m 合と手 H 龙#成所とによ0て廣範なる法的铳%4が存して&^\^|し^5 

の純私雲的 gs 度も亦正5§如*齒し暴®し來つ S り、； 0 S 雲的 5® 制度 q 本琵取に冬数 
Q 衣が、で：^ 土 ならず多数 Q 者が決定*下し乃至 K 行し打る jg に*つた。それ故®々©. g 窝部 © 利 W が常然 
對立してゐる以上 weG 指導によつて M 的に合した一つの経濟政策を遂行する—$實不可能であ〇た。 

吾人にし V こ詳#的逆直し W よつ W 何を？：；？ん矣するかと Q 問； i 备するならば、これに對しては次の如く 
答ふ可きである。 

決して吾人は今日 Qais 3 is 25 SS 人生活と52んと？るも？は s。® 人は朽來と 
雖も C -」 Q 企業- U そ Q 棄ぞ d 共にす K> 獨立 Q 企 ififx.* 必要と XQ である。企 WQ 費；；：者はそ Q 企文 y W し W 任を•达 

ふ可きである。 . 粲と*も S 上史に窣が行はれなければなら n 0-**^ ti »( n . nxc .^ o * J^ 

經8織妄 S 5 S す可喜—とした f ば' そ5就屮 S 蜇へず生々とよりよ iiit と 

つて凡ゆる K = 濟力を新 tt に保ち、 slvii の奉仕へと導くからである。この ci は W 民 ft # 主进的奉仕 E * 理に適介し ao 
吾人の福祉を. , ! ■ KM - r 爲の前提をなすものである . 。 

斯かる某礎の上に立つて • 7i- 人は將來も亦 ie に匁俲せん i するのである。然し吾人はこの原 J1 をば他の®理と結寸ゴ 
んと欲するのであり • 卽ちこの CI{I' 较爭は絕へず中心をなず | つの " 的、換 .-,5 すれば全 |50 鎘社、阈民と租《への奉 
仕を M して， GK1 確 S たる指笤よつ S 全装 •： it _ であら 4 ばなら 5 。そ Q 赁凡ゆる企業转來必然 -2 ： こ 
その «*[ ,, 1«-«- 兄， , «!&|»«:*9 べ 5»;;“1 饋 01 種： 5 。 ^.«> 心！ ^ わか 2>*!)» 、以つて全 |& の利签に、事實專 £> 全 « の 
利： |§ に必要な方 ® に從ふ可 s t 、 且つそれと K§‘s された 41 F*S^VKPKf*J¥*K.f"/*a-*slb 
序論ナチス統期好済 silBtt 










後 a ナチス治下 0 r 4 ヴ鸫濟及«濟政策 九二 

との耍水が生じて来る。 . 全 ffi 委任 W : 水と共に問題とな〇來たつた指 S ■荠の SS . 念が實现5れざるをけないでぁ 

らぅ。仝«の利益に必要な？ Ji 柄は加 S 其の#合(註、丁度+植*任 2 家に射立する alfr 奴治に於ける多數 1* の如* *: ;^的〕の 
淺灼な利斷によつて PFI 害され得な-"货任奴之 5: 有す *? I M な*ヒットラーの帝 W を水 a する人々が指漭の货に任ず可 
きでぁり、從つて又#«全體の利绥にとつて明らかに必要とされる決定をなす榷限が附與さる可きでぁる……。 

これと關聯して义カルテル你铳制の問妈に一 7 f せんに、余の本來の立 S よりすればカルテル、例へば一般に Iff 格統 
制乃至凡て刻 <'« 枕制は ！ 5ましからざるものと 7;- 做す。然るにも拘らず -If 人が统念乍ら多数のカルテルを認めるにと S 
まら t 否な剩さへ断かるものをば强制的に K 立し來たつた 3* 合、それは深幼なる不況期に個々の 3 S 浒領域に#常な 
る捋亂が起つて焐つたが爲でぁる……。吾人は將來も亦愤格統制、否な制さへ時-! r 就中 S>I < Y.V 統制を缺き得ないでぁら 
ぅ。だが確かにこの新法律が吾人に與へる可能性によつて? t & 勉なる指©者は遙か從來よ〇本愤格托制なくと4その本 
門阁«だけで孕：ましき秩序を1?».し*椎抟し得ると思ふ。 

さて組織化された轾濟に對する經濟«の将来の關係に就いて一言するを許るされ度い。余は從來旣に偶々の企龙が 
雜然と W 接紝辨竹と接觸し^たことを頬る不都合な狀萌だと思つてゐた。それは必ずしも適切なものではなく、又斯 
くて現はれた狀態は必ずしも正しい狀態ではないこと 5: 自分はよく知つてゐる。今後公 OS の然も唯一の梓濟組織と經 
濟朽の機關との協同によつて、 IEC この點に於て llfl る iff 都合な狀態が Jt 現され得ると a ずる。余は決して經濟組織5: 
經濟朽の一機關としょぅとは思はぬ。然し余は、荇人が廣範に11る専門[»1«を龙礎とする獨逸經濟組織の砝設5:机織 
的に 3¢. 濟省の常^提案と合致せしめ、 以つ て經祚 《!• して多くの tfl 雜な事務より投せしめ、片手落な^吿から免れし 
め*又ホ3?過度に課された陡命ょ0解放せしめるものでぁると想像1,得る。 

さてこの $2 R が事钗如何にむはる可きか。それは旣に歷史的に成立し來たったものから生れ出づ可きでぁる。それ 


故余は、完全な將來の組縊が雄形として.'?かれてゐるやぅな法俅5:制定しなかったのであり、寧ろ……旣に播得せる 
今： fl 委任にょって不斯に芯々と在米のもの1-將來の新たなるものへ移さんと努力し來た〇たのであり、その際勿八一旣 






故余は、完全な將來の組縊が*形として Itll かれてゐるやぅな法^3:制定しなかつたのであり*寧ろ……旣に灌得せる 
今：榷娄任にょつて不斯に右々と rE 米のもの 5: 將來の新たなるものへ移さんと努力し來たつたのであり、その K? 勿八一旣 

になした鋩；： S を充分利川することが出来るのである。 . 

ili 後に ill に H 戈及び商龙分这所の地 li» に就いて- r : >i する 5: 許され度い。 H 業及び商龙分 a 所は將米に於ても亦 V 枝 
するにと Sr まらず、311に氓耍なる機能を>?圯す苦であらぅ 0 夫等は從來と阽炫商龙及びエ龙の？？企龙 0 地域的硌力を 
促迆し’就中各地域の一定特殊〇轻濟也悄を啪进して利甚の調和を計る苦である〇その他夫等贪述所と經濟の珥門阐 
K との l:ii に有機的な結 * が iso 出されるで £> らぅ。 

……共心は攻れてゐる。今や諸卄.：！=ら%5:迖て、これにょつて獨逸轻濟が全«の利益の爲に新たなる*榮に墚かれ 
んこと S : 余は希^す J と〇 cfneue Kars r Nwan 5 ka 「«= undr 3 is s srwachunKsrecl.-verhundon mit einer Sy 5 
Darstcu § g&mtlichcr de £ scf 5 Kartell.und zusammshangsdcrr-cis sic Isn . Aufhau dcr \ vi2 . 

I 2c=03^ r .?3 w >cp co^=o - w- .bT^OO 

右の立法普 Issssss 成 QSH 作 £s に、 1 ss 玄し Kss は s$.ss が 

與へられた。今「準備の全條文を引用すれば • (vgu Ebwd ? S . £ a 丨 202 〕 

第一條 * 巧！ ISIS 大臣ハ*逸51濟ノ介«的扒成/咕«/这-|左ノ*决ヲ》與サル 

rssiEwe (wirlafl&ndo 7 (sitla 濟 »E ノ唯ー ノ 代灰トシテ 2 メルコト 
Irls 濟 w«7aJfc 、 解杜乃至八；： M-t シメ . i コト 

三，銪濟««/以約及ヒ行»1;筠約ヲ|8史シ及ヒ：；2光シ*就中|3*--«-:3«ザ9人スルコト 
四、核済 »« N 相 S 我7任分シ At 轻免スル n 卜 

序 <1ナチス紡《妈湃€«3| 九：二 








後編 ナチ ス治下 or ィッ ft 濟及箱濟政策 九 H 

五、企 -3 E 家及 K 企栗！.-轾濟5--加入セシメル n 卜 

«濟 W * トハ企 * 家 Ae 企* ノ箱濟的利谷 N 任務卜 K ル* ta キ MBJS-I w « n •合ヲ a ? 

第二條#莛濟大一!!1ハ52大〒路ヲ上本法施行/这法2令及ヒー紋行觥靈，公布スニ-<-ヲ55、乂内#大臣卜3 

a ノ上内»«充規定ヲモ公*スル"卜 ▼» 

第一 S 41 濟大 E * 本法乃至本法ノ ft 行規？ % +テナ シ ，ル命令-一故？ X ハ iB チテ ilK セル 者 ハ 两佥若 クニ 年以下 ノ «8 

-1*ス 

刑 V 執行ハ專ヲ鬌邦艫濟大 E ノ - R -»_-3 ッテ行7 ** ハ之 , yaiIB ス3卜►得 

餌四條本法- 1* ク獻分-一依*'生シタ * 拟*ハ之ヲ KA-k ス . 

供五條(衣略〕 

右條文の示すが如*«限の附與にょつて、経濟大臣は『経濟 MeJ を某礎として獨逸經濟を铳制せんとする。と C . 
ろでこの經濟««は前章に述べたナチス統制経済の指導 Klis たる一、 ra 能 W 家 j 二、 r 指導者 K *: 理」三、 「公 S は私 
益に先んず J に適. r « するものである。 

第一に捣能 w « 奴が前提$る有機的 fifr 奴に於て、 « t 會を一つの有樣«と Ti - 做し*恰も全體としての有機«が各 
a の M つた4門的機能 STS む器- tf ょゎなる如く、社會も亦夫々興つた專門的機能を兑む雎能闱世ょりなるとの主張に 
應じ、全 Is としての獨逸 *?. 濟 tH 業、商戈*手工戈、銀行、保險、動力•交通等の夫々異った經濟活動 $:© む^:-戈別 
経濟《«に分け、これに各企龙冢及び企龙を夫々加入せしめんとする。然も有機«に於ける諸器官*社#に於ける諸 
©能阒體が夫々自己を維持すると共に全«の維持资 M の爲に活動する如く*產業別轾濟|««は恰も從來の M -* 組合の 
如く眾に加盟：一:業者の利益擁護にと ! r ま. t . ず•更に他の經濟阐 4S と協同して全獨逸 W 民の Mik の爲に活動する使命が 


課される。 

第二に各經濟 149 饿は從米 orpl-JI 迸合の如'、組合 11 の冬跬决にょつて決繾をなさず、指導«-喷塊に從つて單一の芘议 



課される。 

笫二に各«?濟!«體は從米 oMrla 合の如 CM 合 U の1^珐决にょつて決^をなさず、指5哚舛に從つて m Iの®奴 
的指導^の命令に從ふ。且つ各轾濟|««の指9者はこれ t:® 逸経 rf の 4iw 指结齐たる經濟大臣が任命するリ 

55.!二に各経濟阐體は夫々白己の!««に所出する企龙《及び企戈の利益を掩_し、叼時に》民全«0利益を促進する 
に常り T 公益は私益に先んず J なる / J?: il に從ひ、公益の促進が優先的であり、又各經濟 Haffi が斯くむ動す可く経濟大 
fs は監杼する。且つ経濟阚«内部の各企-?;刖に打|(]鉍爭は廢焚3れず、自由瑰^1£経濟资躲の极本的推進力として处 
sgs れるが私的利潤の追求を N 指しての無拘束な0由餃爭は否定せられ、全®の利益に適合する«に铳制2れた公 1K 
なる自由兢爭を是認する。 

r とこの阈采的統制機！！たる經濟5«と在來の资本%の自治的統制機關たるカルテルとは如何なる關係に立つ 
か。先に引用したミュレンジーフ广ノ及びデリンケルの解說に據れば * 兩者は本質上全くその使命 S: 異にして «- り、 
卽ち前者は全®逸阀民の祕趾を坩進せんが爲の經濟政策的使命を持つた團體であり、後者は私的獨占利澜の獲得を U 
指して市場5:統制せんとする商人的使命を持つた »)« である•と。^つて後者カルテルは私的獨占利潤5:迫求する以 
上、本來ナチス統制經濟の指導 M 理に反するものとして否定3る可きに拘らず、上記の經濟大臣シュミフトの®尨^ 
には、现在の深刻な不況期にあつては强制カルテルの汶立(一九=三年七月十五8のナチス致權にょる强《ヵルテル法の《 
定)も已むを得ざるのであり*又 n 來もこれを缺き得ないとも主張されてゐる。た!?將來に於ては次第に經濟阐 * が 
カルテルに代つて統制の役刻1-果たすやぅになるだらぅと云はれてゐるに過ぎない〇玆にナチスの統制經於は その fjl 
象形態が如何ともあれ、本質に於て伊太利、米阔及び我 W の統制經濟と等しく現在の®占*本ホ在の維持存繽を企阀 
し、これが^激な變革5:避けんとするものであることが窺はれる。 

S ナチ K «« JS 濟の«« 九五 









ナチ下 (or ィッ粘濟及轵濟政策 九 六 

斯 く 「準備 法 J に於て は、粒濟 大 臣の獨裁的指铅に依〇產戈刖赶濟 !«« 5:中心とし、在來の公法153 1!5 就屮商エ伶ぷ 
所、手エ龙侍は所の如き*&»於8||-较制機關を袖助として今镯逸《坨飪濟の铳制化5:企|»|したので£るが、次いで间造.第 
i 次施行令 J に 於て これ 竦諸托制機脚の n 體的轵成 «. 系が與へられた。 

先づ獨逸の全? r : 龙を殷龙 t 除き? rr ' tBIJ - に從ひ次の如く編成す〇卽ち(一)工業、(二)手工龙 、(三) 商戈、(四) 錤 
行龙 、(五) 保険龙、(六)動力^、(七)交通業(但し交通《のみ «* に除外 S れ特现法规の下に K かる〕の七部門に別ち、 
夫*の部門に一つの r 全 W 闻 « J ( IK 2 i ) sr 組織す。但し(一)の工業のみは他の產龙部 n に比し全饵迆 W 拔 
綷坍に於て特に f : 要なる地位を占める爲、更に1、鑌卖、2、機械 H 業、3、金31製品エ龙、4、石材土砂エ龙、5、 
化學エ戈、6，皮革纖維 H *、7* 食料品 Hm の大部門に分け、これに夫々 r 4= 要阐 SJcI = t )5: aL 織し* 
且つ C. れ等主 要 堋 « に H 業を 除く 上記の六つの 全 W 阐® と 同一地位を與へた。從つて仝產龙を i,v WH 業に於ける七つ 
の.+.要阗«と他の六つの全阔|««合計十三の部門に大別した。 

この 主要阐體乃至全 ww ffi は更に幾つかの『経濟 wsgiovillignli) に分刻さる。例へば 1 の屯要？： «. たる 
ぬ*は採钧、 K 钱、製銑、锊迭の四つの經濟阁體に分釗3る。この經濟闯«は更に幾つかの「本門 wMJis .—) 
に、又この典 nM ® は拟八 II にょつて：史に幾つかの r 小庳門 w «. l 9 ntlt ) に細分さる。 

斯く獨逸全淹龙をか办別に依る垂晚的な较制阁奶に分ち、これに依つて各茂文部門內部を統制すると共に、各產龙 
部 nlill の利 -. if 5 r 調®5し、以つて全®洩 WW 経濟の繁515:齎らさんとする。 

この產戈別に依る乘 K 的轵成と竝んで更に地 is * 別による水.や的な t & 成が^みられた。卽ち上記の專 n !« ffi $ r 夫々 Is 
濟地域 1 *に 22 立し T 地方專 nR 9 * J ( rwl <. f =- ii ) 5 :$ ila _\ iILl -%^« nweli « c >^< D - i : tffi .. t ^ c » oc . oi1fe - J !; 
巩 nwffi は當 d 地方の：！：一*^ • の fr -济的利 - A : t - 調和し•その^ nfl ' J 也 Jri む lii 理する。ところでこの i ' l ' 地域別 M « と £■£ 


存の公法的地域別!«粒、3ち ■«■-„« 地方の各 fi ; Tj^-CH 文乃至曲栗に《«するとは云へ夫々その専門的««を》にす&者〕の經 
^ V-JPJSL -^ .E し、¥迤亡んとする?, : -0苟！：! : ?-ぶ乔.父?^1^ネぷ圩と^1&.?^し6乙3こ、也む？1蛸24|田1-:1 



存の公法的地域別 we : 、sp ち U 112 方の各 fJTj ^- CH 交乃至商 W に從*すると tt 云へ夫々その專門的冬«を典にす&者〕の經 
濟的利杏を糾和し、掩透せんとする所の wH # a 所及び手工文#^所とを力せしめる爲に、地方專 n 闯 ia と商工龙 
f ? d 所 it に手工戈 frJS 所と共 ra して『地方轻濟分鏟所」 ( rm !0 Mwirtllr )3: M 織す。この地方 is 濟分；所 
は地方專 r ' Na , 商工分^所，手工戈'5:05所の代衣ぶょ〇成 n * その f ? 如には常^地方の商工 fr 站所の伶如が就任 
す。その 4 S 分は常. t 地方の m 戈の指 s ^ aJS の樹立、地方專門 iaffi 及ぴ商工龙分， d 所、手 X 戈分3所の sff にある。 
この地方經濟分法所は更に主要1«]««に仝《闻?2 と共|><] して 3 »轻濟分^所 1_ (？- 2:|ふュ1= =.*£* ョ|-0を«1 糍 
する。これは®逸產 - B の中央！ t ： 制機勘であ 0*01 ち全產戈5:指導し*上£構成諸闻«の这竹、更に經濟大臣に忆：5さ 
れた^で*€制上の？？ ■• i . IrlL - 處珲する。それには fr ia l 名あ c / 經濟大臣がこれを任命す」 

H 濟大 fa は今 W 經濟分 */< 所の f ?- 卸1-任命するにと! T ま.しず、先の4:要 5 E ® 乃至全 wi -1 f !« の指^各5:任命す。 51 に轻 
0 W « O 柑铅方は--4:要闻«乃至全 W !*« Q 指屯其の中 a に某き經濟大臣が C . れ1-任命し或は能免する。庳 n 及び小專 
門: ■«« の指9^?は鞋祚^«の指9;荠の中.#に依0主耍乃至今：闲闱«の指導荠がこれ3:任命し乂は骼免する。それ故鞋 
濟火 HT か 4 i > Il : l 指浮*の地位に立つ。 

指^者はその部 n に於ける規約 t 作成し、ホ務を塩 fp . し* W 4-5 A 5: 指 yt し*又上級闻«への tu - s - •下級 WK の stf , 
< v . vd 地方の商 X * 分 a 所、 f エ龙分所、 e 濟分：八-所との密接なる連絡を^る。且つその指冷に岱つて、ナチス的粘 
祌に苁3-、公益01ち? E 龙仝 C の利益乃至的； s »± と部 n 的利おとを？§和し、前贪に反せざる以り1-««.及び所«ムの 
利； ici - 痛^促汜する花矜 tft ふ- 
上述の iff 統 M 搀 « w の系轼 Mt 作成すれば次の如し" 

r?il ナチ k 統 ttttJfroi 381 九 - t 
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第一^戰時財政政策と其結果 

一九一四年八月、戰爭開始に際して* S 時緊な M 政手段について準備を- 11 したのは ドイツの みであつて、英•佛 « 他 
の R 々は其^ ttrs : 缺ぃて K つたと：：ムふ。*逸政府は} p 3 lf 的動兑と併せて M 政動 il . 計畫を準俑し炷も敏活有效に其 5 TK 
行に移したのである。スパンダゥのユリゥス塔に保したる非常準備金を帝 W 銀行に委託する帝 w 51 i3Ji 35 t 金處分をは 
じめとして、帝 ww .)' li 證券、杏阔銀行券の兌換伶止、贷付金 Mi 法にょつて全拽大都市に«付金庫を設逍し廣汎なる信 
用の供給を叫始した。拓逸帝闲设算沿加として帝阔宰相は臨時费支出のため五十值マルクを倍用方法にょつて調迷す 
る楛 W S: 與へられて、政府手形? L- 發行することが許された。其等の聚念财政金 ^ 對策はすべて IR 調敏活に遂行され、 
問戰岱初引出された M 金は W び銀行に戾り、金融市場の狀勢は政府が九月には早くも第一闼戰時公偯を發行し行る 
までになつた。其? rs 一闼戰時公似 fi : 苺額四十四位六千离マルクに上り、旣に發行されて居た未濟大政竹證券約二十 
六 {£ マルクを侪却して充分の餘りがあつたのである。斯くして ドイツの 戰時財政政策は開 K 當時 te めて願^に遂行2 
れた。 . 

然るに 1«: 採大戰前に、ドイツに於て通常饱測 3 れた戰爭 と iflJf とは 全く其規模 2: 興にし、且つ長期の 戰爭を 豫想し 
て〇戰時«民経濟統制についての準锱を缺ぃて;.<;つた。戰爭が開始され45:初の强典にょ0て西部及び來部の阐戰線共 





後31ナチス治下の K イツ ftift AJK 濟政* 100 

に聯 <!=2 唞陕を壊滅せしめるこ 1-- が出來なくなつたときに、長期戰に移つて、武恥的 & 中であるばかりでなく、«民 
の全生 ^ 力 5: 珙げての戰爭となつた。 R 時ドイツの大藏大臣、後には内務大 [5 であつたカール•ヘル 7 ' •リヒは r イギ 
リスは聯介！： Q 支む 5: 受けて R 平の常初から公 1 ；： •; と容赦する s!i なく、ドイツ W 民 5: 經泸的に扼铵し、以て陸沲取〇戰 
M を袖ひ支 flF せむとした “ 较時必姒の拟料品の轮入 2: 杜絶せしめてドイツ 5: 無抵抗にし、食料品の铯入 *: 斷絕して K 
イツを飢餓に Fft れ，以てドイツに ^ 服を强ひんとしたのである。之は W 初からイギリスの戰爭手段であつたのみなら 
ず、明かに杆屮の = ：的であつた。卽ちドイツ ti 轾濟的 ) Kili のために —— 5lt-'!i 上いかに働いても —— 降服£餘依なくさ 
il 、 rnl 時にイギリスにとつて非常に不位快なドイツの轾濟的地位に致命的打保 -1- 與へる C. と、之がイギリスの H 的で 
あつたのである」と述べて «- る卿 ) 。 K イツは设期せざる ^ 期 ? S 爭の進行につれ、来^.の必耍に 
C られて漸次に各淹龙部 n の戰時統制 L- 捩太し、遂に最も强力なる全 w 民經濟統制にまで迷したのである。 

此統制された！ Ewla 於ょり杓！ ic 及び勞働力をの手に移して戰乎遂行に使用する C とが戰時財政政策の任務であ 
り、その媒介手 a として靼唯資金が調 i£ される。ドイツ W^M 政の戰 * 支出は一九I四年八月一日ょり一九一八年十 
二月^日までに約千四百七十11!值マルクと云はれる。0-0**:»5-06£*0116281%|1*^|3.||&*»1|1*?3-^|*.8.98.〕 

KS 5 f 第一年(一九一 W 年八 551 H —一五年七 fl 末：0 二01位マルタ 
戰時第二年(一九一五年八：；： 1 H ―一六年七月末 H 〕 二四 Iffi マルク 
i ? 時袋三半2九一六：+八;118--^一七半七=:本||〕 三四四位マルク 
«昤笫 W :牛(一九一七年八; Jla I 一八年七月末81) H 六九位マルク 

一九一八年八 Ala - 一九一八年十二 H 末 U 一二八 位 ►ルタ 

ん2針一九 一:9年八月一 H ——一九一八半十二 H 末 a 1 H - fc =: e マルク 

此千五百位マルクに il い拽爭 * 金は妇何なる IH-JS によって調迮されたか。クナウスは戰時 Q 租役妆入は合 if 二百十 


倥マルクにして、そのぅち百二十 位 マルクは平 ■$ の 牧人として按除 すべきで£>り、從て九十位マルク 01 ち戰找班額の 
六^が 租稅によって支辨され、九四％は公 lalc より、 殊に 六 0 % は長期 is 時 公； S により、 11 : 四％が ;'£ 動 公« によ 〇 て 


倥マルクにして♦そのぅち百二十位マルクは平時の牧入として按除すべきであり、從て九十 (£ マ . V ク卽ち拽处进額の 
六％が租稅によつて支辨され、九四％は公憤によ D 、 殊に六0%は長期软時公偵により、11:四 y が^ a 公«によ〇て 
支辟されたも (D と云ふ。 (?;sul: Die dcuttchc. cngliRhc und fra 2 s*ishc Kric:flnan*iesng. S. 75 0 

我爭资金调述の主®手段として、政府が大蔵劣. , 2 券又は政府手形を發行し、布 w 銀行 t して剖引せしめて-*金を, i!l 
逯し、後に長期公 {£$: 發行して其牧人を以て之を f ? t 却する C . とが钱時公依政策の3£用として行はれた。ドイツ政府は 
一九一四年九月に第一囘戰時公* Jsrs 行して成功して以来、鉍年一11月と九月とに規則的に公依-1-市^に發行した。し 
かるに第五挝の公{5發行2九1六年九月〕に於て公«?««餌は未濟大*«泣券£:佴却するに足らなくなり_:九1七年 
三月の第六囘公依致行に於ては其不足が 1 S 擴大して®時公依政策の闾汾なる迷用に次第に破 rt 5: 生 T るに到つた。 
公一: K . S : 中心とする戰時財政政策の袖充として租悅政策は一九一六年に到つてへルフ I リヒの拽時利得|»•消消戏稅、 
沒上 WJ 泜枕等の提案となつたが、他の交残 5T 例へ Hr 英»の拽時財政の如きに比すれぱ柑«£政策の役'*:]は極めて耔微 
であつた。戰時に於て梢役2:行ふことが*延されたのは、或は戟勝によつて敵阈をして賠苡せしめることを期待し， 
且つ戰爭によつて旣に苦しんで居る$«1般に.史に杻权の负»を加へることを娃けんとし、1$はドイツ帝3:の聯邦制 
度により W -*; の財政榷が拘束されて：！5たこと、ドイツが铙介2:側によつて封銪2れて坫たことによつて關«£收入冻を 
g 富なる时海として利川し得なかつた等の取情もあらぅ。其故に钱後に於てシャハトが「ヘルフ m リヒは 戰時財政の 
全體系をドイツが速かに勝利を得ると云ふ*塊薄弱なる ftl 人的 a . fe の上に 46 22 した」 と 非雄し*或はへル フェリ ヒの 
反對者が其^れる戰時 W 政政策を攻喂し、インフレーシ•ンに對する JIC 任の大部分と彼に鉍したことは、少しく酷に 
失するものではないかとも思はれる55がないとは云へない。 

むしろ ドイツの鞍時 M 政 政策として世界 .«•> のね 敗の岐路に致命的 •R -AC I ':: を ^0 た 0 は、外 ^11<によつて4金5:^; 




後編ナチ k 治下の r ィ IVSS 濟及筠濟政策 一〇二 
述する ことの 可能性如何であつた と 思 はれる。外 W 位による ic 金の調速は 外 W の生^力^: m 物 i - iffi 利 «J する手段で 
あつて、それだけ 其！£の眾宙品1|?:料品食料品の供給5:!?從にして取阏能力を强化し*しかも其费用は戰時に於ける其 
«民の&»とならない。然るにドィッは戰爭*金の凋违に於て聯介唏«の如く外《说に餌ることが出來ず、むしろ其 
同 SW へ炎金 5: 供給す ること すら必要であつた。 

反之、 S 合 W 例に於ては一九一五年二月に英•佛 •§ i ヶ W の1:11に「聯 < rw は此一二 K の M 政的资源及ぴ 5 K $ 的勢力 
?:糾合する決意あり」と 35 ふ W 則が^定 5 れた。そして主として英 R が他 W に戰平资金 5: 供給した。投资の統制によ 
つて阀内资金を戰伞の1:的に集中し、外《逃避5:防ぎ爲料1?珂5:行つた。また外2*金の借入、及び爲#相提の椎持 
を計るために Bwrt に存在する外 W 泣券の動 At も行ひ*英佛 aEW は米 W 金掬戈者より？ t 金供給を受ける»保物件と 
して利用した。しかるに聯介ぷ阈の米闲に於ける起愤は1九1六年末に近づくに從て次笫に闲難となり、米《聯邦準 
谛煱が、今後交拽 w ; s 行の設券への12资を按ぇることが適常であると勸說するに及んで、聯合阔側にとつて*;大なる 
危機が到來した〇米阔に於て资金を调述し取沿品原料品食税品を購入することは戰伞遂行に絕對的に必要なる條件と 
なつて居たからである。一九一六年初期はドィッの潜航艇戰の效果と併せて、英闲の食^品が有史以来空前の減少 S : 
吿げた時期である。然るに一九一七年四;§、米《が聯合阔側に參加して對獨穴拽布*して後は、其等の时政的經濟的 
危機は消滅した。米 3 :政府は聯合^政府に fl して殆ど M P14 なく資金 5:15 付けて必要のま、に革需食»品を購入せしめ 
た。 X 聯合？*が'!'立闷に fi する 支 拂も*弗 Itsr 以て決濟された。一九 一八年 十一 / -3 休我までに米 W 政府が聯合 IffN 
のために53:定したクレヂ，卜總額は約八十 ri 弗に上つたのである。 

斯くして米 W 參戰後は聯合 W 側の取 X 品•食 3 E 品の供給は次第に！ R V.V となり、ドイツの無 M 限浒航艇戰を以ても»期 
の如くイギリスを飢餓に pa れて克服することは出来なくなつた。それだけ聯合諸 Hil の戰 R ; 力5:强化せしめた。反之、 


n 阈及ぴ 占領地の生 fr : 力のみに粒るドイツ S : して 次第に 不利に阽れ、戰線に對す る取®品 食 15品の 供給坩大につれて 
ドイツ wk 1 の生 rs の窮乏を深刻ならしめ、遂には阈 IM からの 崩 t 25 に 0>いたの -tr ある。 


ns 及ぴ占領地の生??: • 力のみに M るドイツをして次第に不利に阽れ、戰線に對する：4耑品食 fs 品の供給坩大につれて 
ドイツ w ^ の生活の窮乏を深刻ならしめ、遂には S 内からの崩功に^いたのである。 

其故に世界大戰の勝敗の分岐點は、財政 i ? 濟的條件より考察すれば、一九一六年末—一九一七年四月の時期に在つ 
たと云へるであらう。非時期はドイツに於ては wrt 物*の缺乏を袖つて w - o た铒接中立 W の*海が次笫に其效谌を失 
ひ、且つ公僙政策の速用に砝綻を示し始めたときである。反之、群合諸阀は丼時期以後、外《侦によつて戰爭资金を 
調速して、それだけ其常時の W 拔が戰费の ft 捋 S : 免れ、且つ外 W 生序物及生産力0制限なき利用が許されるに到つた 
のである。共故に其時期以後、長期大規校なる?5举の勝敗の決定について-1.-力なる M 因である此經濟的條件に於ては 
時の經過とともに其兩龙の地位〇優劣は益々懸絕せざる5:得なかつたのである。 R 民経濟より所要の物-15:及び勞務を 
引出して-? S 平のために使用す〇財政的過程が、拓逸の提合には內阑依及び租税を财源として其當時のドイツ阈民の犧 
牲 ft 拉に於てのみ遂行された。聯合諸 W に於ては內及び租枕を財涵として物 JC 匁務を捿得したほかに•外 w « 
によつて其當時の《«の«牡负»によらずして戟爭资金を調违し、それ5:通じて外阈の生產力生痄物5:拽爭の遂行に 

利用し；：：た。此： f 者の®争財政の經濟的效果の相違が、戟争の遂むと勝敗の岐路に〇いて決定的要因をなしたのであ 
る0 

戰卞遂行の方法が旣にさうであつたやうに、ヴェルサイユ條約も亦ドイツの經濟的 e ! t 坊 tH るものであつた。戟爭 
の遂行と其結果とによつてドイツは幾何の苽を失つたか。相々過大であるとの if はあるが、モールトンは一九二一年 
までにドイツは槪 tr - 千一二百五十 {£ マルクの釕を失つたも Q と ^ 算して居る。戰 B.V 0 ドイツの國.； 3 約1 1 ; 千值マルクに對 
比すれば搔めて m 大なる部分 rr 當つて K - る。殊にヴ*|ルサイユ條約による全«土の約|三 % に玆る領域の 3?1 滚によつ 
てドイツ W 民經濟は rj 六分の一の生^力を3¢失したと云はれる。 

财政部 n -OH 




後 « ナチ K 治 -Ksr ィッ转 irtl /i 5 J ^ 致 ' a 


10 H 


またドィツ財政に於ける戟 ft 約干五百 {£ マルク 
は、西前 ドィツの S 民 所；：：年額 Q 約！--.倍に相當し、戦時 
中の 動 U 數は千一 -. 百萬 人を 趦え，戰 屮 終結常時に 於ても 
八百萬 人を動 n して «• た。 E ： ケ年 tt -/' ;3 に JI る戰爭遂行 
にょる物* 勞力の 炎失と、加 ふるに敗 戰の結果としての 
w .:3 の炎失があ P 、 枝いて賠 tffm 抟の felt /を强耍して、 
ドィッ《坟經濟に深韵なる拱杏5:加へられたことは*其 
後の filtff 的致 ^ にとつての 某 本的妹件 i - 作り出した 。斯る 條件を- 11するドイツ WW 赶抟は ft 界經濟恐慌®生に於け る 
Ai も本 K - 的なる原 W の 一となるに到つたのである。 


生痄力 Q 六分0一の喪失 

H ««« の * fa 

ロシア'* ■ い f £ 人 1 C ょる拟*|'| 

條 rj に* </ fe 外役*の喪失 
其 》.»« 約 H 行: C よる喪失 
« isi « の喪人 

^ ^ SS 


icott マルク 

二 iTLo 位マルク 
二 c <2 マルク 

llraoffi マルク 
一 raoffi マルク 

二0012マルク 

三五〇像マルク 


(Moulon : oeianyKcapacitys'ray. p-si) 
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第二章賠 fu - ft 檐 

戰爭によつて疲弊し萆命によつて IRSL したるドイツは|九 I 八年十一月十 I 日の休拽條約と共に短期[:|]に榷めて多 
數の機關 Jlt 、 ilt 輛、 C 動- 1 It 、 奶舶等の交迪述袪機關の*31渡5:行ふこと5:强耍され、又ライン地方の占領 H £ の維持我 S : 
As ねばならなかつた。次いで翌年六2ヴ H ルサイ h 平和條約に於て* g 8 K として被りたる|切 S 省に 

就ては货任が鋈龚 M に在る—を斷定し、 12 は之皇学 fQ 4 定し、賠依 S 梓が證 にあること 

が斷定された。ドイツの賠 fit すべき令：轴については賠 f £ t 娄：が|九二|年五月 IH までに確定すること、なつた。 
しかも S 求檨の確定に先立つて一九一九年及び一九二0年並に|九三年四月末 H までに二百位金マルクに相？ 
る額を支拂ふべきことが規定3れ、又一千位金マルク12相常する依券 Q 發行が要求2れ、 n 額 QW 物賠£が規定され 
た。斯るドイツにとつて W 行不可能なる要.- K と且つ賠$務嫌紐の未決定のぅちに於てドイツ政// • ftiIH - 政改萆に^手 
した〇一九一九—二〇年に H つて K ルツべルガアの财政改不が行はれ、全ドイツの M 政 al 織租稅制度の中心^;點を阔 
iich ) に f 、從來各支分邦 Q 租稅であつたも QI く gs 墨補に M せしめた。且つ租税れ捋？ 2S つて 
統一あり平等なること?:期するために各邦非他地方阐體の課稅楢に多くの制限 5: 加ふるに到つた。非結果と して Ha 4<. 
は； B ： 祝. 5 C 付- s .1 i £ を行ひ各邦地方 Iflw の財政的必耍を充たす^ ffl を採る£と、なつた。 I ルツべルガアの改 Tt に枝いて 
ヴィルト QW 政改革が行はれた。之雲次 QM 政改 S - Q 努力があり、 MQ 登均衡再る：^込3必ずしも58無では 
なかつた4はれ 衾、 ドイツ ssssi は SS くマルク Qi § ss で—。 
ドイツの賠沉愤務緦額は一九二一年五 ; J 第二囘 b ンドン分議によつて決定され、 通後通牒の形式を以て ドイツ 政府 








後 W ナチ K 治 ' K の ドィツ转濟及 1! 濟政策 
を 針年 '!度 依約 Mt 行に* する ««-*: 出 


二 0 « マ i ク ( 紙 *) 
i 
九七〇 
二、二三〇 


箱常收入 

1 一〇位マルク(糠 
五九0 

九 to 

一、五五八0 


10六 

に提案され た。其金額は千 H 百 二 十位 
金 マルクである 0 ( A ) 賠 fit のために旣 
に 支拂はれた る 金額、 ( B )*] 逸地域の 
闲 - fl 財？ K にして獨逸の貸方に記入され 
た金額、 ( c ) 5t 他の fc 物引渡金額を差 


一九一九丄 10 年 
一九二〇-ーニ年 
一九 - 二—-一年 
一九二 11 — 三年 

CMOUUCn. Sw-Jrl 六 0M 〕 

引くものとし、之に聯介 W に對するベルギーの偵務を加 ff すること、なつた。 

右のぅ ち、ドイツが 旣に一九二一年五月までに支拂つた金額に ついて、ドイツは約二8累マルクを 支拂つたも 
のと 主張する S して*姑 s § は四十■金 マルク 餘を§ し たも？ SS る。 WS に ドウ J に 到る* 
で、卽ち一九二四 年 九月一日に到— S 期鬯 ドイツ 政府 QI つたと_す|§賠繁勘定 tv 四百二十 
位五千九 S 金 マルク、 益平和條 S 行 5つて$る藍 1 5四十1千八百 S マルク、®ち 嫌額五百六 
十 11 マルクで—。—對し £ ls 、 SS 5 S § S ?、 す？§|?る支拂額 
を僅かに百四®二千六戛 マルクに 违す fQ と笤盃る® でぁる。 こ®謀® 素しき扞格は +- として 一一-個の理由 
に—。 本一にはドイツが 驻に加へたる項 H のぅち 賠依 S 會 S めざるも QI * 5には賠 SSQ 勘 
定 Q 不完 tt と，賀には賠12活方法 S 植に加ふ.へしてぶツ政府®採—著しく 

相違したることである。 ( socuon * War DcbU sd World P 2 pefuy P . 1001 1 20 

一九ニニ年の賠銎支拂 Qw 難となつたドイツ政府は旣に一九二一年十二月中知にーケ年の支拂蝥を乞ふに泡つ 
た。8カン48法にいて數§分茲を各地に S し5抖を技け、しかも遂に一九二三年 一 A 日パ？分 
謎が決裂したる赁、一月十一日、フランス及びべル T 裘はル1地方に位入した。こ®ポアン* 丫の强行政 


年 


月 


九ニニ年- tH 本11二年十二月末 二三年七月本 




g<o 


lnf 1 


2 、 a< 


策に對して、ドィツ政府は「消；！；的 
抵抗」 S : 命令した。 







年 n 一九二—年七 H 末1111年十二月末 二三年七月本 ® に射して、ドイツ政府は「消楸的 

か！5れジ«,!|«|?外*) 寧。 一 、！I 5 M 抵抗」を命令した。 
r ヒ；ンニ g (叶?1 ) I 50.0 ” i ル-ル占 g ょ？ドイツ政府は 

金 Z クに wrs 多く© W - 源 S : 失ふとともに、消極的 

f:r ク f (Is 屋 i 營 f i—ss ず 

ることになった。丼財昶もまた大藏«.'2券5:ラィヒスバンク引爻け<:以て發行し、その沒券の消化の袞3!とともに、 
ほ i : r »1 じ顧の紙幣の增®によって支辨される過失が返找されて «• た。それ ra よってマルクの下落は IM に促進され 
た。•ゥ f ルサィュ嵌約に よる 賠沉似務が ドイツ W 民 1? 濟に加へたる平•埘と、その賠 fit 金- 4: 拂非他に明する財政政策の 
效果とが、マルク缄访の哚因となり、またその程度5:決定することになった0 


ライ C スバ. 〆 クのへ十位紙*〉 

大 jayiR 券 In^ltfu ルタ ) 

，イ txx ンク紙箝へ十 eft *) 
i *a SU . 4 ク) 


2、 a < 


1:各月平均) 


醫 p _ 


M - 政％門 







後編ナチ x 治下の r ィプ fs 濟 AIB 濟政策 JOA . 

第三章マルク安定とドゥズ案以後 

紙幣マルクの ffi 犰崩垅の iRSL の«に「レンテンマルクの奇 M 」 が現はれた。 

一九二三年十月十五日の法令により、レンテンバンクが仞設され、 S 月十六日よりレンテンマルクを發行すること 
になつた。新通 it レンテンマルクは金ーマルクの {ft tfl を與へられた が、 このレンテンマルクの ffitft は公式に制定され 
たのではなくして*レンテンマルクの所抒其に對して五百レンテンマルクを S 示すれぱ額面五百金マルクのレンテン 
泣券に換へると云ふ約束によつて r .! l 接の結果となつたのである。紙筘マルクの法律的切下げを规定したのは，一九二 
一二年十月十五日の法令ではなくして、一九二四年八月 H 十日の«»法である。(一九二 R 年十 A 十一 H よ 5 IK 行〕此货幣 
法によつて、紙*マルクは一兆紙 , ? ff マルクが一「ラィヒスマルク」の比率を以て新通«に換へられることになつた。 

£初はレンテンマルクと紙 ft マルクとの兌換法定比率を•決定しよぅとする考へもあつたと云ふことであるが、後に 
その艿は抛: 1 E された。紙*マルクを统存せしめたのみならず*一九二四年十月十一日までは唯一の法货であつた。レ 
ンテンマルクは介法的支彿乒段たるにすぎなかつた。新レンテンマルクは一九二三年十 I 月十六 H 以来始めて發行さ 
れ、旣存の it 通手 S に附加せられたが* -it 日にライヒスバンクによる大藏竹 is 券の割^、卽ち政府のための紙^^行 
は停止されたことは < K 大な Ja を有す$5ぁる0しかし*商^ H 的のため S 雲行は W 日以後も«けられた。 

一九二 H 年秋の通货狀態は次の如くであった。 T ! •捕の紙幣マルクがあ D 、 其名 H 的 ffi 攸は恐るべき割合で增加した 
が、流山速度の大坩加があつたにも拘らず* Krf 的にはドイツの rtw 商龙取引の一部分5:充たすにすぎなかつた。流 


通嫌額に於て介法 lt ¥ R は第二次的役刻を；^つにすぎず • ftMI 媒介尹段の必要は多くは「聚ヘ£:支拂手段、非法定 it&tt 
にょつて充されて焐た。紙幣が1«公衆にょつて5:容され，すべての疣讪方而を滿たして交换媒介手段としての；3能 



通锶轴に於て合法 lt « f は第二次的役刻を持つにすぎず、 ftidi 媒介手段の必要は多くは「緊へ £: 支裨手 S 、 非法定 itllK 
によつて充されて：一5た。紙幣が一般公衆によつて sc 容5れ，すべての沈 ilia 方而を滿たして交技媒介手段としての, g 能 
を.：兀全に果たすときに、新货箝の發むによつて«幣改革 5: 進；；；：せしめやうと欲するならば、等額の灼« |2を0收する 
ことが必要である。しかし、洱货幣の流通が限られて W る松介には、 rrlt 幣は仍货幣と並んで(非法定-4:裨手 R 及び各 
«の捕助《»そ e 他 q 代 pio rtiiiil して、その rr 發行が新に インフレ！ン，ン$:惹き起 すことを 避ける ことが出来る 0 
一九二三年秋のドイツに於ては、政府が紙?！?の拊發によつて其 rrWJE を f 1 ! ること srci ちに中止することが出來ないと 
云ふ冰找によつてこの問題は权雜となつた〇外^:佔借入は岱時不可能であつた〇阔采谗苁の均衡を阏る過渡期に於て 
政府は十二 位金 マルク 5; 必要とし、そのうち 三位 マルクは紙袵マルクによる大跋省 ri ^ fit ^ のために充てられるもの 
と計? T- された。 …… 蒞し政府が wxwJec のために紙幣 S: 發むすること 5: 中止することが出來るならば、恐らくマルク 
に f - J - する信認が囘役するであらう。……しかし^ : し政府が豫め定めたる發行限度(レンテンマルクの® w » 行 ia 度二十 ra 位 
マルク、其うち政府 s 利 W し得るも Q 十二位マルク〕$:扭えるであらうと一般公衆が * fe 想するに到つたならば*共 asg も忽 
ちに消滅するであらう。一九二一二年十二月に政府はこの pli 度の遵守 srfi かさう i して、レンテンバンク常«者の 斷乎 
たる拒絕を受けて焐る。この事件は新货幣に對する信認を强めるに役立つた。發行額の制财は笫|次的极本的笊耍性 
$:抒つたのである。 

一九二四年八月三十日の 法律によつ て、同年十月十一日以後* ドイツ It 幣は 「ライヒ スマルク j とし* fi マルクに 
對 する其 比 m は ー ライヒ スマルクは一兆紙幣マルクとするものと法定され た 〇レンテンマルクとの itffi もー ライヒス 
マルクはーレンナンマルクと法定され た。扔紙幣 マルクは 流通 M 内より 罔 牧され 、一九二 五 年 六月 五日 W 後は法« に 
非ず とされた。 

財 ft 部 n 10九 







後31ナチ K 治下の K イツ »濟及转濟政策 一一〇 
ドイツの爲转安定は、 T ストリア•クラウンの安定の示したる如く次の特徴 K 小した0 狀態の級 W 的囘復を 
在呆し fi る|«條作(就屮、 W* 豫算の一切 s 均*〕、の備はらざる以前に安定したことである。しかし*ドイツに於ては 

S 豫 S 均衡 tkiss - iv 人备 5 し矣。此 1 S 因 S でぁつたか。一、蠢 Q 鳘 t 削減、 

二、新稅の採用及び現行租稅及び關稅の再 If 侨であった。 (sil.>-!ci 2 .'.r;s Kconlis of IIUP 355 .〕 

一九二四年九月より、 i 支5 ? して1衮芝られる is つた。 また十月 S •八 S マルクの 
ドウズ外依が募集されて成功を收めた。 

ドウズ賠 fltli - 迸による支拂年額は次の如くであった。 


一九二四— 五年度(九月 1 H ょ”八月末 =* に角*) 

一九二五— 六® CM) 

I九二六—七$ S〕 

一九二七一八隻〇£〕 

一九二八後(各年 a) 


十位マルク 
十二位二千萬 -r ルク 
十五位マルク 
十七位五千萬マルク 
二十五位マルク 


右賠1拂金§財®は、33、 i 稅、ドイツエ i 券、ドイツ錢 i 券で—た。§年度に就て云へば、 
1* WIO 十二位五千萬マルク (《« 收人**?*草*ビ！ル、砂糖泔《«を*保とす〕 
2、運轮稅より 二位九千萬マルク 
3*ドイツエ龙依筅より 三倥マルク 
4、ドイツ14边偾券よ P 六位六千萬マルク 
合 訐 二十五1£マルク 


ドイツはドウズ案に規定する支拂を忠 W に F . 確に Krl した。このドウズ案は！；定的性 its : 有するものであり* K イ 
ツの賠 诋珐8、支拂年度數3 垃終的決定をなすことにょつて’賠仉問題の完全なる蛀終的解決案を行ることを娈する 


ドイツはドゥズ案に規定する支拂を忠 » に TF . 確に®行した。このドゥズ案は！：定的忭打を伤するものであり•ドイ 
ツの賠惯珐拥、支拂年度數3 li 終的決定をなすことによつて、賠依問題の-::几全なる蛀終的解決案を以ることを娈する 
ものとして所 ST 3 ヤング*が作られて、一九二九年九月一日より 施；；；：され、 一九三一年六月末の i - 拂停止にまで到つた 
のである。非诎、ドゥズ案、ヤング案、非他の條^行に基いてドイツの支佛ひたる令«は次の如くであると云ふ。 
ドゥズ案による支拂額 七五三0•二9萬 Z ク) 

ヤング案及び米®38定による支拂油 二八七一•九 
ベルギ1とのマルク tfi 定による 四 コー • 

撤典戥及び？？龙 il #« 特別支佛 三六，0 
總 2 t 10* 四八 MI ク〕 

右のぅちドゥズ案及びヤング案による各 W 別の爻佑額を-•小せば次炎の如くであると云ふ。 

この賠侪金支拂其他條約に弗く似務奴行による對外的支拂は、經濟外の拟因によつて無 fit でドイツ w « より後發 3 
れるものであつて、&も苛:- Tt なる財政的 ft »- c - あつた。獨逸は少なくとも料 <= aw のと同一程度の租稅を ft 
抢すべきことを求めたドゥズ娄 il# は•その租悅收入が使用される轾费によつて其 W 民の fll 役 ft« の程度 5: 異にする 
ことを充分に^め得なかつたものと云はざる srfl ない。且つ饵桡介が對米拽依の 7 C 利:4:拂の位務を拽行するに當 
つて、ドイツより X - 佑する賠 fft 金 Jlic 入によつて支拂ひ、且つ其以外には支拂はないのであるから、之等の諸 H の拽依 
元利 < fe の支拂は結3はドイツ S 民の ft 校に W したのである。賠依金及び戰侦問§3を通じて 4 i 後の依務龙はドイツ W 民 
であ後の ii 大の W 植开は米 W であり，賠 fix 金牧人額と拽 -3 支拂額の著額の大なることに於て?«二の f .' i 3 g ^ はフ 
ランスであつた。硤卞によつて経^力$:消耗し fis 度 インフレーシヨンに よつて混 XL したドイツ w « 経濟にとつて*年 







传編ナチス治* K の K ィッ JK 濟 AJK 濟致策 


ドウズ案 
(行萬マルク〕 

Iras 

rsm 

S 1 H 


r ング案 

( 百 W マルク ) 

i •塞 


25位公愤收入 


タリー 1^ ST * 七 sn 

ルギー5七ふ 11手汽践1) I 

1ゴスラヴィア ーー^•一一 一 S ふ t 

1マ II ア 2 i ー ーゴ〇 

本 S * 5*/ V •七 
ルトガル K •九 一一 V ゴ S 

9 シア H ふ $ 

1ランド 1*1 一丄一 I 

w §. a «<六注2〕 I 

分配 _&8 s I I 
合 針 - ns 八ん 一一 、 〈si <£•《 
(拄1)マルク協•冗による支神を合む 
(註2〕米獨協定による支拂 g 

(Mcultcn and rlclsky . War Debts and wcrld rrcslay •一*. 
200 —7 o 


トガル 


米 w 
未分配剩餘餌 

合 針 


額二十五位 マルク S : 賠伉金として無 fit で外 W に 
引渡すことはドィツ M 4 W 生活に苛 m なる ® iat 
加へ3|;«议を阱止する苦であつた。しかしドィ 
ツの賠 frt 金支拂によつて他 W に炎金の汰出が生 
ずべき苦であつたのが、却つてそれよりも 1 M 
冬額の外2*本が流入した。非によつてのみ E 
額の賠伉金の支拂が可能となり，また所 ill 「外 

(位マルク) 

年：：；末3!期抆*:}{期抆*其他役*外《»« 
一九二六年味 S 2 S 三 
一九二七年末 奕 s s KH 
一九二八年末 S さ 5 0 
一九二九年末 一一-*2窆 s i 
一九三0年末 i * S 差 
三一年七月末 S さ S 8 
(sell midr - r.elneusincss Cycles .1 S 1 1MW 
g 以下〕 


次讶氣」を作り出してドィツ経濟の闼议$:可能ならしめたのである。外阀*本を'魂入することが出來なけれぱ、賠伉 
金支拂の ft 掎の全部の) « 力がドィツ w 民生活に加はる。共故に一九三 0 年の外*流入の狨 ili 、 更に翌年上半期の外資 
引上げは全くドィツの賠 ffe 金支拂を不可能ならしめるに到つたのである。 


第四章財政にょる阈民綷济の拘柬 

一九二三年に政府の 紙 ? fF 發；；；：が停止せられると、15#と物沿は安定し、其後發行5:好讯に抑制することにょって金 
準備のないレンテンマルクの fff 俯 5: 安定せしめることが出來たのである。|九二四—五年度の財 Jsc sh 晝は収支均衡を 
確保することに敁大の努力を盜し、大規校の坩稅1-も；；；：つた0讪«安定があつて始めて秩序ある財政計进を考へるこ 
とが出來ることになつたのである。 

ドィツ W 政の SE 民轾濟的炫族については、其：；- •«. 的规栈と其構成内容とから考格せねばならない。特に?6後の財政膨 
K の；§因として戰乎 ft 拉 5 flf 及び* tr ^ r 的經费の增加に注；：：すべきであらぅ。前^に〇いては對外的 ig ^ ft » は K - fJt 金兆 
他條 s むに基く敗两 - w として强耍せられる ft 拉であり*對内的软乎 ft 裕は戰卞铋牲各及び非 ifl 枚に對する扶助、 ft ? 
年 K w - sctsftw^flaifc 舍 《 

句 8 t . 百萬マルク) C 百萬マルクー(一 C 萬マルク〕 

一九一三年度 一一 3 去 A 5 i si 

一九二五年度 0 = o 50 T v s<il 

一九二六年度 ___.- s.o as 
一九二七年度 - fa 、 i ん 3^ si f 
一九二八年度 八、 s *". nai .§» 

(r>ic Ifs-=schesnanzwirtsc=*aft vor und nach dcm Kricgc. S, 

so 


辞 » tM 家•地方財政) CB * マルク〕 

一九1111年 K 七' ■<£ 八 •！<XTB 
一九二五年度»、?«一 ! i -.14 
一九二六年度 一 - nliooA 气 S ル* 
一九二七年度 1<、-*: SAM ' MO •九 

S 5-0-1=5 





後編ナチ k 治下のドィツ«濟及 {« 濟政策 

t I* 81 一九一三年一九二五年1九二八年， 
所捋潭泉 (位マ-<*0(西萬マルク〕(?1萬マルク〕 

び钵* 2 *.$ 七 **、〈一六 

(2〕® H 柔 X 一 0 . <« 一 3 八 -* 1 
( 3 ソ货汲及作铪 碧 a .^ 2 !?，§ 

(4〕*本财康 S 1'<1 2 S 

(5 〕s ff 料 3 sl ; < t |< 
(6〕年金恩» =_ 1 へ S 
私人所得合 St 2< £,2一一 》；-;$ 

右に加ふべき4>の 

(7〕未««の件社所桫 3 <二< .§ ハ 
(8> rr 業 Yf 耔財^*:入 一二 -'sonfaa 
(Cos 主の ft 會保味掛金 < 一、 5< 一一、一一 S 

(10ソ私人%5 SIC 含まれざる租稅ー ーー、<<1 一-;4ハ 


右ょ®'控除すべきもの 



( 12 〕 sK 0 r»sl i,x 、 s< slfwl 

が5|财政(<31ク〕 き一 -s i 
WS 方 § S 一 ss < 

It 會保 Kta 一>一 元 5 

WKdEW に ft する！〇分中一<•£%夭ム％ 3 Kifi 
(*«-,» 八三 H 、 一三九«參50 


二四 

土*' I 滇及びルール占 W にょる W 産枞沒に對する袖 m に 
茈く g 费である。 

また*|:#的經《の增加1±、拽後に於けるドィツ《民 
の生活窮乏にょる社件不安段和のために，匁働«-聃« 
に対する*本*の^步の結 ili として現はれたものであ 
つて、 ¥ t 侍 W 4 H 主在政 ffi の®行したる Is も tt :- R なる 4 ic 
稚物で あると V *へょぅ" w ^ wJa 及び公共財政一般 CM 
来) it 致を含む〕に於ける ft # 抒增加の狀態は上及の如 
くである。 

財政が W 民轾濟に對する: 5 R 要«1を WW 所行及び* t 分 
生 jt 物との M 2?に於て考格する"獨逸統計«の「戰前* 
拽後の拓逸 W 民所得」には W 民所行なる槪之を次の如 
く解釋して居る。 n く 「 W 民所21又は It 分生產物と 
は、5民«濟が其常初の財？ n 狀態を保打したる後^. 
年 A 消费及び资本形成に使用し打るところの««侨絍 
ある B + lt •分務の總體であると解.する。(*?こ|を5 
volTrscinkf 3 V 2 un<l SCIJdcm Kllegc - X . r o 

ドィツ w 民所得の！*成を兌る に上の 如く 示されて炻 



斯くの如くして、ドイツ公共財政が W 民經濟生活に於ける所 n の分 fid を決定し、また直接に物*及び勞務に對する 
需要 5: 現はすことの益々大なるに從て、ドイツ W 民 S 濟の®敁を拘束する力は一好1?大しつ\ぁつた。殊に其租稅及 
び社#保險の ft 拉は英•沸•米 W 等の W 民の ft » ょりも多かつたのでぁる。 

獨逸 (&K マ ‘ ルク〕 sa 所 am 校 Jigiifc 食保瓶 W>K :% 抑 ドイツ BI 政 Q 年々の讚と w« 經濟に W 


I 九一一五年 
九二八年 
I 九11九年 
I 九二九年 
英 W ハ百萬磅) 
佛 WC 百萬达〕 
米 WOQ 萬弗〕 


x 、 i£< 

七气！一一^ 
« 、 $< 

rso 

0*0 

<九、£冗 


社會供敝 

ft a 

r<w 

E、il 

11、一七 o 


翊肋1 


<112 
1:. rf?< 

10、svv 


(spHstische Reichsanit, I)as deutschc vclkscinkommcn. S • 一一一 • Inter- 
national stencrlJLascngsvcrglciclo svi 45 ^jKo 


する ft 换增加の傾向 5 : 発ふる ^ ■ は決して 
少なくなかつた。其一例として賠佴金 
支拂總 1? 理 {1\ バアカア•ギルパート 
(Parker Gilbert | Iyr General Agent fUr 
Reparationszahlungcn) パー九二七年十 ij 

ドイツ政府に與へたる ®, 1 ? に記された ^ 
吿がある。其 ** y (Me 30 fsdum for the 
Germs Government 〕 E く， 


「ドイツ转濟の利谷を考*して，予は r イツの 一«的=的は、他 S 近代癀龙 wsll 的と M * に、内外商*及び H * co 織«的《«を M 
V 、 ttMK ; の生活 CS 準の漸浥的改其を念とする tc あ0と«.>«:せ？るを桫す。之がために公も有利なる條件は！1内的に《*«えす生產 
W の m 下と、その虫床我低下 1C ょつて Mr 能とな 9 1L つ物 W 及び生活«のいづれをも«货せしめることなき* Hju の SFJD を伴ふことに 
あ- 0 。 51 «の安£は特に«姑の安定に«软する 0 しかし商エ«の»»は*«内の貯在及ぴ外«に基<新妗本もまた«えざ&供铪を必 
® とする。 ド イプの 现狀は、新*本の作出のみならす、 « 爭にょつて W 壙され 、インフレーシ 3ンにょつて*失したる«泷砌衣本の 



9101NHI.— 99111 ■ ■ ^ 


後 31 ナナス治下のドイツ JB 濟及紱濟致策 一一力 
a - t 設 Q 必® •かあ5。 W 故にドイツに於ては貯蓄と件甘て供龙な-®消®を行ふ W 別の必®と特別®®戟とがあ-。。斯 S 亊悦の下に於 

ては、令耗濟生活の莊«*-」なす ffi ^ lc して秩 •)? あ C 財政が ii も«大なる .«« を打するのである。 . 

財政 ii 於け為近 SS は、ドイツ赵濟生活のために、また堪門否(ドウズ w ) S 行のためにも*其利益に反するもの 
の如くに思はれ*0。ドイツ S 公共 WS は®えす核典と W 狭の增加す*®を企 W し®行し、財政的結果については$と考® 

を拂ふと u ろなしと云ふ裘は泛各方而运位してあ' 丑 S 近數ヶ泛一涅度を加へで t 。 公共宴®は旣に® 
濟生活に人 S 3 的裂を與へで f 、 SSS 本的鋈1かす供れが t。f SS 5.2 •か抑期される2<5せしめられ 
a なら ぽ、£洤5な 6 i と不況45、ドイツ SS 泛 f i を與へ ti 运ど罢で I 。為否主とし 
て现在®！®大な衾出と炅— S <3 S を®3<し、鳘な4 iif £sf £に|。5 e § sf して 
ドイツ SG 手中に f 、若し1な—行玄らば、ドイツ ZA び其他 elea 未1 f s 51で tj 。 

( r>as Memorandum des Reparaticnsag — UBd die Atrt der Kcicsrcgierung . S . o . S . 9 .) 

「ドイツ政府はドウズ案の條攻によ®、 w 嫌 f 3 成し施行す snm をはめられ、終始それ n 身 s 任に於て行脚する。しかし 、 w 
にその c - EHWSnQItSQc 然 8 へき： S ® KSR して其に相対する責任あることを S 味して S る。其は次3 ® く S 打し以 
るものと思ふ。 

( 1 〕ドイツ w 1 ^^ *! 其*? « に 通 切なる抑期を tn へることを S ることによつて、 其財政* # の安. * ie を危 «r ならしめつ、あ P 、 其* 立 
及び維行意 r JSS た = es 門 SSQS であつた。？ slliixs 加と— esu よつて 相ふはれて S 
K >。 しかし，事業界！反# •■& 生じても、•••■イプ W 政格®牧人を減少 甘し®、*た失業 救濟 を 粉大 甘し®ること-•なら 

う。 tssuss し4つ sies 运 B して1 S 雰的— Sf -?5 V へ* Sy — T 思ふ。 

. ® ( e -)！.. イツ2政府 S 、 其 nsssi ® が EH な4加してあるに0$つては、各支分邦 A ぴ SSJ * して W 芸をして®切に整備せ 
しめること sf 言、泛现在 assc が§す*8方策が其 S 分5治*！ SS を著し<增加甘し®、 ssif ? して 


¢1ほ一 » i -- Jft を失はしめる KS 6 であらぅ。諸支分邦は旣に M 家ょ9一層年 « s«c 入 <0 交付を«ける=:的を以て财政»整を開始す6 
ことを 要求しつ、ある。 . 




財ほ | 择均衡を失はしめる Kai であらぅ。諸支分邦は旣に MJicio 一 S 多 ttQft 入の交 W を « ける：：；；的を以て W 政 ale を ra 始す6 
t とを®求しつ V .ある。 . 

(3〕«轱果は公共財政支出と公«の起«について有效なる««!:仝く鋏 < c とにな so それがために K イツには不*令-なる財政が 
益々*く行はれつ、あ - oor イツの SW ! 及び H 菜の8 i £ のために其し<不足して «• る*公が、租«及ぴ公»を通じて、公共 1 ;货の方 
而に»牧されつ、あり*ドイ，が從來奔しみたる2«»衣本の鋏乏と，節約と«-4(なる支出にょつてこの资本を作出する»2;な，«>必* 
とを無« 1 して、其5 i * が«されてるるやぅ KA はれ so 

(4〕吏に*<»濟生活に»する其钫采として*!..イツ2及ぴ公共|««の»方策は生衆«の*>加、物«の*货、生活费の增加を著し 
<«* しつ V ある。*»果は通«安定以來、ド4ツ商エ*がその«行に成功したる*!«合«化の»«ょ5生す£4のと期待3れる» 
利益*著し <無效にして《る。物 «** の M . Mlltticau れて》るが、一部分 U 45. 数の Tr (* w2t の li 人 n » す s *5- s « の姑来であ 
る〇若しゝ政麻の许电增作案が一方には一般商エ菜に於ける^:樣の榷停〇霣求に〇き玄た他方には鐵边運货其恤の榷加に專くならば 
其«向は并し<«戟され&であらぅ。明かにすべてこれらの窄*の》«は、生/€*0榷加に»4、ドイ，轻濟の輸出8氓*力を«遇 
せしめる。 C 近数ケ月の ft 驗が《分 ic 示す如く、他 S ょ9のドイ’0*人を*し<«|戟して»-*イプの«6!收支<0幢の«|||に1作用す 
る OW 内 WMQS 食 12 飱ど常 1C か、 £ 結 * -Sr *- し*また*在 S 狀 » に於ては、ドイツ W 、 支分邦 A び0治«0»費增加にょ9、1« 
公衆の手に»したる添加»只力«ょつて其傾.3:は《められて«-る00/-23->?1) 

以上槪括せるドイヴ：2财政政策の結果は*支分«及ぴ|1治«の財政政笟とも||»し、ライヒスパンクの通«及び«用政*とも》« 
して考察されねばならない。 

しかし、支分邦 C 治* iefit 政政* C には1»;が««たる柑»植を行使すべ#であ0，また》行»行の««1政策と|»致とが»れ6方針 
にょつて»用されてね期に1=!る成功を敉めることは«來ないことを切-..'する〇(? : 30.:-«3.|) 

其耠鉍に於て a 大なる財政支出と»大なる起《の«向を*苦し抑»せ个に罐«するならば* !方には押?3な-05|濟的«»と不«-:< 

財政部 n 二 -fc 
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fl! nj - I ■ 




ft 0 4cm 

hr 








S ナチ KflrT の r-< ヴ a 濟及 H 濟政 •» 一一八 

に尊くこと装 ssyf S を St て2しと e 印？8し易—と 
を指*し、ドイツ SU 逋か宕欸な*手 R を以て其 S に£す t とを希定して W る。(2“ . xk ) 

此 SCR しては8して* SSS •か*^•'財 S 濟1ならし定 V 〕 l *# VWSK >。 三 S と S とは 

其 2 Q ドイツ財さ？衾？ S — 5であ S 。 

ドイツに於ける公共 w &? s 人 t — じ V 所2分 a — 定し、—物1び—に？— f 現は 
して* KS 濟的活動—しく拘束したことは、官公企 S 現はす WS 務に對11加へるならぱいかに大 
規模であるかを知るに足る。 

一九二八年 x イツ S 民所；；：•笤耄 ？ 一 02すれば、公共 Ms 經 SS ? は VS ? 人 S 及び菜給付 
と、11す人 S 、 物 S と QS は、§—2五§に| Q である0 

一九二八年、«;會生 s i 而して、 W 民所打の約四分の一を趄ゆる租稅及び社件保險 
1，陪 ffl 金として無償對外的*神 w %' ft » と*公共財政に於ける W 内的 jt 布給付にょる賭 iif 力の移 
1 ^& 2 5 SSI 〕- 癸轉 * にょつて、 W 政 S ず— S 分 ii がいかに现はれるか 
气公共財政 W 件* <% と云へば、此二の過程を通じて膝 Jut 力の梢加する社分部分 

;、ぉ，<^«« H K は、—年金所§容屋85あり、寶力減少 S 

人件® <%一产" Q 少なきは？所れ者， S 力減少8度大なるは企龙所打 
齐及び努働所货である。公共 W 政はその牧入とその緣的経我 S 内的 W 格給付〕を通じて年々斯る所行分紀の方向 
t 決定した。こ Q 火1 WSWK 所 ？ atis し SS ? 拘¥る作 SKS 、 經濟霊 8® たる物 
S 落が各 §ws 與へる作用とは* E じく企漭得と S 所$と S しく削減して居る C 



九二八年 
1 8とすれ tr 


一九三一年 

S •一一 


経濟恐慌の®:耍原 K として W 民所^の多くの部分を强制徴敉 
する苛 Irf なる ftlw : ft » と II 額に絰费 i -膨股せしめたる时政の Vi 


ドイツ、私人所 W - 一九二八年 一九 三 一半 轾濟®慌の:®要烺 H として W 民所得の多くの部分5:强制资收 
1* E 钵業所讶 一8とすれ trg .__ する苛诳なる机稅负»と巨額に經赀を膨股せしめたる时政の货 
yv ^ is H ——1。例へ fiT — 如きその一 

4 、 財 & 所 4 100 llTl 人である oQfcrJlllwki, C31san ユー VU 2 ' • 一 .' ,, ' 20 J き； 3lticnni5 

5 、 ia w 料所 s so If of the —I SI — 1 \ G 5 IGSO 公共 at 政の経益大、 - m 稅 
气年金 5 S 100 巧一.一 SQS が S 接に® S 生§ 3 をなさないまでも濟在的 s 

因をなして、そ Qwssifeli ? S 抵抗力 S めたとは5る。そ sssis はれる 
と潸在的 IJJ ': 因でぁったものが Ilfi 在的作 « J を％はして S 慌の矩 ia に加: » rf されるのでぁる。ドイツ W 民經濟は恐慌に對す 
る抵抗力の ii も •» 弱なる胺件 5 : --ri し、 W 政による W 民経濟拘束作 ; 1]が强く加へられて ; r -:- り*外 W -JC 本供給の支柱が失 
はれると忽ちに恐慌に pao た。一九二九年秋の企融恐慌の後に米 M よりの -& 本供給が殊に滅ルし、加ふるに一九三一 
年一月より七 H に到る|!|1の在獨姒期外闲资金の引上げは二十九位マルクに iii したと-:ムふ。ドイツ經濟はその支柱を失 
ひ、しかも恐慌より離脫 する 自動- rl-JICJ m 力を缺いたのでぁる。シャハトは U く r トイツの恐慌は ft #*?.?^ 恐慌の mr か 
ら存在したのでぁって、このドイツの恐慌が世界経濟恐慌發生の木 ft 的6?:因の一でぁった。假令 1 H : 林経濟恐慌を終*& 
せしめることが出來たとしても、-1..1ほドイツ經濟恐慌は依然として设期に一=:つて殘るでぁらぅ。蓝しドイツの轾濟恐 
慌は一時的な设氣現象で li なく*世界戰卞敗戰の il 大なる結31!:から生じ、•トイツ經濟桦祕に 4 i 大規校の枝1555:加へた 
ので ある。 ……未 It 有の租稅及び Tt 分保險 ft » の:' rrM によってドイツ 1 ?濟は崩坟しっ i ある。 il 初に個々の 企:'? ;が窮 
乏し、次いですベての經濟部門が最後には 全 « が崩壊す る」 ( sohgg :. 0 nlm rus deutecher wirlaclsfulslitik B . J 2 
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財政部門 


» /• I 1/ •' ' /1> t - 

fatr^ I . 








後 《 ナチ K 治下 sr ィッ JE 済及 ts 濟政策 
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第五章恐慌期に於けるドイツ財政 


年 度 
九1一九年度 
九三〇年度 
I 九一 II 1年度 
九三11年度 


年 


度 


公共«« m «8 MK 所 W 
一一 04 Z ク 1 K 值垄ル值 Z ク 

一一2 1 B 1 i 

5 一 H $ 

Is Is i 


九一-一0年度 S 1 年 K 11三年* 


ドィツ«找所得は一九二九年を敁商として以後*;激に滅迎を-不して炫る。しかも公共时政の絞费はそれに?*應して 

減 ili せず、從って財政的 ft » 、殊に机稅の負校の m 
ffi - は相對的に增加した。 

この期 |:'.] に於けるドィツ公共轾 5» の « 成の«化を 
SS るに上炎の如くでぁって*公共財政に於て他の経 
费がすべて減退して W- るにも拘らず*それに對して社侍事 
龙的轾 « の : 'Tt 要性が*しく增大したこと 3: • 一小して W- る 0 (ド 
ィプ It 針年*、1九三三年*三 H 年*三五年各卷 K - S 萬 i ク單位〕 
年 度 一九二九半度三0半度11二年度 
W 家 tsste ® i •一一 <、UM 2 : 1 7< 

眾事 《 sost mi 
厚生 我 1、1»「§-11 

(失求救濟费) 

X 濟 n 
公 《 费 

箱爭 ft 松 

(射外的 ft 校) 一、 S 7 七 一 、 <:€•soi 1 C -1 •七 


一般 ft 政•財務行政货 
荇察费 
司法 ?I 
W 防费 
敎 竹费 
厚 生© 
住宅施 a 费 
s 濟费 
公值费 
1 K 爭 ft 抢费 
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聯邦政府の絰费の》成について S るも、他の經费が一般に減少を-不し殊に戟爭對外的负拽の著しき減少ぁるに反し 
て，社分的轻戏殊に欠:*救濟获のみ增加の傾向を.•小した。.若干の！8我項 M は前 ri 下12の衣に例-:小される。 C 獨逸！ bs 年 




聯邦政府の經费の構成に〇いて S るも、他の經 « が ltt に減少を•：小し殊に强爭對外的の著しき減少あるに反し 
て、 ft 分的経炎殊に欠戈救濟戏のみ坩加の傾向を•：小した。若干の經费瑣 H は前 A ' 下12の衣に例示される。(供*!統計年 


九三 W 半、四一六： A / 


一九二九：牛度 

<03 •= 

1 

rsA 

气-?濉 

fix 


三〇年度 

<、5K 
f 
气2.|| 

- H 151 •七 

1 TS.0 

30 •< 


三 I 年度 

SSA 

m •八 

r_ao 

iK 

气？一 

Kv* 


三一一年度 

r 孝一 

iA. 

SS 

*、？1 


曲年度ょ9の*£«不足餌を加へれば 
达入不足餌 一、 tl<t 1、一 


、1 一* f 一、 X06 

?1義▼ルタ?4萬►ルタ HSK ►ルク 




年 度！九—三〇年度三一年度三一一年* 右の！0絰费に釾する收入の構成及び其牧入不足 
緣 S 货 <、|| <、lm i 气孝一 の蛋を兑るに上揭のぬくである。 

^ rp\、H r 一 0 lsl 一 斯 S 入のふために— の Its た 
一« tt 入 - H 一 5.1>1 -nIi rlKoi 1 l 、 m 一 <• るにも拘らず、經濟的不況の深刻なる影響により年 
8 « • a «*.1 5 toIT 季一 sli 年減 M し*一九三二年度の聯邦租稅收入 iAs 
ix 人不足 tt SX 寧 < 1 S 1 3 ittfw こ trrlf 勺 lEo - w、m て 

SS よ ill へれば e .) は度に比すればダー五8度一九二八 
K 入不足餌 一 ' Kn - Ll » n .< 一； sol 、<3 o 年度に比すれば約二五'% fll 度の減 J1JC を■.小して «- る。 

_1 !け1 B - lr ,- i 5' I ク i ルク K に一九二九年末に財§5に s 難が现はれ•ミ 

年 度一九二八年度二九：牛度一ーニ年度— ユラ11臣ヒルファ i アイン1 

«««<、1 •< <、李<气<0子< 2 Ri « 

堆方交付 IfBlW 、 零 < 2 BM , 室 .0 濟资金 (D 融通に脚 S して^ S し*モルデンハウ H ル 
聯邦敉入 -- nms *.<七*.< 1 ns * c、ili i 交迭した。ドイツ経濟狀勢 Q 惡化により一九二九 
年後半より次第に枏加した失栗方數は、一九三0年に入ると俄に激坩して三百二十萬人を超えた。/ C 來、®逸の失龙 
保険は被保険及と^- : -E とが保險掛金の半額づ、を*出して失' II 保»分^の收支を立て\ Mi.uu その* « J 5: ft » せざ 
ることを ft ?: 則としたのであるが、1¢際には年々 wMilt 付金(本 tt に於て捕助金〕を必要とし•失龙保險支出額のぅち| 
九二九年度には約三分の - ;一九三〇年度には約二分の一が whu の ft « f となったのである。 

财致部門 ニニ 


年 度 
勒«税 
堆方交付 

W 邦敉入 


九二八年度二九年度三-年度 一一 —I 年 K 

5 HA <、一? <-Hi ふ 

1.11 1 r 季 * 一一'一 SA - is.o 

1 T 2 E 03 1|*<七ク< *.?_ ST * 


^:ur 














後31ナチ！<治下0ド4ツ转濟 As 濟政策 

10 年三月 、 i T 内 sis , ブリ r ,ーング内閣 S 5 としてモルデンハウェルは增詳 fs 
し、次い？装 S 下げ sf 2 S 1 を S した。こ § ss し • S デイ I 
リツヒが S とな？財§ 1 出したこ t デイ- 5 ツ U 11 SISJ し： G — 奕 S 令に 
よる新例 fei た。 I 九一ーー〇年七月 Q 「財 85 び - SSS 除上 Q ため Q 大篇令」がこれで t - これによつ 
て—的 SSQF - S る—より離れて SS 5 ¥ る S 祭一步 5 す—つた C 
技いて 一九三？十二月の「財 S 濟安彥ため〇班一次大統 ST H じく iil 年六月 S 二次大統祐令等に 
よる、 SI び 1 使用人の非常锚 S 、 所得稅增稅、 i 及所得税附加 8 S 班人 sir I 役所 SS 
稅、更こ危機 «£ QM 謀：史に一九三二年六月の大統知令による失龙救濟は金の K が行はれた二力にはテイト，'ツ 

fo 1营 §1 十七 f ク——1。こ—す•へ if S らず、—靈る 

釤胬は財政の速用 5: tt 々 M 難ならしめた。 ^ 
一九三一年七月 S 1 ケ年しむる£らず、むしろ f S するのみ 
でぁつた。 一九三二年の一月には失龙益は六百十 i 人 I えた。ドイツ3所 S I 二年5低黏を.小した 
のでぁる(獨2«-年*1九三八年*五六030 

一九 三二年六月 2 .W ? イツ sil £.- tvn ! く「？1び；；；外 S ハは一 S 味氯へ 
るが、 しかしまた絕 f 乃を S 與すること S むるに— S 則である。 .：：. 3?在、5はドイツに於て S 的に 
は全く普し、1的 S 大な n 4.1 SVS 3ミ」とつ 5 S 上 S ことは起り 2 S どである，- 
外部から f S し V すべて SIS 的® •1 られ？とも*ドイツ篇 5 susst める— 

i-c 來 /£• いのである。 (schacht, Gitts deEscher wirtschaflslEk, S に 0 



一九二九年 一九 三 1 U 牛 一九 三 二年六月* B 1 ザンヌ件法に於て、ドイツは賠济依務の 
£ t « z ク 1 Z ク Ksrtnlii し、 ft - 匈 o H SIlil&tir v マ _ フンスの强硬なる要求 



一九二九年 

15 

一 K 


一九三11年 

1 


1 S 〈位 Z ク 

九?槭4>> 

一 0 


所得項 U 一九二九年—一年 一九三！一年六月 • U- ザンヌ许 f 於て*ドイツは賠 fit 仿務の 

e 钵柔 1 Z ク 1 Z ク el 消1 - 主银し、各 W の利杏は一致せず、フランスの强硬なる要求 

商 I エ ^ 二， riiS によつ§雄は 5 盡に葡した〇 §1t 相マクドナルドの調灯 

^ ^ ^ ^ 1 0 の努力の效果によつて、ドイツ代灰パーベンとフランス代表エリ 

地代 < 八 ォの妓後の協定は、ドイツは馱洲 fii 興资金として H 十倥マルクを 

思給半金 sS 依件1 - 1 - で支拂ふことになつた。 - 11 :- 炫件とは=一年後に市場の狀況が 

私人所2 : 合？： lr^ E<az ク 公似致行に適岱となつた時期に、額 iol 百マルク蛮行愤格九十マル 

右に &I ふべきも s クにて = 十位マルクの公 « 5 : 發；；；：し、本公俱をパーゼルの «£^ 

fvihwtti 所仅 」 ° f - M 2 濟鋲行が保有し、^際決濟鋲行が共公似牧人？:以て歐洲沒興*金 

你保"金一一 In 一-* S に充常する〇此 a 1ザンヌ條約批准後十五ケ年|:»に本公依の资行 

私人所 》 tc 含ま 2 云 不能なる時は本公位は麻钯されると云ふのである。しかもこの卩 

1ザンヌ條約の條件は亦 « 上*ドイツの賠侪似務を全く解除した 
右よ9读す YtQ i 

財政による wwstj, 一 £ 結果となつた。 

wli ， » ドイツ經濟の设惡の狀 S 1九三二年の後半 £ 過し • 2失 
一 ; K 所從 1 Z ク s:laz 夕 柔者数は一九二九年以來の例を破つて一九三一 — 年一月には前年 M 
期に比して若干の減 M を示し始めた。 

バーべン内照の勞俲振興 , 1 |-« は * , !?. 年ヒトラー杓開によつて * 水され、：史に大規模なる分働振興計*を附加され 
た。且つパーべン内閣は租税 . ■? 券制度を nl]i- 2 した。 C. の租稅泣券は一九三二年十月.一日より三三年九月末日に到る期 

財致 % nrl 3 


妾 ttz ク slz ク 












後 W ナチ k 治下の r イツ JK « 及 fe ? 濟致策 

M に於て納稅 期日が到來する租税のぅち、？ 稅、— 稅 、地租 、 i 枕について交付され る。— 付 SS は速 
松枕については S 稅 § 10 S であるが、 S 租枕については siQ 四 S で—。其 S 1 交付 嫌額十 
五位二千二百？ルクと 推 S れ た。 加ふるに右 s 1期一一に於て一九三二年六月よ A 月に到る期問に比較して、其 
平均 數£ ぇて新 S 器したる分炱一人 S 、 四半期につき一 00 マルク®租 S 券を交付す る。 

ヒ a . ls は利？四分鑫し、一九一二 E 年より = i 八年 SS ヶ年問に、章 ss §2 五分 G 一の金 
額を所贷以外 QS & Q 饽に充て t と％出來 fQ である。租髮券は盡し n る®であつて、翦は蓋によ 
る机稅 SJS 減§的 S ち、後する H 的を8も Q で—。 

このパ i Nsy よ1 sf sils はれ SS ^ IQ § は、 M をしてドイツ經濟 
發 M の隹 m 力となる任務5:遂行せしめよぅとする考进を含むものであつて、財政のか X る役割は、ヒトラー政府によ 
つて Jii に一好大規栈に遂行されることになつた。一九三二年より三 H 年に到る R : i にドイツ財政©* tfr 經濟的機能の% I 
化が： 3 D つ、あるを？ i める C . とが出来る。 


第六草ナチス政府の財政計畫と其發展 

一九 三三年 一月にナチスが 政榷 を挖得しても、直ちに一九 三三年度 推算には著しき特後と 云 ふべきもの S : 现はして 
坫ない。ドィッ 聯邦 政府の一九三三年度豫苁及び三四年度 豫 » の經濟 總額を 前年度と比較 すれば 次の如くである (8 
逸統針年 6 T 一九三五年 K — 四 二 三—四： 

11年 i S 8 pzz/lAIgs ナチス政府の財政 S は、 S 舞—と取— 
一九三三年*豫算 JKlt 班 W 2《さん 張と$:拽幹とするが、其等の E 的のための經费は¢3 
一九 H 四年 《«» t ?1 ?a 3 <、2 (il <&3 cis 海 V 打我〕 該年度 G ' f % 兑に现はれないのである。 

ナチスは政椎拖得の常初に於て先づ失龙荠の減少によって * tfr 不安 5: 除くことに努力した。旣にヒトラー政描出現 
以前の一九三二年より一九三四年末に到るまでに、势俲抝興 ,;!■ 进のために^備 VJ れた公共*金は約五十五位マルクで 
あると 云ふ。 

I , W 案施設によるもの =-;0 二六百禺マルク 

A 、 信用手段による ff 金 一、八八八百®;マルク 

B 、 H ! l /4 i よりの資金 一、一三八百 K マルク 
I 、 其 他 公共 機關に よる施設 二、 四 九二百萵マルク 

財政部門 一 i 




後 W ナチ K Jft 下の K ィツ* 5 濟及»濟政策 ニーテ 
I 及び1總計 五、五一八1マルク 
(wagcmann-Nwischenhilas d 2 IcfisspolEk, S. 120 

斯1 Qis ? I 力 SII-S を作り出し* H 1 I しょラ 
とした Q で11 W 囊 S 出は S 一九1年ょり—年にかけて就—-び所 S 21らす i が i 
ら I 、月平均十 S 八千人？ SSQ 就 fs せしめた。一九1年一月に六百5で—た失■は一九三 

四$5 約 二—人た。し 1 1九—年1 SSS そ SIS し S も Q — 

めら れる y 到り、 S 後 i 缓 S 晋 si —すこと S つた0 

一九三三年一月にナチスが政植拖 S 前に使5された SQ ものを2て、一九三五年太までの分働袋菜费の 
支5四十八位マルクでぁつたと云ふ。— S ぅち、货 S 3 は九位九千 S マルク、聯邦 S 保険 W は六位 
四千六百5ルク、2爲15一千一 S マルク、 s $ l — 五 S マルク—出し S る。 
聯邦政？二十七位一千百マルクを支出して、 SQ 五六•一二 S ?、 こ § s ぅち約十 S ルクは餐§ょ 

り支け 2 れ t と云 \ irnal isuial confesi, Kio3ic -i=1cnt cf J 

スドィツ©¢9.濟及ぴ金 《 九六—八 « 金 M 妍究曾 K 〕。 

一九三四年後半からナ t •ドィツ8濟霞は迅二段附に移り始めた。卽ち再 sa ® の遂 S 其 ssf 
現+<し始め、柰 bri ツ S をして P 力？•へてを寶し S する S 一 WS 湯」へ Q 進 yMS れたので 
ある。一九三五年三月に匕トラー政府は冉垠備を赏言し、卽時に一般在沒兵役を沒活することを穴ゴしてヴェルサィ 
ュ條約？イツ 1 SS 1 ぞた。こ S 1. W 」$^5 SIS 行はれ、 SQI が.：.儿成 
した後に； S め V 兵役_玄人骛しめる—が出来た®である。一九三三年度，為舞益0中に门に 



取水的： 3 的の仕水 5 : 28 めることが出來たが、一九三四年中矩以後はこれのみが決定的のものとなつた 0 其故に大規栈 
QHj -* K -[ Mi こ杯、 U ' し始めたのは一九三四年の &• であると a ずべき珂 1 | 1 が多いとも--ムふ(ハンスブリ*夕|「ドィッ».濟の* 



取水的1|的の让ポ5:認めることが出來たが*1九三四年中您以後はこれのみが決定的の4のとなつた。其故に大規校 
の wJKliu- に專心し始めたのは一九 一二 ra 年の 5L であると f.i ずべ tll - lfl が多いとも-ームふ(ハンスブ 91 <夕|「ドイツ JK 濟の* 

!?•」邦 * t 一一 low 參 Ms 

«大なる陸：本、空：本、海取 5: 仞.2しよぅとする大规梭の#取備 ^«5: 遂行するためには、巨油の资金、物*、勞勘 
力を必要とし*ドイツの すべて 〇經濟力 をこ Qrl 的に集中し且つ C . れを强化せねばならない。武装せる經濟を作 
り出さねばならない。 

「蒞し馱洲に戰箏が起るとすれは、次の戰卞は全«戰争であつて、すべての《民がそのために動 11 5れるであらぅ。 
一九一四| 1 八年〇戰爭よりも n . tf * si « ll *^< D * fl ®^ Jllg ^ n 5 i ^ i / i : f >50 J - l .^ K ( D «£ it 4 it ; f1 « c / J :5 s?^£iI 
織を有する3:ぷが豚利 5 rl ' i る ii 大の搀分？:^つ。ドイツは rl 然的资 *. の-2しい W である。対 M の setg は冬數のドイツ 
人の W に今も- W ほ新しい0 rlw の：ポ本的•経濟的努力が安全保 FV の ili も安全なる某礎であると云ふことは4 գ びドイツ 
闲民1»の確^するところとなつた0平^に於ける^«^在^:私は全«©^に對する^说である。令«屯^3:^に於 
ける経濟於进は戰時の轻濟艰说に對する努力である Q 5s-.- Nl .* ?1 •'-. 17 :广〕。 

ドイツ WK 1 挂濟は 42 濟恐说より離脱し 2 :る - H 的的：3祝力を全く欠つて居たのであるから、 wtifc ) 發動 fi ) 救 
uofrt 人の fi 9 s 、 I1lil なる WIII に代はるものは、の nl - is による指^的経濟 tt 制である。 
阈ぶが、匁俄&«氺戈として物资及び分拗力に?}する：娈5:作0出-*財政^畫5:遂行することによ0て、ドイツ45濟 
の救濟 MW に努力し、次いで 5 K 俺拽张0遂行0ために耍する物丧及び匁務に對するポ3?-を现はす財政竹*が、ドイツ 
轾濟の發妓を指導しつ i <£> る。葙-? - Q 危除に?|して^：;?し K つ®嗲遂行を可能ならしめる H 1. S として、大規模なる W 
政讣*の2?はす杓资 , 4び分務に«する屯'-1-;的-,«耍1-^汾办效に光たすためには、《«經濟にその0的を以て铳制5:加 




S ナチ K 治下 Qr ィ - rJC 濟及 S 濟致 * 一一一/ 

へて一切 Q 產力を之运屮的利そ時 SI 成运ける雲力 Q 換大强化备めねばならない。 
それによつてのみ*强力 W 雀としての轾濟的弗礎5:作り出す C. とが出來る。しかも wrt 资源の不足は•トィツの竹外的 
SQff f f SD、 それに作衾 2— は史 5SI 51?る。取— SP 力の强 
化携大の要求とは Nlft 的®»に於て SM しつ、ある。ナチス•ドィツの財政杜そ〇^^^^の推勞とな^先づ笫 

一§§ては分$舞斤？？予ィ SS 禁 sl ? s し VJSSf 製し、所 IS「S 

§ Q 狀 f 嗲出し、5一九一一一五年以後は大墨®菜的財 &i じて iss 街 IWS 制 S 
度と経濟發 M の方向と5:決定的に支 K して思る。 

再 5 K 備 a - riw 後、短期!: <) に5:速に强大なる取诵を*%するがためには、及期|;'>|に 5 K -«5 sr 整へる場合より4多くの g 
费を必要とする aj とる。•ゥ H ル廿ィ H 依；よつて#:容^--れた# SQv 規校矢蓮に按也 
するに、如何なる SQ 1 S 赛したか5いてドィツ政府 S つて公 S れ§料がない。5なる推测が下さ 
れて居る？ぎ S 。 こ、？トラ-政府§し S 眾 S 規する二つ S 定を示す。 

前揭睿 Economic Development of Germany lmdor ^ lti —一 80ciali*m に於ては 

公併 W 行及び勞 s 典手形 w 行、® SB ® 房 W 券未濟部分八三 ® ニク 「一九三三年より一九三六年一二月苦に到 
租稅拂保箝券及ぴ勞働扳興手形の旣濟部分 一五位マルク る 公共土木琪業及び W 取備計畫の經*は約 

S 顯1餞乾常 SI しの IllfIt む〕 — z ^ -百五十 S マルク 4"? れて居る。其 

软 5 t 一五八《マルタ 資金は大«上描の如く調達された。 

これは明かに大體の推 IT - である。斷片的な諸袜 Mt と-1¢情 icli の人々との^究を某礎として K - る。百六十位マルクに近 
い總額のうち約四十位マルクは分慟振興: ■»:* に ft され、それに fi して約百二十位マルクは陸•海•空取の^備の Kfts : 


年 度 

一般行政•司法•籽挤 


九11111年度 

<BS 


一九三六年度 
,§•0 


示して居る。一九三七年-三月 H 十一日に終る4計年度 
( f •、一九三六年度〕に於て 5 K 也赀は約七十位マルクと 2 h 


年 《 一九三11年* 
一胶行政.司法•舒察 <Ri 
箪 事！? 

厚 生 •{* tt , 

* * • S « 交 aa < へ i 

公«!? *^.0 

胶爭 ftK ! 一、皇•一 I 
其 他 SV - 

ts . St *. i *_ 

CK 1〕 突*•隊を含む。 

(註2 ) 各«の®栗扶助乎 K を含む。 

と 云ふ。 


一九三 六 年度 

rsoo 

七、08 c>c?tl 〕 

孝〇 
零0 
<<00 
io 

r§.oc 註り 0 
llrso 


示して居る0一九三七年•三月 H 十一日に終る贫年度 
(註、一九三六年度)に於て 5 K 水犴は約七十位マルクと 2 h 
算2れよぅ。 C の金額のぅち十五位マルクより多くの部 
分が長期公依によつて調迷され、約十 {2 マルクが短期* 
金によつて調速されて W - るのである」- C 3 JT 邦譯二一九 
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ドイツの取? if * をこの fit 度に推苁すれば一九三七年三 
月末日までの：來水找は大«百九十位 マルクとなる0 

絰戏をナチス政«以前に比較すれば上褐の如く示される 


この計 IT - に對して、一九三二年度以 降、 三六年度末に到るまでの取: IV 我 5: 三百十一 {£ マルク とし•一九. = 六年度 Na 
•« 經费を一百八十八 {£ マルク 5r 扭 ゆるものとする 推定が ある。 ( r. cnly , thelast four years ■一 ly c cr ? nlv5 •一.* 12 —18) 
また一九三六宇米までの R iss ^ の支出を三百位 マルク 以上と推定し、その资令速方法 5: 次の 如く：： 小す ものも あ 


ドィツの5*<.水«(米氺的土木哝«を含む) 
一九三三年度 111 〇 {£ マルク 
一九三 四 年度 五五か 
一九三五年度 一〇〇か 
一九三六年度 111 六" 

合 計 三 一一 位 マルク 


特別手形 八 六 位マルク 
大 《打2 券 三四.： 

公«三 111* 

稅收入佾加と raft |二九 * 

( ハンス •プリスター， r イツ M ! « 

の*典、# ■ 二三〇頁〕 


る(グリスタ|,ドィッ*«濟の*»)0 
カチ，ス政府 ，が 分働 iic M ハ：也龙と、次 
いで W 1 IC 1.1 にょ〇て「《采讶鉍」を 
作り川すに要する^金5:いかなる W 
源に求めたか*共 M 源となり f'i ベ*」 



r %3! ナチ X 治下のドイツ綷濟庋轵濟政策 

ものは、— S 介ならば，1に求|か、ね淫—§21、 I 一方找と4穿 
<^。 旣にヒトラ 1 政植 成立 前の教年叫•トイ ツ 3 は租稅の益に苦しん5り，—ス S 々減税 
を S こ 約束し系た？ S から、—そ 2 ベ sssf と—かつた。しかるに— 為 
金に固 SVS ? 公—¥25ぁつた。從て SSSWS にょ S かはなかつた。—、荇？し 

I 

味に1年3宗一次1法 S 1?*ドイツを契2は1ライ匕スエクを裝として2 
甚助成のため、位 $ w 緊 f 资行する馄を有するものと規定された。また浓五條に為し一ぞ- 
Mi .、 一九—、一九三六、一九 111 七、及び一九 三八 介8度に於てそれぞれその五分® 一 ts す。ドイツ W 大ほ 

VU は上 — §wjfs 泛 1 文れ tl 。 男條 SSSIG1 保す — めドイツ S 

特別財 S し ssf 形成し、 . i ツ s 大藏大 ss ?4 定された。 

ドイツ § sils 川— f し5 § sf 交付し、— ss — sst イヒス 
パンク こ淫して 2 sf 行ふので—。|按興|、後 S 來诿1行— t ては、政府 

H00i 

措し、<兵鑫嫿が没 2 S * 霄 wsi 嚣に—— SWI ? 1遠—'忘 ® s 

形に®し5ラ i K •ハンクが SS 刘引を約束 T 名®— Se 8 i れた。こ Qf 資金— 
4 S 形 Qsli よつ \」 siiK £ へ S と U なる。 sfss して、こ Q 「 SI 」 ssf さ 

i 時に sssn る：6、 S 忘 f 中 SC 髮 U よつ vls ¥ s <= s すれ islM 



することが出來る。政府ょり註文を爻けたるオは先づ自，し资金にょつて物资播入及び货銀の支拂を行ひ、自己*金の 
不足せる yi 介にはその手形 L - iii 出して鋲；：：：に刘 * jl 5: 水めて资金を調述し、銀^4手抟資金 t 以てその手形の? PJ 引 t 行 


することが出来る。 3 C 府より^文を爻けたる^は先づ C 12* 金によつて物* « 入及び K 銀の- i - 拂を行ひ 、 n 己*金の 
不足せる级合にはその手形5:^出して鋲行に刘^|2:求めて资金5:調述し、銀行4手抒*金$::5てその手形の刘«;!5:行 
ひ、手拎*金の不足するに到つて始めてライヒスバンクの#*1引5:求めること rr なるからである。 

大規栈なる分 tft 极«|戈と|'>垠2:^来の-«朵<0大^分|^か=^方法2よ1て？^3れ*物*及ぴ穷俲力に對する缶 
要が作出され*一九三 M 年には五 0 %乃至は六 0 % ls 外しか活動して «■ らなかつたドイツ lr : 戈の各部 n の生^力の活 
動が剌软され、失龙茗は滅少し*在 «i 品は消化された。しかも tt 氣板 S ハに利用 5 れたるこの特別辛形によるクレヂツ 
卜の锶額は公炎され tM vri よ—贵心(0|不安5:避けるこ4が出來た。労灼&抖氺文に«ぃて益々擴大 
する取俯計迸の財源に资本 rti 提の资金 t 災中するには、利.' i- ol 下げ、 K < V.V M W4 による公偵役*の强制(公 ffi ft 金法/ 

非他各«の强力なる金融«制を0ひ*またライヒスパンク、諸公共令融機跺、民 i :! l < fe 檢機猢、其他の按助を爻けてこ 
の -ft 金 M>IJ が促進3れたことは本ぶ金後部 n に於て說明されるであらぅ。 

特別 f 形による •■« 金肩违油は公火されないが*シャハトはドイツの依抒は外 W の»想よりは#常に少なく、速から 
ずドイツの依技の全浦を致炎する時期が来ると f . i ずるが*^ r に斯^^少額の {. tHJa 利用で勞#拔興と# {• 求 fdCDwi ?. 
瘺邊に成功したも0と«くであらゥ0ナチス'トイツの中央災^1?ぢ§な政.策*^つた親^は2£>いと釔つて脒るし 
一九三八年に入つてドイツの経濟は •••: 几全就戈の狀連に迮し、 nr 政 Jac 策の襌揍を^^^するに到ウ^闲民絰濟がへ几 
全就 Ti の狀 ■! に迮したるにも拘はらず、 il & Itism の作州を技つ財 a 策？:枝ければ、铳 1.11 が加へられて«-ても物 lfl 
と tt 銀の®议を招く結见となるからである)こ、に於て1九；二八 ¥ 四月 5: 以て特別 ^ 形による中央奴行の <.; 川迭出は 
抒止され、^^^4の財滅5!專ら祖稅と公;.1發：；：：に求める2.と疋し^のである。 

一九三〇年ブリユーニング内閣以來、數次に J £ つて增稅を行つたが、決して系軛的な佚序ある灶*に基くもの<>:は 







S ナチ k 治下の r イプ Is 濟及銪濟政策 一三二 
云へないので S て、—る®—にすぎなかつたのでぁる。之に對し政府の— l ? s ら 
れたのは、 52 び S に？ sf SV しめ vis -^ wo 、 斯る SS 大と生 S 全® Q 所 S 增加 
によ？ドイツ S 経 S 於ける取引、所 q 並に s § 大 twt とで—。其によつて S が減少すれば、失 
#邦 SW 牧人 SS 5 雉方 RJis 龙救濟 Q ため QM 政上 QSS 费が滅少し、取引 Q 續加所以の增 

大、 m 费の增進によ〇て諸稅昶の牧入力を增大せしめ、勞網所 
得の增加によつて* tfr 保險掛金の牧入增加 5: 期行する。一九三 
四年十月の枕制改革に於ては斯る作 HJ 5: 期 i / f し f * る限りに於て 
机稅の軽減及び钱止が行はれた。ドイツ W 民に? t する租稅 ft » 
の一般的粒減は常時米だ ti はれるに到らなかつた。しかし*一 
九三三年に比して一九三五年の租税 ft 裕輕減は、雄^十二 {£ 八 
千五百萬マルクと云はれた (F. Reinhardt, Dlezes steucrgcicup 
SS . 18參照)。 

S ちチ1^の舞_ば l ^ mo - iT - 段-^ v ^>«3 れる 
cisrra 的 i し v >^ 定され§で‘ある。 

分働拔興及び： W 3 U 偏5:极幹とす^5政訃进の逍！^」ょって《 
采姑氣が作〇出されるにつれて"租稅牧人-*衣 « u 增加し、一 
九三二年度の六十六法四千六百®マルクに比して*一九三七平 
度には百四十 {£ マルクに增大した。 
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此期1111に於けるドィツ所 f *> の增加は一九三二年の四百五十一 { S 七千五百满マルクょり、一九三七年の W 民所得 
七百九谅七千二百 3 S マルクに2；：加したと報告されて M る。從て wtt •地方稅の阀民所得に對する刻合は一九三二 •¥ に 






此期 lisl に於けるドイツ 2 民所得の增加は一九三二年の四百五十一 { S 七千五百！ € マルタより、一九三七年の W 民所得 
七百九位七千二百萵マルクに增加したと報吿されて M る。從て阔说•地方役の W 民所得に對する剌合は一九三二年に 
ニニ•八/ % より、一九三七年には約二六％に增加して：5る。1在5-苹 <3> ドイツ經濟〇 45 赳の狀璲に托して、一九三 
七年の經濟妈权の時期に於けるドイツ》民の租稅負»の程度を渊定するについては《民所得に对する比率のみによつ 
て必すしも充分に.：小されない。所得の增加につれて租枕 ft 播能力は粜迆的に增大するのであるから*2:の期!: 1 J に於て 
阀民所得の增加約二百五十八位マルクに對して IJI 稅增加額が約八十三位マルクであることを^进すべきであらぅ。 

ナチス政府の租稅制度に於て Iti も增稅の行はれたのは、法人所得稅であつて??利分* t 一般に〇いては一九1一：六年に 
法人所行は三〇％に增率され、更に翌年五刻の坩稅が行はれた。消《稅の增加は主として脂肪稅の报话による。斯く 
して寶租稅牧入の大增收が® D 且つ失戈救；£«の減少が&るにも拘はらず、丼等によつて生じたる財源は、朮備擴 
張に fct :? せねばならないのであつて、一«的減税を It 現することが出來ないのである。 

一九三三年三月末日以後、五ケ年間に於けるドイツ M 位の增加は次の如くで 2 >る*云ふ (20. 3 DMdle 3 I . 
wun ( 一 er, s.soo 

此期! ia に於て地方公共の公 fu l についてはむしろ減少を'不して «- る。一九三一一!年 11 :月末•支分邦の公偵は二十四 
倥九千三百厲マルクであつて、一九三八年！二月末には二十三(£1千五百萬マルクである0ハンザぶ都市については七 
一九三三年 H 木三七年三;]末三八：±=«木 位三千六百萬マルクより五 t £ 四千四百萬マルクに減少 

挤 J -^公® 5,5. コノ. 字 i 〈し、地方扫治 1 &S 務は約 百 + IS マルクより 約 百六 
(租稅》券を含む〕 倥マルクにいづれも減少を：小して K る。從て公 iit の增 

介 針 一!-;<11 ¥ -nxv . 11 TSH , 

加は專ら聯邦財政に關する問通である。一九三八年度 





後 31 ナチ k 治下のドイツ S 濟茂 JE 濟政 »- :ra 

I は ixsl エク—され、前 ill 十 f 急し5し—ぁ f 拘 

I ず、約 f ク NSS 3 S 加が 

I 一九 M\t 月以^^林8| |1资|1 生、§交付 il ? るが广ヶ月後 
こを却 R 、 茂と 養^^^-^こ S 期交付8は、聯 gg — 收入によつ5定期 S 
支拂立ね/ fb ない Q 1 ら、限られ SSSU しか养する sm 來ない。反之，從來8別—」は—: T - ら 
0 St — しなかつた QI る。また1券はライ匕スパンクに於て S 引されない。それによつてライヒス 
•、ンク — U 迭む—になる。 S 3 がライ匕スパン引されなければ ® SSSQWS 

备^|^|。5交付囊运引5?|れ8鋈|で1は、汰|含||付泣 
I 諸しよぅとする刺？少なくする ( SS では—であつ5 ( If , i t — f — I - sk . f 

一九三八年四月、特別®に代ふるに交付 Is てした"•イツ 政府は* I 

^ »せて违邊所桁ふ—になつたし 

i li .§ w : niillola ^ 18 A 
t 他の給 i ： 忘し s 代 SEOf m 簋 f 3 5? 基する。科 sf 一®及び5しォ〇 
i 3神—し V JsfMSS する。15 51は蓄2ヶ S 後-」益 sfwv 、 ま S 二 f 
—•|十七238益笤ニニ2以て28稃£5|が出來る。これは年約四含利千£ 
弗 5.. 意味となる。本 5 si が SS 流する——くするため S 所袅 S 28典を與へ S る-商 
S 5 第一 赁箨— t 月 SWS 所¥れぱ — IHS 、 s § if 多41 E — 木 
の撰 SS 人れ t isf 。其 sisss 十二 SI 5 二 SU 、 更 USQ 士ーケ2級 


枝すれば！一0%、三ヶ年後には三五，%となる。且つ«!出エ-*に特典を與へて、«取引»俅の二五'%が*|!出なる设介に 
は*の frt 却率は ill に10,%だけ引上げられる。か、る課«£上の特典？： m : へて祀稅泣券の«枝 rl 11 ) 所刊を期行するのでぁ 


枝すれば 三 0%•三ヶ年後には三五，%となる。且つ祛 mH 龙に特典5:與へて、 itJU 引班®の二五，%が^出なる SK " に 
は右 QfiT 却率は ili に10%だけ引上げられる。かゝる課 |)£ 上の n 典を與へて fll fl£?s 券の«租的所打を期 ri するので £> 
るが、またこの特典を行るために、旣に所有する2«5:饥却することを防止するために、其5?八|1に課稅上の特典5:著 
しく M ぜられること、した。 

m 税證尜 1- 以て《 !«: が納付 S れる ことによ つて生ずる 4!c 入の減少 5: 補 IIV するために超過所れ枕 $: 新 « し、所行稅及 
び法人所 f ' i 枕の納稅戎務太にして•前年の所 n が前々年度の所得に? i して扭過する部分の所行に三〇?»の^稅を行ふ 
のである。 

>•」の新财政抒进による机稅 .- a ^ Q 發»1は、一九 H 八年四月に B 4- 政政策の轉換 t 行つて•特別 F 形による^令調速5: 
中 JL して、公俏と租汝とに財源を求めるこ-^し龙にも^^ら-^多額〇長朗八-^の發：：：が闲雎であるごとの結泜で 
あらう。短期. -2 恭によつて资金を調迮しながら、課枕上の特典の利益5:興へることによつて、 wJ >1 i に aj>lc することを 
退くして公^资行に近い效见を求めよう七するのである。この fllfli ^ 奍を以て政府及び公共機關より支拂はれた^は 
51に商品及ぴ給與の支裨に於てその ffi 油の四〇，%までこの fll 稅說#5:使用し行る楢利5:與へられるのであつて、現金 
と同拔に使用し得る。しかしこの m 稅沒奍の致行は ift 接に新規の通 Itiili 出とはならない。 m し、本二稀租稅泣#が借 
入金の»保物件として奴«に受理される级合に於てのみ通«造出の职闪を作る。 

雉期沒券によづて技期«に類ずる效汜を牧めながら、吖接に通«造出の哎[*9とならない方法を求めることが，旣に 
31玫經祚の各 If : 龙邾 n が.： 7 U 全就戈の狀 il に述してーヶ芊半5:«1過し、饵ほ大規«|なる取砘訃进|:按行するためには、 
ドィッ M 政の M 川のために絶；：；に必要なる條件となつて W るので t う。シャハトはナチス W 政 Ja 策の成功5:誇り、 
しかし时政の領域に於ては「奇跹」はなかつたと云つて M るが•へ，後のドィッ W 政の MrtJ にはシャハトなくして、し 






後 W ナチス治下のドイヴ®濟及經濟政策 一一-一六 

もこ SSSASISQS ないか。 - r] 
ナチス•ドイツ Q 財政 4 ‘ lsl 3 S 濟力 S 成 ili 力 S はして f 3 

方紱濟 jiut めて f 。 S 外的 s < 拿*—鐾 I 東 t そ S 政靟 (5 si 

"っ i 遂.ならしめる必—11力1を加へ J* g 湯の取時|£いたので 
1。溝外的—としV S 備11財 511 して K イツ S は s —達 S 件にも㈤ 
4されて、對外的 S— むほ S5。 类 SS ける Is 土2 SS れ 3K。 溝外 

igH * を •1 掌るぶツ is 、1' 外 l = i — 墨ょる— si — め 

ることは出来ないで—ぅ。ドイツ財政は旣 S 時財政の形 f 不して S 。 



金融部門 


第一草金融槪況 

ナチス政楢下の®逸金融採は全く政府の政策に依つて其の動. W 5: 支 fld されたと y - へる。併し此の； S 向は一九三一半 
の金融恐慌に際し、政府及び中央銀行が全内の商 1: i 銀行の救濟を行つた常吟に旣に非端5:發したのである。01ち一九 
三一二年以降は金融市组、许本：' 1J 级は全 Ml 的に政府の統制下に服し、 ffc 行を中心とする I 切の金油機猢は政府の金融政 
策 I — ラィヒスバンクの指揮に從つて活動するやぅになつたのである。ナチス政府は第|次及访二次四ヶ年計*を遂 
行し、先づ失戈救濟の Q めの公共 - rji 龙を起し，大規桟な：水怖捸张に進んだが、それはやがて、掏逸痄戈の沒興であり、 
拓逸 < fe 融機關の活動であつた課である。卽ちナチ KI 1 JSC 榷$:竽捤すると、先づ大規模な公共: IV 戈^®5:樹立し、次い 
で nil もなく：永部、箱、！ 2 采、#都市等の必要とする朮備、 0 動氺迫路、大往築等の計* 5 :樹て、 31 に進んで、阀堵耍 
某の H 築にとりか\つた。此等の計晝が膨大な eftsr 要求することは常然であり、踣つて此等の經费が稅金 3 t の他の 
通常の W 4 C 牧人のみを以て贿ひ得ないこともまた說明5:要しない。乃ち斯かる政府: - K 戈の要求に«!;ずる爲めに沌 A な 
る形式の下に a 用の眩胶が行はれなければならなかつた。俗に取侦手形と-ムはれる特別^形、公«等の發行が非常な 
冬額に上つたのである。然も此等手形及公位の适行に就いては冉屯倚捩 5 k の内括を知らる、^や政府 W 政に對する® 
迫5:怖れて、或は祕密に、或は特殊なる方法に依つて行はれた。 K つて政府の發衣してゐる數字だけでは、打に«浓 
がどれだけの資金を使用したか义^用姐織の中に投入したかは判らないと.：|>はれてゐる"それは圯に灼|九！一;11:年か 
金《部 n 二11七 




ftw - ナチ X 治ドの r イツ！ K 濟 Al « 濟致策 

ら一九三八 ssi&SI は百 f マ J から i??iK マルクへ SIQM? 
なした。又一九！I;八年の諸公§全箱は六百©乃至七百位-フイヒスマルクと .S れ、これも亦一九一ーニー-年の二 S と 
な1。そ QksIS 換へられない前百ニニー-一十—イ匕スマ513れて S- 
i ナチ K 政府が*公共 s、SIS する—辨した方法はどぅで—たかといふに* SS の如き 
短期の「特別 s」ff— 二を君し(一九三八年1方法に變 f みた)次に漸次之を i の整理公 SS 

へたので—。づク利引 S く 1=!が—た？、親 n 弈5つ 

て S 滑にこれが引受けられたが、これと§に、—ライヒスパンク？5此^^形 Qnsssf —、 

不娃全 な isEl —寶 K ? 起す S つ SH となつた " t で一九 i$s 府にょつ5期公依へ S 搀 
がれるやぅになつたの で—。此 S 期公 W の资行は®初は—市®、资本逛等 §f$s® して松々 
に^れ£， Is 君大分粲 gs 。 一九三八年§行された四®人れて、— S 
額— 四十 五位 ライヒ スエクで—。 併し こ S3J は十分と.：义ない？、例へば一九三七年 S 民貯蓄は六十九 
1 〇 J 2 S、 ？§1で、 S ち半 f— しただけでぁつた。一九— なつて、 T 

良好で、 KK 貯涅約百位公愤は七十ち約 W 分®吾した" 

以上の如く笤は wsgills 換へること、 sA 來— i 期公？出すこ 
と§力しなけれ2らなかつた—上.起说市1に1 S ぁつた。斯41 S 惠を S し* 
民 g 企龙 Q 起位は殆んど全く抑管 S こと、なつた。現に昨年度(一九三八年〕 SS されたも s 、 ns ? 
取備 Jt の他 w ^ lc とって i « 接必要であるとされるもの、關係に Fit られたのである) 

SS による费45の防？抑制する方法としては、右の公 W 政策の他に增稅、及び一九一二四年十二月の公 


位基金法に基く、- SC 木 fr-«it の fid 常制 PJi 等が行はれた。 0J ち租批牧人は、一九三三—三四：牛度に於いて六十八億五千ラ 

ィヒスマルタであつた：£，一九 11!^^ _ JK-a t:is't;f-E57vtKv-»u7 J . l^ll_yll5;.D4"tat..1'Lt0a- ftisfe £ 


位基金法に基く、- sc 木件 lilt の ( sd 常锚 pii 等が行はれた。 01 ち租稅收人は、一九三三—三四：牛度に於いて六十八俊五千ラ 
イヒ スマルク であつたが、一九三八年に於いては百七十五 ( S ライヒ スマルタと 約二倍牛の增加 t :: 小した。公偾某金法 
は後述するが、资私介) lit の岛牧谷部分を公位消化に fc 向けしめ、年約三千龙ライヒスマ ルク S : 吸敉したのであつた 0 
併しながら n 上の？5方法による4樹ほ不十分で•銀行の手形保^は坩加の一途を迎り、政府は一屉これが增加の抑 
止及び吸牧に努力しなければならない狀態であつた。 

以上のやぅに政府よりの资金が砟戈枞にばら播かれた上に、^龙#社は其の话動能力に?>して原料の不足狀態であ 
つたか•落融が緩设情勢5:とつたことは常然である。銀 rlah 定の上から H へば、 M 金增加、貸出«少となつて現はれ 
た。ベルリン五大銀行の Tfi 金は一九一二五年米六十一位ライヒスマルクだつたが、一九1二七年末 C . は六十七值ライヒス 
マルクに上つた。貸出 if : i は一九三一一半末に四十三 e であつたものが一九三七年末には三十億に減少した。 

斯かる怙勢、殊に起位市椹の抑壓、原料不足からの迕本支出への制财等からして、鈒行は资金の有利な邋叫に闲赧 
S: 感じた。而して結;4前 -rid の矩期 F 形乃至敁期公似に主たる放* at 求め以て W 家の政策に余與するより外ないこと 
となつたのである。卽ち一九三三年に十七谊ライヒスマルクであつたべル リン 五大銀行の手形保有 if:i は一九 三 八年 三 
月には二十^^ ライヒスマ ルクに著增した。此の間 t ? つては銀む保有手形の大部分を占めた純粹の商龙手形は 殆んど 
金額に於いて坩加しないから、金額の上からも割合の上からも、政府證券の 占める 部分が非常に大となつた譯で ある。 

ところが最近に至つて以上の情勢には多少の變化が2§められるやぅになつた。といふのは第二次四ヶ年2|-*の遂行 
に作ひ生*;* IV.IX 猫は漸く不足を吿げるに Mo たので、特にその方面に關係のある取龙から資令：の需要が起り、銀行の Irr 
規貨 m に增加的傾向がみられるに至つたのである。 

次に注盘されるのは一九三八年 H 月の新財政計 a と金融市谥との明係である。此の新計*によつて、政府は從來资 
金融部 n 1111九 







後 W ナチ K 治下の r ィッー 8 i « 及*;濟政策 一四〇 
金調违にと？ f ろ Q 「特別手形」®發行る—、した？—。5いくら抑へても此 S 手 S 
梁? A „ によるィンフレ！て NQI 1 得なかつたからで—。と—へ財581求が¥た譯では 
ないから•一切1§行§止する—は不可能 S 來8別—よ性 ssf WV 之に代へる 
こと ゞ した。「交£證券」が之である。3ち此の泣券は期限六ヶ月、割引率三％で、然もその發行は期日には歲入で 
t 拂ひ得るか、長期依 S 換へられるかの範贸に止められ、又ラィヒス•パンクに於いて割引かれず、取に校保® 
値 II 运 — 5—とされた。併し新財 SSI 1? 分 S — 時期 S し S ない。 

以 -UQ 如くナチ K 政權下 sms は、政府 S 濟政 S 方向によ？動かされた®で、 SS 的遂行 Q 2 に政 
&文の*成 CS !, KX ク〕 府は逐 I 新的な—統制政策を樹立敢行し 
J 中央餌， TT 及び WK た C. とは言ふまでもな. S 。 資金調逹方法とし 
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たことは tri ふまでもない。資金調迷方法とし 
: g 期 政府 手形の發行が行はれそれが今日迄金 
融市提 の 問題となつて ゐるこ とは旣に述べた 
通 りで ぁる。公？ 5政策に關しては、稍極的低 
金利政策の遂行，前 ad の資本 frIt の fid 當制 pii 
法規等の墨政策がとられ、金融嚣に關し 
ては一九三四年十二月位用制度法が施行せら 
れ、發券制度«:始めと する 中央集榷的政策が 
强行された。またこれと rfil 時に取引所法が改 
正され劃期的な「有愤.*2券取引法」の®布を 







金利及び依券利 a 

■ r - 萨句中央&行五六—九〇 H 六分利附む保六分和^ X 
年平欠 ： S 引*商—形*!引*»,§««財む mis 93 



• — * 


一 

一 

一 

— 

一 

一 

九 

九 

九 

九 

九 

九 

九 

九 

九 

三 

三 

三 

三 

三 

三 

三 

三 

二 

七 


五 

n 


二 

一 

〇 

九 

ri 

• 

r * 

m 

n 

3 Z 

六 


七 


s» 

B.s 
ぐ IB 
1 
子《 
乎？？ 

子一羞 
tl 


i% 
?•!! 

七 0 < 

<•3 

ヤー ！ H 

S 

予0< 

72 
i 


七•<!% 

ャ 2 
九•八* 

••a 

S 

* •炎 

E •八 V 

一 


十一月末现 * 


•ヘル 


ン五大錤行主要勘定 


現金隼 fs 他店 lr « 引手形 


九三〇 
九三一 


i J 


みた。又通货安定策としては、 W 内的には 
打鈒、物 la 等に對し、對外的には6替、« 
«等に關し、思ひきつた統制が%-かれ、金 
本位が B 1 守されて*相當の闲難を經つ、も 
所期の：：：的を述してゐる C とは、 ft 界から 
努異の U 5: 以て奴られたのである〇此等の 
主要問題に就いては，以下項を追って述べ 
ること、する0 

切ほ左に金融關係の * 要 ft 字若干を揭げ 
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第二章ナチス金融政策の根幹 

I ナチスの金融理論 

ナチ K の政策の根本大網は、周知の通り、所？ i 二十五ケ條の網領にその總てを網羅してゐると考へられてゐるので 
あるが、この網 M 中にはナチ K 金檄政策に關しては、僅かに「利子奴隸制度の硿衆，1なる一項が加へられてゐるに過 
ぎず、同大網より is ちにその具體的政策を窺知することは、殆んど闲難のやぅである〇從つて、 C の * , i lc 就いては從 
來资炎2れたナチス理淪來の解釋を綜八：：的に®格し、ナチス制* fi 後の獨逸佘揪政策の根本的目榑を推測せざるを得な 
い。その H 捻は大別して、大«次の三つのやぅである。 BP ち、先づ笫一には、二十五ケ條網佑に謳はれてゐる利子の 
拽止或は貸 f - j - 资本の狞理の目的5:迮成する8めには、銀行及び取^所の如き金融機關のを必要とする。第二には 
金翔に通まれない獨逸としては、金本位制を維持することは、眾に外 W に對する利子奴隸の地位 ( C 束縳 される cii - 
趑味するに過ぎず、或は又通 It 及び a 用の C 1 I 出の上に FSC 5? となるから、金本位制は¥念に钱止すべきであるとする。 
笫三は、阔尖が冬額の依務を ft ふことは、が利子の奴 ft となる C . と5:盘味し、且つか、る現狀の下にある以上 
は、 M 家がか、る狀態より逸脫する爲めには、何よりも通 It と la 用の fi 1 ] 出 f 段に侠たざる外はない。«も、それが生 
產的信用创出であるならば、何尊ィンフレーシ•ン招米の危險はない、と茗へたのである。 

勿*、如上の 三 H fcl は理八一そのもの i しても、煤多の缺陪を <!i 藏してゐるのであつて，ナチ ス 制 wi 後 «c どの程度 ま 
で、此等が K 行に移され35るかは多大の M 問が柃たれたのである。例へば、第三の通貨及び a 用の cq 出に就 S てみて 





後； 8 ナチ K 治下のドイツ終濟及終濟致策 一 
も、民衆—惑する政策. Hf しては兎に巧 rt 際問 f して、ナチス2 S 云へる如く、インフレ！ン-ン的影 
f 及ぼすことなく、これを S することは S て sf 作ふばかりでなく*むしろ不可能で—。殊に、ナチス政 
描の確立 QKS 勢力 S ふ f く 中小 S であり、 f sli フレ！てン S も SS 人；あつ 
たこ 1すれば、 1 QS として • SQlliss れをも、 I し2かつた i はむしろ i らぅ。 

||ナチス信用制度の改革 

% 

ナチ KQI が S に則し、木格的な S に乘せられたのは、一九三？九月 S に涔された纽1 A 
S 約 I ニケ品5つて要 •1 し違し ss — sfe 8 S とみる711。銀行制度 

M 査會 (uns-mldulngwuihuM ffir dlsBunkwi) は、ライ II ス • パンク級栽シャハト *©«! 我.トライセの外に政 

府代表， Sts 盟 A # 代炎詳葚荽ょ〇組管れ*一九三畢十二月二十日呑審打ち切 p 、 i トラ丨に 
提出した報吿に葬 Q 誇_は、 MfsQ 委备て' 一九三 M 年十二月五晶•證纪制度法として靈せられる 
に至り、 i 诏 SSSS した。ナチス§鑾2蠢ょり v れば、® SS 11 Q 一つであ 
つたが、銀行 K 有に反れ的態度を^!明した為®*そ®想化されな念た。次に®逸 m 如度 
法の槪貌を紹介するに先？、同委 As 終結報 sS をこ、に摘¥ることにする) 

E 報吿は先づ證晃制度 Q 達忘®とするに至つた错に就いて 「 MM 制度 S 曾、之れを货に求む 
ベからず、努又そ©形式に求むべからず。综§任は何ょりも先づ第一 C 、 吾人 0 H 前に死滅しつ — S 
織及び 之と呼 f る政治机 § 中に於いて、鑫嚣 QS 者が、 S 蛋 S れる S 、 之れを SI . へからず」 

と述べた。こ、に云はんと欲して1ことは、シャハトが一九三四年一月にキ1ル大學世界經濟硏究所で行つたーナ 

チスの錤行改革」なる演没の1£5を引州すれぱ，その立族が一好明瞭となる。卽ち「吾々(1ナチス的銀行改：止を*ず 


チスの銀行改革 j なる演*の一一 st 引; 1J 十れば，その jsiie が！： t 明 K となる。®ち r auIJ 々一ーナチス的銀行改 j!-: を論ず 
る場合には、ナチ K とは外部的な組織ではなく、內部的な向である c.i5r 想起したい。 it wf .; 用及ぴ錤行 M 度の指 
欺其及び»常者の頭を此の杓部的な尨向を以つて滿すことが、 irt の鈒行改： J1-: の課通である。 w-fl 义は私 -flSJi 行 制 又は 
兩者の併存などの問題はあまり®®ではない J と治つてゐる。これに依つて、吾々は錤行調*妾 ilfr が、銀む W むに 
對して、如何なる兑解を有してゐたかを想像するに難くないのである〇然らば’同&先はこれに代るべき對策として 
如何なる M 答5:與へてゐるか。亿«1制度に對する全«的の法栉的£籽を必要とする點には災送はないが、现在旣に公 
管たる貯芾錤行は別として* J ^ f 任 5 T - T 1 する偶人の fill 立は、 3* i し M 時に、今®的利益を树 ㈣ するが如き S 竹機猢が、之 
に對して籽觅なる監視を行ふならぱ^设も妥常な金琺制度を竹成するであら^くと名へたのである。 

:史に、一：一:娄 il 分報吿の蚊も注：=すべき©獎は、投*規定$: 1 |2:定し、且つその根本览則は短期戈務と、砭期艾務5:分 
雄し、短期 Jft<fe は之$:短期に «•* すべきではない、と强調したことであつた。 01 ち、例の | 九11;一年の七月恐慌の一 
つの主要な|«接»-?:[»4は、锔逸の»«鋁行が短期の?>外偯传5:背れひ、然もこの短期资<1?を闲内に於いて奴期に闻定的方 
面に迷用してゐた所へ、其許金がへ}遨に引投げられたからに外ならないと云はれてゐる〇 $1?、短期の外許或は內 W 
资金が形 f : は短期手形 S 式で、代2は鬍间定§として放£されて . QS 例は slis な. SQ である。尤 
も、 金融恐慌 Iff 後、 ep ち、一九三 U ヰ九月に fR 行 S 竹に關する M * 勅令が？ S 布され、新に銀行 sff 機關として*銀 tx 
管理«及び鈕，：；：檢査"1!*制度が詨けられてきたのであるが、例へぱ貯«銀；；；：の如きは監抒に服せず、一般的にその效圯 
も充分でなかつた。今次の^用改苹が、この© i の袖强5.-限：1としてゐることは岱然である0次に；；'!]制度法5:迪じ 
て、 aHJ 制度改革の槪貌を竹 W することにする。 


後 W ナチス«下 の ドィツ BS 濟 A« 濟致策 - B 1 S 

三獨逸儅用制度法の內容 

一九 三三年 拓—査 S 食が 、 SS 報吿に添付して提出し S 行法案は、一九 三 四年十二月四 HI 

過し*同五日咐「獨逸«»1制度法」91き15,11^1"-11*1^5 : \<|3)として公布され、一九-.-*五年一月一日ょり 
i — S は第一 SS 下十 i 、 五十九依れてゐる？ぁるが、そ©內 si — 干 
抽 m して少しく没明を加へて S き度いと思 ふ。 

第一條益 JS ! 一條 Q 總則に次いで、■佐ハ棗十條は、语麝©許可及び禁止、中襄務銀行 S 貯黑行の 
名稱保 f 規定して1。卽ち、炅 S いて锫翳1はんとす S 合、 ssl § 如2問 

はず 支店を設くる 場 介、外§關が WC に支 S 4 a ける S は*免許又は認可を®することになったし as も 
のは—® しない)。免許 又は赛後、そ11年 n 內に開始せられざるとき、一年間その S を S ざ1介に 

は、免$は寶が取消2れるし、甯嚣茬§管れた53蔼8§し、保菅2ず、又はセ耍む 

一般的利 f ¢1¢は、そ— is — れ si に S た。か 4 is ? iG 過制を 
避け*そ S 位£固にせんとした？ — %、 SS 地から、8§貯3行3名§使 W をも S られるこ 
とになつた。 

第 卜一條乃至？ 九條に於いて、？乂 SS 1 A び支拂 SS い SS 規定が設けられた 。—、 SI 
に就い5誇 S 務1は S 己棠 S し， SSS むる一定— W 上 S る Is ないとか、一 S 機關の 
ias 取 ¥§ s 、 s § 本 S して、—3§むる5パ i vn 下た t と—ことにな 
り、或は_茬 Q 他銀 M 菜 Q 荇及び KS が制尝れた。吾、运誇 Q 造性品しては、公ぬ關は现 


金.^備を持つこと 5: .要し*少くとも一〇パーセントを低下する C . とを許されず、又九十日 W 內に滿期となる商 m 手形 
及びラィヒス•バンクで B ムバルド取引を受け得る有 {ft 證券の準備は、少くとも三〇パー七ントを低下してはならな 


金^備を持つことを.要し，少くとも一〇パーセントを低下することを許されず*又九十日以內に滿期となる商龙手形 
及びライヒス•バンクで D ムバルド取引を受け得る有 ffi 證券の準備は、少くとも三〇パー七ントを低下してはならな 
いことになつた。 

第二十條乃至第二十一條では、總ての aw 機關に符戈報告提出の^務を課して、®逸 a 川制度の狀況剌斷$:容易な 
らしめ、第二十二條乃至第二十七條では貯番拟金の意旄に就ぃて詳細な規定2:3けた外、令融市場と资本市場の分雄 
を企 lai した。卽ち、貯«»金は別個に 1 T 珂し、別個の方法にょり投炎すベ S - C . とが規定3れた。これは常時、^本 Hi 
場に/ *} すべきと考へられる資金の多くが、金襁市場に流入しつ ゞ あつたので、この HiI ' l 場に«:ぜらるべき丧金 t 明 F / I - 
に分離し*貯茁 ft 金は專ら長期*本市®に投ぜらるべき C . とを企阚したのである。 

第二十八條乃至第二十九涤では、现金を W ひざる支拂取引に關して规定を設け•無現金支拂取引は嫌てライヒス•パ 
ンクに集中せられることになた' T その例外として fc 便小切手取引のみを a めたのである。從來、獨逸では列《に 
比し振#取引制度が著しく僉迖をみた W であるが、その組織が後！^冬岐の fifc に* M 々の支踔の职闪となつてゐた K 
情に e み、 C . れが改#を企阚したのである。 

第三+條乃至第四十條では、«行 B 好制度確立に W して M 々の規定が汶けられてゐる。) C 米、®逸には1«的な錤 
行取締法規がなく、一九二五年の保传及び Jft 金戈務法の如きも一九二九年にはその效力を失つた。七月金^世1¢後、 
銀行管理《及び報行檢查竹制度が玟定せられたことは旣述の如くであるが、此等の制度はを《し，改めて新しくライ 
ヒス•バンクに a 用制度 Stf - M 及び allj 制度檢 fcYr を 設け、總ての2内 affl 棟期及び其の支 yiIE .に外 Kaw 檐 W ; 0 支 
店をも«の&«に服せしむることになつた。 

a 用制度£:好 W の;. .1 長には、ライヒス•パンク«痤がこれに贫り、 ffi 總兹が «*: 代 J 1 其となり•その他總铳及び lr 相 




後 « ナチス治下の r ィッ转濟 *» 濟*» 1 B 八 

の 任命せる もの 一名、大战、経濟、 CS 務、内務各劣次 tf 5 r 以つて構成せられ、その任，務とする所は、特に定められた 

_以 外 U 、 培及び 8 SQ 一般 SSS ょり Q 硏究 3 USS 雾 QS 策を Jst 、 

の5货合には禎搔的に救濟策を辦ずるし’又珐ての佾用機踹の货借打照炎を拓立的な機磡にょつて桧査せしめるなどで、 
廣汎且つ榷威 ある 植能を泡することになつた。又、 aw 制度侩赍订は*珐統及び tr 扪がラィヒス•パンク嫌裁と tea 
の上で任命せられ*その榷限は從來の銀行桧丧 rr のそれとは問 IM にならぬ权に廣汎且つ强制力を保^ I したのである。 

以上、 ft めて槪略ながら、奴行 a 用法の要 K を述べたのであるが、これ sridjsi して»取せられる131法の极本趣行は 
要するに、ナチス錤行政策の本來の(}|5たる鋲《«お主衣5:否定して、奴行各«!の夯務に對する《«的統制力の强化 
擴大を計ると共に、一方 1 C 於いて代*として资本市©の振 S ハに铽心してゐると云ふことである。 

- W ほ ii 後に*一九三 rq 年布ょり所* R フユーラー•システム、卽ち指^者制度が樹立せられ、 f . irtl 制度にも適用せら 
れた C . と 5: Hi - il せねばならない。筠逸ではこの指©*原 J 1 に基づいて设初は全? r : 戈を十三の根幹阐®.に1».分し、极^ 
及び aHJ はその笫十部 n とせられたが、一九三四年十一月* IS 1 法»行令の TC 施と共に、全? T 戈を六つのラィヒ [*« に 
银成し、奴行はその35四部門を占めることになつた。而して、このラィヒ銀行闻«は、更に六つの經濟(«|«に分れ、 
それには各一人宛 SS が任命せられ、 SJass 下 sf し Snss 2& けた。 ts を十五 q 經的地 
域に分つて，信用疰濟の地方的組瞄をも作つたのである。 • 


第三章事前金融•勞働調達手形•特別手形•租税證券 

ナチス執榷の常時に於ける掻度に疲弊した®逸經濟の下に於ては、パーペン内閣に於て it 施された 111 稅說券の制度 
に於てもみらる、如く、租稅妆入に大なる期行5:もつことは M 難であり、又金融恐慌後に於ける Rw - trf 本? S 5:の涸说 
及び之に基く资本市级の：通 i £ l は、大货の资金5:此 Jii から調述することを全く不： « J 能たらしめてゐ r <-。 而して、其の後 
に於ては漸次経濟活動の振興が廂らされ、之に作ひ W 民所 ri は增加し、租稅収入の蝌加をみたと共に、闲民*木笛 M 
も次笫に增進して公依の發行が漸く可能となつたが•他方5:滚轾双の^激なる增加は*到底之を以て IHI ひ得ざる fll に 
大であつた。租稅及び公侦にょつて贿ひ行ざる闵.«經费は、灯用の擴张乃至汕货の拊發にょらざる$:得ない。併し乍 
ら 、之から生ずる惡性 ィンフレーシ ，ンは、却つて獨逸經濟の 全面的 破垅 を 脔す結果となる。斯くて、 ナチ ス政府は 
共成立の常初から、强大獨逸 wiicw 建の過 fH を i ! a じて、絕ぇざる资金調迷難、金融的苦惱に常而し、獨逸 W 政の危機 
が胧々窄体され來たつたのである。だが、 ナチ ス財政金融政策の捋 •«•* として登場した ラィヒス•パンク 總裁兼經濟 
相シャハト0轵智は、非の都度巧妙なる方法にょつて闲雞を打問し、所»11金融奇垃が.：小されて來た。シャハトの金融 
奇跋は、之を一 MS : 以てすれば、机稅牧入の增加及び公 {« の發行を前提とする|時的短期金袖の便法に他ならなかつ 
たが、今や加 at された金融的苦惱は、斯くの如き金融奇跹の出现が设¥闲》となつたことを物.,^るものであつて、終 
にシャハトの MSI を鈴儀なくせしめたと2時に、ナチス政府の资金調迖難は共の顶點にまで述するに至つてゐる。 

资金調迖の問妞は、旣にナチス政府成立 iM 時に#生した。卽ち、ナチス政府に ft はされた當初の踝題は、榷度に 
疲弊した獨逸£ 1 濟の & W であり、此の爲めにパーべン、シュラィへル内閣から引楢いだ勞俲調述抒* 911 ,<-?- 
金 M 部門 一 W 九 


rnl Min 
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後 W ナチス治 - K のドィツ钱濟及铕濟政策 

— ml ) I 充し、大規模の失8濟公共土木 Hsf 間始したが、之に要する大甘的資 f — し S 本市 
沿から si ことは不可能で5た。シニ >は|®して為_1(1〗11111— 5る中間 
金嗾— — n — it ) S 盎鑫 ( vlll - K ) sf S し s jsss 、 ssi 形により一 
t こ政2&1と SMSISS 8 S けれども、鳙 5 S よ？1され1興 

CDBS から、8文 is $ s § 加— f よ？浮—れ 51 に 8 へられる 

一け•、摘'奢れ § SS § QS が行はれると2 Q で i 。 S すれば、 ssa 赛§1として生ず 
1相收入於け4加—?1るも S 21。勿？二 >QI くも SIW 政8 

«0211 
にあつた Q でな く 、 S それ％ SX 並 S 装本誤 Q 25つ S 3 SI ふに— S かれてゐた 

のであつて•シャハトの絶えざる努力も此の K にそ、がれて來た。 

1は1111る各州 SS 地方公共 S から 8 SSS 51 SSQ 
支拂や寶料哭 SSS 出す—であつ V 、獨蓉共 f—mft ff-r -f tli If ) 

I 及土地銀行 (Bf id — Ink )* レンテンバンク•クレディ，トアンシユタル上 If—ills 

^©—if lit © 11№0— ® 

iQSI §5 IQS 引—む—る。勞 SI ® 期 sf 月で、—1彰受が— 
ばかりでなく*政府は SS 1 •し*且つライヒス•パンクに—割裂1せられてゐる。？て纽 
行ことつては胬 S 58 S で S 。 所で、 S 1 濟は、 SU 51 Q 受— S 1 ム共 
篇8別 Mi よ〇、公1嚣 S す SW 1 S じ SK る？ — %、それに8わつる 


わけはなく*隨つて IK 接には政府が其の支袢戎技を負ふこと、なる。 whuo 收入にして餘裕があれば、政府は之5:手 
形の決濟に充て S : るが、丼の氓の W * は：•ムふ迄も無い。::、に於て、手形切朽榇作が fj はれ，之に基く政府の浮動依 


わけはなく、隨つて K 接には政府が其©支！ P 施 fifsr 負ふこと、なる o whu の牧人にして餘裕があれば、政府は之を手 
形の決濟に充て得るが、丼の 2 IV の wtt は.•ムふ迄も無い。こ V に於て、-^形切转操作が rx はれ、之に弗く政府の浮動值 
務が粜松するに至つた。では、此の柿〇政府 ?? ill W 務は何を立眛するか。分働調述 F 形をば手汴资金5:以て刻 >jl した 
銀 fr 其の他の金融機關が之 5 : 保-- fl しつ rlt る 04 り大なる問超はない。 *5 し*必ずしも充分な手許資金を有しむい令融 
機關は之をライ t ス•バンクに於て W 刻引に附すること V ならざる S : 得ない。それは01ち銀行券の增资である。 

匁勘凋迮計赛にょる經濟极拽は一窸の成功を牧め’闲民所行の增加に作ソて机柁敉入は增加し’资本芾杻も亦拊辑 
t 示した。茲に於て一九三五年に入り、シャハトは愈々勞®課违 P 形に某く政府の f ? 動依務を罄 ff . すべ 1 *-時期に到 it : 
したものとし、この夂期借換の爲めの«珂公仿發行5:聲明した。然るに、轻濟«««の辂につくや、ナチス本來の=的 
たる强力 S 5 逸内浓の爯达、其の爲めの佴坻恂壮*が前而にをし出され、而して1九ーニ五年三月に於けるヒ，トヲー總 
铳の冉取偏*明は*大規栈の衹说換光:!-*5:屮外に W 明した。然も、翌一九三六年にはボ沿资材及肪料物资の-::給確 
立を主内容とする35二次四ヶ年計 * の發程をみ、两び M 額〇资金が之に必要となつた。共の啦果、勞働課迷手形に某 
く浮觔沿務の決濟は行はれ得べくもなく、又其の鉍期公«への倍換へはと4かくとするも、更に1»この制度5:强度 
に利用する他なかつた。01ち*分 lfta 速手形の制度と M じ仕組の下に*政府の發注を?5:けた取笛産文# ft にれし 、 tt 
銀- i: 拂 ft び原材料播入の爲め政府*拂保泣 0 此の棟の融油手形の振出 5 : .-r したのである。然し、此の場合は、之を特 
別手形 ( somlerw —) と稱し、且つ 5 JI 機の祕密保抟の必耍上 ライ ヒス •バンクを して|«接大»的に割引かしめた。 
特別手形の振出は、再取 iis の*搾に基く5経«の**なる K 8 U の n めに II 舫に上り、且つ府接に ライヒス •パンクの 
割引が行はれた爲めに、それが通 it の增®となつて現はれる所が期*であつた。 J > t の&に! i ずる爲め、金割引銀行 
( flllk ) を利用し、ライ ヒス•バンクに 代つて R 1 I 接的な形式の 公一 一市榀政策を行はしめた。卽ち、金刻 引 8 S 




後31ナチ K 治下の r イツ銲濟及練濟政策 一 - 

行は短期 Q 1 I 一—?ば•之—？ iss 霖とし5人す— 0 S 他—し 

て&出す—5り费を S し* S 共 S 取金 S てライ匕ス•づクから誌'^形£受け t と5つてラ 
イヒス•バンクに；を3流卷ると云ふことを行つたのである。 

穷 J 述〇,杉及び特別手形の错は、诏乃至费の续也となつて現れたが、此の忠は如何なる村度に和” f 
來たつたであらぅか。 特別手形の S は、後述の如く一九三八年三月を以て打切られたが、 S 現在 SW 一一-十位乃 
看 五十？ イヒ K 麻と推定され VI 。卽ち、11 hs ¥ る—は、一九—年 s 月1八年四月 
の間 こ八十 — ライヒス 麻を增加したが*他方に於ける——の減少を S すると* <力1违—及び特別—の 
增加は遙かに之以上 S すべく、更に8以外の1#社等に於ける保翌が少くとも三十 f イヒス麻に上るので 

ある。^もライヒス•バンクに於ける手形保有. ivil の^加 
11111 i 二£!ス * こ上り、. S てライヒス•パンク 

年 — 一九 — 一九三六一九三七 1 — は二十七 — ス麻！琴て…/こ 
ラィ tKfN ク一、畐 Jri 2 a q 銀：；；：券は者しく於脱した 0 a ち、一九三二年末と一九 
金？ c 引 al 行 sa vs 2 « l 、 os 三八年末との間に、三十五 {£ ライヒス麻から八十二 {£ ラ 

㈣ = ff # sslrlihiflil 、 s _ l — 

中央振转 wf 衰一 i 望 3 S 使 S 停止された一九三八年に於ける—で—として 

貯 s al 行 1 S 一 5; § 一一! S も、その W 前たる | 九三七年末迄に於て旣に約二十值ラ 
五大 21 行 na — s < n、s イヒス麻 SS みた 0 

十二 f h I 一 = lli 形——せ 

IJalcgh「rhe National Kconiy of ocrlly •に採-%られた租稅收入の^加による、其れの決濟及び其の fi 期 
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The Economist ; March 产 1936 に嫌る A 


ラィヒス，バンク銳；；；：券洸迎.3 (眾位15萬ラィヒス3|〕 公愤への整理•借換はどぅなつた 
年 末一九三二一九—一九 H 四一九三五一九三六一九三七一九三八 か。 SJt ^ sQtew と甘、 U 、： 一 

屋 i 3一 — i 望3 ih し 、 liu 

位 tfw ラィヒ KW 〕 迕本^杻は確かに拊進した。然るに- W ほ特別手形の沿增と通货 
S S £ r ?-/ do - t - dOA —〕 QIS け得なかつた—は、それに 4-^ sss 所 
租 R 收入 s « 一八， n 一一 T - o 加が:5;激であつたからである。それはともかく、経^ «- 動按興 
fl 級牧人 s feA"i の過程に於ける资本蒂扭の增進と共 tr 常初から谗定されて fc 

新コ! L ! i ; MnL 。！ 0 21鬆 — i は、！— 

せられ、これが爲めにも烀多の措 la が荪じられて來た。扣の主 

たるもの5:列^すると次の如くである。 

(一) 一九一二三年十月の銀行法改 jK にょり*ラィヒス•バンクの確定利附.-3券にょるオーブン•マーケ7卜•オべ 
レーシ"ンの nr ' 能忭 5: 換大し、且つ fiii 定利附泣券 5 : 發#ポ備とする C とを^した。このことは銀行に於ける確定 
利附證#特に公依1 M 入の可能性を增加せしめた。 

(二) 一九ーニ四年十二月の{,»州制度法が銀行融资の铳制を强化し、特に鋲行支拂準備の笫二線5:商类手形及び特殊 
の確定利附设你たるべく、且つその1|1:.::2額5:»金の三0%としたことは、錤行に於ける公似投«の促進に*する 
ものである。 

(三) 一九三四年三月の资本投下法並に之に次ぐ十二月の公は-*金法が公依消化を H 的とするものたることは调知 
の如くである。 
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後 w ナチス治下の r イツ！ 6 濟及耔濟致策 

(四) 一九 三三年 六月の—接關係 i 法、九月の地力 SS 法に—第一11と一九 ? 1 J =五 W 4 -M P] 〇 
利子引下法ニー月の <1 地 i 子引下2法二九三六年七月 S 3 付？法にょ条 t --* 一.1 

jecfs , WQh — 政 i —害すると？時善 1— 

h-coMK §行は、一九— S 降に於 ssg 伴ふ—接の1を中£漸く增加し、公 S 
1九三11から一九三八年三月® s ? s ラ i ス？$し2で—。 

S 別手形にょる S 3 が*—な S — となつたこ—の如くでぁる'然し、4 

•二つた‘ SI 形に—金®が問始されてから、それに f 8の—竹 

で—。—、—力1,|1は 、 ilif じも 然 

ii 消し、生 _si の狀—るや、 illi け 

つ SSS 皆らイン i ■ンを不 S ならしめる。 SSS 行から二九一一-七今に入 of f の使 
H - Wtt -' こ这度5して笑。斯くて一九三八年三2ライヒスニンク總 S 於けるシニト§要8として 

I 形———が川ひられること—た。 s ち • SIS 降—は、£なる—」して程收人- 
J : f り S ——、 交付— K よ S とし g である。交付 S は—、ラ^^ UB#r 

於ける综引鬻¢5ず、 & is 谨付 SI 芸及— f 、 swssv は？又1?」發 


行にょり必ず、 m 3 2 れる。 ft 金調述方法に於ける此の方向«抶は然し till も無く行きつまつた〇獨項合邦、ズデー 



rf により必ず、 fit 35れる。资金調述方法に於ける此の方向«換は然し|. , 1)も無く行きつまつた0獨塽合邦、ズデ_テ 
ン進駐は、 2. SS 證外 sa ? s し*和袋人や公袋；；；：一一よつ V は KS し；：：—程 SSS 手形 Q 
發行を機なくせし s 、 EJ ? れ Jsssigs 菸？ f 起した。斯く vss §;^ は六 SS 九月に 
至つて泔货上闲難となり’共の後に於ては租税妆入と公依の發行が统されるばかりとなつた〇此の結艰は肖ら公依の 
發行が激坩し* 4 t •の額は一九三八年四月から十月に至る僅々七ヶ月 till に六十 e ライヒ ス 麻餘に上つた。公依 ® r/ に當 
つては、尠からざる ». 制®が諮じられたが、ともかく ：$0應苺超過の狀 a で推移した。然し、年末切近と共に漸く公 
位の致行も WK となり* W 政危搜の色が isl'<t となるに至つた。 シ +■ ハトは和？ J の增稅によつて此の危機を脫せんとし 
たが、ヒプトラー嫌铳の容る i ところとならず*遂に I 九1―九年一月シャハトの沿提となり、之に代つてフンク新ラ 
イヒス•バンク總裁が出現した。 

W 采経戏の增加は、更にボへミヤ*モラビヤの併合、之に次ぐ中歐、バルヵンエ作の進 M により益々.-5-.激となつ 
た。然るに、通 It は一九 一一; 八年のーヶ年 1:8 のみで二十七位ライヒス麻と 云 ふ大膨股 5 : つげ、此の狀琅で推移するなら 
ば、遂には惡性インフレーシ•ンの勃资を避け得ない。他方公位の®行％、一九三八年の末期に於ては必ずしも Mrtt 
でなく、地方起一？の抑制、株式社依の發行制限を强化した外、 ffr 菡銀行、保除 fr * t 等に對する公估 1 JI 受の强制によつ 
て糊免し米たつたが、旣に生産設備の全的活動狀 B の下に於ては、民 tlil 企龙に對しても资本調述の機 fr を輿へること 
が ra ; 務となつた。 -7 ンクは部分的稅制改正を 行つ て增牧をはかつたが、それが問題の根本的解決策となるわけはなく 
义財政 ^ 边の疵 ^の策として特に^部關係から無期限無利子の^務^ガ^コ〇^—ーゴ其—一一^-一一^の發行が開始された 
が、 no も無く禁止せられ、其の現在額は凡そ十掹 ライ ヒス麻と推测する向き も あるが、公的には五千萬 ライヒス 麻 a 
度に過ぎぬと 云 はれてゐる。ともかく、®逸 W 政の危機は、再び新たな一時的短期金琺の方法によつて打問する以外 




後： a ナチ Kf &- K のドィヴ3£濟及紱濟政策 一五ナ 
1い。 斯くて、 fs り租税8 ——1) ® 制度 S 3 らるさと"なつた。 

く—。— 月一—— 手— it 、 ■、讓 I の— 

、>§ is て之こ 代へ る。 ラ i 、 州 S 他の地方公共 s 、 SS 、 受注代金 Qsf ば租税—?つて 

其% W 511以て、他の二 S は51 •1 以てする。1 にょ i 
pl ¥. g - ISA —' 101 — 

—0 f て15的 SSI ずる。租枕鐵 § 一 ss 六ヶ月にして期 

て 11るが、 第一 ill して、 SS 後 i は S ® 一二- - -1? 

_ ri 、 言 i 零ぎ—大11 

Is 就 5 、 SI ??? それ S 1 に S られ？ I く 出 fund % 
しめんが 25 KSSR し— 上 S 典 I へて—。 ssf s 、 I 驾 SI 酌 力 t ? * へ 
られる！つて、 H 1 一定 S 保有す f のに對しては、 S の 銷却 sss - h の JaDtruw 
る。卽ち、 a 枝き十ヶ月出(一九一 1 H ) 之を罢せるものに對しては保有租—の 二0? 匕 P , 力鉛却 

1 Mfegiiss—' h§=.is!ho^ 

t げられる。斯くて、租1 SI は大い SS られ—ぅが、此852に所ィ j 
して机浮—§人れ I すも Q 、 1 si 。 之を sla ?、 公— gil を dSLK 
のに對し5、 1:■: 索 S しく低 5」* s ととて ？ s 、 本 isissaQsf ^- 

とすることが許される。 

右 s _ li 於け— f — il つて、 I め i 於 ils — れ 


得ない。 rd つて、常然に增稅を不可避とし、 n 来に於ては阈民所抖坩加額の少く とも 一二0% を 租稅にょつて微收しな 



s ： ない。 rd つて、常然に增稅を不可避とし、將來に於ては閧民所«坩加額の少くとも|二0%5:租稅にょつて徵收しな 
ければならないであらぅ - iJfe 想されてゐる。だが、® As の問題としては、公«の發行が殆んど興例的组介にのみ ? Ji ら 
れる結光、公似^金法の f ? Jh にょる資本芾蛸の可能性と相俟つて、 n 下の 5 r . 務とされてゐる民 1:'.] 企龙の资本調速の機 
分 t 與へる こと i なるであらぅし、又政府に於ても著しく榊加した公佔利拂の加: ' R から免れれる こと.， なる。然 
し、租稅證券の使;11にょつて錤む券にょる迚货の增發が抑制されるとしても*?0.稅泣淥も亦|定限度の範«内に於て 
elt の役割を演ずるものであるから、今後に於ける ィンフレ！ ン•ンの問迪は依然解決され ては ゐないのである。 




2 ナチス抬下の K ィッ转濟 AJC 濟政策 1 3 S /V 

第四草公偵强制保有政策 

——資本分社の®常制限—— 

1 いては* ナチ S 政榷裘以前に於いても S 一〕、 S 法律に依つ S 肚の — swt 加へ—例が存 
したが*公依？と. SS 如 * S 的 BS 2 に*全してこ £2 S ^ S は、一九一一西年三月の资 

仁投下法及び同年十二月の公 m 基金法の制定以後の C とである。 

§ (—1 は？會普轰に於 i て金ての株式若く is 株の—「一 S 式」 S * 1 f — する 
を得るとしてゐる。 

C51 九 二 E¥-r^*KffeJtKtw,«_^cJkft-& 」 li»r0«<ll"K:«--i-s§^igK:«IKL-cii 。 

(3 1九三一年十月六 H » i 為炎に B する大統5令」*二 S 五»第九條龙に一九一一三年二月十八日附 「 W 5 * に 
a す— KU ■する 命令」第四1嫌は、株式會肚、舍有 S 任2が簡 S 炎 Q 方法に依りて S をなし 
たる場へ： s 、 Cse 2 e 5 后曹 S す— t して—。 a ち t 4 泛 S 吾 wts 提供め義 
務を免れん.* Jt UtlWWUB 一す A * SQ 11 年 SKSIISHW ! 追して六％ S 上 SBf 行とした. 

(5 宫ナチ*以5於て i 九三 5 十一 一月の ® B 公供基— に S された 「 S #—」 1 gi da . 
K 3 du Weses sm n •一 ?.1 ifi 十八穿 2 SC 装本® 化 e •客本后す- 02 §si 

に一定 ». 龙を定め、 會 it に ft- し之を Is 通せざるやう命することを伢せしめてゐ る。 

資本投下法 




Bihlimg 




一九一二四年！一 ! 月二十九日附「资本件 * t に於ける公依基金？ lix 定に關する法作 ( 炎本拉下法 ) 」 (a?tz fiber lrBi— 
dn8 Anl 2 .ll$tocgrbei ICnpital gosoll^hflton (KIlpitalAnlagogitz) vonr-29 Mdrs 19 £)は九條から成るもので其の 
要匕；：は左の如くである。 

一、许木分社(株式 frii :、 株式八=资曾 it 、 杭«;仿杜、洩粢 frifc 、 錶龙法上の鑛山扭合、有限 - A 任#社〕は左の場合に於いて公« 
龙金を設定すること 

(一〕一九三三年十 nlH ょ P 一九一一一四年十二月：一一十一31に至0期間内に終了す2>寧龙年度に於いて神込*本金に»する利谷«贫 
•か前半度に比し K * ■なるとき 
C 11) 利 tfww •か神 a * 本企の六%を a ゆるとき ( 第一條〕 

二、 前年度の利益&!岱が六％又は六％以上なるときは前年度5:超過する部分*前年度のそれが六^ 以下なるときは六 
%を起ゆる部分を公依基金投下すべし。(第一條) 

三、 公位基金はラィヒ、ランド、地方闻«(垴方》««<:0の公似を以て形成する£と、公位は错枝利子附にして«内 
にて frtis され、且筠迆取引所に於ける Jri 引を, t されたるものに限る 。 c 第：11铱) 

四、 公 wm ' is & o たるときは Ifi ちに前記公 W に投资すること。(第 W 條〕 

五、 公依弗金は分 wt の it 借對照炎资產の部に獨立項 U として SR 戟すること〇 ( 第五條) 
岱時に於ける筠逸の狀逋は一方に形式的にせょ金本位維抟し、他方に失龙救濟其の他の0的で巨額の公«發行を餘 

偽なくせられてゐた。 

かかる狀態は，赤字公依の架 f /( からィンフレーシ"ンを招き Mit の健全なる保持を W 難ならしめる^れがあつた。 
そこで公似の1(11汾なる消化と«の！£攸維^$:扑ることが足非共必耍であつた0此の法怵は.1:0ふまでもなく右の耍求に 








後 ly ナチス治 •!•■ のドィッ转濟及終濟政策 一 

f Q で、 #-5 す 1 tisQ 利1一定 S 下に止 S 、 それ S ゆる部分—21 1 め*さ 
ぅす t と 5 つて、 S に公 S 化を促進せしめる ばか i なく、 S 接 SSU ょる株式利 S 、 株式 SQS 
を 抑制し、 公11 g 一 S 利菜 S 下を8して • SSSSA り、— S て S 

內容を强化せんとしたものであつた。 . 

「资本投下法』に關して■すべき Kir K 常の一部を以て構成せしめる「公黛金」が分社©別途的枝立金に連 
ぎ土と いふ 1 る。卽ち同法は— Q — 的定めたも？なく、一定 m 度以上の—ちして之と月額 
の公 isvt と—じたも®で利2內一定？ S る部分全？はなく、傅かにそ®半額1金に 

11 svf 、 I 社 Qi 屮欠限 S 忐— ssil 立？—は利 if 1 
ことも出來た。從つ S 罡5ば K 常制限？なし S . S こ t あつた。.^る不鋈な fs して、鋈な配 
當制限法を定めたも Q がそ Q 次に制定された「公媛金法」である e 

公值基金法 

以上 QS から同年十二月 Lif 一九 I 1-- E 1? 二月 SS 「菜 2 S 12 關する— SIS 」 OI * 
i . l - s3w 1151 < os - 151 ^..5- 

の趣2す S は、 Is 4袭下法2?除上し塞岛 iw を行？、分 ss §£ s 定利付 

雲市 3 S 人 V しめ、 B にナチス政 WQ 失 SSS よつて、新 S 利 f 取げ5本 Kt て SS 可 

能な利 sl ?§ に It め、之 s ? s 装—し s 、 is 案 QS 1 S 

與せしら「资本投下法」以米 S 的を is 5成せしめんとしたのである。「公依—法」 8 R を S すれば 



左の如くである。 

一 、^ 本金十 W ライヒスマルク 5: 铤々る 2 九 三 五 ^ 11W11+- 七 HSFfefr^sri 二 ^^1 进ン f t r 朱 vsr i 、 朱弋 V キ ダ 


左の如くである。 

一、资木金十萬ラィヒスマルクを超ゆる C 1 九三五年二; J 二十七 uwttfr 令第二條笫一項〕%木分 it (株式食 it 、 株式介 ft 會 
肚、有»食任會 it 、 ttK 會社、«菜法上の«|||«合 A 其他6:利1::=的とし* 1 L つ ILU が法人財*に對する抒分を第1!1者に** i し W 
ベ » 」公私法上の法人 ( st ly « し®錄痏栗姐合、相龙保險 frit* 其の tto 榷利能力 ある w«5r»< I 第二 tt 〕 lt * til に fld 當す 
る純益金屮ょり公«基金を形式することを要す。 C 第！ tt ) 

二、 i 菜年度に對し現金を以て«當し5:!る利茲は拂込-*本金の六％を超ゆることを«ず0前年度に於いて六％5:赳 
ゆる利益の№¢3せられたる铅合に;±前年度と M 率まで利益 Ks - tn すことを；：：。徂し此の组介にも現 < fevsf は八％ 
を超ゆる fts : ず。利益配2行はる、年度又は S 前 1 1年度に於いて资本の減少ありたるときは、®常率は资 
木滅少額を考*したる上之5:算定す。 C 第三嫌〕 

三，公«基金の形成の茌準は左の如し。 

(一) 純益中社/ I に w :9 するも現金 KtstSIFVJ れざる部分は*利茲№¢2に M する決 a ありたる後、$滞なく金劊 -JISI 
行に寄託する C とを耍す。令刘引鋲行は、寄 att 受けたる令 «d を iff ちに常 ^ ftM の爲めに 、尚 !. , { に拉 * し ( 公 a 
某金〕，且つ公偯某 ,- fe を受 Ht - n 及として社 A の Q めに行 P ?. するを要す。純益の中 fR 行に寄 st 3 れたる部分及び公位基 
金に封しては®制執行を？：す C とを r > ず。 

(二) W 家が利-* •- 支拂を保 a し*又は支拂戒務に於いて iK 滯あ〇たる S 合，阀«に於いて位矜杻行の確保に必耍なる 
资金を公 is * 務者に交附すべ* - a 尜は W 1 U 1 に平ず。 

(11 つ frn 资本令：の全額佛込未濟の保険企戈は利谷 fldts に關する決 a に際し、純益の中* til に ： TU するも现 < fefld 常£ 
許されざる部分5:公依 -* <fe の形成に代へ、#社*本 <fe の佛込に充當すべ—::を決定することを；^ c 第 e 條〕 

会融部 E 二 M 







後編ナチ KTftT のドィヴ|«濟及銪濟致策 ニノニ 
(四)公 S 金に学—8柚 & S 乂は St たるときは、金 M 引銀行は slf く再び公 S 企 
の爲ぁに抆？べし，公位基金の利 S 入&しても亦 S じ。 

0、公依基金 W 除 fit 3に! ui しては左の規定に從ふ。 

(一)本法適 SSS (？ 一條) iss 年度太—に？る利—2決 io たる後に一切®公 S — 
铒|濟大臣の定むる細則に從ひ利—常に W する會肚の—に i — に於いて 1— 播 S する杜2分 

(IWK ) 分社％—し SS 方法にょ &? l = s § 袭宗一 SI 。 W 忐巽 1— 紀 

す tie 、 此の—に於いては分社 S の S は®8濟大臣 S 可ぁりた S 合に限り布效とす_き 

- I 十一 S 內容は「本1行後锟—鑫 sui 決 SI 4 S 年度及び各—十一 f 
CDfs — 之 f iM 年度 QI £—?。 本法 S 川範 S に£5一九二十九品 

资本投下法は之&5せず。」 

五、刑則他に關しては左©規定に從ふ。 

(一)杜： T ? i 本法の規定に反して現金を以て支梯を受けたる和益把分の返3&務を有す 

三) 1 G 法1にし5法 s & t れ ISS ? る3曾た Jugg し之 S めに 

生じたる m 害 S : 賠依すべき货任を有す。(第七條〕 

111 S 5 る — SII も — Q1 に 代 S 四 silc へ SSO た 
る 限り裏契約に基く樣利—張す ること S ず0 ( 第八 S 

5件 S 法定代衣2して S 條 SES 規定に資したるものは S 翁金 SS 一を以て费す。乂本 




罪は®逸經濟大臣の frig を俟つて之を爲す。(第九條；> 
拓逸經濟大臣は左の榷限を有す。 


罪は®逸經濟大臣の f ;- 發を俟つて之を爲す。(第九條) 

掏逸經濟大臣は左の榷限を有す。 

(一) ®逸司法大臣及び}13逸大蔵大臣の R 尨$:得て本法の施行及補充の Q め命令及び1«行政規則5:發布すること。 

右規定に違反せる行爲に關し、^九條に定むる刑の適用及ぴ其の適圯範阐を規定すること。 

(二) 筠逸大联大臣の M 尨を得て各個の提合につき特に失菜救濟の H 的2:以て木法の規定の例外を定むること。(第十 

條〕 

以上は公依基金法の槪耍であるが、その資本 «: 下法に 4 H たる改正點は後各が分社 C 身をして公依投資に 常ら しめて 
ゐたのに對して前^が先づ ff -金を令：制引銀 tx に寄 Ht せしめ 1.^ 行をして公依基金を構成せしめたる點である。又资本投 
下法は公 ffi 基金法の制定にょつて效力を失つたものでなく、 M 法の規定に依つて試定されて公位基金に依然適 / JJ VJ n 
たのみならず、资本金十 ,*;ラィヒスマ ルク以下の资本 f ? » h に迪 ttJ VJ n る C . と X なつたのである。 

其の後の成結及び公侦甚金法の延提 

公偵基金法施行三年間(一九三五—三七年〕 Q 成紐はどぅであつたかと- H - ふと、金削01銀行への寄託額は半々約三千 
萬ラィヒスマルクであつた。此の額は、冏期|!11の整现公«#行額八十倥ラィヒスマルクなるに比すれば1»£だ{«少であ 
つたとされる (*® は 年々 四千萬ラィヒ K-T ルタ〕 => 职 因は 分杜茇 紐の 不抜で なく 各 资本分 * t に於いて祕密平備金の形で利 
益を S 3 蔽したものと兑られたのであるが、それは兎も角此の fll 度の成校で l - t 所期の：：：的、卽ち公«消化策としては さ 
したる®要性を認める譯に行かなかつた。併し一九三七年末 1.4 法の期限到 米と 共に政府は左の如く通 IIJ 期 l ! il の延 kt 
行つたのは率ろ同法に依る®常制限に依つて株式利*!5:公沾利 a に接近せしめ、株式への*2*偏向を抑制し•以て公 
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後 W ナチ K 治下のドィツ转濟及轵濟政策 ーナ P 

贫*理工作に 1 ? c せしめんとする意^であると解されてゐ る。 

卽ち政府太1九三七年十二月九日附公ほ基金法改止法(を考5-*^>3矛3=35(7>312.1>|1*80^§35 9. 
11137) S 夭 isssls 一一議 S 延 f こ t し、また i 「公偯基金法第三次 
施/並叩足令 」 (Ddlto virlng —cllffllliK I KrK —58 <12 An —^ 

基金の分 ad に關して規定した。 - 
基金«^に關しては前記要 2 | 1 35^(公«菜金法第六條)に32した通りであるが右一第=次施^'並$足く」に依り 
獨逸5金削引 Si 2 §_ s 5人れた SSQ 衾を§にて引受け、之が代 f して§1=.マ 
Rll ) を交付し、之を當該资本食社に分 K せしめること、したのである。右 1(1 稅 iff 私は.- nL 名式て I 千五 
千ライヒスマルクの三®から成0、それはそれ-'^色を典にする二十、二百、千マルク券を五枚宛級介せたもので 
§一枚：！：は一九四一年四月一 sir I は一九四二年四月 I & K 下 M 2して1 B は一九四五年四月一 
日以降 Q 期日に、 KS ， 5 ? f 除く S 1 25214れた。而し V 右— SQIH は一九 S 
六年 三月 一二 十 一日で、また 無利 千失1濟 S - SUS 行—ものは H % s ) なることが特色とされる。 



第五草物偾政策 


第五草物價政策 


ナチ K 政府の成立當初に於て箱手した S 逸経の爲めの分 fftiil 達計*は、*て大規模な押 51 £備 ji -* となり、更 
にそれは祺.*资材及原料品〇0給^足5:キ：内綷とする35二次四ヶ年21-畫に發3!した〇斯くて、經^话動は话播とな〇 
一般牌 W 力の著しい增加をみたが、其の過程に於て物☆に對する ft : 要はな激に增加したに拘ら t «转取 S !* に基く 
祛入物*の供給制限を中心に、物*〇供給が沿要の增加に作はず、物*の®給 Ml 保は全く乖離するに至つた。然も念 
速な進拽を-不した神取«讣2の»«は.主として/>3用の搛银乃至迚货の增發にょつて防はれ来たつたのであつて、* 
れ等の結果、物！ E の上 - W - 傾向が相常則著となり、强力な物' mtt - tll の一:; ( S を不可避ならしめた。斯くの如くにして 、 W 
:永怖 ，; 1- 2 の進行と共に、ナチス政府の物价れ策が it.fl すべき3 SM S :-: 小し米た〇たわけであるが、一九 三 六年に於ける 
31二次 W ヶ年^ *の發程を屮心に*物愤對策の极本的«3:が0はれ*踣つてナチス政府の物 « 政策には、それ以前に 
於ける fff 格 KJ 1 •の時代と、それ以後に於ける fs 格形成の時代との•二つの大きな段»が存するのである。 FH 者に於け 
る差異を、袜制0||抒と云ふ點からみると、«!1格这理時代に於ける物！£铳制は主として松入职料品の騰贵5:中心に不 
常なる惯格吊上の抑«を主たる(1的としたが、！£格形成時代に於ける物|?1铳制は、諸惯格01«:的睚货5:抑制する一 
方、 物 nl 關係を第二次 ra ヶ年. it- 蜜の 3 ! ( 施に通 KSK せしめる。挽：：.：すれば、^二 次 四ヶ年計査の遂”に適*した諸 fn 格 
の形成を货現することが+:内容となつた。而して乂、物«?輓制：^:;1{1 , .崧も、前方に於てはラィヒ！£格監理好(時に其 
の* 以が所輅行政公《1:- 38に柊锌3れてゐたが〕であつたが、後 ^に於てはラィヒ！£格形成11-に^化した0 
flt 格£理時代に於ける物 fft 統制は、 プリューニ ンゲに於け る 物 Ifl ' jl 下げに遡らねばならない。卽ち*一九 三 | 
金进部 n 一六 K 






後編ナチス治下の K ィッ转濟及轵濟政策 

年十二月「 I 及 W 政ノ安—二治安 S _一§ス£四大統§」 S せられ，之によ？ラィヒ S 黃訂91 
kllff - rl * ll . lng ) が設けられた。此の第四 SSS く物 S 制は、错格、利子、益 
の引下213 s : s んとするも？ぁつて、 s = 的は、平 S 下げ S け 5 SSSI 逸 SQ § 
力 S 化せんとするにぁつた。斯くて明かに8は下落したが、1 QK 1 S か、 Ms 不？史に深 
刻ならしめて失敗に終り、 S も無く S 格は S &3 し、爾^^ Q 植以は經^移こ i〆 

ナチ K 政 S 515、深 SSI 映し、 sslgls、3l\」iis 興が描 
らされるや、物 S 赛 Q 傾向が相 S 著 S れた。而して、一九三三年七月® 一 SS ゞ CS- 一 J 
スル—」 により、 從來經濟狢に雄括されてゐた笟格1竹の權限は罌大—に—火臣に分—竹され、阐者に 
よつて S 格盔が W 这られること、なつた。斯くて、之に先立ち一九二一 W 年：，月二主日® 一 •及 
引法」により傾料^入統制に右手し'羊毛、麻、卑_につき夫々©商接理所が發され*ルの行嚣品皮片 
牛 -S 必 gsg 格引上禁止、卑迄*战維原 ss§ 格制に S する命令が S られ、 S 一九パ四年九？ S 
「商品取引法」により®入統制 t 贫 Q® 料®入統制から松入品全部に擴火し*齡物、乳製料‘^"モ扣彳皮 
革、ゴム等 Q 二十八主—入品につ—品 S. 所 SS れ、 S 九月二十二 S 「外 W 商品 S 令」は SWS 
物 >=( 嫌I料、 as 二十餘 W が先づ相 fa〕s 格統制を规定し、外 S 品の S 統制につき、外 SSWS 
格は外2：市 5*s 一般的 $ss§ 上 QS 及利潤を加へ S を S9* 且つ S 品 S 所益係5"土 
にょり设岛愤格を設定しぅること、した。 

t—、SSQS が f 1と共 kT S 統制一造 SIRSf * if St 品 

CMSts 全 si から統一的に S す—め、一九三？十一月 ® 「mtf ノ任命 SXS 作」 に 



ょり•一九 三 五年七月一日 5 : 期 K 4 として、 W び總統 Iriw の！£格&理 '| 5 - を任命し.见に十二月の「炕格拉珂-|!-ノ楢限拽 


より、一九三五年七月一日を期 Fli として、 W び软統 IfiH ? の ffi 格 Eil ' rri - 任命し •：}!* に十二;!の 「 fn 格 silvl - ノ植限拽 
大二關スル法律」により、愤格監理*|';5:して努鋲5:除く全商品及サービスに0き、！£格の決定*監蛻に常らしむるこ 
なつた。斯くて*十二; J に！ e 格^' = J 1 令が發せられたが、それによると物 1 ft 統制機構の大要は次の如くでぁつた。 
卽ち、一 s 格の決定は 1 !?:則として ( fi 格 Kil - lv によりなされるが、地方 fl ^ Jffi 格の i .' t 定については之を州 Jtirtfrls ^ に 1 ?ね 
る。怊格の監趿、愤格監理- , 11'の發する命，|5-袂衍機關として岱格監趿：；？を^:け*] ! !'に4?:-?;<^*ナチス黨機關5:して饥格釭 
視に常らしめる。物 r( 統制の方法としては、先づ食«品については iirtffi 格を^定し、それ W 上に脫すること 5: 抑 
止したが、北ハの他の一般商品については、机介义は阐«による拘束 ffli 格のぁる商 CDI 1 につき、一九三四年十二月の「愤 
格拘束及必»/品 if ? 格 - J ! 上防止令」5:以て、今後か、る拘束 ( ff 格の定を許可冰項とし、义許可なくしてこれを Jiff に 
不利な找に%? ia することを禁止した外、不常な拘束泊格の解«$:命じた。而して、拘束 ffi 格の無い.»1山商品について 
は、其の W 内！ e 格は KI 料の外^に於ける時に商？： trt に從へる fn 格差及び絕対に必耍な加エ赀を附加したものに相蟛 
しなければならぬと云ふ棂本哚則に戏いて、夫々に就き职«1讣订による&::1統制位格5:;^定し、而して、それは各种 
商品別の In 格 ll 1 ?! 义は蛀 rtffi 格に liil する命令として公布された。右の如き物 { ft 管理の方針は、 fff 格 S 坪 Tr が一九 H 五 
年七月一日5:以て任期滿了により MfB し、其の楢 H 4 が W ぴ経濟大臣及び食科大 U 1 に移管された後に於ても、依然とし 
て：がなかつた。 

然るに、第二次四ヶ年計瓮の资 S 一と共に物 fff 統制は一大轉 M 5:« じた。一九三六年十月十八日の練 tt の法律は四ヶ 
年計迸の. K 施をゲーリングに委任したが*物 ffi 統制の法的根據も亦、之に W1 すること、なり、 而して、 |!|] も « く 十 
月二十九日に「四ヶ年訐迸 JX % 一一 脚 スル 法律——12格形成 IV ノ 任命」が公布 3 れ、ヮグナ ー がラィヒ fff 格形成 位 
(一 ug-hskolliwnrsr rng - wllkmu ) に任せられた。斯くて、 fif 格形成 ff は、 tt 銀、俸給を除 <全 商品 •«*»•-»-.. 

金融部 rj 一六七 





後 M ナチ K 治下の r ィ7 JS 濟 A 5 S 濟政策 ーナ/ 

ビス SS 可、：^定、ら癸？ t が、结 5 f 全部义は 
一部ることが S れ、此 8 S ? 命令5つ V 、次 S く S 篇 SSSS が裝 
された。 m 格形成官の中央 SS 外、地方的 m 格形成は各州の卷(似しブ。シャ州では®知事〕 S 任して S 形成说 
( Ilill - n ) I 描せしめ、 SS は州设 SIS た S 知 is では*^2〕に委任して S 这 
s ( li*f iilf ) S けしめる。而して、 fn 格 SW は值接«餐を行使し、違反行爲の監2に當る 
のであるが*特に«入商品については商 = £S = J 1 所がその { rt 格輓 M 1- 分格する。 

耵二次四ヶ年計燾下の<5格形成は*前述の如く*物愤晤货を抑制すると云ふぱかりでなく*杓愤關係を第二次四ヶ 
年誌 Q •廷に證 V しむる ことを HJ2 とする。斯くて、先づ一九三六年十一月二十六 OU . E ヶ年計奮任它の名 
に於て* 「 E ヶ年外# K 施法に¢1する規水命令」龙に S 格 W 上禁止命令」が發せられた二則各は從來の仍格舞•に 
g して5られ2令布 S 、 赁2、2?れざ£り、之涅だもので 
あり、後5 十=： 十八 af 、衾品 s 、 T ビ KSQW 上げを S したも？あつて、®し渚 SS 的 
新形戌に右手する 3 ri 一挤梯の某礎的措 S 1 に他ならなかつた。1113して、今後各商品につき 1 ¢たな ffi 格が形 1 *.•さる、拋合 
には*一般的 1 ft 格-; I 上禁止命令に fi する特別規定として公布せらる、のであるこ 
先づ、徐入 外 wns の iff 格については*：我に r 外 W 商品 Irt 格令」にょ n tt MVJ れ米たつたが、 lli に之を全般的に統制 
する耍ありとして二九一!一七年十月十晋 Q 「外 W 普ノ£格形成_一關スル命令」餐せられた - 客'^は、外 W 
商品の w h fn 格は*议際 M 人 fft 格に W 民経 c*f 的に公 JI-: なる伐 MJ 及利谷1-加へた額 L - ta ゆべからずと•ぶふ ffiulisr 定め、 

S 形 S は；？•」拘らず' s * s . 利： 4 T 2戔 SSS し、宫念所义は逗 St ;? 1外 S 品に 
はり K 裝人癸 U 代へ S ? 裔：〇に於ける外寶引所又は逗_£格轰礎と X やつ望す t と莕 f Q とし， 


且つ！ e 格形成 - IV は非の！ snii - 「商品取* JI 法」にょり^:された商品管现所に龙任し得るものとした。而して、一九三 
七年八;1十：：：の右命令の施行細則は、«民|?濟的に公正なる找用及利 a は、一九一;:六半に於て！：1:闷顇0商=1101&引に0 


且つ { n 格形成 - IV は其の格を「商：： Da 取引法」にょり汶 H 3 れた商 eg 管押-所に委任し^るものとした。而して、一九三 
七年八月十 H の右命令の%行細則は •« 民経濟的に公正なる «;1 J 及利益は • |次111六年に於て冏捋類の商品取引につ 
き支 m された経找及び攸行3れた利鉍の平均过哎額5:抒準とすること*议|^聃入！£格に取引所义は市場愤格5:代へぅ 
るのは、斯かる fs 格を- fl するものにして商品资砰所にょり拓逸1$-笛に發犮せられた外闲商品が祛入商にょり販：資せら 
る\場合とすること等?:定め、且つ商品许珂|??-に於ける«|以を 1 31定した 0 次に、拘束乃至ヵルテル(!!格については、 
#- に ns 格拘束及必耑品泊格引上防止令」にょり統制し來たつたが、 I 九 H 六年十一月の「衍格 -JI 上禁止命令」との 
關係につき疑在を生じたので*! g 格形成 IV は|九 三 七年二月二十 三日 附 N 3?: を以て之 5: 明確にした。 01 ち、拘束 ffi 格 
の 4 i 做 fff 格が r ffi 格 1 jl 上禁 JK 命令」に指定された期 H に於て KKt に保；^されてゐる限り、之を「衍格 «;| 上禁止命令」 
の尨味に於ける itt :..: 1 ( Q 格と認め乂拘朿 m 格にして右期 H に於て It 際上陰定以下に下つてゐる松合は，之を押び tft 定 ii 
低 ffi 格まで引戾し fi ず、期日に於ける' wEflfi 格を楞準とすること、した。«の他、卑金阽*紡織品*肉類及ソーセー 
ジ、皮革及皮本製品、尖 ri 等に就き •{{? 格形成に關する特別規定が！！ t けられてゐるのである。 

fff 格の形成は闲找經濟的に公 IH/i る Iff 格の形成と：：ムふことである。それは《尺生活の安定维けとハムふ點から、大衆 
的大3.!:沿要品については思ひ切つた泊格の3|下げを實行する一方、：；1紱商品については箏ろ之5:一：1«に放|2すると云 
ふ方針にも?!1れるが、 ill に問題の中心は第二次 ra ヶ年ひ馮の1?施に迪應した物 Iff 關係を^く枝に^({ I 格を形成すると 
云ふ K であらぅ。隨つて、«内生砟確保必要职料物*については、避け難ぃ«の生砟#の坩加にょる製品愤格の<;|上 
げを辭せないのである。ともかく 、 ffi 格形成 rf は一方に於て餘依ない！ e 格 - JI 上げを^ふと共に、諸 fn 格の引下げに努 
めた。一九 三 七年に於ける非の引下げの一斑は次の如くである。 

金®部門 一六 九 




後 W ナチス治下のドィツ緒濟及 ». 濟政策 

一、原料品及半製品 

品 名 引下*<%〕 引下 

资索 肥料 
加里 BE 料 

板ガヲ ス 

アルミ11 ユゥム 
ステーブル • フアィパ1 
ヴイス n 丨ズ 
アムモニア，ァセテ1卜 


一七〇 


製造 


?0 
学 0 
00 
2 
九 • 
<•0 
60 


時期 

一月 一： n 
五 W 十六 H 

一 B 一日 

七月 | H 
九月一日 
十一月一日 
十一«中旬 


nlsu 


名 


ヂ 


〆 ル 


引下昤期 
七月十五日 
八月一 H 

十一月十五 U 

十二月十二 H 
十二月十五 H 


卸 Kr 9 價指數 
S 產物 H 栗 KI 料半 f !=5 完成品 


小 wslfn 指数 


九 

九 

九 

九 

九 

九 

九 


1一年 
三年 
四年 
五年 
六年 
七年 
八年 


亡 

<七 
fu < 
01 
Is 
i 
Is 


5: 

« 

之 

s 

& 

ft 

£ 





— — ^ — 

—— —• — ^ 

外六其八 



• 

ニー ーー 


品 

引下串 (%) 

flu 

0 球 T < 

采 5ri s =nu •ラヂォ :a: ^l 平.： T T 5 
化粧藥品•其の他化舉品耳 il 

時 針 a < 

食料品 T 二 

(註〕外務劣通商3海外转濟亊愔にょる。 

斯くて、®逸近年の物 m 悄勢をみるに、物 
rntn 數そのもの-'妥當性如何はともかく、著 
しい a ; l ] の堋 - M 乃至通 it の膨股に拘らず，掻 
めて緩设な上#を示したに過ぎず、大體に於 
て安定狀態を示してゐる。 


第六帘爲替政策及び其の動向 










第六窃爲替政策及び其の動向 

I 爲替管理の强化 

ナチスの爲#政策も亦、他の 一 ai のナチス金融政策の极本命題たる「インフレーシ•ンの K 避」への I 線に沿つ 
て*マルク it の對外 lew •卜落の防止に、雄ゆる手段が講ぜられたことは-•ムふ迄もない〇而して、ナチス制籾後の3# 
政策5:理解するに先立つて、五>1々は先づ例の一九三一年七月の令融恐慌の際に•外 ff * JI 上の危機に常 tfa した®逸政府 
が如何な爲鞞政策5:採つたか5::30して(&く必要がぁる。 

拓逸政府は一九三一年七月の金 M 恐慌勃®に|«面するや Iff ちに緊急令を發布して*全 ffi 逸 W - 代^に n し*總ゆる沌 
S 1 の外 w 爲韩、卽ち現金、小切手、手形及び曲餘の外 W 通 Kfs 求權の保 A 額5:ライヒ K •バンクに中- S - すべき? K 1- 命 
じ*ライヒス•パンクは経坍上の理111に基く级八：：以外は之れ tJut 上げる榷能を附與せられた ora 年八月に13#饬 I 1 W 
が汶1&され*爲袢取引は阽：3の承-3を要するものとしたが、イギリスの金本位が衿止せられるや资本逃避の傾向が則 
著となつたので之れを防遏する爲めに*爲锌行理の範阐を按大し、九月にはライ1:ス，パンクの許可なくして有衍3 
券5:外5!人の注文に對して資却する C . と•並びに有！ S .1? 券$:外 W 人の勘定に振转へることが禁止された〇更に，十 ; J 
及び十一月には二百マルク以上の外 Its : 所布する全獨逸坫住者の W 出衣務、ライヒス•バンク又は M 行の許可を與へ 
た銀行を通ぜずして搀31された外 W 支佛手段の M 出袭務.その他各«の^務5:加:<6し、益々 S 锌资理を强化し、资本 
の is 避 5: 防止するに力めた。而して*爲替疗理《の商品铯入に要する外《爲转の拂下汴可に就いても、漸次賍格なも 
金融 * n 一七一 






後31ナチ K 治下のドィツ J 6 濟及 H 濟政策 

のとし 、 W 人に 與へ SS 云 マルク — 度とし•そ S 者5んと1には* SS ラィ5 •パンク 

^§§rasfs§^ 

lK _ iil _ i 、 I 一— I 一一一 liiis 加へ 

現行法 sf なつ§二$2命令は次 SSH を i した-卽ち' 


一、 114 VJU 引の# iH はライヒス•バンクに委ねられる。 

11、外 W 8 及び外 S 券は5なぐして S — とは S ない C 

三、 g 逸： i 住者は骞なくしてーヶ月§1ク以上を2に—すること S されない。 

E 、 他 S ! i 於 2 S 、 袁、 S 8 手 SS 5 に！ siu 、 くして S — 付す t — w ない- 

五、 锥人泛許： =• され*外 wsa 谷 SKRW に S ? られ、時々之4▲する。 

六、 獨 SSK 其海 ss "3 代 t して St 外 sf ば、，1ス•パンク etK 人れねばならぬ。 

七，#1外 SW 供 K して据 s . yu 包 f れな VQS 手 •# 金は、 SU 货分す*®を穿ぬ。 

斯くの1な规定にも拘ら t MSQ / IS び SSS 備は引き？減少の1迎つたので、ナチス政 
府+<遂に一九三 E 年四月十八日に、次の如き改打を加へ、 R 抒疗を施した。 

S に於いて其使迮を KJRJI * の上许对す io 

二、ヲイ： L . S 51 ib 実 ss 〖 e < lli 携1し•旅 SSIstspsw せしむ。 

三，ニクを以つてす. 0 S が—し、之を SUE ?-0 U 5 たから、 S に K ? ク str KlHweu ライヒ 
ス• 〆 ンク u 提供する*!務を a した。 -- -t 
然も IQ 黍 sfIs 下した Q で、六月十四日外§ 一®2ラ 5 m . 枝いて二三日 r - 


SQX 別割¢5制 t 雲するに至つた」外位モラトリァム Q 内容は、 (一) ドウズ、ヤング；5公 W を今：む。®し W 公 JS 
に ft して、政府はマルク t 以て支拂ふが、そのマルク t ヲイヒス•バンクに氓 W し、外 jt 拂 r 卜， ン スファ I ン を , r さ 


別裂制を雲する U 至つた。外迫ラトリ s ’ iQ 内容は、 ( l ) x ゥ V ;、 ヤング S 公 W を今：む。伍し； 5 公 w 

に ft して、政府はマルク 5: 以て支裨ふが、 その マルク t ライヒス •バンクに保留し、外 jt 拂(トランスファ—〕 srrf さ 
ない。(二) ライヒ ス •バンク 及び金 ? P ] 引银 ?; の一切の私的 {« 務並 びに 现狀椎作欧定に包 ^される一 切の <.(«! 利子支梯 
: i 除外される〇 (三)外««篇に某く^務もモラトリァムから除外される、<>: 云ふのでぁつた0 

次にれ益別孬は强鹊に外$猱取引〇裘去：；：？銮翌し' 外外资 tg 止しよラとするもの 

で、其壽は次 Q 如くでぁる。 (一) ライ匕 K •バンクは今後 2 Q 受取 8 ssf して 科外3 を 組む も？ 
す。(一) Q # 取机額は f - fFw によつて異り、 W に爲料 U ? 耍額によつて^;定せられず、各 wa ! てに f > し|发ではない。 
(一)各 N 別 S # 取 IfL 額割常はドイツ Ksffi 料品及び食料品 S 入に對する' i - 拂♦系 一 § /.« して決定され る。 

( 1 ) 爾今海外支佛の淸苁は總てライヒス•バンクの水，認 srf ' l ることを要する。 

二爲替の「新政策」 

併し、批尝 si は、各 gt て蟹な1 S と相次ぐ S & S 切下2行はしめた觉、 is 出は 
減退 Q f 、名：：：的にせよ .；： Issf SISS 策並に1は涅一段 Q 努力と*一 S 
片案を樹立する必要 S られた q でぁる。こ.，に於いてシャハトは一九三四年九月に所！^「§策」—用した。卽 
ち、校人は： K 出 Q 範^:完可す f 公ふ g 則が翌され、叉一方、校出 q 方面では棼 WQ 费切下； tyjj する對 
抗として、ドイツ全產業 UI 3 V 年額十位マルク QW 課金を资牧して、これを以つて©出補助金とする制度を採用 
した。 m し、 IIB 助せられ得る商品は、^出によつて外闲爲荇を取 rl し^る商品と、今後^出の仲張を期行し fi る商品 
に？れ、餘出袖助金 s * SSSS 含 S ? る低落 f 53え5なら S こととされた。 






後編ナチ K 治下のドィツ J £ 濟及鸫濟政策 一 -tp 
か、る「新 i §施にょつて、約半年後には1收支の均衡は一應保2とに成功はしたが* S 通 S 切下 
げ或は益 QS 锊に依つて检出©促進狀態が思はしくなかつた®で、轮出舞®ため罡「外技及びスクリッ 
プ找作」と稱するものと、「射 In マルク」使用の新^案が行はれた。 

「外.—及びスクリッブ操作」とは、 SQ トランスファ1モラトリァムの結 S 外市場に於いて低落した獨 S 
外 S 又は K クリップ(換 SS 券〕を、金刻引は轮出 S し5人れしめ、 S 5 SS と Q 差額を 
輪出商 S 3 しむる sf 赁 f 袖肋し、以？格 S くす—法で—。元？®方法は 
かくの如*;補助がなかつたとすれば、成立しなかつたであらぅ徐出^就て■©み適 mV られ、这「 S 3加®”」と名づ 
けられた。 W し此方法は外闲_を褒に芸とする装が tQ ®、 襄闲嫌®®化矣に行はれなくむつた。 

比較的设近まで、新政策の中で S であつたものは、減 S れた封鉛マルクの使用に依る秘出促進策であつた。冇 

通の方法で—海外 i S ち^な sisnss 人老繁8容§當エク ss ;? が與へ 

られた。 $ ISS § め S マ J は S 定 SS 何分 Q 一か SE された。斯くして is 鉛エタを所 
有する外 S 人—^^し5出§い5減 f 4 S 2 •又—は減 f SS 5 5 IW して利 S 
を牧めた Q で—。 W し乍ら、斯る方策にょつ5出 SS れる商品 S は次 S 狭められ S 向が—。現 S 
逸射南米ラ rNS メ i 2. Q 大部分は wf ス午•マ JSIX 4 S はれる i になつ2るが、置 
から SSS し SK る WS ルク止されて—。尤も S 二 ：* Q I クは本 SS マルク 

ではなく、ラテンアく* ss _%、 §帑代金 -0 して5取り*茨 wfe する i から S 人當代金の支 
梯— s し打 f Q 5 S 5 。此？5 X ク QSS ? I はイギリス、7メリ* Q 手より中南米市 S 
奪取することに可成りの P 1! 度に成功したのである。 


- W ほ「新政策」？：！；施の 32 JL から行はれた m 4 l 經濟界の自治的轮出袖助1>1度があり、}5に it 近には « m 向注文に fi し 
Ific 料割 S- 其他の® 先的取扱を なすと か、 fe 出品生 rl -^ に 27 し sc^i-E!tos!J *3 t: ‘ 1 : 多くす&と卜〇 ^ 3^|了文 [1 こ.〇 50 


- W ほ「新政策 Jita の翌 XL から行はれた床戈經濟界の自治的； jf 出袖助制度があり、} 2 に U 近には出向注文に? i し 
说料割當ル他の役先的取扱をなすとか^珐出品生產オに對し玫府注文の釗常てを多くするとかの^段が行はれてゐる〇 

三 S 替淸兑協定 

1 g 逸が爲转淸 ffte 定を採州するに至つた過程をみると、二つの级合が考へられる〇一方は®逸が lit 杨的立 S に立つ 
た10、他方は逆に S が消找的立場に E かれた場合で—。は前？—が*雲§算制度採5 
はョー a ッバの n # 管 Jf .3 w 5: ば特殊の支佛拽«を通じて W 逸と- - fl 拽的關係に立たしめ • 以つて芘逸»出3姑から生 
ずる W 描をぱ外 W の3转费理から保逢しょぅ4努めたことに由來したものである。かくして£1:.初の14定が、3丨£,ッ 
パ東部及び柬南部諸《との|:|]に締結されたのであるが、此等諸闲に於いては、トランスフア_すべき侦務の巨額なる 
と*その屮：耍生産物の m 格の签落とにょつて、その15转狀淀は益々惡化し*®逸の® m に對する支拂も愈々3£延する 
のみならず、不可能にさへ s りつ-^あつたのである。その上、 S は S 謀に? I して、 SSQ ために封5れ 
た洱商品 IU - 植をも- - rl してゐたのである。是れに對して、その他の级合に於いては， ffi 逸はその爲#政策の ji 地から云 
つて、 S 力淸 S 度 SWS 避して來2で—が* is ひに一九三三年のトランスフア丨•モラトリアムの穴 H 
後、之を轉換せざるを t '> ぬことになつた。!5逸の取^する外 W 1 S 转5:以てしては、«!ての (:•;: 榷 W に對する支拂を饮行 
するには敁|.|十足らぬこと..なつたので、|5:して«!ての仿«闲|平等に取扱ふといふ洱来の览則5:推抒せしめょ 
ぅとすれば*た' f 一般的モラトリアムあるのみといふ狀琏に阽つた。そこで先. つ 瑞西、枝いて佛蘭西及ぴ和蘭は • C 
逸に對してモラトリアムを IR 否し•互.4(的 JU 引への锌換を要求した〇而して一方には强制的淸 Tr - tltt ; せんとする氣 
勢 1- .一 小した-^し此^の^ W は！ 5 逸から检入超過の關保にあり、然もその入扭額 を 以てしても對獨 依植の；3收をなし 
金® 部 H - fc £ 




ftw ナチ k 疳 - K の r ィツ！ K 濟及 Is ? 濟政策 一- t ブ 
得ると確 a したからである。卽ち*淸算の»:則は、結 wttft 政策の «. 地から wiM に採り入れられたのであつて， 
後に起つた英吉利の铅合とてもこの例 rcisi れるものではなかつた。 

かくしては冬；定を JSiS する C 至つたが、そ Q 際"' 1ロツ•ハ大^^淸引をば S 來るだけ‘.ル全 
且つ精味に边り上げょぅとしたと C . ろが*英古利の椹介には、それょりも遙かに0由な形式の調*方法が案出された* 
それ故 lis 1九一一:四年5來 SS 定 is 定と QI 一藍％成立した？—。 

置は現在三十五の 3 術 i 定 t 締結して f SSQ 約八〇 .ハ-セント はこの制度の下に行はれてゐる勘 
定で ある。 而してその 淸 ¥- 胳定に te するもの！ i 、 和 蘭、伊太利、瑞 W 、 スカンヂナヴィア I 8 W 、 チ エツ n K a ヴア キア、 
西班牙、%•«•す、ポ ー ランド*ラトヴィア、リスアー1ア、 H ストーーア 、匂 牙 ip ! 、 ル-マニア、ギリシャ、 ブルガリア、 
TT 1 -K ラヴィア 、土耳古、歎羅巴外では ィヲくアルヂエンチン、 チリ、コロムビアの二十四ケ W で—'支拂 
協定は 英吉利* nlf 淡、愛蘭、日本*滿洲 W * カナダ*シリア、 南 W 、佛蘭.£、ニユウ•ヂ ー ランドの 十ケ W である。 

以上の如く、 islsisl で 、 SA ®— 全 S そ®1、货に裳3れる協定 

W の勘定の中に， 外 w tt : 出龙 ^-のためにラィヒスマルクで拂込むものである〇^ 找に協定闲仰では’常 ^ 中央级 ^ に 
保有される® ssssssr i 策 iQKSHIStt 。 こ ssf 定はアルヂ 
H ンチン•チリ， nu ムビア等 中南米 諸と 結ばれ S るが*此等£定はそ SWQ ために <ss 中央銀行 Q 外に 
幾多の Kliil 銀行 5: も 含 んでゐる。 是れ に M して， 支拂協定にあつては•兩阈政府の换定に 浓き， 專ら外 W 中央 ffi 行の 
みが、伯林淸算金 Mi の勘定に對して 獨逸祛入龙荠 はラィヒスマルクで 支拂を行 ふのであるが.逆に 外 W に 於ける獨逸 

商品輸入馨は、そ8人代金 SQSbr S 屮央界 U . SV 、 右 QS 定 S 小切手そ QSSS¥K 
入れるのである。こ Q § 换定は白 S 、 カナダ、英 W 利、 W 蘭西、シリアと締結されて—。 




工業部門 

序 

ナチスが政楢 >y 5?: 抱して以來六年半足らずの歲月の1:!]に、馱洲に於けるドイツの地位の A 速に躍迆した ことは 洵に 
世界の驁異であらぅ。ナチス'トイツはいつの|!1|にかその钊您された取紐5:间役したし、戰畋にょつて! , £つた鉑土及 
び勢力阇を次ぎ次ぎに取り戾して來てゐる。； g る短期|::| に 於け！ V 乂ドイツのか X るめざましい 躍進は 一 «. 何に並くも 
のであらぅか。その祕密はまづナチスの®栽政治！ gw とその轾濟政策の中に存するであらぅ〇页にまたその經祚的土 
盗としてのドイツの恐るべきエ柔力の中に、 K 進の f « 動力が蔵されて ? j る こと 1-兑逃してはならない。 

ドイツは世界屈指のエ龙 W である。その wttr な銪物 * 源と優秀な技術と®占机織と5:以て、その m エ戈、化學エ龙 
の * M は戰前の馱洲に於いてイギリス 5: 凌ぎ、アメリヵと Ifl : 界の竹位を乎つてゐた。戰敗はドイツの笊要筠物资 *?.を 
奪ひ、笊耍轾濟地域 5- 熨はしめ*過货の賠馆 ««1- この闷に 35 したが、ドイツは & 術と机糍の力 $: 以てこれに |*:じて 
來た。近袋 S 総力 K で f 、 一 S 5 戈、化 S 護 gs 在的 SSI 。 ヴニサイ SS ドイツの 
取 iisr 钊筇したが、ドイツに fi 大な JRX 龙•化亨 T : 戈の i -2 侦 5T .- V す限り、その fft 在的 51 £備 5r 剝玫し；：：ない*と一部の 
論者(例へば《人>1*\1)5:软せしめたその杞*'{±今や冰贺とな？现はれて來た。 

ドイツは笊エ龙〇本设であ〇獨占の組阀である〇その龙エ戈發祕は货的にはアメリヵに劣るが技術的にはこれに憂 
るとも劣りはしない。その*)占の®;® rr . 度はアメリヵ5:;*いでゐる。その WH 市极はか i る ir : i 度な工艾资 W にとつて 
は狹く、外へ向つて0眩脏力は老大2:イギリスと»突してかの19:枞大戰5:勃發せしめた0拽後の合理化と筠占析梅に 
H 栗»門 





後編ナチス治下〇ドイツ鸫濟及綷濟政策 一4 
よ—努力は、—盎とし5、 更に sisjs 取 QI と 
して QK -2： 市 58 Q 狹溢化は W び！：！：じ矛 f 以て、贳恐管深刻化せしめた。ナチスは先づ_救濟©旗 W の下に 
W 政を 動 A して 人爲的 S 管作 A ? とによつ W 、 2! 性的 SISS に半ば活動备止し S 大2龙洛力に 
活を入れ、- h ^ ssQ 下に菜的 S と SSS 市 f 提供して SS 力£芸8度 it めて 
ゐる。 そ Qf _ s ® s$ss も？あり、—® 占 S 水*^ $一で—。そ S 乏— W は 
食* 及び K 2 で官、 1 で—。 これを ix が sli は、てルサイ S 約 sf 18 QS 

を打3ねば2 a 。 こ Q 打破は5 s ? s 、 こ©§に1めにも f sssssf れるの 

で—。 かくしてナチ k は？2一-く t 霞 B 給1§咅|し、一方* S 品 Hli に5、他方 e 

濟 ss * y § s る？—。％在5を？込みつ、あ条§雳動向©中にあ？、ドイツ？2そ 
の机® •1 とはそ1に立つ典型である。この S 的動， M の—2すためにも、 S は一部の5ふるこの 
動 Esf 見るためにも、ドイツ i は？—な S で—。そこで先づナチス新於制に S 成されで—ド 
イツ SQ 元來 8 W を明らかにする i から始めよぅ。 


〆 



第一窣ドイツエ業の特質とその歴史的背景 

第一節ドイツエ業の近代的樾構の成立 

ドイツ H 戈の近代的機播の成立、 is に斑く云へばドイツ經濟の今日の骨組が出來上つたのは、比較的新しい時期に 
:3する0その產柔革命はイギリスよりは八十年乃至一世紀遲れ、フランスよりは三十年乃至半世紀遲れたと云はれて 
ゐる。旣に十九世紀初 1 /a より蒸 K 機關、紡紐機械^がイギリスよりシュレジ h ン、ザクセン方面に輪入せられたが、 
封建的勢力％ S く譯し、小分？て S 惠 S 1 を妨げ、他方じ V 外 
M も•遇れ资本 Q 原始的充分であつた、， QSE 运 SVJ 、 近代的大 Hif ^ Q 成立るに至らなかつた。と 
ころが一八！二四年以來 QSMS 立、 SSS 盟 SSS 統一を促し、一八四八年 Q 1 二月本命に於け 
る H * ブル•シ■ァジ--の豚利は封建的殘存勢力との妥協に終つたとは i ;- へ、從來の封建^關係の部分的政止5:齎ら 

し、 それまで璺た蟲璧ぶして來たぶ ツ 篾龙革命は、一八五 0 年代よ CMQ 如备開 S す呈 つた Q であ 

る0 

この^ I 次 PI 龙革命は、相次いで mHx : と拓占によつて特從づけられる笫二次產戈革命に入り*3£れて ma したド 
イツエ戈は十九 ft : 紀农よ〇二十世紀初诚にかけて、先3?.*イギリスに ia 付* Jja 越して :* rr エ龙と獨占の* IIW たるの地位5; 
獲得するに至つたのである。而して*か^!る發 M の契機となつたものは* I 八七 I 年费佛戰^.の勝利とこれに伴ふド 
イツ布阔の統一である。流"佛戰^の勝利はァルサス^11丨レンの»{3な绒资源2:獲れせしめ*賠侪金の形で苋大な资 
エ業部門 







後 W ナチ k 治下のドイツ as 濟及 1K 濟致策 一/ C 
木 S: フランスよ C 流入せしめた。ドイツ帝 W の较一とビスマークの政策とは、 wrt 市場の統一5:完成せしめ、資本 主 
或的 S を抑制して來た封柱的謀？ S せしめた。かくしてドイツ H5 大 K 進を遂げ、 SS 蕃な石炭、钱 
1151 11八七、八0年代？溢に誌し5 十九2末より二 
十世紀初 S か ±s 與本 SQ 典2して Q、 ドイツ is 代めた。 

以上 q 如くドイツ的 S は姐る S であつた。十九£9後半§か半世紀叫に、ドイツはイギリスが一世 
紀半、フランスが一世紀か、つて到违したところの水準に到迮し、更にこれ 5: 凌駕するに至つた。ドイツはこの半世 
紀 >;:) に II 業 W より HlgM に® M したのみならず*第一次痄柔革命より莳ちに第二次產龙眾命$:も遂行してしまつたの 
である。こ SS 情は、第二次產菜命の中心をなした石？§についての次に报げる英'米、® HS 生 S 
の比較奢見れば明瞭である。その■に於いてドイツはアメリカには及ばないが、イギリス t 凌贸してゐる。先づ 
辆铼の生逄に於いては、一九〇〇年旣に英网を凌ぎ、銑锇の生產に於いては大拽 W 前の一九一〇年、 M じくこれ— 
いで 7j る。石炭の生 m 額に於いては英 s に劣るが、その 4: m 蝌加率は is かにこれ5:凌いで&る。一八八〇 年より一九 
一〇年 S る 一一 一 十年叫に•トイツの运生庇は SS 、 §溱は五 S に、® SS 十九 S くに1的 
示し、ドイツ58こ S 期 U 於け SS ® 璧§れに對してイギリスに£ては同じ*^に石 
炭生產は二倍弱、銑铢生產は三刻如*鋼锇生茚は五倍弱の增加を.不すに止まつてゐる。 

ドイツが、 かく Q 如く念佳そ QH , 霞せし1が出來た所以は、先づ访一にそ®豐な贾垩龙裘 
S くも0と5ねば— K 。 次 S 先—イギ iS 期にわた？ it めて來た SQ 爲及び技術— 
入の方法で— liS すること％出來げ SI 。 IL 2 は S 主 f 蠢と—時期は短く*イ 
ギリ KSSSS す— 保 i 猛出1金益？ si て、1 sf i に加 


へたことで—。而して WQ ことはまた、® SSQH.SIi んで？次®■命墓 T 3 BS しめ t 
原 S でもある。 


へた こ41 。而し 5 QI は—、—3 SH .: 31 i んで？次—革 14 S しめた 

® a でもある。 
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访二次菜2は努•議 f 中心と 33 g と、 これ s?s た 水平 的、 S 的 W 占 Qst 内容 
と 11、そ S 451 的 1 s^£f 12術 Qspt 、 そ S — 
SS を形成したものは：心炭 . SIV 、 校 SS で ある。 KSSS はべ，セ了法(一八 5 ハ 半〕 及びシ 


H 栗部 H 









後 W ナチ.<治下の r イ -7 JB 濟及筠濟政策 1/-- 
i ン K •マルチン法 (一 八六九年〕 Q 二つ©本命的電を出螯とす f ?|が*未 SS 代 SW 」 あ' て 
丈、常 S 漂鬚法％ S 8 少 S 5 QS 5 し？れた？* |粦£まれ？ギ iss 代から 
の is 位 sf して 保抒 し 行たのである。 f に一八七九年 t マス•ギル？スト法 S 明 t S 从 S 
期法が—れる U 及んで、 S 5 な f ム i 方 Q 奕な1 S 利に S し—に f ， is 銅2 
アメリカ？れ4んで — lit した si 。 s ? sn とし S 性供は品— S で—%、 Is ょ 

り—我が5。 SU 於い 5 S 誇 slli 2 り存したが • SS ? IAR た窆 SSS 
性！！こ代位艺むる SD 、 1は後2對して黑的 SI つ S で —。 f S 諉代に K に成 
熟したイギ ilbi 於 S 5、 そ QISSS 代 QS 雄へ if sit めた。これに反 
して新ら-た毚を設辛る.トイツ、7メリ*等は、十九世紀苦來霞しハ例へ运 H ' 他〇营をな 
さしめる S 5 1貫作 S 机織*或はまたコ•■クス®ょり副産物を採つて化？ fi する sf ? に採川し 
S ： たので—。9ち普 •§ 及び茬_、これら S 料 tvQJSSQ 素 S 所 S し SSW にと' ては 
銅钱時代 Q 技術的®诚 Q 方向は著しく不利であ D 、 翼ドイツにとつては逆に Af 」 あつた。 

以上の如く、イギ i は甚815する QUS 2 sf な？闲 f S た QU 反して、新興•トイ 

ツ1為で—211は—、 S 1 SIS る®占— SS つ. SV 4 S 2 とこ 

ろで—。自由— Ql ¥ し V 永く S し て來？ TSKS 、® 占 S 1 II 反 f 
れ、中 S れられ1とならなかつた。これに反してドイツに於いては、 SMS の他による WS ェ，1 

15行はれ、こ Q 1 嚣はや？ W じ5益2なり、！ SI 1 進した。大 SS じて2は 

時こ W 占攻 S 林じたが、§ は アメリカ S トラスト 法の如—締1せず‘1れ t —する傾2 


示して來たのである。 

ドィツ SSSS は、こ SS 株8裔構 S 5 て？で曾、 issfsts し S 管—®: 



示して來たのである。 

ドイッ QSI 、 sgsQiss い5少 I HSI な slif S し SI 
I の問涅— is かつた。窆 K て一八七— QIS 5 US し•十— H 1 十： f な 
つたも QS ルテルで—た。小—、 H 5- S & 存し、11 ssf に管、且つ市嵩占 Q — 
押せしめる爲 y 採られた拓 A 形態は、蟹 q ッンフト的体統に助成せられた*ルテル©新形 ■あつハ。 その设 4 
目すべきはル-ル地方に成立したライン•ゥ h ストフ r レン鉄錢シンヂヶ_卜(一八八六年成立)及び M 石 S ンヂ 
ヶート C 1 八九三年成立〕並びに製鋼龙シンヂヶート2九〇四年成立〕であつた。 

ところで石炭シンヂヶートの成立は炭绒龙の垂 a 的トラストを發 M せしめた〇饯鋼龙と炭坑 龙との介 M は旣に 一又 
五〇年代よ益られたが、これ S 速 li 促進し？ S 耍シンヂヶ1 Q 出？ —。が證を蕃する Q 
は、堪に涊を確保す t 云ふ EgQ みならず、：3{に次ぎ Q 如羼別 Q 利禁あつた？ある。 Q ち 純銳はシンヂ.ヶ 
1卜によつ SSQ 制ける？反し、龙壽は —3 石 §1- について SS 制 WS けない。從つて 

SSS 時には皇 s § s $ し、不趕5呢5§製寶：惠供螯 S 甘し； Q 2。かくし5 

況不況に®じ VJ 、 SWS 裳くりによつ 5 S . H 在で t 、 純轰 u 比し WSQS に針 
する抵抗力：&大で—。更に_太1 WS 崖 SQ $ げ I して、 asuisActM 時に，较 
乎相手の 8 sfi することが出来る。このやぅに策5は純炭坑、純製塗名に比して、 二 S 利¥收め 
ることが出來るから、製域龙の炭坑兼贷は盛んとなるのみならず(例へ [X ボフマ — . 7 K ヲイ. v ゲォルグス7 
H ， イン、クルッブ、へ*ッシ U 、 フエォ，-ックス、 ライン シ,, f ル、， ノ T ゥン., 其他六大 W 織* 者 S 、 炭坑龙齐の1!?链 

戔1¢:も促進されるこ t なつた：.(例へばゲ li fN * ルへン鑛山株式食社〕。更に前記の如く、議尤 に於ナる 技给 上の統 






後： 3 ナナ K 治 - K の r イツ緘濟及！6濟政策 一 /' Q 

一、特に游料上 q 合理化的とする一订作方の®連は銃、期を W く垂直占を發 W せしめ、從米懷拽爐はホに_ 
石^地に、®!鋼 HM ;- はルール炭坑地方に,^22せられたのが、/ V .-/や. w ^ iM 一場所に tl,x する傾向を生んだ。] II に製綱 
31 とその M 品•丄羔*特に機械エ戈との結介も- 7 f しく^ K した(例へば衣くはグ—テホァヌングス衫蠘义货呤のテイツセン、 
タルツ K 、 f * ツシ§0かくして炭_の結介を屮心とする S 的®占は、*ルテルの水平 fl '- Js 占と並んで、獨占形 
態の某礎となつたのである。 

また ドイツ SM %、 イギリスに於ける如く、® SSQSS されず 、 i 誇、菜 §15 たこと 
は SS 占を促 S し tQ み t ず、8と Hf QSI ら I 、コンツニン的支1に成 
■しめること、なつた。かくして®—木 SS 立は典型的—姑し、 SSSSS ことふ传つて、植 
民地5:求める帝 NJ :^ 的 M 向は强烈となり、歐洲大戰にまで突入するに至つたのである，、 

以上の•トイツエ S 近代的機 S 成立過5、次ぎ S げる H 戈 SS 化&する衣に於いて明欧にれ取され 
る〇卽ちエ龙從戈^數の百分比について «. れば、一八八二年ょり一九0七年に至る 5 T 5 二次^^不命085期に於いて， 
機械工®、金：8:]:戈、拉染龙•銪山龙及び化學：丄戈は何れもその比 16 5:增加せしめてゐるのに*紡拉 r : 戈、衣服エ戈， 
食料品 H 毒 QRH 龙は何れもその比屯を低下せしめてぬる。卽ちこ©時期のエ嘉展が艰エ老屮心とし.輕エ龙 
は箨 S せること％忍し〇られる。®丢中置 Q 弩3君 fQ は爲 H ? あつ V 、從袭數は約三倍に 

1»增し*全 ： r . 龙從文 -«- 中に, 1 i めるその地位は二倚近くに rt まつてゐる。«山^、令^ェ龙、石«-、突^もその從龙^-數 
S 加し、は二仿半、 S 11: 2 SS 2し avu れ S し SSS . 衣服 H 戈、 
食料品ェ龙の從宠齐 » Q 增加は比較的少く、全ェ艾從文者數の中に占める比 ffitiiit ば紡楢ェ戈は一五％よ®' 一 〇% 
衣服 H 戈は一九/%より rr %、 食料品丁：戈は一二•五^より一一•四％へと低下してゐる。卽ちェ龙從龙其數より ii た 


これら521二大部？： S 位は全 SS 七分ょ¢§11;分に低下し、是 S し5?秀畲 Hm 、 编山 

石禁；戈等の'^; H ; 牛-序 WH 尤の地位は一二刻六分ょり四刻八分へと W 上してゐる。以上 QS く輕工業と® 



AJ れら5 ii 大部門の地位は全 SS 七分ょり MiSli : 分に低下し、是に射して25、 SHe 、 缟山菜、 
橥龙* S . WH 2 S は II ;契分ょり g 割八分へと s 上して U 上 Q 如く輕ヱ f 亚 

丁：2地 S この期 gs 倒し* 5龙が SSSQ 中心となつたこと S はれる©で—。新興 SQ 中心* 
K に述べた石炭、1、爲、 s 、 S 等を K く|系 K の K 大企？あり*更に令 W * 〇 C 1 八八七年 i 等 q 
大企 f 9る ss、Jf sf 占 SS つ s?r si — 心とする柒 isf 界過し 
得ぬところである。 

また ii § I と從袭 f 比較し 5 f •經 i が約|刻 S 少 S して— q に反して從3敫丈 
二2 くに S し、釋磬§大、企1中及び SSSSV し f 。妨？5 SVJ は釋數 S 少文 
设も著しく從龙者數が稍々咐加を..小して拭るのに対して祭"數は W 刺に®減してゐる。食料品エ文、衣服工^^こ 
於いては、釋規栈揿大 sstei ? はない。機21 r Is 、 薄山$ SI 、 si 等 S 域に 
於いては葬數は8は§し、或； is 少して比較的大—眾 S し5ら SS して、 養 SUM ク S 
1二倍に激增し、艰1部|61の企龙犯中の$行5:示してゐる0 
これを要するにドィッ丢 Q 成立期袅 33 れたそ Q 特徴は 次 Q 如くで ある。 

( 一 ) 朗る短期間に迅一次 SS 矣二次命と S 次いで達したこと > 從つて一方に於いて2的统？ 
充分雪してゐないのに、他方に於い S . MQ 5 S 的1を遂げたること0 

(二) 22 SHSf 某礎とし 5 S はそ QHS 中心を形成せる—。 • 

£空？土穿し、|方 s - OQffis ^ 形成して、 E 大迄 K 占穿 S - S 5 S 

岛度の水平に到迮せる£と。 




後；！ナチ k 治- K の r イヴ JK 濟 Afs 濟致策 

大戰前に於けるドイツ H 龙の構成 1 @ 化(ド 
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(四〕この s 經辨機構 Q §£ き、か度 QH 龙霞に；；；；して2内市場は狭い。また2内原料资源は一部® 
工業にとつては— { M であるとは云へ、軽 iKl 料は殆んど徐入に仰がねばならず、銪物资 fm エ戈の1な— 






(四〕こ SQ 簿機 S 8 S き、か、る髮 QH 龙霞8して K 市组は狹い。また料 S は一部® 
HSI 稍—るとは云へ、 S 蒙料は殆んど®入に仰がねばならず、雜物露も？2へ基な發 M 
に對しては、秤類に於いても.-|.!::にも於いて不充分である。原料5:徐入し、製品5:铨出せねばならぬと云ふホ悄は特に 
强く*祐扭地獲れの立遝れはこれに對する说!?(:5:愈々大ならしめ、歐洲大戰の冇力な動四となつた0 
最後にドイツ sQ 2 的分布をょぅ。前述 Q 如くドイツ SQS はそ§.53な窝溢 SS て—のであ 
るが、先づ石炭について a れぱ、ライン河流域地方、?.! F にル丨ル炭川 C 今ドイツ石炭1 talQ 約六 W . TI 炎生帝の約七«五分 
を占む)が相倒的地位を占め、次い5上及び上部シ〇•シ H ンが s 。 W 炭に於 S ては•トイツ Q 中部•ザクセンが 
中心であ KT S 拽 u 於 - S て lii ? 前までは B - レン％そ Q 大部分を供給し、然もそれでも不足してゐた Q に、これを欠 
つた取後に於いては殆んど全部1-スエーデン、スペイン、フランス等ょりの«;入に仰がねばならなくな0た〇次ぎに 
スタスフルトを中心とする中部地方には世枞 4 i 大の加 m:a c fil m liei 料说料〕资源がある。ドイツの北部及び南部は筘物 
资源に乏しく、北 S — 及 S 炭、南部 Q 水力碧 S 雲 f し5げで—0 
銪物窗と並んでドイツ QH 柔地帶の發违に寄與してゐるものは、緩やかに北流して北梅*バルチ，ク海に生ぐ數 
條の河川であつて•何れも上流まで舟迷 Q 便が t またこれらを譯が迷絡してゐる；.西 Q ライ1ムス*々 
:1ゼル， H ルべ、オーデル等が主要なものであり•就中ラインとエルべの兩河の役刻は大きい0 
か、る條件嘉提としてドイツ QHit ^ は I 二大工業地域に犯中せられてゐる。先づ ライン 河蓬胬部エ蒸® は， 
ドイ S 1 Q ?1 方であつて、ル i Q 石炭と B - レン Q 醤：€しこれ KS 4〕£ん5山1び金； es * 
機 SS 案中し、更に石炭 Qn - クス S 篇 tvJQ 袋 i が S して&る。ル.. fi がラインに注ぐ Is 

地域には數多のエ龙都市9ルト t 卜、 h ツセン * ヂユイスブルグ、デ,|ツセル r ルフ、 ✓ ,.9 y ゲン等〕が* 工業の msrVJ, ノ 





後： 3 ナチ K ； g 下の r イツ JK 濟及好濟政策 / / 

成して iQ る。 次ぎ u K ルべ河上流 Q ザク v ン•て"-リンゲン®中部エ龙地帯は各® Q 製造エ龙^中心でぁり輕エ 
龙、就中— i はその竹位—めて居*'、—製作 s . S 機 WS も注 H すべきで—(，イブチ こ、ドレス 
デ N 、 ケム-|ブッ、，ゥイ* ゥ 等/また スタスフルトの加 W 5 T マグデプルグの製 W 龙も农過し行ない""' 第三のエ戈 地域 
はシこジ H ISS 部 S 地5 曾、上部 •て s H N に 於いては石 f 金 3! s¥lseE 的でぁつて、ライン地方 
こ次ぐ巩.二の®一-一龙地蒂を玲衣してゐるハ饥し戰抉そ 〇主 ^ 邙分はボーランドへ泊瀘^性の部分では緘維エ龙’食料品エ 
龙(中心プレス， ゥ〕硝-1-生產等が S してゐる0 n 上 . S ょり東へかけ5る三大工1带に»し、ペルリンとその郊 
外の地域—れ5ならな5。ベル yNS ? 1 S 5 I 癸中心で f 、 令與被 fssQi が 
S して— Q で—。またハンブルグやブ ilis 北 S 港市には—秀 S 人 K 孟42 si し 

てゐる® 

第二節戰後に於ける合理化 t ® 占 

大戰に於ける敗北は、ドイツ© 5 S 大なる打 f 與へた。就中アルサス•口-レン及びザ H スへ、 
上部シこジ *1 NQ 3部分を f ， ンドへ 奪はれた—一一*ドイツ H 2とつ5も大きな響で5た。ヴ H ル 
サ i 佐 SS * * トイツは一九ニニ年の生 S を業とすれば*®® Q 八0%*霞 S 三％、18三六'%,石 
炭 Qlls 、 nl ク KG 九％*石油 Q 四 i 、 i 及 SQ 六2ベ Is 三九％、8©ニー？失つたと云は 
れる。そ Q 上、畲 S と外 s ?2、3 Q 8 Q ® S 大部分 S はれた 。 f ®2 よつ 5 CSS 
は8し、奚人 S 雲した。かく S く轰—はれ、 i 力 S -2 られ vt ところへ、 S 龙大なる 
賠 fitfl » s : 課せられたのである。 


か、る S ? に一九二11 :年の恐るべきインブレ-シ•ンが生じた。ドイツのエ套本はインフレ！ン■ンを 
fsus し、そ〇產とそれ siKtN レ！てン S 代 S じて、满く F •常 Q 狀 S 立 S こと％出來たので 



か 4 SQ 下に一九二〒 II : 年 q 恐るべきインこ i •ンが生じた 3 ドイッ QSS はイン tNr.N •ン t 
f 有利に S し、そ Qf れ运く？レ！て；^代蠢じて、漸く f Q 狀 S 立 S こと％出来たので 
ある二九一八年十一月革命2後*ワイ了 S 法 Q 下にドイッ Q 分 SS 未曾 S 榷力を i し*八畤 gl 
制、社分的 s ' Hs =^ gf 求 S 本はこれを.11之つた。かぅして S かけた SQ 威力はイ 
ンフレ ！ n •ン S じ 5 S 保 f れた。卽ちこれによつて KSS 低下し*中席 SQS は無提となり* 
中小企 sss §3 れ • sliisl ;;; した。—3 Qsiii し•菜臂大_へと； g 人し、產龙 

資本の勢力は インフレ！ て ンによ？ 強化せられた。 これに枝くデフレ！ン•ンはインフレ S によ？ t 出来 
上つた スティン ネス •コンツ よ ルンを 始め多數の所 IRIJ 「インフレ•コンツ，,ルン」5:崩 13 J せしめる と共に •企業の S 

祀屮を涅した Q 1 る。かつして一九二五年の「黃 i 」 が產せられる や、.トイッエ i 一時的—定期 
が到来したのである。 

八"理化と Jg 占とは、こ S 後 q X イッ3 sgs らすため Qis つた。こ Qissg — 立つも 
のであつて、ドイッ q 合理 S 動迗介、 sgsssf 、 isAQS は —_ Q 内部 
W 合理化を H ざすトラスト、 コンツ H ルンを 特窃 としてゐたのである0 

先つ W 料资 ? T 及び生^^備の剝奪による從來の生 PE 組^の分裂の結果、 1 g 後の新しい條件の下にエ m の e 本的 WI16 
成を行ふことが必要となつた。例へば S ロムン？ク七ンブルグ SS は岩コ1クスを U 仰ぎ、その 
集した銃錄、半讀をル丨ルに送つて完製せしめると云ふやぅな關係にあるもの多く、ル_ ルと 口丨レン、更こ 
は T ル、ルクセンブルグ等はーブ B ック Qg を呈し5 S で—が、ロムン f はフラン K にもぎ取ら 
せルクセンブルグの製錄所も、が關稅 E 盟を脫沿した X めブロックより離脫すること〜なり、ドイッの®エ龙 




後 « ナチ K 治下のドイプ縳濟及«濟致策 一九0 
は「中 RII 生 m 過程たる熔典爐*製鋼工場及び K 延 H 場 5: 缺如せるトルソ(竹手足な*彫依〕となつた」 Hi )。 かぅ -L 
てライン•ゥ HK トフこン§消8原料を全4入に仰がねばならなくなると共に，一切 Q 生 S 5 CI ら说へ 
て獨立せねばならなくなつたのである。上部シユレジ**ンの石炭錢銷文地帝が•ホ—ランドに分割せられた W 情も M 炫 
である。以上の如く、一聯の大企龙の生産の一貫性が破壊せられた結果、新しく拓占を迖て Iff す必要が、 te 乏せる呀 
叶と、 资木とを以て敁も冇利に経贷を兑まねぱならぬと云ふ合理化の要求から生じて來たのである。剌决地域にエ場 
を T 1 したこれら企龙は、その丁：58溴渡の袖惯金义は代伉金3:も拖得し、インフレーシ"ンにょる«»位値の下落5:兑 

越して旣謹備9姦9ためにこれ t 投じた。专して爲©窆运じて轰雹®貪化 h ざす S 的®占述 

肋が先づ發 M し、また規格の铳,製品の «- 準化、生産の珥門化等、大 W 生産にょる八=理化を«ざす水平的獨占もま 
た發述した。インフレーシ•ンはこの H 栗拓占の再編成5:促進し*一九二四年以來の外 N 、 特にアメリカからの资本 
の流入は、獨占企龙の手に集 P * 新 W 制の下にドイツエ栗を役興せしめるのに寄與するところ大であつた。 

ドイツに對 する外 w 3 fe 本の 長期貸付(單位 B 萬ライヒスマルタ) ドイツに 於ける 合理化は、原料及び 
5 1 B 年 XS 年一尝年 一 £ v 年 5<年 S 单一 si 年炎本 Q 缺乏と Mart 市場 Q 窮乏とに«面 
a s 2「羞 一 、 S - ゴーー-、 S 透し乍ら賠贫在務の下に除出の强行をな 

i 5 i mu <s i 一 « i 

(wirlft und SI , mo . 5.1.〕 VJ ねばならぬとームふれ殊，- .72 に基くも 
. Q であるだけ y 、 奕な 3-2： 逛と 9(3 な菜及び霞を茲に抒つアく * ©裳化とは货つた S 者してゐ 

る。アメリカの合理化は何よりも先づ大兌生產を第一とし、拽械化及びコンヴ**イャ1システム、その他による生産 
糧の更新、新§方向に中心が S れ vtQ 8して、 - is 於 S ては大 ¥-^ T § s 採川は勿'^行はれた 
とは云へ，較 SSIS 2 Q - S 成、これ SISSS 5 し3比 S 低放な 


分働力5:掻度に利川する勞觔の科學的馆理に H かれてゐる〇從つて®占化の水^はアメリカょりも.; ■« く、 wrt 市楊の 
狹隘化の矛;. , ；-もまたアメリカょりも深刻である。 



努揪 力を極度に利用する穷傲の科學的作 J 1 に a かれてゐる。從つて拓占化の水 ^ はアメリカよりも. :s く、 wrt 市® の 
狭隘化の矛;?;- もまた アメリカよりも深刻である。 

戰後のドイツ H 龙に於ける®占が*以上の如く m : l 介 if . 化*旣存 !,5:; g の神51成を通じて對外鞔漭力5:强化し* »出 
S 進を SIS 的とし WS れた ？？V S 4 S 後大 S 抗でゐ 
たことを忘れてはならない。例へぱ大戰 1 ¢後、產龙 Irtft 化委ハ分は石炭艾杜分化5:提案したが*エ戈资木は炭坑及び 
鐵鋼龙の縱斷的 ffi 占を形成することによつてその itflis : 妨. -,« f した〇である〇卽ちトラスト•コンツ H ルンの結成は ) pt 
分化に對する防絮策となつたのである。$し石炭、饯鋼より機«製作に至るまでの生產過 filsrM : く83占企戈から、そ 
の不可分の！®成分子たる炭坑のみを雄脫せしめて社 fr 化することは*- 1VK 上不可能であるからである。 

拽後に於けるドイツエ龙の®, , i 化は、转： Bir にはカルテルを中心としたのに? I して*トラスト•コンツ * ルンの形鹿 
を中心としてゐるのであるが•就中 jtu すべきものは合 MM 鍋株式分社と I,G 染料分社である。 

前記のフーゴ1.スチンネスのコンツ*ルンがインフレーシ«ンの终末と共に崩坊するや.このライン.エルべ- 
ウ-ーオン(ゲルゼンキルヘン) と ティ ツセ ン及 ぴフ M -1 ， クス M 並びに ドイツ•ルクセンブルグ、ボフ H 1 ム、及び 

ライン製琴六大皙含益八：して、一九二六年五月窆した大卜 Ih K ふ八；：株聋で f 。こ QF - 

大トラストは22立1?1後多くのコンツ h ルンを自己の支 fld 下に K き、その後 ill に合併を»け、一九 H 0 年粗銅カルテル 
更新の際多くの企龙を K 收して其規校を擯大し、一九11;二年には中部 K イツの主要饯鋼 fr 肚をも合併し ielcc れを通 
じて上部シ -I レジ H ン S ® も支 K して—。全！ ESS !— 二六基の中、一九二八年には五六基が合 Mi に 
3?し、«1にそれはトーマス爐及びべ7セマー塊三 H 基•シーメンス•マルチン逋一一一基、炭坑一五三5:擁し，石炭 
资源より機 M 製 i £ 工場 cr ィ， a 大 f _« H * トラスト「デマアグ j q 株式五期所杯)に至る各生產過程 5 : 支 K する のみなら 
工業部門 一1 



S ナチ K 治下の r イツ經濟及铐濟政* 1九二 
ず、石炭化亨エ戈5:も i - fid し、ドイツ治金エ艾分働荠總 * の五七，%はこれに K した。その«占的支 K はか-'る縱 K 的 
結合に止まらず*一九三一年九;1現在•次の如く多 K の笊要ヵルテルに於いても獨占的勢力5:有した。卽ちライン • 
ゥ * ストファーレン•石炭シンヂケート(參加匍 < i - 二 IU /*/ 跣铼机合(參加«合51 U •し* AHf 3!品〔茁鋼及ぴ牛》鎸〕組 
合(參加《合三八?»7梓鋼姐八(1(參»«合三1%し、ユ_1パーサル轵組合(參»1«八“、《内四二%、海外六二%)，带鋼組合 
(參加期介2|*}1!1九％，》外三五%/以鋼枚組合(參加《合一-1九?*〕*中鋼枞組合(參加《合《内18:%，海外1三％〕* 00 
校組合(參加《合二八％し•限延線材組合(參加《合三 0 %)*一|资扭合(參 JnM 合五 Q %〕 等々。而して合 r « l 製鍋株式 frlt 
の余融的背«は、ドイッチ：•バンク、ディスコント•ゲゼルシャフト其他の大鋲行である。合同製鍋に次いでフリ 
1ドリ，ヒ•クル，ブの大トラストがあるが*一九二九年にはこれら二大トラスト5:含む七大件社は全獨銑班生產の 
七八％、鋼班生 m の七四，% S : 支 K し*その中六刻以上は介|>>1製31株式分* t にょつて占められる布«であつた。介 r ..1 製 
網は歐洲蚊大の冶金工龙獨占であり、大陸鋼ヵルナルに於いても > R 大なる支 S 的役 3 TJ を有してゐる。その支 K 者はテ 
ィ ，センとフリークであつた。一九三二年 •トイ ツ政府は sts に惱むフ U 1 ク • n ンツ JC . ルンの胡雄にょる iKzl を *« 
し、±たその株式の所^榷がフランス•ルクセンブルグ等の外«に移ることを恐れて、その株式を»牧して統制力を 
得たが*一九三！ 1 i 年にはナチス政權下に於ける改扭 sricii じて， W ぴ民兑化し • 「ゲルゼンキルヘン」がその鞔制分社 
となつた0合同製！ F は十一一;の地方別分* t として分散し•炭坑は切離3れたが、政府の支配力は著しく減じ、トラスト 
の大株主ディ，センは各絰 S に對する支 K 力を保； f してゐる。 

I •(} 染料會社は一九二五年パーデン•ァ- 1 リン•ソーダ裝 isfr 肚が屮心となつて、バイ H ル染料# ft 其他の五大 
化學ェ龙コンツ h ルン5:合併して成立したものであって* K イツ化呼 H * 株式雄-*本の五二 f -5: 占めてゐる。ドイツ 
には二十餘の化學 H 戈コンツ JC ルンがあるが* KK 的にはィ1.*.ケーが re 倒的支配力5:抱ってゐる。その iri 接支 sd する 


企 S 袋 S 二十|二社、 1 袋及び— i 十一 社* 石炭、 S* 石油方面十七 社、人 S び フィルム 七社、 そ 
の他十九 社、 <= 計八+四貪に 上る。 VI •ゲ 1?ィツ 象 _H 蘿 一: gssQ! 一;分 Q1 、 雳 i 分 QiA め 



企3化 S ? 十|二社、 SS 及び治金工51社*石炭、相炭、石油方面十七社、人紀及びフィルム七社、そ 
の他十九；^、合：； *3 八. fs 洼上る。イ-•ゲ-はドイツ袋供給 Q ! 二分 Q 1、 繁 Q | 二分 Qi | を占め 
て居る。その.兀來 QS たる染料に於いては全ドイツを殆んど完全に獨卜：し • S 石油に於いてもその支 s |〇0 
2近く， S シンヂケ1卜に於いてはその七五％を支紀し* I の四〇％.人 SI 一五 f それぞれ支配してゐる。 
また？人窘油、人迅ゴム sffi 品 SLi 於ける S 8しい。そ §2 S 1九|二|一！年ドイツ袋 H 裘從 
寶數 Q 四刻 f 占めてゐる。從つ ISS 於ける地？ S 的2つて、？ J 集 Qf 占 t ドイツ 
窑素 H 業を支 fid する C . とにょつて、? S 素に對する lit # 的支 fid 力 II 拓卜 !•> 的でぁる。 

この夕 tttl .36 H # に it ける A • K . U とジーメンス、常力*に於けるライン•ウ * ストフ T 1 レン®^分 t •セメ 
ント T : 業に於ける三大コンツ*!ルン、加姐工業に於ける二大,，ンツ，，ルンを始め、前工業.袋 T ; 衆部 n を中心に戰 
後 Q コンツ H ルンの霞はめざましく、 f〆 ツエルンの各棄部門に對する參加削八"を W れば.石炭採業九三％、 

W : 灰採樂九 OVT 加崧樂九八％/翔山_九八％、 gj 絮八■、附罜龙八 I ,鋈 S 八七％、 

化學工業八一二％、染料. X 龙九六匁に及んで，^。 

g 後の甲：！益動がトラ K 卜、コンツ HA ンを屮心としたとは云へ、*ルテル Q 發 M 嘉しかつた。 S 前 Qj 九 I 
〇年、旣 U 加 SIS に S 制はれたが、大時屢 IQ 必要から*?ル—じて QR 府 S 
制は益々 S となつた？、强制*ル rQ 1 は sf 始めとしてセメント S 及びにま 
で及び拽後窩苦み化述動また强制*. i テル制を#:及せし： Gfi ? こと、なつた。と窆で jg 後 y 於いては物在.^ 
1し、—力は過少でぁつて、一方 SQ 1 だしく、殊にインフレ！てン時代にはカルする2 
の攻策 S 化し，遂に一九二—は 「 S 力—?令」が公布 f 4 SSS 5 シ t トレ-ゼマンは「换定 






後編ナチ K 治下のドイッ JE 濟及轻濟致策 一大四 

やシン ヂヶ ートに依つて较爭を防止せんとする時代は過ぎ、今や技術の進歩*製品の改 - H にょつて世採鞔爭垛裡に勝 
利再 JSI 。 f 现下 Qi §® s — 能力 sf :$す f Q 2?、 涅反し勞 SQ 利 
益 5 : 哦斷するが如き«格政策は排除せねぱならぬ」と述べてヵルテル取締に向つた。一方资本側はコンッェルン形成 
に依る合理化 S 進したことは旣 S . へた如くで—。ところが一九二五年ょり安定涅入るに及んでェ裘淹力は 
§ に向 ひ、インフレ i •ン 時代§9 ンピン ダ％不可能となるや漸く生蠢§著しくなり、 SS 切下げ 
と市場の铒占を»ざすヵルテル迅動は押び«-潑となつた。拽前のヵルテル數五百乃至六百に^して一九三〇—三二年 
には約二千五百のヵルテルが殆んど雄べて<^戈分野を杆制し、就屮鋈及び2製品、爲、加里*空索、石炭、瓦 
斯等の笟エ龙、化學 H 戈に於けるヵルテルが特に强力である。政府はまたこれに支持 S : 與へ、一九二九年 W 後に於い 
て行千の新强制ヵルテルを設立せしめ、 W 界恐悦に入るやこの政策は史に强化せられ、ナチスの的統制以後、* 
本の自治的獨占統制とこれに對する R 尖の支^とは Jl £' r . l ;; l 戊に發域しつ、あるものと iilb れる。 

次に揭げるドイッエ戈の經技：规模別統 2 h 5:«. ると、五人以下の從戈 i \ を擁する劣細經 V ?が一九二五年に於いても尙 
傾る廣汎に存し，五十人以下の從龙 A5 : 擁する小經 S も亦相當多い C . とが - n 取される。然し乍ら^ r 細經位及び4経 S 
の吸收する從 mA 數 QS は fs ? も S ことが2し•更にこれ基 s I 九〇七年に比較すれ 
* H 、 これらの本細經货、小経^の地位は著しく低下せることが明らかとなる。卽ちエ栗從 rlii の過半を吸 4 i : せるもの 
は從龙 n 五十一人以上の經 S であり、ェ怎致 M の中心がこれに存する C . と S : 知りうる。3?.にこの中、注 H すべきもの 
は從21千人以上の巨大企2地位であつて、 ssin に於いてはそ is 地位は期？—。例へば一 
九三〇年、銪龙に於いては、か、る1*大企戈は全從龙 U の七二％を吸 Jiic し*冶金 H 1 I に於いては五二/%、.^機 x : si に 
於いては三九 ^ 、機械工業に於いては三三 ^ を吸 tt してゐ る。 


ドィッエ戈の經兑規模(單位千〕 

is sio^ « St 


ドイツ X 戈の經 ?? 規模 C 單 tt 千) 

靈 SAU ) i 义 so ?) s < xf «« 5 ) * 计 

«*& 隹霣 uft 銨營霣 K 3 IU & 縝螯 K 徵«||數艫«數 從龙 U 教 

一九〇七年一 ft , sa * 一8一八- « s 31 b 52? t .0« 10、室 

一 fi*i%K%ft.54 一 si % 一 i«R?d 一 §% 一 8% 

ItM 五年 (e 一 、 s - 一、 室 § 一 . S : 八 1 lft 八 一、 八5一 -. sn 

一% 赛 0 =% § 11;。， 2% 1 1 

1九111三年一数,七33£一 S 一、 S 一ん ". i . i-u 气=一 

一%2:%3%八％ 一一一 ifi 一％ sifo -8% -00% 

(statisuschs Jahrhudi fUr ds IJCCUChc Ktich •一 915 ，一 33 • 1 S 7 よ ” 作成 ) 

以上の如きドイツ H * の姐中化の程度5:汗 ( S するために、®占の典??!としてドイツと並び稱せられるアメリカのそ 
れと比較して «. よぅ。從龙 ill 千人以上の K 大企戈數が全エ龙經兑中に占める割合は、一九二九年アメリカに於いて 
は〇•五％、一九二五年ドイツに於いては90三二％、その穷®各數が全エ戈労働龙數の中に占める割合はアメリカ 
二四 • E :%、 ドイツー三 •rqyr その勤力馬力 fi が全 h -文動力馬力數に對して占める刻合はアメリカニ七^、ドイツ四 
了二％でぁった。卽ちこれによればか、る1::;大企戈3:の1?:的比觅に於いてはアメリカはドイツよ0十五*六倍も優っ 
てゐる。然しか、る E 大企龙への分®衣及び動乃の犯中程度はドイツの方がアメリカよ〇も遙かに ? i い〇卽ちアメリ 
力に於いては總轾??中9五％のものが全分灼衣の二刻 ra 分*全 T : 戈動刀の二割七分を占めてゐるのに、ドイツに於 
いては總経！&:中俺か〇〇三 v ® o ものが全穷热龙〇一刻三分*全：丄戈動力02:釗一分5:占めてゐるのでぁる。これに 
よってドイツはアメリカよりも企 -41 の IIS 中程度は遙かに A いと i ;- ふことが出來る。 

X 粟部門 







後 « ナチ x » 下の r イプ is 濟 AJK 濟致策 一九六 

このことは獨占企龙の支！！！力についての具«的例にょつても云ひ得る。钱鋼龙に於いてはドイツの介 M 裝销株式舍 
社のみで銑 la 、 鋦钱、並びに其他一聯の生產に對して pq 刻巧至六刘を支 fld してゐるのに*アメリカではユー•ヱス* 
ステイールが生產の四#1*べトレへム.ステイールが1剡五分、リパブリカン.トラストが1割乃至1割二分を占め 
てゐる。石炭エ龙に於てはドイツのライン•ウ••ストフ T 1 レン•石炭シンヂケートは全ドイツ生產の七六^を占め 
てゐるのに、アメリ*に於いては無煙災を十三の企龙が七九％、»背炭を三十の企龙が三三％支配してゐる。化學エ 
龙に於いてはドイツの I * G の獨占的支 K 力は)*倒的であるのに fl して、アメリカではデ■'ボン、アライド•ケミカ 
ル、ユニオン•力ーパイト等の II 大トラストが较争して fo る。アメリカの*41機工業に於いては G • E • C を始め六個 
以上のトラストが较爭してゐるのに、ドイツでは A . E *( i とジーメンスの二大トラストに過ぎない。アメリカは企 
業の*? S 规模や生？ r : 及び-*本の絕對額に於いては勿%トイツを凌贺してゐる。然し、®占企龙の支 K 力に於いてはド 
イツはアメリカ S : 凌いでゐるものと云へる。從つてドイツ H 龙の拓占化の水準は ft 採で fi も sj いと云ふも過 Tt ではな 
い〇 

旣に述べた如く合理化は珉 H 龙、化^ H 戈、®:0|?:丄戈等の®占的 H 龙の$11域に於いて设も進 M した。分®者一人¢3 
りの生^:能力は一九二五年ょり二七年にかけて、 H ネルギー砟業に於いては七？ PJ 餘、銑钱锎玆生產に於いては raM 
餘、機械工龙に於いては四剖、コークス生產に於いては三割七分、加 m 生產に於いては三刻を增加した。 

鐵鍋業に於いては、ヴ H ルサイュ條約によって失つた熔薄逋、製鐫爐、 R 5 延工場等の袖充のための新設が、ヲイ >"• 
ゥ H ストフ T 丨レン ® 工業地帶5:中心に行はれ、 1 JT 作龙の發展と燃料節約の努力がなされた。11丨レンの鐡雜3:失 
つたため肘錢の稅掻的利州の方向に進み、その結粜馆銪烛の役割は低下し、ベ•'セマー法は減じてマルチン法が强化 
せられた。熔鑛爐の數は一九一三年の二百十六から一九二七•八年には百三十四に減じたが、烛の平均規模は四百立 


方米から六百乃至八百立方米に拽大し、各«<;;:り平均銑锇日產能力は百六十|噸から三百十八噸へと激坩した3馆銪 
苎莊 f S 平均 Jsg する次窆、英米®:函中に EVX ィツ § s 3もへ這1 S して to 



方米から 六 百乃至八百立方米に捸大し、各熥穴 り 平均銑班 日產 能力は 百六十 | 噸から三百十八噸へと激坩した 3 熔銪 
苎 § os 平均 f sg する次表は、英米®:运屮 U 於 SV ドイツ QS 率 S も S なるこ— ：小してゐる。 

英米筠熔雜爐一共®0銑饯平均年 m 額 石炭 - t に於ける合理化は*機械化及ぴ馆化の方法 

C 单位千 f ) によつて•採炭より松 is 、 稍 i £、« 別に至るまでぁ 
^一九一五年一九二〇:牛一九—一九三〇半らゆる生^:行程に於いて行はれた。ザ-ル及び上部 
クン r . ル)グ 3 SZ 1 t レジ h ン QS を失つたドイツ石炭 S 合理^ 

^ ^ 

cscligl : Kncyclopacdia of Sodal Sciences , vcl . VIII •一-. も ^ しく その機械化率は一九二五年の四八 ^より 
SW ) 一九三二年には九六％に述し、世界の首位を占めて 

ゐる (¢5 時 S アメ ® 力炭贫 S 1： 械化 5■七 二％、 V ルギ- 七三％、 rsfsK 六0% •イギリス ニ三％〕0® 後の 石炭3¢ 源の焚 失に よ 

つて促進されたものは1利 SS 化で ぁる。 就中 iQ 液化也太(人造 i は遂に經濟的 if 3しぅる 

に至つ た。 か4合理化によつて勞罢 I 人¢35案額は' I 九二五年より二九年にかけて、石炭に於いては二三' 

噸より三 I 六噸へ、褐炭に於いては一、七〇三噸よ OI 1,1 二七〇噸 へと拊加した。 

SH - J つ S 5、 S 製 S 殆ん羞過 S . M 化農たこと*谨力 SS 戰前(一九一一 II 年〕 Q 四仿§加 

し(一九二九半〕 Hi 力の器率は一九〇七年の lra ?- より一九二七年には六五 si « したこと i げねばなら k 
い0 

疋に、2に比して一九二九年 U 於け备 si 人 f 動力 SSSS •イ t K は s%、K く*は四 
S なる£し、ドイツは三七％ U 及ん S 3、爲袅ドイツ HISS ? 行はれた玄 S つて 
X *茚門 - L : 





後編ナ t 治下のドイツ S 濟 AK 濟 A « 一九/ 

ゐる。裳化は生—2於い5に—で—*全工 i 於けるは1手1の§ 

资料部門に對する比老當た。一九二五年より二九年にかけて、生_段部 nQ 案額®'^柔處中に山める 
剌 < i - は五四 . i より五八•■へ4加したのに對して*消获*料部2|«1は四五-|より四了五爻と低下 
した。妨織 S 、 衣服エ龙、食料 ngs の三大 S 资料部 S 從章パ數 Q 全 H 文從龙 A 中に占める割合は、®前に比 
して戰後(一九二 •£ 年)には何れも低下してゐる(#1供我 MX 菜 « t 成表及び後供較 } fe エ栗構成表# K )。 孩後に於けるトイツエ 
ii が，戰前に氏にそ8徴として兑られた？ 1面に於いて主として行はれたことは云ふまでもない*更 
こ馊多の新興エ龙が證してゐる。卽ち C 動班、ガソリン、ゴム*资動機、7ルミ-一 r ム、褐炭. B ： 錐、 s 瓦斯 
人紛、窀素2部 n であそこれらの新5柔は，その多くが、大戰中の新辱 S 術の發》に某礎を持つもの1つ 
て、特にドイツに於いて注 H すべきは天然-取料の：4乏に眾る合成说料、代用品 H 龙の寶である。新興エ于は以上 
の如— SS 2 :$S ら何れも菜的 S — 分§して t 。 而してこれら®1 5 i 衾の S 
テムポに比すれば、5半乃至三 S 速さであつて、一九一三年の水*■に t て一九天年には货物 A 動 S 十估、 
ァル i r ムは六倍半义§六 2. 3は六 S •瓦斯は三 $* iTs 二倍半、ゴム及び § i 餘、罢 
は二 slsfs して — 。これら翼 SS れも集 SHfM じく s$sss し S く、 

常初よ & S ® 占机描48?化？に成 t て來たも Q である。 

以上の5くドイツ5毖敗 sf 外5$8助と產3合理化及び獨占によ？切抜け、一九二七年には 

, R 前の生產水準を tE ! I 供し*一九二八、 

一九一三年1 I 二七年二八年二九年三〇年一ーニ年 九 ULIPVUI でこ1し 
1 衆 s1S 〇 1 w § sll 一〇一一 <〇 *< 九年 r は f を凌駕する*て-1 

C* • 一 krkskopf,l?rctshc3dstriewirtichan-s.l90 た 


第三節世界恐馄とドィツエ業 


第：1一節世界恐憷とドイツエ業 

前0で述べたドイツ H 戈の fvwafil はまた同時に恐1¢へ向ふ過程であつた。泔興を齎した外 w-it 本の埯入*床龙合 
理化、® rti 等の S? 耍因は何れも恐慌5:生み出す K. -1- で£>つた。然もこれが、ヴ h ルサイユ炫約に基づく轾濟 W 域及び 
植民地の钊奪と賠饥金支撖を通じて〇闲疔的搾取並びに戰後の世猓轾濟の一般的な闲嫌の裡に行はれたのであつたか 
ら，ドイツエ龙の矛;?；-は特に深刻であつた。 

ドイツの H 龙はその生產力を M 报はしたが、 w « は窮乏から lejfi { せしめられなかつた〇ヴ h ルサイ：一炫約及び賠 fit 
金支佛等の外部より謀せられた ft 裕と、合理化と S 3 占による《内：丄戈冉往のためのね«とは，何れも《民生话に苻负 
はされたのである。旣に述ベた如く、<=珂化は勞拗能牟 *: 著しく增進し*しかも八時!:! I 分 (ft 制は放35せられて分働 B.f 
nfl は延1<せられた。從つて穷慟片の就龙率は一九二六年よ011八年にかけて約二*' JS : 低下し、八：：理化の fi も激しかつ 
たルール炭坑では一九二四年より二九年にかけて從龙 n の四分の| (九萬二千人)が解敁されたと云はれる〇ヴォイチ 
ンスキーによれば、ドイツエ柔の«:も好況期たる一九二五年より二九年にかけて約二百.*:の失業^があつた〇一 九二 
七年より三一年にかけて < tewJ : 龙に於いては分働*の三刻七分が失 31 し*その中二割七分は合理化に基く 4のであつ 
たと云はれる。しかも勤労防級の增加率は 人 (] 拊加率 5: 遙かに凌いで W り、 一九〇七年より二九年にかけての 人口增 
加率 H 録に對して勤勞桁 fe 增加半は三〇—三五％5:示し•一九二四年より三〇年にかけての人 P 增加率五％に對し 
て勤分附紱の坩加率は1六％5:示してゐる。かくの如き失-1群が好況期に際しても«性的に存在すると云ふ本«は* 
•トイツエ戈の矛/？ f を蛟も犯中的に衣現してゐる。介 II 化はまた熟練分働ぶの地位5:低下し、姑人幼年穷働の使/ 1 J 5: 盛 
ならしめた。名 nli 銀指數は一九二五年より二九年にかけて熟練工が一*' J 七分、不熟練 J : が二割三分增加したが、生 
X 衆部 n 一九九 



2 ナチス治>*のドィッ翅濟及！|£濟政策 二00 

3 h 费の腾 货 5: 差引く と Jttt 的には前 ^- が〇•八分*後 ^ が二•二分增加したにすぎない〇從つて就龙 ^ の減少を片へる 
時には*勞働所轾全體に對する u -饭支拂耪前は著しく減少したことになる。 

かやぅにして碑内市垛が狹くなつて&るのであるから*ドィッエ龙は外«市場へと职0立てられるのであるが、抝 
民地は失はれ. n シア市場もソヴ *• 1卜政植下にあるため戦前〇如くは期待し fl ない。しかも賠 tit 支拂のためには益 
益^出を强行せねばならず.また K 物賠 fit としての松出は外 N よ〇の:- i : 拂ひを爻け得ないから、 W 際4-<支關係はこれ 
によつては好帏しな い。 一九二五年より二九年にかけてドィッの徐 m は*しく增加した。その過半は酞洲市铅に集中 
し*更にその中の過半は Bsfft 愤楢《に向けられた。祛出の中心は化學、機械、冶金、谣機、製班枣のエ戈岛でこれら 
は何れも戟前の水^5:突破した。然し轮出總額に於いては一九二九年に漸く®前の水^に到速したので2>るが、.エ戈 
生淹力は-®■前の水^を超へてゐたから過制の矛码は解決されなかつた。徐出力の增大のためには十■淹费を切下げねば 
ならず、生痒找切下げの努力は介珂化の一好の 5 S 行となり、 wrt 瞒货力の減少、失戈の增大を益々促す2:と i なつた。 

過射生床に對する拓占の政策の結兄、操^短縮は1¢たしい程度に速した。一九二八—九年に於けるルール炭坑の搡 
短牟は二五—二七％、一九二九年に於ける製勃- Jfi の报 M 率は二五匁 (a Bfr メ 9力 Gs «* s それは一八%)、機械工戈の 
操 feL 率は一九二七—八年の敁好況期でさへ四四％、空* T : 尤は一般的常態に於いて三0%、製粉 -1 は一九二六年に五 
〇％*迭船龙は一九二八—九年に四〇％*セメントは一九三0年初めに^三|四五％に及んだ。掏占化の程度の?5い 
部 nf ' Ti 抟短牟も?.:;ぃ。一九二四年ょ0二九年にかけて、ドィッのェ龙の11;の生產能力は戰前の三倍に述したと云はれ 
るのに、 I .! iK の生^:^加 Ii 戰 K . f の水 ' T =5; 僅かに凌 ffiT るに J 1: まつてゐたのである。しかも獨占企龙はその利潤の多く 
の部分5:祕*拉立金として枝立てたことは、妃岱率に不相應な株愤の脃货にょっても职はれる。この杻立金は獨占换 
定に際しての削常笳の分前を多く-?？ • んがための^«5搁报，或ひは弱少企龙の合併*兢屮分»|:の5^收喵，拓占*本の较 


2策 Q ため S ひられ、？さへ過となつた。かくして議な§9ために「固定的 SJ は 
激增し、 i 邊费 S 下は？ i となつた Q でぁる。 



1 S ため S ひられ、た—へ過 SS 25 f なつた。かくして議な SQ ために「固定的结」は 
激增し、 i 遠§低下は f E ? なつたのである〇 

以上の如く lgl=3ssr SIQI 化 - SQ_S-SQ 擇的 —- SS1 々 Q | 
SSM 蒸 5 てドイツ 3 tu® 慌 S 人したズー ) 旣 S 度 SSS 失 S 者し乍 4 S 慌 S 
入つたと I ( 二 )1 S 22 れた — ils し 11 S 入つた — ふ —* (II 

これに加へててルサイ！！ K 制〇见用®下 sj ® 慌 y 入つたと云ふこと•これら Q 特殊也情はドイツ Q ヱ尤恐院をは 
も深刻なものとしたのである。 

か、る- 1 Ji 情によつて •ドイツの エ衆恐悚に先立つ话试《進は*米佛に比して短期|:|]且つ低度であり.しかも恐慌に 
沒入してから Qf 15 JQ 水5りも荽しかつた。袋財部 g 於いては. is 下 M 向は旣に一九二 
九年—り— S はれてゐた。生 is I 九二九年 S 1 で一九二八年の水？舞して—。然し例へ 
l - i ^ K - I '^ に^ it る|九二九年の上向は 、 wls 的水情よりも寒ろ外 wjt 文に某くものであつて•«内;«耍文 K に^レ 
HI 生 §:!.!: 衍數(一九二八年—109 に向つてゐた。そして外 wiE 文—た一九三〇年には減 
alic 生淹财 a したのである。而して生產手段部門中•石炭*铵、機« 
づ 仝 «3投资财 is 等 5: 除いて |« 山業•金 « 加工龙， S^H 業 ♦木材工業 • 

ltA __.^ 牛 1一— f &•< iss 生産力は既に一九二八年よ备滯又丈低落 
一九三〇年 f f s.o S 3 —¢3 
一九三一年 f 孕 a 5 A f も，^-4つて&たのてある.、 

一九三二年 亡•一一 si so -*>M H 龙生產の S 指 ft は atc の底とも云ふべき一九三二年 
一2 =1年 <<•< *<i i 2 u は一九二九年に對し三九§低落を-不し*特に生產手 


一九年 
|| 0年 
--1年 
一ーニ年 
<1三年 


*2 

1 S 

ft -0 

f 

?0 

i 
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段 部 slii SSS 2 下に S した。— S 部 n 中 § WQSii 六製含竞しい減 f t たの 
で—。これに 反して 恐慌 前よ & に ssfm 冀料部 nQ 生庵 S は比較的少く•一九二九年より 一®八分 
Q 低下を示せる に 止—。部門 別に見れば 班 SS が & も生淹減址は著しく、 S で S 龙 * SH 文、 拉築材料丄 
龙が共だしい。 繁 SS も生 S 下率は少い。ところで衍格の低 S 1九三三年に SS して&るが、一九二 
九年より 1 年にかけ VASQSSli 一九 SQ 黛に 止—® S して、 sssmss 落を 
示してゐる。®ち茔龙部 n は8占の政策によつて價格 i 推持し*生帝制はを以て S 悅に张じたのに対して*®'^ 
度低& i は逆 sssf 裘 S られる0 

主要工業生產指數(一九二八年109 

s* 5H* 

一 ,. 二九 ^ 一 — i ふ 1 1 S 1 3Z 2 
I t 三二年 f f 一 s f SA s f i 

i = 一 一 U ! s«if f f I 

次ぎに、一九二九年に對する一九三二年 QSH 1 开衍數の低落率は一ーニ•荽で fr トイツの低—がこの 
柰よ&含大 I つたこと S ら s 。 於ける|各 SQ 1 S ? ぐ*：娶しく四 

六-5、次いでドイツの三九1作太利の三三•二％、フランスの三0•九％の W で—。 

ドイツ H 1 S か、る$に作つて、条2 S ?、 一九二九年 S 九十5よ®一九一一一一一£は五百五十 
八萬人 U 违し*一九一二三年初は Kli 六戛を起へるに至つた。また爵に秦に於ける罕霑に減ふした- 
こ 1數はァメリ？ 除けば世祭一でぁ P * 失よ i ればアメリ1かし、 $1 の狀態 


にあつた0 

かゝる危機に面して、 ドイツの®占 资本の採つた政策は、®占 M 格の維抄 、找龙 短縮の 擴大 •勞拗 强化と K 銀の 切 
下げに外ならなか〇た d 搔度の合理化狀態の ま、 恐慌に沒入したドイツは、 八；： 理化 による生;' T : fttt 下の餘 地は 少 く、 
麻ら分$范の切下げ、累條件の低下以外に向ふ道はなかつたので ある 。 jg 占 ！ g 格と 非® 占 £ 格との 缺狀基は 深 
まり、獨占部 ES 格はよ品：^ .3 位 S つた。 wf 芝 S 出 sf 2 Q ダンビング S は、 
3：内愤 格と QS ? し. S 1.: 小した。®慌 SBf れら JISS て®慌を； んと J Is 來無理 
である。 a 力を以て ®慌を 打 ra し5::ざる ffi 占资本は《采の拉助 5:求め 、 W 家は 企 戈への令 與、大企業の租 税負裕 衽 
滅、 a>IJ の陚與、補助金の交附等の La : 接的保護救濟策を强め、强制 シン ヂヶート制〇摈大、 fff 格 統制. 關 稅政策等を 
通じて獨占企 i 補强に努力し•又 M 政支出に基く) rt 分氓！によつて失龙の救濟を21-つたのであつたがその5?力は空 
しかつた U かくして分 rc の對立は益々邀化し， ft 分的窮 ifl は；；£度に押し進められて•左右；の何れを選ぶかのドタ 
ン55に： 511 ひ込まれたのである。茲に於て一九三1二年*窮境の一方の原因たる外 W よりの®席を敢然抹除し.阔内鞋濟 
に對しては1制 SXI 度 QS 統制と W 政インフレ！ J よつて SSS 人 §§ s ら1するナチスが、政 
樯を窣捉するに至つたのである。 

® 後に於けるドイツ H 柔の； f 成 

艫# 歡 * 業者歎 C 單位千人)徵業者*百分比 C 1 %〕 
一九二五年一九：二三年««1-'.:%;一九二_...- --增«*<%〕一九二五年三三年 

鑛*1龙设採«栗 一一^ s 1、£二|〕1 八£ s C 3 S .0 X _--n 

石材柔及 as® i g«s( 一〕一一 •«> 笑 111 o owl;*M X 
X 菜 ffl 門 -03 
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紐 JS3I 一一 00 rBft (I〕112 皿 11 S(i 〕 b<a 
冶金及金！！半《品 H 業 一、 S 一 ' ft CCS. V 迄 t< cofl 
鐡詷、金 MK=i»t; 3 業 1 ®、sa w 、 l3(+) Nni 5 (l〕lwo 
«« 器 11 -«» 1 |(輛エ業 gl 、 8 外 Bus civJIr'KN 2 (l〕*rl 
laUH 龙 111 ros 一一 - H<110(+ 〕 SA.s 一 sa ( 一 )3.< 

光 £& 及精密《 « エ * s 、 六 s 一一一 --; <s (I 〕七 i 5 101 1 (IM •九 
化學エ *<、ou 气 £0(| 〕ーラ 11 霊 lls( 一 〕_?11 
紡 a エ戈 i 2 、七 u cl 〕 s.o r 15 <; 2 (G 1 
H 紙 31IB 、 一 2 :10 、癸 CI〕=•< 3 K< (I〕§•< 

梅 a 業 c 印 w 筠 R 其他〕 H 、 ssoscisAg ル 羞 ( 3lr < 

皮革及 リノ 9 ，! 丨ム H * s、w 1111 、七 n < ciT - 九 一 $ i 8 Ka 

ゴム及石描 H 菜 rMS 5< c +〕 sn << K ( l ) 一一 <i 
木材及木®! ItmlH * 118=?1£2 <、0 s (一〕116 <£<ゴ10 )5 •一一 
樂器及玩»エ業 lo ' s 一一 、？ I ( l 〕 s.l 一5 N < clws 

众料品 A 享架 II1H* 一一 £:*?; 一 gsnm C+ 〕 1 H -.5 ,§;1(+ 〕一 1.* 

衣 E H 龙 -s.soS0SSCOW 1 、昼 (I Mi 
IE 築及 2 ：附 »*- 1 、 01K A<rofllc+〕Ki 一、 95.SloKCOMM 
水 id 、 瓦斯及佑“供給菜 ^0 < 0 '<<(+ 〕一 -?V so 一 WI ( 1 )*? 

済 被 * <n W 、一 会 (+M.V 5< i (i 零 < 

含 計 ldr<l 六 . 九 1 v、Ka (+〕0二 11|1免< 九、一吾(|〕1 
fstalistisllcs Jahrlsch a r ds Deutsche Reich, 一 S 7 . SS. 132 — 133〕 
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第二章ナチスの工業政策とドイツエ業の現狀 

第一節ナチスの轾濟 - 冉褊成とエ龙統制 

ナチ ス が政榷を 5¢ 捉する fe ヶ月 n 前に、 ドイツ« 濟は SK の ドン 底から作か 乍ら上向 S : 示し 始めてゐた。^.產指 ft 
は一九一ニニ年八月を K として H 年十一月には一 ? TI 八分の ^ 加 5: .小した。物 fa も M 年六月 5 : K として R 勢に向ひ*敏感 
なる株 Cji 拦上：^.小した。伯林：^研究所は I 九一二 11 年 Q 下，^期を； して 「 U . イツ®；^ は g 則的に新たなる® 
Kwlfil に： iu . 入つた。経濟牧縮は止んだ」との樂 tsAi : 述べた> 

ドイツ生茂指數(一九二八年-一 〇〇〕 世界の H : 生産も一九 三二 年 1 C 底を突き翌年に 
一九 三 二年 l fl 七月八 )1 九;]十月- *-1 月-！: 1 W 3 年 1 / J は0设に向ひつ、あつた〇從つて、一九 11 H 年一 
rv <3* fs . llsA 2 ;cTll 宇 B 月&播を承捉したヒ，トラーは、資本主義の F1 働 

( I 蓋5〕的：3復の時期に—し8も22ことが出來 

る)ところが、ドイツの资本にとつては H 报 QW 光が兑へて来たのであつたが、大衆の闲窮は深まるばかりであつ 
た。失龙方&は一九三二年初頭の六百2:«;から九月には五百十萬へと|時減少を示したのであ0たが、季節的»|係に 
ょり冬 5 ys て S 2 し、一九三畢一月に S び六百莴鑫へる逞であつた。此期 HUS は引下げられて 
4:計«の低下を來たし*政治、社^不安は深まつた。パーベンの後5:欲いだシ H ， イへルは•か、る情勢の惡化に I&I 
して5?俄§との妥協を策したが、置エ業冢及び大地主の反對はこれ|:进け、遂にヒ，トラーの登£- <»: なつたのであ 
工業部 n 一〇五 
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る0 

從つてヒ7トラー政槽の笫一の任務は失業の携滅にあつた。これにょつて勞働- T ' 安を除き、一方 S 業を救濟し*以 
て緊^-.狀逋 t 緩和すると |>>1 時に、エ戈を.冉編成してその統制組描を捃立し恐悚を打 r . a する C と*®に戰後のドイッの 
苦惱がヴ •< ルサイユ«制の**に基くものである限り、この«制打破の前提 ft 件たる班 ie の充 K * M 防經濟の確立に 
向つてこの铳制組織を£||れして行くこと、これが將來の兑迭しであつた0酋相とな0た匕，トラーの第1*「ドイッ 
31民に吿ぐ」演說に於いて、この笫一の任務が「四ヶ年 af 进」として a 炎せられたのである"* 

この遂行過程の中に、「！2民 ¥ t 侍中•在」の ft 會主袭の•曲は m へ失せて行つた。苷ての黨綱佑中にぅたはれた「不勞 
所得の沒牧」「トラストや企戈«合の化」「利子鉍隸制の a 止」 r 大轻兑への利： ic 今與」等*の®求は放棄された。 
むしろ「称邦及び邦政府並に冬敦の都市は*大戰後推得した m 龙上の樞®なる地步から*拐めて不利な條件の下に、 
後 iii したのである。 r 企龙からの政府の漸进」卽ち今日ナチスのスローガンの一である企戈の tf ^ l の漸減方針は*ラ 
イン及びルール地方の H 戈的領袖.£とフーゲンべルグの HJ 民寐とが一九一一一一二年ヒ，トラーの立^袖- i 持を冏意した所 
ST ; 紳士協約の條件の一であつたのである」 uw - r ^ i 「ナチス致治转濟狭木」九三— BH ) 前記のナチスの公約を萁行に 
移さんことを要求した念進分子は、次笫に淸祕せられた。駐分|#!«闲 , ¥の本來0珂想は过较的に放棄せられ、「指^ 
者/«則」が强調せられた0產龙諸阗«に»^された政府の監杼订は解任され*大资木の]1頭が指導者の地位につい 
た。企菜^は指^*であ p 、-5? 働者は指導^-に服從せねばならぬ。而して各企-^を統制する經濟阐體、 iii に全產龙を 
一-兀的に統制する全 W 經濟 frMS 所の指^的地位には、大资本の代表が網羅されてゐるのである。旣存秩序を+台と 
して、ドイツの役 M (を企閟する以上、衣本勢力との妥眹は a し方なきところであらう0一九三一二年の緊&的狀?1を 
解消し，失業を救濟するために、ヒ*'トラー政府は大资本の反對に进つて^.激なる手段は一切放!！ C し、財界] - I 頭の 4 i ( 


心からの按助を得んことに努めたのでぁる。 

かくして、ドイツエ！の#^成は xJi の W 接 WIK と云ふ方向ではなく、旣杯の资木主莪的®占机織の搜大とこれに 



心からの按助を得んことに努めたのである。 

かくして、ドイツ H ! の W 編成は X 戈の W 接と云ふ方向ではなく、旣存の资本主適的®占机織の拽大とこれに 
對する W 浚的統制の强化と云ふ方向に向つた。 ep ち先づ一九三三年七：：：十五日「カルテル令改 iE 法」及び「强制カル 
テル仞3法」が制定せられた。前各は前章に述べた1九二|二年の「轾濟力濫叩禁止令」を改1£したものであつて、力 
ルテル胳定屮公共の利 M に反するものに對する氓 K の植 W が從來カルテル裁 1 - JJ 所に£»つたものを、 jrr 接 *•£ 濟相〇手に 
移し、カルテルに對する經濟相の鸫横 5: 强化し， JII に： 小 iF.K-if o 解碎を明瞭に規定して、カルテルの J1.S: をも强化して 
ゐるのである。か.-.る前提の下に强制カルテル法が制定せられてゐるのであるが、これによれば M 濟相は米机镒の H 
龙にシンヂケート、カルテル等の結成を命令し、アウトサイダーを旣存のこれら協定に加入せしめることが出來る0 
M に經濟相はカルテル協定のせ iii 乂は禁 Jk 、 企龙の新^乂は按 sii の禁止*操龙矩縮等を命令しぅること、なつたので 
ある。本法に附せられた公布の理由を兌ると、カルテルに對する W 家の干渉は、恐慌による企尨滅亡の危險$:救ふた 
めの止むを得ざる過渡的性 4T のものであつて、企龙の n 治的統制に弗く現存秩序 5: 极本より IIT - して M 9^ 的 al - 进經濟 
を準備するものではない、と0趣旨を强調して、社分主袭的意闽の存せざることを明らかにしてゐる〇こ\にナチス 
的統制の本玟躍如たるものが U られるのである。本法は私經濟が. H 力で常：血の闲》を打開し得ざる場合以外は發觔せ 
ぬと述べられてはゐるが、その發動の It 例は K に •> 数に上つてゐる。そ Q --1 T 要なもの、みを擧げても、*!}淺戈，金網、 
石3、レンズ、煙^、 a 動41苓 0 製造龙に於けるアウトサイダーのカルーアル强制加入’诅球’時^^過洚故石灰ゝ煙 
草、 J フヂオ受{ 1 5器、0動氺、鏔管、結"|伴迖、セメント等の製边龙に於ける企龙0新^、搲张の禁止*牛：;'1制肌、化 
學品用ガラス器の操 g 短縮等が命ぜられてゐる。過^生産より過少生産に轉じつ.，ある今日では C . の中旣に命令の解 
かれたものも多い。か、る强制カルテル JOC 策が、旣に述べた恐慌* e に於ける筠占-^本の政策を w - it 槿力の下に行ひ、 

H 粟部 n 一一 〇 七 
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以てその威力を迸化せしめるのに力あつたことは想像 - IW 難くない。 

以上のヵル t 的統制と 並ん SF 注 HK へ 5 、一九 i 年二月二十七泛公布 v られた「ドイ&穷機的構 

成來備法」に基くエ龙 QWSS 成である。これについては既に前編に於いて詳述されてゐるところであるからエ文に 
關する範 S ^ Ib ! 於 S て Q み述.へよつ。 H 衆は次如く七 SQ 主部 n 別に分けられ、更に夫れ夫れは數似の 
經濟 S に分けられ、こ8濟2が更に多歎の分 W に細分せられてゐる。か i 部門別机維による縱の統制組織と並ん 
でエ栗地域別グル-ブ y よる繁統制机織％作られてゐる。全 s は先づ十に分けられ、各两 M 前®©部 
門別グルーブをして地域グループを作らせ、更にその下級地庹として商丁一介諮所の脊铕地域に下鈒地域グルーブが組 
織せしめられて I 。十四 SS には夫々13乂下部ザク r くゥ-スト•'ァ L . V 中部ドイツ、5ドイツ S 大 
1 p ..* iK 濟 K tcKP 二 IM づつ)の経濟件试所が^けられ、これはエ戈の部 rl 別グルーブ、商 H # fs 所及び手工龙 fr A 所等 
の三 ss _ swsf れ2る。十八？地方 P 塞所及び商 HS 所、手 S 这所。— s § 
の代衣 S:^I 統制©12全 WPS 所を S し*これ SSS する一元袋制 t なす？—。而して虹 
商の描2は經相の手に集中されてゐる。^^相は全ドイツの企*^及企龙 W をこの経濟 W 竹に强制加入せしめぅる棟 
限を ;«■ する。各桂濟 5 1¢ はその產戈部 n の唯一の代炎と^められ、「指 2J .*» sf 則」が兹にも Tr 徹してゐる。ヱ^の部 
n 別絰濟 M には g 濟扪によつて指^者が任命され、この指導^は.史に各 PIK の地域グルーブの結成5:命ずる-七 M 
のヱ龙部! ,, J の ts 導其には、いづれも現在ドイツに於ける-, vr .^ 部; ,, J の大企文^が任命3れ、各地^グルーブはまた從來 
の地域別企* X 聯盟を fft 9^9哚則によつて改組したものに沿ぎず、その指*^-は粗ね知名の大企栗 •♦: である。商 X 分 
謀所も亦旣存のものを「指^者原則」に基いて改机したにすぎない。 

この鞔制組描は前述のヵルテル的統制と主存するものであつて，前者は後者の市 £- 及び生產耗制の部 rfn には全く^ 


















後編 4^ K 治下©ドイツ S 濟及濟5 -- -C 
與せず、こ iss ルテル i ねられてゐる。この SSS 能は、政 W 8 S 策 SK 、 II 對する 
調査及び—の立@始め、稅制，金融、容、错、外§8备、 I 、 s、SSSS 域にわたつて 
空行政的役割'^するも®と W られる。制、原料3^•統制^'® W 策にリ“聯してこ-。 

机織の役割は玫府にとつても 、 W 叫企龙にとつても®る觉要なものとなつてゐる。 、 

而し？ Q 組織％— S 13 P し2 Sts 、 Is は何公大菜の代, SS められ、「指 
則」* Jis な盥が與へられ SI 矣へれば、「指 ® 下に於け？チス的一 S 成とは-ム 
tQ 、、 前1 ti ? M じく、 K イツ HIKH 1 S 货外 —?? f ¢4し方なから 
ぅ。前 S 述べた如くドイツは獨桌木で—。甲は自力 SV 恐 f 品し、外3 
112かつ H 、 5は—救5 S し、獨兹本机？—する1つ fs 解が生れる。 

―1 »フ rNKh 太利を除けば、第 i ? 於け—、③窀絜 £ ssss ? た所は S にもない。 
金1中§化又はカル t . や商證 t 於け 1 SS にょ sIsssss くし SS し行なか 
つたであらぅ 所 QSS 理化と—とを、 S 的植力と政府の統制とが成し遂げたのである」£ 了' 的 S 
九二5。 

第二節 第一次四ヶ年計遊ょり第二次四ヶ年計盡へ 
一笫一次四ケ年扑进と政策の轉換 

以上 Q .5 く本一次 g ： ヶ年 MQ 前牛12於いて*ナチスはドイツ - HQ 踅成と、そ®■組勞翌を界した？ 
あるが*これと fs 涅？した I 狀 SISQi で——は-兀來獨占と S 化 S る過胡生 




ある：&、これと並んで a 初に右- r - した緊な狀 



1$に基いて：5り、失戈はこの結 1 4 i 必然的に生じて來たものである。しかも獨占*本の政策は益々市揚を狹 K ならしめ’ 
それ自®の解決策を ii 出し得ない以上、この恐慌の打 ra 策はたとへ一時的對策であつても*財政インフレによる人« 
的な市5 sfill 說政策以外には求められない。ナチスの失艾對策も亦、失龙奔に對して財政支出によ0て仕事を创边する 
以外に适はなかつた。元來過剩生產に苦しんでゐるのであるから、大衆の購货力に販路5:求めるが如き、平時0屯產 
45:龙を起すことは矛/？ fs : 深めるばかりである。そこで分働力を吸牧する C . と U も大にして*しかも杏 il & の販路 t 要せ 
ざる公共土木取戈 cn 典車 its 路 Qtta 、 aMra *5 卞-*-等〕が设も適當であり、これらの土木#$の多くはまた祇取的盘在 
を多分に冇し、失^救濟と《防强化とを；1:時に徂ふ一石二岛の策であつた。か^る土木-.|<-1»-戈は自觔取エ龙と人造石油 
エ業の促進及び适路结1;|]拽«とセメント扣他のエ戈の助铋と云ふ|:!]接的の経濟的盘龙5:も布してゐる(一九二九年ょ 
P 一九三八年 1 C かけて、セメント虫痄は艽15、«瓦111|倍^，砂利»货《は五倍に柑加〕。而して第1年度の失で救濟水龙の大 
部分は，その戏用の約半分-1-分俲«鈒が占め、「爷比」の哎則の下にこれに從$した勞慟荠の大多敢は年所得八百馬 
克以下と云ふ低 K 鋲であつた。かくして就 si 方数は約二百三十萬人を增加し、失^^ • の牛分近くがヒットラー施政の 
笫一年茂に於いて救濟された。 

ところが失戈救濟〇ための勞®切1政策は一箇年にしてその? trf 政策的色彩をかなぐり焚てた。政府- - It - JSI の性 «• は 
一^し、その:-' R 黏は失犮の救濟より# 5 K 恼玫策へと移つた“ TI 純分®より熟 3 f 分尚が必要とせられ*飛行按、洗砲 CO 
增產、巡洋艦の毪 is ^ 5KufH で 生產が次 ^ に活鉍を：びて來た '生* ； •Hf fa : 部 ! ■*] の躍進に比して消费资料部門〇岡沒は 
伶滯したしこれは闲坟の瞵 ^力が增大しなか〇たためばかりではない〇龙大な规校に於ける枓爪说へ向〇 てナチスの 
政策がへ哀開して? J つたからである。 

一九三三年十; i ナチ ス•ドイッ {±*' lt 縮分^ > i び W 際辟 a 說 M を.* icvr した。 I 九三五年一月ザールはドイッに mw し 












«« ナチス治下の r ィツ贫濟及筠濟*策 二 r 一 
た年三月ヒプトラーはヴ HV サィ-一條約班也條拟の H 焚及ぴ强制微兵制度の? tt 活を宜 7 t した。かくしてナチス • 
ドィツの本來のは公然と炎はされ*ヒットラー政桶は ？ rj |二年度を迎へて愈々 W 5 K 偏と S 防経濟の確立へ向って公 
公然と S 進し始めたのである◊一切の H 1 策は.冉取说政策 n : 集中せられた。生産は胬兴的 K 進を示した。その ft 進 
は專ら祇宙エ戈’生產手段部面に於いて行はれ—それと平和迮策—消费资料部門との跛打は漸く期著となった〇卽ち 

後述する如く、 一 九—部 is 數は、 s £ s し、一二六年1 S 段部 S 1 雷 QfNSI 

九=二年の三倍餘に述して S 慌前の水準 sri - s : かに突したのに反して、消 ftic 料部門の牛は三釗弱を增すに過ぎな 
か〇た。®料の fl 給 tH ざす代用品 H 業 WX の大なる保護と共だしい»牲の下に促進せしめられた。爾來今日に 
至るまで，政策はめまぐるしく進 M し、情勢 4 亦著しく噠化したが、その本 ftit 轻らず 、再 取谝經濟 « 制の發 M と 云 
ふ一新に^きるのである。 

ナチスの fl ^ 采は、かくして牛-じた生產增大を指して「致*»:«% J と稱する U 物 laMKs : 作はずして生產の增加す 
る特典な饫 M の S 撝と云ふ * 味である。求谄の揆佐のためには取*品 fn 格の味货は财政速 MJ 上抑へねばならない〇然 
し；也黹エ龙に對しては利潤の怏汉 5:保.-2 せねばならないから、 «1 格を安定せしめるとすれば、何ょりも先づ生痒 « の 
低下を11-らねぱならない。!!?:料 L - 始め生 m 手段は不足し*分 «[ 以外の# HI は必然的に61¢するから、勞 tt の切下げ以 
外に生產费の低下5:計る ii £ はない。餘出は增加せず、從〇て、輸入力は窮《であり、然も诳エ龙原料の多くの部分を 
祛入に仰がねばならぬとすれば、常 JKijf * 外よりの食料5:始め消費財 Bf 料の铨入は制限されねばならず、 W 內に於ける 
原料の fid 給も取*ェ戈を笫一袭とせねばならぬ。こ、に ft 龙の&速な梢產•代用品 X *の充分採麻のとれる發逹が速 
念 S み得ないとすれば、 W 民の消费抑制*その生活找度の低下は必然的である。消 S 料が缺乏してゐる2上、失 
柔 *は％敉されても*阑民全®の生活程 S はそれだけ引下げられる〇ゲーリングが「バタより4大砲を」と 云ひ、 「ド 


ィツ M 民は決定的な時期に於いて弱くならぬためには«牲とならねばならぬ」と云つた^名な15葉は•か i る経濟政 



イッ SW は決定的な時期に於いて弱くならぬためには tttt とならねばならぬ」と云つた布名な.： >i 葉は•か i る 15 的政 
策を U も良く特 a づけてゐる。 

以上の如く n - 鈕政策と物！£政策とは、ナチス經濟政策の樞軸である。「货幣•物 ffi •货銀の安定」の/ rK 則は四ヶ年計 
迸の常初に Mlr せられ、«鋲は史に一九 H 六年秋の*大分に於いて發衣せられた、ゲーリングの«组尚定政策によつ 
て、一九三二年の恐慌の K ン底の水準に釘 fJ - けにせられた。これと共に物«?の岡定が完全に行はれ\ば問題はない 
が、あらゆる抑制策にも拘はらず、生^找は徐々にしかも確}$に上#してゐる〇 

ルーズヴ h ルトの一一-一丨•ディールは恐慌の原3が、 K 銀切下げ•產業<2理化 —— 失龙•購«力減少——過制生産 
—— 生淹制 PJ4 等々の H 先の利潤 2: 追求する一聯の资本の政*にあること 5: 洞枝して、时&支出による失龙救濟と利潤 
の I 時的锚牲による It 銀 1 JI 上げ —— これによる購《力の坩大——设鉍の闼役 —— 利潤の增大と- i ;* ふ逆のコースで恐慌 
の打開 srgt つたものであつた。だがこれは、迕本の强硬な反對と递 M 行爲に迥つて充分成功したものとは云へない。 
ナチスの恐慌打問策は M 政支出による人 G 的市级仞狡策と云ふ點に於いては、これと M じではあるが、前^の如く K 
銀引上げの itt はとらず、逆にこれ sriti 低 K に据き•就龙人ハを坩加せしめることによつて恐慌を打開せしめんと試 
みたものである。先づ財政インフレに某く公共土木- It 戈によつて失業が吸収され、牛床^段部門が先づ话況を早：すれ 
ば、それに従:-!1;•する匁俲漭数も增加し、かくして大衆の購 W 力は增大し、この： a 役は m 费资料部 n にも及ぶ。かくし 
て土木氓戈や生^尹段部 n の活況はやがて全経濟の活況となり、人爲的钕鉍は TE 常：^ M に移行すると云ふのがナチス 
經濟珂.、1采の常初の艿へであつた。ところが|';艰惝の强行、鞔時«!制への進行は#態5:一©させた。過剩生產は轉じ 
て過少生産となつた。^民の泔奸：卽約^货鈒阆定策—沿找财生淹の超迫は’抨：水備轻濟の至上命扑と化し^^かくし 
て n -: 常姑 M への推移は：个可能となり、种ボ備を鲨次强化する方向へ熟狂的に向ふこと ゞ なつた^第二次^ヶ年訃进は 
エ栾部門 















後 « ナナ K 治下の r イツ JS 濟 A « 濟政策 -- - 
か i る®)向 5: 愈々全面的に現はすに至つたのである。 

|一第二次四ヶ年計畫 

一九三六年九 WQ ナチ 5大宫於てボニ次四ヶ年扑 f 赛した I ® 中泛？ラ1は次 S く述'へて—」 

「ド イフ-」 於いて！一純然たる K 8 の s 、 Is 地 S たずして KI 4? S とは、 i 乍ら無— 
には爲し能 gi」K イツ Q — は、 sslgs は，食 SS 料—貧給し行—に— 
からである。 . だからと云つて徐出の顯背な增加を近い將來に造し U る让込はない* 

從つて S 篇窠衣鋈鳘ぴ翼指導®任務は、•トイツ於いて必ヂ适料、 m •料3る H 

生產ン— 詳細 S 討1 S る。かゥし S 約し行た外 S — は、>後食 SS 保す—一部に當 
て*また M 内で到底生產し2い材 SW 入に充常すべきである。而して予は茲に新 W ヶ年望 ts せんとする 
ドイツは四ヶ年以內に、次£ての材料、卽ち我々の技術、？の S 、 我々の•爲により、更に我々自身の祭 
こよつ て、何とかし5られる？ Q 原料については•塞に外 W より SV ねばならない」 

こ、こ述.へられた®料足政策は何も新しい政®ではなく、ナチスが從來行つて來たところ？0ですり 
また 各 られ る—ろ？？ある。これ S 化することは、旣に5タル丁政策が W 8 龍係に於いても 
S 経 isusil じ2る現在こ Qsf 加 f し111は1に f ないこかも 
これ— ねばならなくなつた所 U は•坑一次四 $ iQSS § Q ドイツ爵 Q 狀 f 见 S 溫 iQ 
iss — と S められねばならない。？節一次四ヶ年計 f 通じ SS び半|§入は S したが L ' 

完成品 QS はこれた。し t 笑原料 S は赏し繁品 S — は—した。また sns 缺 

乏し • HAi 外受取勘定は惡化した。^出は一九三五案稍好轉したとは云ふもの\ヒットラ丨の述べる如くその期 






著な增大は期行し n ない取 fpf にある。かくして轮入力は S 5 W となる一方 •$?. 入の必要は押：水備の强化に作つて谷々增 
大するのみで—。か iJlv 情に加へて、35一次 ra ヶ年計迸の公井土木 : -iif W 5 K 溢ブームも饱和黏に到 ili して、失 
无齐の- W 榊加、 ft 氣の逆轉 0 S 念が頗る fiJV : となつてゐたのである。就中、再取備の强化、 M 防 SS 濟の確立は、 W 際 
情勢の惡化とドイッの ff 外要求より M . ても愈々^務となつた。 C のためには W 内*海の51に轿枨的 ra 發、生產力の初 
as 的拽充、代用品 x : l の 1 W の® M 5: 計らねばならない。また说料其他の物-*の S 給«制 t 强化して、益々これを 5 K : 
: Hm に犯中し、或ひは祛 mH 龙に [ S 1 けねばならない。而してか、る取沿產力按充を迪じて再失戈の懸之のある分 
俲力を吸敉すれば一石二鳥の策である) 

耵一次四ヶ年 M に於いては、 i 以来のドイッ SS 大な遊休によつてほぼ足ゎたのである。— 
|2说をフルに速 W せしめることによつて遊体^ 113 の ft 拉$:減ずる C . とが出來、かくして利«は增大した' と c ろが今 
やこれ 5: 按充せしめねばならなくなつた。再取偏への一路邁進、これが 35 二次 ra ヶ年 ^ 来の极本命®であるが、これ 
によつて財政は愈々眩股し、 W 料の缺乏、竹铕の mJl 、代用品 X 龙等は生 m 费を益 々 ir : i める傾向があり • S 性インフ 
レーシ■ンの懸念は餌る a い〇從つて愤格の«制、«鈒の抑制の必要は益々强まるゎけである0一九三六年九月の» 
大分でヒ7トラ 1Q 新四ヶ年訏茈の S 炎と並んでゲーリングの nlrc 尚定策が党-;-3せられた C . とは、旣に述ベたナチス 
経濟政策の特锊が、35二次四ヶ年^塞に於いて益々發择せられること t 物、 nllo てゐる。卽ち sitve 品生苑の大«供給を 
確保するためには*一定の利潤を保3せねばならない。生產费が® tt するのに製品怕格を抑制し、しかも利潤を保«3 
するためには* K 銀を抑へる n 外に ils はない。しかも mft 財 X 戈は«牲とされ，消费8約は绝對必要とされる'$取说 
«制に於いては* rlffi &1 定策は免々强化されねばならねからである。 

以 . h の如く拽時の fj 給- H 足«制を1!ざして始められた笫二次四ヶ年計迸に於ける、 W 内炎® IV ]發、代用品促 2 L 




















S ナチ 31 治 F の K イツ S 濟 A « 濟致策 一二六 

政策の效#はど*^であらラ' ドイツが'^給し^'.る'^®咬料は石炭と®^であるが、石炭®^^增加は M 輪力®不足 - 
と坑夫05|乏にょつて你&鑫し、一九一二八年には^■ろ'^ Q 減少をすら示して'®る。^^®生'^加穿しいが、 

その.：5要もまた取宙の激增に作つて念々增してゐる。然もその哚料たる飪铕は七七>*/までスエーデン、スぺイン、フ 
ラン5ょり§入に仰い S り、 © SR 生 S は I 九 I 一：七年にはナチス政權成立常時(一九1年) S 倍餘 
に增加してゐるとは云へ af •要の二割铨を:) t たすにすぎない。 1 ¢他の - R 要 W 防! iat 源は悉く自給不可能であり、殊に石 
油、各« 金 3?、ゴム*棉花*羊毛等は不足が兴だしい。ォースタ='1介邦前のドイツ主#箝物.« 給牟を «. れば、石炭 
(一二0>クし、嫌_(二三％)、銑«(一0二尨'<_ ( 一一%)、® (ニニ^)、錐(七〇涔)、マンガン(0%)と云ふ 
狀態である〔企寳 K 「企 nJ 第一卷七*一四 M )。 また一九三五—三七年の平均に基いて w - 出された0給率 (+ IX 夕 *—*: 

含む〕を ii ると、贽薄 (二九％)、銅 錢 (一二四％)， 鉬 (一四％ )* 鉛(三二 VI )、®鉛(七三％)、マンガン(五七％)*硫 
黃(二1%)*石炭(11九％)，石油(11%)*羊毛(ーニ％)*パルブ(四二％)、木衬(八一％)_一7ケル、|«金《、 

描花は 何れも 殆んど全く n 給不能と云ふ冇«である(「《勢グ，フ」十三年十一月*〕。 

ドイツの 卓越せ る 科^と技術とを動11して、 WIS 衣婭の開發、饮辣の氓 J 1 に努力し、就中鉍绳については硓酸分多 
き wrtJt 鑲迟8?のための「選|«處 fl 法」「酸性馆解法」等の资违を兌、元來飪銪*源に乏しく (!»: 界の〇•六％〕、しか 
もその品位は劣惡(嫌含有分、列 W の五 0- 六0%に比して K イツのそれは三三%〕であるのに對して、それの充典すべき 
問發、利用5:1'>}]始し、设近に至っては從來採掘されて來た主要铵鏔床ジーガ1フンド地方に對して、パィ.不*ザルッギ 
ツタ i 中心 SS 竹 S 方 QE ® に泛自ら乘®'出して、§2ヘルマン ； i . N £ 膂を新設するに至 
つてゐる(一九三八年七 H ) o かう して一九 PJ ra 年までには WIS 绒縝生產を現在の四倍に ifti める 意氣込みである i M く 
M 、 ^ s でやらねばならぬと 云 ふ - It 情が. II ら-不す 如く，生 ? Eft は« く* 典ら W 防的 tt 地からのみ採.1¢を無視して試みら 


れてゐるものである0 




れてゐるものである。 

代川品丄戈に於いては、その硏究は旣に¥くより rye 4 J 手せられて技術程吹は列 W に比して姐る商いが、その生砟费の 
岛膜、品苡の低下は米だ如何ともなし難い。先づ人迭級維(ス•フ)に於いては笫二次四ケ年計进の終りには、これ 
を以て棉花ぶ要 M の^-額、猞入羊毛の二 M 5: 代用する^ iff であるが* K •フ製品の Iff 格は一九三五^ { M 時は綿糸 M 格 
の二倍に相常し、羊毛に比すればス•フ製品の！£格は安いが品 tt は遙かに劣る0 
敁も問題となる石油の E 給牟は前述の如く！§る低く* wrs 要は激增する一方であり、しかも鞔時*:思へば设も变 
进すべ9-狀態にあるので、人边_心油エ龙0發展には大苋となつてゐる0石炭液化のためには褐炭资源が大なる役剌を 
演じ•通常炭も液化せられるに至り、フィ，シヤー法を始め技術的致^はめざましい。その主要企龙は旣に述べた I . 
G 染料伶) lits : 始め、石炭|#1係の各大企龙であり、阈：水は祛入石汕に對する商率課{!>、液化狡備の新^及びその生淹に 
對する苋大な袖助金支出等によつて手 J 1 / い保^ a : 加へて：5る。天然銪油の wrt 生 m 額は一九三一ーパ4^二十四萬瓲より 
一九三八年約六十萵瓲へと！11^近くの坩加を，小し*介成揮發油の生產は|九1二八年には百三十 3 S 瓲に述した i 云はれ 
て：$り、 2 S 油：^は并しく S しては—が、その轮入はまた禁し、一九三八年には一九三一二年に比し八制五分 
の坩加を > J > してゐる。のみならず、他方;! K 料たる石炭、褐炭の4:産が f ? 滯し始めてゐるのであるから未だ f '1 給は前途 
遼速と云はねばならない。而して^入石油の {{! 格は一立 V :?り六べ-1ヒ以下であるのに對して、人 is 石油は二十二べ，一 

ヒと云 SS 格 S する£ S る。云に更 SS 如患 SS 、維 S た： Q 装23悉^： r ? g $; 'へる時に 

は，石油び自給. U 足 Icfji のための费 ;! J は洵に尨大な ものとなる わけで ある。 

人造ゴム(ブナ)は代用品 H 求 S も技 SS 述して—部〔であつて、&近には.2§见そ§に於いて天 
然ゴムを凌ぐものが出現して ft るとのことであるが 、 It 地使用の姑 , 4!: について はこれ は疑問で ある〇そ < o %^:«± 人 















後®•ナチ K 治下の K ィツ銪濟及* S 濟政策 ーニノ 
1油と S じく E —?— が、— ii 於けるブナ SISSIQII して—。 

is く代用品 Hi び KS 1 は K ィツ sf 篌1、そ— SW し S とは2もの、， 
K 1 I 分に1には未 S か U ? 且1 S は SIS 。 I これ SVI 12? し行る 
ために - H 、 Is 袭1り4かに大なる S 力—とするで—ぅ。しかも為力宗二次四 
ケ年誌こ M 入3來過 f ころか、濒く不足—げ、 is ? は势5©み——®ハ不足 S — て 
生じ*これ 1 S 1 る問？し SKSVt 。 1其 slg い5代 SQ 

可能な餘 SS る少 く、 義§2结美$し®、大 S 益力 — f I ' しか&られ S 8 SE 
f は人力 S ては如何ともし嫌ヒ定 S 界が I 。玲 S 2、® 入力 S 大と云ふ登部涅打 §1 める 
ことも Hssst asm 兹約にもが—。—し S 二次 5 s§sfSESSKf 
云ふ方向 Q み hi ょ？は — s なくなつた。再取81な19る S ほ£別君方§、換 U ， れ s 
土の按报1れ S な— S そ QIQ 方向は北へ向つ5 ル t ク—へ* S 東へ向？ウクラィナへ、 
或は 4 S 1 S て ダ-一 r ブを下り.、 U へと三つ SS へられる。面し51翼他 S 治 SS の力 
向はさて？、票的—2しては、 ISS へ SS 4 抗&くし V 、しぁ 
ることは容*に考へ得られるところである。 

ドイツ sf す S 2 SS 1 S 诿に於いて S 人れ tis 来、これ S て i ツ ii 5 S を 
一先づ完了しうると SS 。 裘 si 十年叫 usf しい SQS であつて、ドイツ S 人 SS 二 
割はこ、か—る。菜酞 U と？ —は1 SSS な取引1?、利にドイツ 
こ資り、ドィッから取*=00ゃ問發拽«を5|ふことが出來る。 


I 九三八年に至つてドィツは遂に i £ 出を開始した。3:年一二月索張らしい早*でオースタリーを合併し M じ 



I 九三八年に至つてドイツは遂に i £ m 5 r 間始した。 H 年三月素*らしい早業でオースタリ-を合併し M じく十月ズ 
デーテン地方を併合した。越へて本年三月には遂にチ h ， n 併八"を. w « した。オースタリー合併のドイツ H 1 I にとつ 
ての收拽は、： ES の金 《•««* 殊に班 IK * 源である' ォースタリーの3 s « 確 Klf 成 V :は約二位二千萬* (ドイツは七位 
二千萬！ a 〕 その»分含有 it は七千七；6萬% CK イツは二位：|一千八百萬砝)と稱せられるが*その氓娈性は*ょり4玆にあ 
り•その良 M - なることは世界第一のスエーデン_と並び稱せられる。またその»嫌^は fir 枞の十位内外に位し *SKW 
H 龙に於いても1¢採的に ^ 名な大企龙 ( 侧へ It スタイケゲウ X 1' 匕，— *. 0，*ン等 ) 5: 持つてゐる。この他 , K イ 
ツの*源缺乏を補ふものとして、マグネシ-•丨ムの產額は*/聯と並んで1«:枞第一であり、鉛*亞鉛*«等も^過し 
得ない。更に林戈及びパルプ生南* a-w な水力资殺及び水力%^准* (その«存水力はドイツょ9二い 1 Ca ぎない〕、 

或ひはまた治金機械*班雄 X 戈等がある。然しゴム、羊毛 * 棉花，油脂、效物岑は不足してゐるから•これはドイツの 
ft 袖とならう。敦字は古いが - 9 . 1 迷の芘填： fw の *# 物 -« 自給半は， fr 併後の悄勢についての令 J 5 - となるであらう。 

次ぎにチ'!， n のエ龙は贞南馱随1である0チ1，コス11バキァは灼オースタリーのエ-5|生產力の八割近くを琪承 
し•しかもそれは袷んどズデーテン地方に犯中してゐる。先づ注 H すべきは也エ龙^.產と：451 H 戈である。チ**，コ 
は跣嫌、鋼班、石炭並びに « 炭に於いてはドイツの約一刘に迮する生產額を有してゐる。特に石炭は5!從で然も品 55 ' 
良好である。またマグネサイトはオースタリーに次いで歐洲第二*ウラ- 1 XI ムはベルギーと並んで HIC 洲笫一、その 
他鉛、銀、金等の生産がある。チ h ， n の取溢 H 1 I は1¢林的名铥を博して W り、その生淹能力は K イツの五*' J に及ぶ 
と云はれ、これは S 4 在のドイツにとつて何ょりもの牧棰であらう。殊にスコダ取？？ H 場は世界. H 指の大工場であつ 
て、2:の外にも敢 r4 の li 大兵器#* t がある。チ h ，コの兵器輸出は一九三五年には世枞の四割餘を占めて竹位にあつ 
た。これら大企龙は兵器生產のみならず、棵«、機關卓その他の觅：丄羌品の生產者である。この外、硝子、裝紙、パ 
H 業 》 n 一二九 















後 « ナチス治下のドイプ舞濟及鰱濟政策 ----C 
ルブ、化#、籍、 i 等 SH ? 1して—。而してそ入 U 仰ぎ、 wlf して輸出 
して英大な 3} 出33過をで V 來た^*けに、ドイツ96當策がこれに通用せられる^*合には®不 H 桁化が豫®さ 
れ、またドイツ Hf 並行するチ；コ HfQS 摩格が—せられる。何れにしても、 WW の併合はドイツにと 
b て不足 SQ 楚、 siss 、 外 SSSUS 火11すべ—とは ssi 。 全領域を 
打つて一丸とする生產力擴充、問發が現下の問題となるわけであるが、ドイツが樹もこれで充分と感ずるものでない 
ことは云ふまでもなからぅ。 

卽ち一九三八年はドイツにとつて、以上 QSK 外進出の24期的な年であつたばかりではなく、 C れと^脚して、 
丙部©線の要紫は tfts 3 れ、ボ備も亦割期的に增强され、現存の生産設備と^働力とが4た Jti 火 wi に^張せしめられ 
るに至つ51る。一九三八年 Q 初 f SSS んでゐ5:錄失 i 數は、 E 年 Q 九月まで Q 僅 - AQ 期問に殆 
んどその五分の一に減じ 〆 働力—は fatf なり、生產—も—力もその活動能力の殆んど限—にまで動 A 
せしめられた。しかも歐洲の W 際的危機は益々切 ia し、英佛の艰備擴银もまた進 M し、ドイツの眾備擴張は愈々押し 
進められねばならぬ情勢とな'〇て來た。垠泔赀は益々膨脱し、現在の生 m 力ではこれ以上の511:35に應じ得ぬと云ふ!1 
念が tsJ '/- となつて來たのである。一方、一九三七年まで增加の进を ii ! ic > て來た松出は H 八年には減少をハ小し、徐入は依 
然として坩加してゐるから、种び四适馬克以上の铪入超過を-不すに至つた〇かぅなつて來てはインフレーシ讀ンの危 
險は!! K る濃いものと云はねばならない。昨年末の財政危機とシャハトの返場はか、る^態の反映であり、今年三月に 
於ける W 政政策の ♦•$ 換 Q 1 I 4 S 租稅證券の《む〕はか、る危險に對する防止策であるが、同時にェ类統制の部 ffil に於い 
ても轉換が必要とされるのである。 

卽ち股料も H 2 備も努觔力も不足し、設備は過大使用によつて热拟し、また未熟練ェによる熟練工不足の袖充、勞拗 


時 HI1 の延 11: と匁働强化等にょつて分働の牛：產能率は低下し、從つて n ストは低下せしめ得ず、利潤もまた減少の傾向 




時 till の延 ii- と分働强化等によつて勞拗 0 生產能牟は低下し、從つてコストは低下せしめ得ず、利潤もまた減少の傾向 
を-:小し、物 la の M - W が顯著となる愔勢にあるのであるから、統制の强化と八：： il •化政策が必至となるのである。茲に U 
も必要とされるのは產龙全 «fs に對する原料、生 m 手段及び分働力等の 3 1!: ^役先制に基く fid 給統制の强化•生產汶備及 
び熟練エの有效なる動=;、経兑の介理化と分拗能率の引上げ政策等であらぅ。 

か\る H 龙に對する政策の轉換と並んで、對外進出要求は益々熾烈となるわけであつて、)}£南歐政策は JJI に强化 
されるであらぅ。本年三月末にはドイツ•ルーマニァ轾濟换定が締結されて、ドイツはルーマ11ァに於いて石油、 
飼、5¢钱鑛、ク a 丨ム、マグネシューム及びボーキサイト等の炎 SI の開致分社を招 M 合併の形式で設立すること、な 
り、ルーマニァはドイツより教泼用機械、 IJ 備及び兵器の供給を受けることゞなつた。 

第三節ドイツエ業の現狀 

以上の如きナチスエ戈政策の -SM とこれに作ふエ龙の動向を*次に袜計数字について見よぅ。 

( 一 ) 生産手段部門と消获*料部 n との跛行 

次揭衣について M るとナチス政榷下に於けるエ龙生產の H ざましい«進が先づ矜取せられる。 H 戈總生產は一九三 
六年には既に恐慌 Hfr の水準を突破し、一九三八年秋には三0%もこれを超へてゐる。ナチス施政 Ifi 前の一九三二年に 
比すれば二倍半に近い Ki£ であり、第二次四ヶ年計*下の月平均1 ：- 加率は0•八％であつて、これは tf ての ft# 大戰 
直前数ヶ年に於ける未曾有のエ戈增 m 率に比しても二倍半に7?る。 

かくの如き生產の K 進が何れの部 n に行はれたかと云へば、旣に述べた如く.專ら投许財——生產手 S 部門に於いて 
であつて、生產手段部門と消费*料部 n との粧行は數字が明技に-不してゐる。一九三二年より一九11 i 八年九月にかけ 
H * 部 n 1三一 













後編ナチ K 治下のドィッ»濟及 t < 濟政策 111.111 
て投* W 部門の生? I は] T に四倍餘の*增を-不し、*に對して消押財部 n の生 (1 增加牟は五割强 u 止まる。而して生產 
手段部 n の生產增加が專ら眾. aiHIR 生産力の拽充に外ならぬ C . とは云ふまでもなからう。十 . jt 財生産の蝌加のテム•ホ 
が一九三六、七年に至つ56し*一九三八年に冉び&速となつ5は、 K に述べた如くナチス S 濟政 S 行誌り 
とその打 ra の爲の對外進出の必然性 t 物 l ^ i るものであり*また、その結果としての昨®の抖取倘の B 進を示すもの 
と云へよう。 mftM 部門が35二次四ヶ年計*に适入つて愈々衿滞を.•小せることは、 W 防経濟«制强化の必然的結 iR と 
して注 U さるべきである0 m 我財の供給が«慌前に比して殆んど坩加してゐないことは、この nil に於ける人口の增加 
と併せ考へ、また代用品 Jt 他に*く消#财の K 的低下を^*して、 M 坟生话の低下を..小すものではあるまいか。 

產龙部門別に U る時は轶鋼龙、機 «X 業、行動 41 エ戈等の取 ;*/ 關係エ龙の6|1進と紡織エ戈の柃滯が右の ^ 情 $: 明ら 
かにしてゐる。この«合前述の一九三七年以來の炭坑戈の生庵 f ? ffi は 5ri ;« 生産力捩光に於ける 8 K - 釤となつてゐる。次 
ぎに表には.-小されてゐないが*消費 R 部 n 中*采具、ラヂォ機 o^o 
が衣服*食料等の大衆品の生産增加よりも大きくなつてゐることは、特記すべき傾向である*これは一面に於いては 
跛む漦鉍による收入の«向、眾宙-丄で關«者の收人增加を反映し、他[61に於いては限られた材料を利益の多い岛級品 
生産に向けようとずる生 jt ^- s の M 1 S 1 に基くものと思はれる。 

ドィッエ •« の生產活動 

睢| _^ «數 C 一九二九上09 i B 年均生康 ttC 單位千* <) 

ftftitt 0S «« *5C«I 車 》« * 鐵 « 鐵石炭褐《 

一九二八 <<•{£• _1 た*10?-< 3 <il <<<<■ 一 * Is 一一 r 5 •一 15 s 

一九二九 §-0 -8.0 -8.0 -8.0 -00.0 -8.0 ns . 3 s、s 一 ,, ", s 八 
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2 ナチ K 治下の r ィプ转濟及箱濟致策 ニニ四 

(二)資本の集中と獨占の商 m 化 

ナチスの紝濟. w 編成とヱ- 1 統制及び再 5 U 備政策が- rt 本の槊屮をぅながし*®占の irs 度化 $:* してゐることについて 
は*旣に述ベたところであるが、更に一九三七年十 H の rr 株式 f ? 社法はこの傾向を促進するもの.-ある。これにょれ 
ば资木五十茁馬克以下の株式 frwt は新はし n ないこと、なり、從來のか、る小株式分社は合资又は合名 fr vt に改組せ 
ねばならなくなつた。また株式の額面は一千萵馬克以上に制限され、株主の植限に钱梵されて、指導^ KI 理が株式 fr 
社の經 S - にも TC 徹され大企龙采の威力 S : 加へることゝなつた。次表はナチス政榇下の株式分社&の減少とその規模の 
捩大、特に五百茁思克以上の大企業への資本集中の壌 K 5: 示してゐる。 


•トィツ株式資本の犯中 

k . 仝 r ィッ柞令：ドィッ株式 
ネ■1!_〕 


キ會 _£| 知 JS I 一麗 i _ 

一九11一三 <、5< -!<、1 S 5 is.、i 〈一 all 3-« «.*£ 2< 一*.一一 S 

一九三四 <、<K lv、<s ll'wn*,s 七八 - 4S 一 -; 八 ic n 、i 0 一 , -. S 一 

一九三五 七 、 i 一へ養 _1 、SA ens s 〈 一一、差 

一九三六 七 '10 B 一へ皿 一一、 5; 八 A 气 i B 一一、 sn 、 三 0 一 ™. i 
1 九一一一七 一 osi 一八 、 i 气 一一、 A- 八 《 *s 气さ八 >*« 一一一 一 i 

(wiftschaft und statist ? 1938 •ーレ?『 7112.0 

次ぎに、企戈利潤について伯林钕 M 硏究所の調丧 ( M 西杻一九三八年十二月二十三 Htt 〕 を兑ると*主要; •■ KTli 株式分社 
(約一千 W 百肚)の製品販賫卨は一九三五年より一九三八年にかけて六三%の增加?:示し、これによる純益金は同期!; il に 




まで Q 中株式科社 


双(百萬 


五〇〇萬馬克以 

上の大株式會肚 

fr fhft 公稱资本 

(百萬 



てゐる。從つて販 S に對する2金の割合は M 少を.：小し、一九三五年三 • ■から一九三八年 













二0%の坩加5::小してゐる。從つて阪寶に對する2金の剌合は減少5:.:小し*一九三五年三*■から一九三八年 
二*四，%となつてゐる。阪僉の利益率は減じたが、皈«.::!の增加にょつて«!收益 1± 增してゐると云ふ狀態である。販 
資の利益率は一九三五年まではめざましい0报を-:小し、一九三二年の純拟_四_%から轉じて一九ーー：五年には前記 
の如く純 S 率三•三匁になつてゐる。何れにしてもナチス政策の下に*本利潤を增加し、三五年以後生/ t 収资ぬ常り 
の妆益率は減じたとは云ふものゝ、资本に對する利！ K 串は增大して K - る。 

ドィッ H 龙收益率 次ぎに注目すべきは*本銷却 

a 一九三 Bsj - -fc n a j 九=五年七 A 一九111六：+ 一九三七年 
至 i 九三五や六 fl 至一九！11六3•六 sc 下牛»1下牛期 

« ffi 工業 7<%-.3% 予一 M 
基礎** 子〇%71% X X 
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(三)分®者の狀態 

右の如き企龙利潤の增加に比して、旣に这ベた尚定政策にょつて«錤は殆んど饤付けにされ*恐慌 Bff の水準ょ 
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額 Q 著しい增加率でぁつて、六 
分以上の株式 i !< viv 制限政策以来 
特に期著となつて來てゐる。從 
つて收益牟 i して現はれざる收 
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り も 二 S 上低く、！九ーニニ年§8ドン S 菜よ* t - w 低 i -。 S # 指？ SS 3 USS に比して.® 
化しては.3な&であるが、ナチ K § ss 1九三二年と比較すれば狀 SS は明 K である。 © ち一九三二年よ 
り 三 八年に SV 生茲 li 約 3 S 1 して—2、諸 f SHS は約—牛、不 iHS は約三'^ 

の低下を-:小してゐるからである。 

次揭炎は一九一二 八 年 ii 至つ て 1§强化 QiS 讯、年 M まで你百承を®へた失^^数が秋は-^んど五 
分 Q 1 S じ、 S 力不足％漸く—と S た s 、 SVSSSSW 漸く f くなつて來た1してゐ 

る。而し VH 逢落簡袋を C 益及び混茜に？比学れば*益力®®^が專ら喂に於いてれは 

れたことは明らかであり、兩部門の跛行はこ、にも7;-取せられる" 

落力の一般的不足、就中 SH 不足 S 向に對しては、 S 力 Qi 、 SSIQ 押編成等によつて 
現在の勞$力 Q 合 K 的—を行ふのみならず二方不況 S 1 た*し SSS 止は—、一九三八年六巧 

の命令は zils 1全 S 一定期一一益容堯 M 1 1めて I 。またナチス政煲初 n 来®人 S 庭 

へ SWKI れた LMS らず、 M 人 Is 少せす、むしろ SS 向 S し、—も—一九一二七年十月、 
姑人分： C 溫备除した。 S 的に熟練ヱ■成することはとな D 、 耑ヱ®に於ける樂銎が妓も審 

な方法とされて tu また S 期失1に S — ひ， sis 編成によつ5§止むなき S つたも 
の等の wanl 練が試みられて ft る。 

一方生 sssq S 第眾大.£2も必 S される QU 、 §力£菜く S となつた今日、分働 
の强化丈必然的であり、しかも rlfli は 1 AI も P .1 定せられねばならぬと云ふ狀態にあるのである" 



働 H ェ 
時®業 
間り勞 

平働 


ヤヤヤヤヤぐヤ⑭者 
欠茺巳3 5；た2 3勞一 


ss^s 

(單位千人〕 

1、s 
一 !!、 i 

rss 

tMK 

一 r 5 
i 
s 





























農業部門 

第一章 戰後に於ける ドイツ農業の諸變化 

第一節 ドイツ農業の 資本主義 的再建とその諸矛盾 

戟前のドイツは食料及ぴ詞料の wrt 供給5:以てしてはその人口及び家畜を®ふに足らず、多®の生活資料を袷入に 
仰いでゐた。生活資料の论入はドイツに於ける H 姑差 S の主要な支拂項 n であった。加之•ドイツ15業はその主要 
な生産手段5:外 W から得てゐた。束部及ぴ屮央北部ドイツの大經 S は、 a 年外 W から大 K の安 fil な勞俲力の供給をぅ 
け、西部ドイツは安 Iff な外《韌料に依存し•更にドイツの土地耕作は外 W の化學肥料に俟っこと大であった。大®は 
これ等の世界的關聯を失はしめると共に、匁®力及び炎本の IU 失によって A 業生產力を掙度に HH 4 した。土地收瘦は 
越減し、特に采杏所有岛は念減した。大戟の結果«土の丧失と相俟って、土地力*«畜数*凡ゆる稀類の經旮手段及 
び穷拗力の減少は、ドイツの XS 3 I 生 m 力の五91%を失はしめたと云はれてゐる。 cvgr * 5 c dculschc I.andlschan 

<0=c* C 3 ^ - s* X- ^ 3 

然し C 水杏數の lei 夜は、長い nil の耕地荒钱の修沒よりは <:3 然速かに! ffi らされた。 一九二八年.には旣に牛の頭數は戟 前 
の水準を3:役し、又豚の頭敦は一九三0年には1九一三年の如數より遙かに坩加して二千三百四十禺頭に逹した。牛 
乳及び乳製品 m 格は is 龙生茚物 m 格よ〇比較的® -^ したので，乳牛城数は年々村加し*牛乳牧益は戰前の 水準を取り 
S 業部 e 一三九 
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S ， 多く老上つた。かくし V 、 II 力は土於 V 、 is — 
につれて K 8 E 1- 利用し得る小、中經资に於て先づ&速に罔後せられ た- 
相科的. SS 來 Q ドイツ SSQS は、 I 2 U 於で f 著し VQS つたと： M へょぅ。そしてその 
再技は合 K •化 Q 2 Q 上に、3安定 S 來§罢本 Q 、 强力な、且つ i 的な—2へ sf S つて、资 
本、王%化の方向に向つて行はれた。こ© M 向を剌戟し、促 ilfe - tt - しめたものは it -! t {{ rtFi ^" 落に n ふ物 ( ftIKtt -^ に S 3 T 
生産手段 S 以上格 S ® で t 、 袋 . SS 定後' 大規 f S 金、 tsslQf と？—はれた 
新ドイツ SX の典龙救濟策でぁつた。 

卽ち；：！；大1外 SSQ 上 sii れた . i 5 i 濟は、 S 故5常時？イツ SSSKf I らはす 
ものではぁつたが*■それは H 時にぬ^に於ける技術的改革5:ひき右こした。生^技術の改萆、以：のエ戈化の jfe 域の 
特質の一は§蕃特に大 sf 於ける§用機8著しい竹及 S する" K 前に比較して 1 Q 爲2の狀況 
は次表に：；^す如くである％、小 SitJc にあつて lilKW 行及 Q 3 F 加 Q 割合 Q 大なるに比して、そ客及®度话然として 
小さい。 五へクタ-ル 以下の経 Ks に於てはその报か〇•〇九%がバインダ 1 を^ち、0•〇 W % が十六思力以上のトラ 
クタ-を、〇•一四％が施肥袈械を所布し*揉機に於てすらその牧及は三•二％に過ぎない"卽ち小釋にあつ 

ては機械化 L 兑られず、罡播雙び装機©數益加が W られるにすぎない。 
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抜術改革の 35 二の特 gr は*その拽械化の n 質、特に動力拽の增加に? f する。「コムバィンに取りつけられてゐる三〇 
乃至™〇頭の馬が推縱し^い«觔機に取〇換へられ，打兴搜にとりつけられてゐる Jl'iG I 掊轆轤が te^K モ-クーで W 逐 
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後編ナチス治 - K のドィッ Is 濟及艙濟政策 tll = 一 
されると始めて機械的な牧梅方法及び收桠物坫製方法が5;速に荇及するに至つたのである。 fF て H 戈にとつて蒸氣機 
關が演じた役 SIJ は A 戈の® M にとつては®動機 I 内 S モーター及ぴ. , 4£鉍モーターが演じてゐる」02亡ヶムパ-7 
ィッに於ける£*恐慌」、<|*問8!»究分方«「<!|*2:慌」糸一科一五九»*〕1九0七年二〇乃至三0馮馬力に過ぎなかつた動力 
機は二七年には約二十倍四百萬 A ! i 力の. VE 動機に E きかへられた。ドィッ i * l - ii の發域は全くこの上に行はれたと云つて 
もょいであらぅ。小経^に於ける機械使用の增加.±主として小 si 校の- ia 戈生産にとつて非本 W 的な部分に S 3 するもの 
であるのに對して、大轾旮に於ける技術は兌的にも钉的にも發战し*從つてドィッ戊龙の资本キ：戎化は*特に1九二 
三年の Itfflffft 媳安定後數年 nil に於て、地主絰??乂は大經兌と SK 1 経 S - との1:11に於ける技術の it 的な义 K 的な差5:益々 
摈大せしめた。 

〇12戈！化と M じく、施肥及び耕作方法も合理化の基準 
I , の上に frM した C 上*は化學 E 料《給， 1 の*=加)。そして機« 
aft. 使; 1 ]の增加が£ 1 5*鉍仪を決定し、 r _ f 穷働其數の指針とな 
1 ると共に、施8£ハ-|«*の1<->"加と«|俟つて、^龙経兌は也^化の 
1 方向に押し進められ、ドィッ苡戈はこの合理化の地览の上 
』 に 、 ft 本虫其的経兑の地 S の上に、一好の發 M が期待され 
1 たかの如くであつた。+.要玟作物は1«に一九二八——三 
edco 〇年には a 前の水準 t 取りもどし，その生產力、へクター 
CM ル^〇牧播办に於て、或ひはその絕«數に於てすらも坩加 
の«向を-小した。史にラィ麥、馬分涑$を3:料として任:0:に增加することの出來る豚、非の他の«畜數に於ても亦增 
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加の傾向を - 小^地域に於ては^滯的ではあつたが - みとめることが出來た〇 

かくの如く二八-ーニ〇年 QS にドィッ沒龙は^ SQ 水^■盔¢21〈した％、作 u 利5さ笤る！ SJEQ 大 g による 

減 M は人口の紱少より遙かに大であった。然かも、出生串の增加、* ' J 溴された土地、 Mlvi 地*外阔からの移入等によ 
る人 U の增加の結果 C 1九三0半の人口數は戰舫一九一三年の九六^に及んでゐるごフィ麥-燕麥の生產は^か〇-か〇-その耕 
作而 S 於ても、 SS 於ても g ： 分 Q 1 1 五分 Q 一 S 少とな？—。一九二八 I 一二0年に於て作付面播の 
著しく捩大した小麥に於てすら十分の一の減少である。唯^銓袈のみ眾位收搜の拊加と共に略々戰前の水， に违する 
生痄岛を示してゐるに過ぎない。 

他方に於て、^業_の八：理化、拽«化證の進展に作ふぬ龙のエ產は、エ戈菜或ひは]5诺機^エ戈生淹に対 
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する關心を深めしめ、それ 
と共に商品生茚の梢大、從 
つて生產物の販賫獨占への 
傾向を ifji めしめたのでぁる 
が、戰後に於るドィツ a 龙 
の發 M は* ilm 生產への金 
本の進出に伴つて「尨 
栗の収益性の0役」しかも 
それは「エ龙化、合理化 、 ts 
準化にょつての收益性」の 
囘役の上に ffi かれたもので 
ぁる。從つて此の過程は一 
方に於て is 龙勞働名の生®: 
力5:增大せしめたけれ共， 
他方に於てそれに相應じて 
欠龙贪 5 :增加し* ffr 费为の 
膝 Jijf 力を減少せしめた 。 ix 
業穷拗龙の生産力が二 0— 
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〇 三〇%も增大したのにも拘 
, はらず•一九二八年に至る 
- までの名：：： 1? 奴は一〇/%の 
ヨ 蝌加を ii たに過ぎない。そ 

して一九二六年に五七千の尨戈失業！：力 »«■ は二七年には七一千、二八年には一一九千、二九年には一四七千、三〇年 

には一九五千に增加して fe るのである (statsischw Jahrbuch fflrr * dniUcho Reich )® 合理化と巨大な外 Na 用の 

結果ドイツ 15 濟は泔興し，それに作つ - CS- 物 la 格 ， fKtttw. た cafliiis: 100 として， 11 七—二八半 ) KS5 及び中央ドイツ 
に於ける市場 ffl 格はヲイ麥一五六、小穿一二七、《多 rll 五 * 大麥一 ralr 一三九 * aSErll 八 * 牛 A» 1 1 . 羊 111 四 ^-- 
乳一三 E-nilaft.sk. 〕 • それにも拘はらず、否それ故に *13 策生 ? r: 力の增大に fl して大衆の聃 
n 力と消典力の減退がもたらされたのであつた " 特に ft 戈生産の枝準化は、料料 • 肥料 • 种十 • 戊具機械等の ? nct 
格 . 或ひは借地料 • 租稅 • 公課 • 利 - f- 等の支拂から大轾 ??■ 乂は大 a 级經位ょ〇も著しく不利にある小 0 轾兑にとつ 
て、 5 炸物の阪路を益々狹隘にした。戰後 <« 化と -2- 本主在化の龙礎の上に築き上げられたドイツ沒尤の搏吐、發敁 
は、大衆の購 H 力と m« 力の低下 5: 伴つて、その中に過劇生庞の K* 因を含んでゐたのである。 • 

今主要 15 產物の te 入狀態の示すところ t 兑れば次の如くである。 (1) バタ—、茲菜 、 «3t 等は鞍後絕えず轮入超 
過の增大しつ、ある狀連にある C と、 (I) 小麥 • 苞卵 * 大麥、玉蜀黍 •«««! 子、油 sr 生 » 等は一九二七—二八年 
5: 境として漸次；； g 入超過 * は減少し〇 i あること * (■) ライ麥、燕麥、牛乳*チーズ • 肉類*校 Is 等は铪入超過漸減 
の傾向にあるが、その中前二 :? f のみ te 出超過に轉じてゐる C と。®ちこれ等ょり知り； 5 ることは、ライ麥， « 麥 ， Jfi=r 
鈴 * 等は、耕作面校の減少にも拘はらず询供給過 1 であるのに對して、動物的生 m 、 fff 肪 • 葳菜、果 « 、小麥等は供 
fi* 部 ni 五 









2 ナチ《治下のド4ツ«濟及》濟政策 二3六 
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給不足である cft ) o ドィツに於ては年々約四—五百35噸のラィ麥が食料として ffrft 3れてゐるのであるが、二八—三 
〇年には約八—八•五百花*«の收拽があ0、その餘剰は大部分 1 M 料に用ひられたとは云へ、- w 1 i 二百萬噸の«%制が 






ありその一部は外 wrli 勘へ、一部は W 内市5;5を動搖せしむる_«となつて&る。又思鈴蕲はその收» 1 !:|の觔搖；：1一五| 
四五&萬«〕に伴つて、设も机織化の闲雎な部|:である。11作の垛合には3内市提は¥しい供給過剩に兑舞|±れると冏 
時に、不作の2?合には豚11»1育の爲めの?4料に不足5:生ずる。從って、平$に於てすら潸在的過剩牛：夼は芯鈴*市撝 
を Igia してゐるのであるが、安 W な化吊肥料、改良神の栽培*尨戈機械の flf 及等にょるへクタール常りの牧穫の蝌加 
にょつて、二九年には四〇百*;噸、三〇年には四七百風噸に上り Iff 格を念落せしめた。 

( S 〕 典念 isw 化 ii — 役帝 • csl # に—も Q である。一九一三年に三百八十 Klsskc 数は一九 Hi 〇年には11 
十萬. iieL に«じてゐる。 * 

所でこれ等の Art ; 物の牛： PTC 過剩はドィツ0!にとつてどんな s ^ をもち、又それ5:どんな風に^化したか。 

今一九三三年度の耕地而狖別經 c 數を見るに、五へクタール以下のものは.六ニー、七二|で嫌經於數の五三と| 
Tcft «合 C %〕 匁を占めてゐるのに對し*その耕 
转 ffft * tt 作する面«は八•五^にすぎない 

が•他方雄絰兌數の一*% (一七、 
三0一〕に過ぎない100へクタ 
1ル以上の耕地面稍を^する經5 
は總面松の三七•九％5:占めてゐ 
る0 

しかし之を地方別に見るならば 
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後 Is ナチ K 治下の r イッ JB 濟及轻濟政策 二三八 
^•^•並びに^*咖ドイツ(朿ブロイセン、ボメルン、シ||レジイ？くメタレンブルグ等〕に多く、.£部(，イン，> , ド、パー 
デン、ヘッセン 等)は一般に五へクタール以下の小経 S が支 K 的で あり、 シユレスウイ，ヒ•ホールシ••タイン及び中 
央北部には二 0— 1〇〇へ•クタールの経 S が多く ii られる。然かも一般に中小経^地方が A 作物の複雜な*多角的な 
組合はせを有するのに對して*ドイッ東部及び北部に於てはライ麥が主要^作物で、燕麥 、思 鈴 31 が之に次ぎ、これ 
霉が此の地域にとつての主要市圾生茚物である。特に jK ブロイセンの大經旮は主としてライ麥の依格に依存してゐる 
のであるが、この結果として*ライ麥は锶设龙生產の八% 5: 占むるに過ぎないに拘はらず*戰後ドイッの關稅、贸炅 
政策に對する m 要な刺戟の一つとなつたのである。 

ドイッ a 龙に於ける指導的役刮は以上の如 s - Jli 部或ひは中央北部の大七地所冇术の手に ( S かれてゐることは明らか 
であるが*この故にドイッ a 業政策は效物政策の形をとり*^物の過剩に f - J - しては保護曲稅•轮入制 PJi 等の諸政策に 
ょつて愤格維持が行はれた。一方*動物的生芘はその?.:;い怕格水蝌から大衆の瞵“バカ減迟を敁も强く反映するので、 
この M 向は漸次に西部の中•小轾兑をして穀物生産へ轉向せしめ*穀物4:產をして益々過菊ならしむると共に*家畜 
生 m の東漸及び* alts : もたらした。 ep ちドイッ0戈の中•小經5に於ては、*帝の所布はその経 S を維^せしむる必 
口的昧件 e あつて*經5規栈の小なるに從つて利用«裕ょりもむしろ役-1?»としてあらはれる傾向5:とつてゐるが*こ 
れ等利び SUESSSfe する前提で—と s 、 S 地 sf 動€的__」代へることにょつ 
て現金収入に對する可能性 3: 與 へる ものであった。けれ共近米内北ドイツ*柬ブ P イセン、ポメルン笠の大 a 経^が 
采 畜生產に於け る « 準 化及び rlDP 贫生迮への 發展を-:小してゐる(例へば》生戌8この地域へ « 柊0にょってその一》を知5« 
るであらう〇一九二九一三〇半 K 於ける tf 生 甬はォル户 V - ブルダ九％、ハ/ —パ-九 *5 iv ウェスト7ァ|レンーー•六?. 、棗 rp 
ィセン11六.五% 、+ -バ！シュレジィラノ三七.1%と云ふ»字を示してゐ£ /この西北部及び屮央ドィッの屮 ]5 乃至は大总 


經位、並ぴに東部の大經资の坻約的な采击韌5への资《は软後ドィッに於ける經^组織及び耕作關係の著しい«化の 


經&、並びに柬部の大經资の抵約的な«畜韌费への资《は软後ドイッに於ける経兑組楢及び耕作»)係の著しぃ«化の 
微かであった。 

第二節 S 傻後に於けるドイッ農業の特質——ナチス盘業政策の某礎 

戰後•トイッ 15 龙が生產 G 强度化から牧 W の ilt 加5:來したこと、又この結果生産の過第がもたらされたことは前に述 
ベた所である。一九二八！三一年の!: il に$5物の论入額は三六位マルクから七 {£ マルクに減少し、小麥の正味輸入す 
らもニニ *0 千ドッペル•ッ h ントナァから五•七千ドッペル•ッ JC . ントナァに減少した。政府の：®入禁止•制限政 
策にも拘はらず、過一 « 物の增加してゐることは大衆 (»〕 «作消《は次 » 如くであるパ人 » 1人赏=>，キ0 グラム〕 

の過少消我が梁進的に播火しである結见に外ならな ，i 小* 大 * 

い0(£/ 一九二八—11九年 二《•二 ii si S<A 

一九 tl 九丄一一〇年 一1 2 A <101 
&龙«惊の徴候は一九二九年末に於ける二三の资龙 一九三〇丄 I 二年 Ifl *<.0 f ?裹 
部 n に於ける fit 格低落にあらはれたが、ドイッ S 龙の 一九111111一三年 aASA 3.0 ?_ 
世界市場への關2?は、常時の保かな保相佚つ 111 I ?< I rv ? 

て、 JR 淹物はエ戈市 SS ょりも一好强く世 #. 市级から Q 一九一三丄四年 琴 一 iA 10<.0 soil 
供給に H ! ia された。 Iff 格低落は先づ效 ffl にあらはれ ( 爾考〕 Ssistixh2 Jalisch f Ur das deutschc Keicrl 9:? 
た。 そして三 c 丄一二 年には In 格 下 sllIS 物的. 4 : PE こ s . H コ •「 XS 案 msf s 究」の ^ 料にょれ l-r 人口一人 ^”の s 

も及んだ。就中、ライ麥、■，思—及び遠 s 

しい下落率2:示したが、先づミユーラア、次でブリュ 年七•三ニキ B グラム、三二年七•九九キ D グラムである。 
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ftw ナチ k 治下のドイヴ JS 濟及誡濟政* -50 
1_1 ングにょる！ E 格推持策、保 PIISM 稅政策は、戰前に比べての (fi 格下落を -ft 界市®の水準の上に食ひ止めるのに與つ 
て力があつた。尤も從來ドイツ爱姐雄の霞は前述の如く東部ブロイセンの大農 S 、 大土地所絮の手に®かれ 
たので、從って R 文問 M は效物問題として*救 ft 政策は一而に於て鉸 m 維持の G めの保護四«£の2*定となつてあらは 
れた結见、 S 下 SS は、 sis 格に於52つ2奂して、大5§力 SSS 祭格 i 物に强 
く反映する Q と相 S て、 S 的生床物 Qs 、 S ： に牛、保及びバタ QS はへ落を-:小し、一九一三年には戦前の水 


準を 遙かに 下绝 つた。 
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0龙牛： fF : 物の減少する購 i ' i 力に對して il 龙 ^ k 序奴は filfi - 的に 

所加する。 g ) 主要な没衆生？ S 平段の^格指数は次の如くであ 
る0 

® 龙爪《«耕作 * A © 車*荷車一 ® eft ^ 

一九11八3 1- 一-一 y » A 1«5•一一 一？!; 
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一九三三年 1 07 -M 1 1 S-B 一=-1:一一 一 A 

一九三 B 年 1 10 〈.B 10111•一 I .111711 三* 


t - stJ A 祚《の相 n 的 3 T 加 li 技術の逆步， V 停^せ 
しめた。化學肥料の使用は一九三〇~三一年* 
穿*三七五干_、«*四五1千«、加4!七0〇 

千_，1九一一二—11 UI 年**素11111五千！ F 、» 

*三九三千«、加甩五六0千«となつてゐる。 
(財' 二三 1 HC 料供給|>1:€增加參3 D 又農粢 
泔《«の生光及消《^は次の如<でぁ2>0(百 
萬マルク〕 

a 業用 M fi 

機械生* K 上 K«l 入^ 
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力くして边龙所行は一九二八 — 二九年から三二—三三年の冬までに一三八位マルクから八八位マルクに減少した〇 
C これ tt 三五％の « 少、しか 4> 三 1|| 三三年度は » 作でぁつて、生ま »«« 五 % の增加でぁ 6 〕 0 所抖の減少の下では « 料、 14 

e * « n 1 


























後31ナチス治下のドィヴ { S 濟濟政策 二四一一 

料等の必 m 的な生產手段乃至機栈の修辖、 5? tt 等に對する支拂がやぅやく行はれるのみで、租稅、和子、地代等に*'' 
してはそ Q + 額％支拂一一れることは®であつた。 ( S 一〕^^ W 、 殊に*^復興期乃至^^期に於て行はれた新役资 

の爲め QSS は同定化し、儘 As 2 1? I はれざ —2 かつた。•袋 SS 以來七年 
文6这ユ三〇位マルクに速したと5れる。依務支拂の爲めの利子總額丈でも一九三一1ーー三年にはニー位マルク 
で、茂龙所得の一四^に及んでゐるのである。(汰二〕 

S 1〕 ％ン ESS - SKI よれば小作及び5小作の小作科 US に比べて一四〇丄六 0 S 410 ( ill —- 

a —--1- ~= I S 311 s —3- 5 i . If -= -_ s »5 i §= £ a . 

f Ortc - R --- P 3&. ISoi &? rp 3-?- as - s ^« 

s 二 ) w 邦統針 splw によれば小 •中 JK 費は 大馨よ” も w 和 f 比較的多く s 憤利子を 5 て Kp 、 特に SA び® 5 
ft 民地域に於て著しい 〇 ( 一九三〇年 十月 xsn 8 uchrifts sf wutiitik dcs dectichen Rdchi. 2 •一2•〕 

農の不按は H 龙裝品に K して、それ - u 身狭小となつた s 市場を一奸狹岛にし、“に e * SHi 料！-丈にと 

って y — us — 定化せし1に、失 S 增加は——、115常的ならしめる 。 ts 

內— 生活 isf して、 i — ws 引上げ％行はれた。こ SS 市 S ら8する is つ1 
SQS 水 €-5 定化して SQSQSSS 强化 S からんと f で—。 sf * 1ラァ？政府は 
I 5 5 k AJ.#XVJ 1匕二.-二！ Ira ^ l 二3年11!月 D 


關稅の引上げ 

一九二五—二九年 
一九二六年六月の改正 
一九二六半十二 H の改正 
一九三0年 - n 


小麥《料《大麥 

*8 ラ8 
ぐ S -.8 

vio - -8 

<•*0 *.8 


「錄色#線」©要求を容れて一九二九年十二月及び三0年三月の 
3稅法案によつ5 i § 引上げを8たが、これは更にブ 
リュ11ーング観シ1レ政府によ〇て弓繼がれた"" 

この結果は麻ちに®物 W 格に反映し、三一年七月シカゴに於 
ける小麥相縊八ニマルク、ライ麥五七マルクに ft してべルリン 


相揚 を夫々 二六0 マルク* 一八七 マルクに 保たしめてゐ る。 然 
しながら ft 淹物關祝の引上げは、(一)相? t 的に も 亦絕對的 にも 


» =1月 S .8 10.8 相揚を夫々二六〇マルク、一八七マルクに保たしめてゐる。然 
, H 月 1 -0.00 しながら iB § 引上げは、 (一 )s 的 U も S 對的にも 

が 五月 1 11100 

， 九 A Kio 一 V 8 生 Itft を引上げることにょつて匁 K を腾货せしめ、或ひは S 慌 

* 十月 S .8 1 T -8 切拔策としての穷货切下げと相俟つて KJElf 力の低下、 wrt 市组 

• -HI 月 1 1 S 少 t もたらすこと、(二)1 S 出 SQ 報復的器引上げ 

(ドツ v ルツエントナアここ によつて 、 iis 海外市 f 狭小にすることによつて、 
ェ龙资本*の利 S と二 m の關保に於て fi 立するものである。 

(^〇货以硏究所及ぴ&衮市埸研究所の針算にょれ一^四权にょる众料品^貴は次の如くでぁる。 

(1 九三9四二丨1九三て四二〕 
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找産物の Nrtc 給政策は保護關稅引上げに加ふるに「製粉强 MJ 並びに小麥作付 IfilM の增大にょって補强されてゐ 
e 業部門 一 i 一 






















£ ナチ K 洽下 0 K イツ緒濟及繒濟政策 二四 B 
る。榖物製粉の5 S 合にはドイツ產の小麥は少くともその二五^に述しなければならないとするミユーラアの政策は、 
シ丨レによつ V 八0!九五窆まで S られた。 S.NiQ 所 is 「ひ1濟的」試£よる小麥作付 WS 增大は 
gs 食？して秦に外賢 VSQX から翌 V し—つた。け装 ssfu つて t 如く，「作付面 

枝と牧搜 ?.;; が依然所加するならば、ドイツは次の數年 liilrlw ^: の小麥で滿し^>るであらぅ。しかしその前提は la 在イ 
麥 rl 格の K 進から 生じて ゐる刺戟 S: 今後も J . 1Fln するといふことである」 (< B-if If - iKoniunklolune . 19；10 . 
1• 4.〕 ( 註〕 

s 〕 lisas 右の益では小麥七 o - 八 OS の桁枚は si を外 S 人から供立2せ$ると兑てゐ so 

兎に角、以上の諸政策の結果^物輸入數 it は減少しつ、あるが、小麥料作への轉換は飼料としてのライ麥の貯蔵及 
び耕作面稂の減少と相俟つてライ麥徐出5:減 M せしめた0 ( 次表參 m 〕 E に一ーニ年七月にはドイツ小枣 ffi 格維持及びド 
イツ？ 2 市踅 於ける SISSS に ii を九七 SS 、 舄&人_制度 if 以下イツ小麥 
の輪川を行はんとしてゐる。結 WI 1 一一年三月二十八日關繁播_法によつて益化された T レ Q 祭-網5はあら 
ゆる i . 1 ! 龙生？ £ 物に對して跺稅を自 [<1 に設定する大臣への無制财な全檨娄任 5: 要求しれるものであつて、ドイツ0卞-保 

護.■へ Q 蕻的迄領であつたと Msli 、 S ： に爱保護 Li 癸であつた豐謹、通農約 E ぐつて、前述の如 
き isK 於て1本と QSKfs 起し、更£踅よつて引上げられた生活 S と • i :*; s 準 
化の促進によつて0民的 *2?? と*本主衣的跬 f ? との徑庭を大ならしめた。 

前述の如く ドイツ _ 政策の中心が東ブロイセン、及び中央北部 S かれてゐるといふことは食®自給、 SS 
格維抟を：：的とする保護關稅の設定と共に負依整理が他の贵耍な政策としてとられたとぃふことにょって一好明らか 
に収±れる。一九三二 年 六月二日 ブリュ丨-ーング內開崩壊の後をうけて成立したパーベン内閣によつてとられた政策 


一九三〇年以後の主耍15産物の純祛入趦過額 は、效物珐入の減少、動物的生? I の束橐 
一九三〇年 一九三一年 一九11三年 一九 1一—一? 及び供給不足の傾向と共に、(一)蔬菜* 



九三〇年以後の主要 J 5 產物の純檢入趦過額 
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は、®物猞入の減少、動物的生産の jtc 漸 
及び供給不足の M 向と共に、(一)蔑菜、 
* 實、衩脂、バタの锫入制限、(二)€8龙 
負偵輕減の爲めニヶ年»!]0地抵常偵務利 
子の二％引下げ、(三)所謂「エルべ柬设 
地方救濟法」 ( pthiuc ) の繽張、卽ちその 
一部一九三一年十二月八日ブリューニン 
グ內閣によつて決定された緊念令の一つ 
である rlft 村强制執行射 it 法」の六ヶ月 
問延期であつた0 (註) 

(註〕®淹物 tt 入*!限はその箝愎として r ィ 
，エ業《品に»する外《市壜の制»によつ 
て工業*本家の利 af に對立してゐる or ィ 
プ H 袭家*«其の他€反對。之に対してバ 
1 Y ンは租税神^?6益を中心とする勞働振 
興致策を以て之に1ひ AT * 

かくの如きドィッ n 戈政策に ft するユ 
ンヵァ的要求は一九！ニニ年十二; i 二日パ 




後編 ナチ k 治下の r イツ 縛濟及經濟政策 ープ 

*-— * C +) 11一一〇 c$i f oi ..ベンに代つて内閣5:組描したシュライ 
植杓怍油脂一 (+〕一一" s < s 、 slH 、 11 fi ヘルに對する翌年一月十一日のライヒ 

(備考)右供の数字は ffl 餌、 Tf 萬マルタ、左«は數议、嚷。 ス•ランドブンドの S 明に於て&も明ら 
(s p t —3 Jahrbuch , 一2:广1934こ935し かに2>らはれてゐる〇 

「 IG 1 に SKSS 化ク*下に於て！！： S え f した。 3 B 1 TSB 的立，立つ輪出 

1びそ sis : 拜—1!！ iss よ is 溫 S 策 ！ issf 尝泛す yrssas 約 

C 期限が切れ* J こ—利用して SS 2 げ S 行せす、又そ S ために f SIWQ 法入を S ぐためにそ SS をも行はす*更 
に一较的5 明 u よつて、 CK がそ eiA び SA ら放 f れる e を s が* M へしない。 r イツ— SI ® 
聯奴は、弗常手段に iF へる乎備をも持つてゐる。」 

シュライヘルの SS はアウタル T 政策の桀、 K 内 s ( is —— I ) の復活にぁつたが、 ( K ) この結 
果シュライヘルはユンヵア S — として、2パ-ベンによつて5月 i され si 土地に？—制執 
行 iS する—命令—に六ケ月(三三年十21十 as 延期し* 5的21を換大した。しかもこ QS は大 
土地所8强§却を不可能にし 、 SQ ため QJQ 存在を否定する®に？、.てライヘル S げた CSSW 、 
Rrtsi 民に對する一大防雀とならざるを找なかつたのでぁる」 

(註)從つて®菜 S ® についても高*■の引上げは行はれす，又 X ガ？ 〆 とバタの®合等も I ガ5ェ場の反®によつて通®に 
は至らなかった® 

かくして ドイツ wtfm と深い關係にあり、又ナチスとも深い了解を抟つてゐるランドブンドと政府との決% ili 政沁 
と«樣班との問隙を深め、更にラィン*ゥ**ストファーレン地方の炭域资本家にょって企てられた「ハルッブルグ戰 


線」の！*拉を促進するに至つた。ドイツ•ファッシズムを大衆の某礎の上に E かんとしたシユライヘルの政策は反對 
に反フ T ッシズム戟線を糖大せしめたのみならず、無效果な社分政策的施^、勞俲报«政策に對する Hm 炎木采の反 


線」の洱建を促進するに至つた。ドィッ*ファ，シズムを大衆の浓礎の上に{5かんとしたシュラィへルの政策は反對 
に反フ T 7 シズム戟線を擴大せしめたのみならず、無效果な社分政策的施汶、勞働报«政策に對するエ$资本采の反 
シュライへル的氣迅はナチスとドイツ R 補洗と5:結ぶ反シュライヘル戰垛の結成となつてあらはれたのであったが、 
この®動はュンカア特にランドブンドと政府との街突によつて一好强められた。一九 H = 年 一月三十日ヒ，トラア 5: 
竹相に、バーペンを副首相に、フーゲンペルグを經濟食«大臣にする「ハルツブルダ戰線」內閣はかくして出現した 
のである0 


C - S 部門 二四七 

















ftM ナナス治 F の K イヴ » 濟及鸫濟政策 一一四八 


第二章ナチスの農業政策 

第一節ナチス的锃業政策への過渡期 I フーゲンべ，ダの農業政策 

戰後 Ql^sss 向は、？^ s . nsf 行ふこと1!ょつて2兑雲强化 t はからんとし S にあつた 
ことは前 S •へ S くで—。それは先 V 藥 is — にょ SS 2 s、SSQ 方泛向けられた。 
その結*穀物の e 給は速成せられ、ライ麥、燕麥、非の他の家杏¢.1料*思鈴^等は供給過剩 t 來したのに對し、蛋白 
钎飼料、脂肪共の他の ill 物的生^は依然徐入に依存し、供給の不足を*げるに至つたこと、特に戰後，トイッ經濟復興 
の立脚點であつた八 = fl 化 M 動が*その結菜として大衆の欠^と牌 W 力の減少をもたらしたことにょつて强められた穀 
{ S の下落に^して、保護關«£政策は ill として榖 m の維 I .1 F に向けられたのに對して、大衆の牌 IX 力減退の釤铎2:强く反 
映する動物的生茚物怕格が5-.落の傾向をとつたのと相應じて*戊村淹龙機播の*5#化と相俟つて、ぬ砟物の發述は益々 
不均衡となるに至つたことも前に述べた所である。 M にドイッ&龙の衍缂老である jk : ブロイセンの大土地所有者の要 
求は 35 1に]5戈保護 IM 稅の汶定による i 3 産物 (fi 格の锥抟であり、第二に a 村モラトリアムの耍求である。著しく反ュ 
ンカア的であつたシユライヘル内 S 打倒に與つて力のあり、5のブ a イセン保守薄の後を繼ぃだドイツ S 植箱 
(三 11!年六=；二 十八 a fwft を 强* された〕 がこれ等の大土地所- ff 者と密接な曲係の下におかれてゐたことは云ふまでもな 
い 。その E 主であるフーゲンべルグが、 WW 経濟の报话によつて初めて ft 界贸呆の拫興を*らすことが出來、輪出入 


H 4 J の犧牲に ょつ ての み W 内市 提の繁榮 を豫想 することが出来る。 又 wrt 經濟の繁榮は 15 龙の ni 興に ょつ て旗らされ 
るものでぁり、*戈の(&«は先づ13產物！£格の雎-]1に俟たねばならぬとなすァゥタルキー的色彩の極めて«以な彼の 


H ^ の tttfe によつてのみ W 内市担の繫榮を豫想することが出来る。又 wrs 經濟の * 榮は ft 業の fii 興によつて旗ら され 
るものであり、331の 1 ¢興は先づ a 布-物 1R 格の S - M - に侠たねばならぬとなす ァゥタルキー 的色彩の tt めて is 以な彼の 
理論から、シユラィへル rt [» の後をうけて行つたものは先づ笫|に0;¢:物關稅の引上げであつた。殊に關稅の引上げ 
られた戍茚物は袈物よりもむしろ脂肪類、«杏、村木、3:料類であるが、これ等の生帝物の^する«衣は前述に於て 
明らかであらう0 (效作殊に小,及ぴ火麥は1九三二|三三年に於ては»«に於て輪人《&の«少を示し*，ィ麥及び*麥は輪出 
超 aic 轉じ てゐる。み一九三一半以來輪出 ttaiiM 少して*三三年には a ; c 輪人超 ai なつた。然しながら e * lw の a 3 pNI 
«につぃて»±疴牛乳の輪人の％»しつ、あること、1九三一年には«出超«|:示してゐた人：パタ及び众料油肪*«11|性油脫が隹人 
坊過になつて來た i と、特に由 * S 輪入 SSFJB しつ、あ6ことを注«すべきであ&:齣》、**£產«5輪入超»參照〕7'1ゲン-<ル 
グは sf ^* jl 上*として編出«券！！龙を a け"之を小#及ラィ穿に ft して建用してゐる〕。 

然しフーゲンべルグによる食 fapl 給政策のうち e も? r しいものは••二月二十三日決定せられた「油1&轾濟铳制^进」 
(ナチス政麻成立後ーヶ月に a る！！ ft の！ tM せられた二つの命令、 2 wd?vp iur Folrdorfing dei Verwendung iEAndischer ts-riichcr 
C 9 a <0* e ? & 7 <8 RSACKD^SS a »^- esfr 
011 -13. はレュラィ(ル内 w .- よる 》 s 令の tf 足である。〕である。この計 s の [ I 的は從來多 ® •の轮人职料5:以て生産 
されてゐた人造パタ、人 is 食 WIS 肪、食用油、 m 物 nRT 肪類、硬化魚油等の生 pr : s : 制 m し、 W 弗動物什 Is 肪の rfi 费を 
增大せしむると共に、闲產食油棰子の利 W S : 强 M するものであつた〇かくして Is 肪の WIM 供給 5: 確保し、脂肪 ffi 格を 
引上げると共に、15民5:榖物4:產から«ぜしめて、鉸杓 C 特に众料)の生産過剩を防止する £. とを[ I 的としたものであ 
る0 

政府が油 I& 類の W 杓 .H 給の Q めに特に人 i£ バタの K* 料の®入を統制し*その wrt 生產額5:制限した理 巾は、 35 |に 

e 菜部 n 1 













搀«ナチ K 治 T の r イプ SS 濟 AIK 濟政策 

ドイツが パ 4しくは4ブ—人して ti ? イ1に ¥1— といふ—で—。®ち S 
松入 Ms ?— ハタ S し V 、 swf 引上げることは— SI て U ツヱ i 本2反 
It 起すと S 、 4ブなる代 SSI 。 ブ Eg 引上げは4ブ QSKS となつて—はれるが、 
人造バタ S 人 Z も ドイツ 1 SS ?—。 從 ？ W 内 Q バタ生產集加し、然か出空 i 利 
f asks め5、 そ QSZ % ドイツ 商品 QI — ではない所®、人8夕 KS 人制限にょるの 
外い。 tslU 人1 S 芡—府 S 占 tsl * CQS 、 人 SSISW する 

1 I a$u 

めるこ ts 。 ifeg & パタ el 在 Qsgs し、义4ブ QS 品—ゆる Is 

稅バ上げ又— Q 輪 入—府 の統制下に—、—、砍食店、1に於ける4バタの使 S を St め、その 
11した。かくして人 s i び外入 ISS 品 SS び Is しく 11 "なり、 
それに 代？—バタ及び SISIS 大し51て运—けられて S が引上 
げられるでぁらぅと考へたのでぁる〇 

この— ブ及び1る—§大し、 S は—した。ブ S 上りは加 Hfss を引上げ、 
又孩 s § 騰 f 相俟つ5畜 sf 引上げた。 

一九三三年に於ける動物的生淹物の卸 ■«(« 格の睡 ii -( マルク〕 
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(供^)バタはペル9ン、故脂はハンブルグの卸玟悄格。 

人 a パタの五月以降の fit 格は skg •常り2 T > M の課税を含むものであ5。 


それ i 共にバタの收資 it は一五^の梢加*人 izi パタの收*«は=〇|三五％の«少 5 :-不してゐるのであるから*政 
府の目的とするところは、一應は達成せられたと云ふことが出来ょぅ。然しながら，その現 tt の效 Jli はどぅであつた 
か。 

ドイッに於けるバタの供給は年約五•五百? Is ドッペルッエントナアであるが、その中 I 九三〇年の數屮にょれば T 
三二九百离ドッペルッ H ントナアが轍入されてゐる (11 三六 n * 照：！〇卽ち供給 tt の約二三•六^は輸入に、七六•四^が 
W 内供給によつてゐるわけである。51に W 内供給のうちでも17四百禺ドッペルツエントナアが ft 民 fi 身で、?« りが 
酸 12 H ® て^: m されるが*その中一•四百^ドッペルツエントナアが酷 i 5 aL 命で生産されてゐる〇 (DeEscheAnrarpoliuk 

i 11 as ^=03= C3-- »li « -f • -SK.!<»la-s-§i io- 51- r--zvs=s_5? 


e 菜部門 




f 


9.4 

*fn 


■■ - ■ vkn 







後 W ナチス治下の K ィツ！ E 濟及转濟致策 

e . s . Bd . Tci 二. sk 〕 义バタ生—約二—は§にょ？消 f れるので、—にょつて—へ出される 
.ハタは約 I1S •トツペルツ f ノトナァといふこと になる。 is — れる WS 產の—で si は四 
〇％、酿六〇％(その 中 乾 SMS 七八％)を 占めてゐる。從つて、バタの雲、11 S 加に作つて£ 

111 ii 、 靈 —= で — 、富 fiiiB 

利益とは— S 。 2 へブ 11利 れ たと しても ssg — 本 SOS 上 SI 入炎本の 
利子と し 5 S 本その他に流出するであらぅ と 方へられるからである 。 S 
S 〕» C « L 合敬及びその赉本構成は次の如くである。 

:: w f 5 K 二.000 


九三 0 年 
九三一年 

九三 lr 牛 


m 合 «t 

1001-.<<1 1 
1 f 善 气 s < 3-' 養 
t 、 u<".S 


絵！ Jcti 本 ( Ir-ivo 

SI 合 us-fts S 立 ^ < ffi 人、 
-Hvsi 八 * i ズ '< ラ 050 t 八 、 <£•< 9 一 3 

1<'<’< 二•一一 s SL ' lli 一 5 :*九 一一- HosAlr A . 

一〈、 *<o 二3一一<#:一<»一ぐ一ー ニ <* s<o さ•班 


■ • ^ *■ <* 

( statsischc * Jahrbucros . S :.179 ょ”算 m 〕 

又15?生管れるパれば、人1人 Ms 、 SI 物 SSS 枭加し 
たので、 S 特に® S にと？は利谷が裔—れたわけで—が、 M 時に油性？®入の政府 S は油1 ぢ 
制设 し、 S — 2しめてゐる。®ち外 SS 料*玉雲*油格尊の§的 SQ 引上げは一般 S 8 S を 
SBM せしめ、、上ク Q 、 從？ブ SSI しめた。尤も W 8 S によ1はブ § ii によつ 
て袖 i れる t しれ5。然しな f ® SQ 中心はる如く大竺 0- 一 8へに E か 
れてゐると21が出來、從？二455、义 SSU して Is 供す！ S 主としてこの 


A 一九三三年に於ける®— 8 S 校 
レ ft 有 > aT-aa i,*sff は 


所- ri -8 tt « 期 Isfffi 


好である。 ie に大•中 
is 經 S に於ては矜物生 


A 一九三三年に於ける s ■の釋规校 


〇•五一— 11 
1丁 五 

五—二0 
1 一？100 
100以上 


乳牛を有す 

る鸫抒數 

異〇<0 

七二、 S 八 

rsns 

so 、 s < 

ーー气七七七 


乳牛两 ft 

霊 、 S 

51八、 mn 

mQriK 

r さ rm 

< s 、5 s 


Til 

?nB 

5 n :1 

la 、 11 nn 

1 ri 

Mln 


所介 satt 期轺符數 

l 一一一—六 ^ 

& 11 r 3 八 

1 si 

一一^£0?!: 

一一、5 


七以上 

11欠 

l 、 s 八 

«、七戈 

15135 

-1 


(s£istisches Jahrhuch, 193 w«. S. 100 .〕 


九三011一二年に於ける一乳牛常り生 m 額(リットル) 


五—五〇 
五011一〇〇 
二〇〇以上 


柬グ〇イセン 

霊0 
1 i 


シ■'レジ' 


中部 r イツ 

一 IES (m— • 一〇 ) 

一 IW0O10- 100 〕 

M 1 S 08以上). 


好である。 ie に大 •中 
islgs に於て は效物生 
fti - Mpli して 桐 料生 產 
に W 換し柊。從つてこ 
れ等の冰悄から安 S 生 
帝«で4:•產し得るのみ 
ならず、生産力は小€! 
に比して大で ある。 卽 
ちバタ«格の 腔 fi 或ひ 
は加工; IJ ミルクの眩 
による利益は特に著し 
いものと云はねばなら 


ない。反之、五へ クタール以 下の小 JS の生產する ミルクは 大部分は C -4 C に 於て- m ^ されるか、又は市垛 に 出された と 
しても軍にミルクの形に 於て 阪我 されるので CRHWiv クの值上り 1- 対して 、 ft 料 坩.*ルタの！ E 格 U 少しも 鼈* してゐ ない〕 
ミルク 又はバタの ffi 格 味？ n の利益を受ける C とは 出来ないのみならず、むしろ細料 fs 格睚贵にょる生;^^.:!.の不利益 
の方が大である場合すらあり得るであらう。 . 

フーゲンべルダの油脂経済統制 計® が Ha / t 動物性脂肪の生産5:增加し、脂肪の闲|^〇 給 5: 確保する4共に、一 «:0 
產物 {It 格 2: 引上げて W 内市 tg - の囘议 S : はからんとするもので あつた ことは、前述の如くである。然しながら、 バタ 及 


c « n 





















二五 ra 

後編ナチス治下の K ィッ Is 濟及转濟致策 

ヌん考、夕 SQ — il 小5格の*5一層大である—人迭バタの—が岛—にうつ " S るのと相 S て 
たとへ I . ホ VI 一五べご一，ヒ興へ—した—、 S 大？とつ3、パ i は人？ 

く ilf—li う。—格の霞、 g 、/ 4 f のヶ消 

f 縮 — 、 i®lii!^°L / フ i 
ベルグ Gsi ， 反つて廣 S 都市小市民及び— WQ うちに反對を喚び起す結果となつた？あつた 

フ1ゲンべ/ V t グ©政策性格は i is 統制藝备、—声 i 法墨並び i 

111,? ^ 1 

G 下で差 押が I せられたが、 £ <!:»-^|5、1用、|罢土地に對す|押1?+月？1さ* 

對 Lin て S 上廣 s , 5ァム S 1 つ£、中•小— a 用—へて—中•ィ商ヱ|?し、て-か 
穿1 S も與へられ S ない i にょり' 又 S 8 Q 不可能に堪へ得る？力—しな？とにょり1 

小商0|1皇」？|霱|ら寶|1睾雲1|" 

の震—で—一九二五年に八、〇二三要マルクで —— i 

三二年には二，四 Is マルクに增加して居り、特に— sf ツよりも東部ドイツに於て大で— 

つ1 K •ラ vfN ド真*ル i イト伯は二月十八 BQ ブラウ•でてワイヒ—大2 於て、 十月一一-十日し 
の間に四〇植マルクに速する1 Qi 切 S 必要を力說し、——ン • I ルも亦二月二主日の 


クタール當り fla 額の刻合 
(公. 5 e 土地«格に»する%〕 


ラヂォ演說に於て m に;¢1北地方のみならず全 W 的戍戈位務切朽过施の必要5: 
說いてゐる。 


1100-四8 
四〇〇以上 


I へクタ ー ル當 ofts 額の刻合 ラヂォ演說に於て m に柬北地方のみならず全 W 的 JS 戈-:5務切朽过施の必要を 
(公定土地«格に對する%) 說いてゐる。 

& 東部西部 一一 H 年六月|日付を以て發及せられた新«龙負55整理法は£^負依の利>}' 
五—二〇 s K < を2>五，％に引下げ、依«を出來る文切り下げて*政府の资金によつて说務 
1 IO - 五〇 e < f §f 行はんとするに S た。その結龙たとへ利子が引下げられ*元本が 

五 0— 一 00 s SA . 

10011100 迄 5 101二0%切下げられたにもせよ、固定化した S 5 榷の汰動化は先づ依枝太 

1100-四00 老 S によつて迎へられたであらぅことは云ふまでもない。然し*この55饬赛砰は 

BOOW 上 s I 六 {£ マルクに上るによつて行はれる。 CK ) この w )4 ift 校は*|:||接枕 
が租稅収入の八0%以上に上るドィッ財政に於ては、結/ n , 間接的にはその過半が一般 fflflt 衣大衆に轉化されることに 
なるであらぅ0 

(註〕この«.«整«の»め|/1金«は一九四0_四二年の三年問毎半一(£マルクを£衮11!5の«-«5 55めに支出し*それまでは«.® 
に應 1 :て和- 1 -付(〇大 i ( n .13 f 券をレンテン T ノク umafr に交付する。 r -4 alfrax » された大藏打沒券に花いて«作 « E « r * に金'® 
する oiiilcMal 行 ttl 二位マルタを wpla 務*8!沒»を*行し播-<>ことが出本2>。 

フーゲンぺルグの政策は、前述した所に於ても明らかであり、叉二つの沒:1£1-2整理法がその|«化|_も拘はらず 
依然 ォストヒルフ H の延夂であり、主としてその！？方の大土地所^1者の救 iff に向けられたものであると考へられてゐ 
る如く、その政策は大 13 轻兑、大土地所有者に )•/- く、中小 a に.- l ! i むこと比較的少かった。他方に於て <fe ^ vf 本及び : -F 
ェ无迕本と 密接な 跺係にあるナチスが、 フー ゲンべルグの非 H -5 i -*4: 的政策と相容れないことは常然であった。ナチ 
ス政莳 i 「 油 ! rr 経^統制. J の失敗 S : フ ーゲンペルグの M 能に W せしめ*ナチス外紹闯ガを動かして、この開内の於分 


C 龙筇 n 










後編ナチ K 泊下のドイツ#一濟及16濟致策 プ 
子、ドイツ阑楢琢主フーゲンべルグ失脚の手段としたので£>る。 

第二 節 ナチ K 農業綱領 

一九 三1ハ 月 二十九日7ふンべ湯璧大臣■と共に*藻大臣に生 S - ナチス12家ワルク 

ア•ダ v 溪大臣にクルトミ，卜が任命され，ドイツ經濟政策は全くナチス的になつた。»後ぁらゆる方策 
i ドイツ蜃生活る s§i 的 SQSS す t と K なつ S で—。 

t 尤もナチ K が— lif かけ、强くそ Q 支持 S る S つた S 一九二个三〇年で—。こ®叫にナチスは 
そ OS 的 II 部パイ H ts 他 Q 中央及び南部®農、51方に於ける霞©3たるに比して 
北部及び中部 K イツ q 大 SIS 力 ts した。含— t 一九三〇丄ニニ S 於けるナチス—出は数 
年間の深 si 期に於ける北部12粦§ふ所大 I つ1へるでぁら t ご菜土地所紮乂は占ィ 
者-〇して〇兗丈、そ QS 己 Q 生擧段及び勞 W 力®所有から、著しく仰人_的保守 S 向をてする* 
IQ 1 は現在の秩序への i —めると共に、特にその中•小 S 作1にょつてナチスへの趨向—至 

つたのでぁる。 y 
一方に於て一九二0年二月 十九 日ミ•'ンヘン©ホフ ブ B イハウ k Q 大 S 於5決された二十五ケ條 SS 於て 
丈 r 利子 S 制」 QS 、 货付資本にょる「 I 所れ」 S に「土地—」の否定の1して&たにす S かつ 
たが、 1は191に、 後、利子、程の—に或ひは— £ s 及び1の低減に S , する戊 
民に、今 S 如く 注® Q — 向けしめた。 2そ 8 S から雲的— SCSI 食3及び8供給 f しての 


農民の尊重と ならざる を得ない。 アゥタルキ ー の fi めの「ドィツの 洱 ft 化」 0ぞ Agrln 5 gDeufhl —5 の 中 吸 
は積座的な sa 政策の樹立を耍搆する。その] K 味に於て農業收益遞減の 主耍 19:因を、金融的勢力を捉るユダャ人の 介 



a 民 ( D 尊 s とならざるを 得ない 。アゥタルキ ー の爲めの「ドイツの押 JX 化」 O ^- AK ^^ E : 035 k p ' sudlllboo - r.-ai 
は積後的な 13 龙政策の樹立 $: 耍 ^ する。その意昧に於て農業收益遞減の主耍哚四を、金融的勢力 5:捉るユダャ人の介 
在による 不當利得の占取に求めた 一九 三〇年段民及び总羔問題に對する黨枨吿は觅大な意雀をもつものであつた。 

この報吿占に基いて、ドイツ5 E 民による土地所布の確保*並びにドイツ W 民による、又ドイツ W 民のための土地利 
用に關する網領が打ち樹てられ，この M 的 K fji の爲めの手段として、(一)^縮せる. , , AJ 要の f * i 正、(二)利子の -3! 下げ、 
(三)輪入稅の賦課及び ^ 入統制による wrt 生產の保護、(四)農產物 ffi 格の形成 5: して投機的 彩 ？ ¥ より M 綵せしめるこ 
と、(五)0業生 m 我の滅少、增產計畫其の他の is 龙政策の K 接的遂行のための除 MaL 合の結成等 5: 描げた。 

この ill 業 網 領が、ヒット ラ アによつて*彼が一九一九 $rf となるに 及んで 確立され/: W 民*1-.分 主^ の极木的 イデ 
オロギー にぅち樹てられたものであることは 云 ふまでもない。 

ナチ K は民族义は阈玫をその出發點としてゐる。民挨的世界奴は、人柯的要^の中に人 - If ! の竞戎5:認める U それは 
厣則的に.は、！！•灰の中に H 的に對する手段を «. るのであつて，その Hfl - J として人 SI の人钝的存在の維持が^へられて 
ゐる。か、る W . 地から阀民は砬岛の人|»]生活の手段として考へられる。從つて先づ耵一にこの阈以、尺族の維持存立 
が問 S となる。 

民族に於て本苡的なものは血と土とである。ローゼンペルダに從へば•血は it ffi より* 土塊は株芬より、名#は rt 
い配當より以上のものであり，阔 K は一切の龙饬よりも高位に位する。從つて土地はナチスに於ては m なる生産要素 
ではない？それは W 民全體の生存の前提である。「我々は我が民族の牛•活の15め*並びに我が過剩人»の移住の G め 
に土地(楠民地)を要求する」(第三條〕、义は「我々は我が W 民の沿要に適®-:せる土地制度改 . U 、 公益的な11的の n め 
にする土地の無 fftJli ; 州に®;する法律の制定，地代の钱止及び凡ゆる土地投機の禁.||:を耍求する1_(»十七條〕なるナチ 












S ナチ K 治* K のドイツ銪濟及鎚濟政 1 C 
ス網領に於ける規定はこの主張に茈いたものである。 

以上の如き見地から、5^は！^る 身分义は£級ではなくして^^的卷 一®であり、ドイツ W 民-斧の从 
本的支柱となる。費は「全生活 Q 永遠®繁」で t 、 新尝錢 Q 礎心でき。從？赀は老る棄采たる 

ことを捨て、、あらゆる身分ぅち！ i あつてドイツ更生に際して Q 支柱として释務を、你大なる於史 F 
意義を有する豊木來 Q 2 K 的使しなければならない。從つてそ Q 謹は慕、"^■純なも？鐘 

したものでなくてはならない。 

卽ち S は「血と土から生 S 新 S 」 として、先づ私：德性矣 き |3_として、 S 性(古代ゲルこ 
種族 Q 典 货な SK 士として QR 族性〕*血統の海泉としての Je 族を附せられる。] S 民 ( S 2_3) とは; C 來土地所冇と結びつ 
いて181 il 、 生命 sf 、 1 sl 4 si 性とは 全くこ Q 3 S つてゐ 
る。優れた 翼性に對する前提要件は一世紀から次©世紀へ家族のぅちに体へられる北方益 QE と、その A 枝法 
SP 5»" apci - c 3 pr rn-SISS an _- sa ~ K _— ^1-« s »- X - i —^-^ 0^ 
家に於て古くから存する相枝の対 trtl - ドイツ w 民の血の源泉として保護し*又 is 民はその 1 « r 典^場に確りと fes : 下す 
ことにょつて、再びドイツ wi ^ m 興の捋常老となり得るのである0 
m . l * 一 lc » は全ドイツ S へ Q 食8供給 f して QSSV られ今 ドイツ §3 S から S 放は食料 n 給の站 
礎の上可能で—。こ Q 立信立？ 「 Es 足」、7 イツ する食 SSQ 土地から」、 こ* が3 
に對して與へられたレーつの裘であつた。 

經濟的—、それはナチス QS 觀 spsi く所 QS 的 m $ びに SS 文化 _ Qis ると共に、 
それは义拽後に於けるドイツ経濟の要求でもあつた。 



「ドィッ 阈民はその食«の著しい部分を外 W の食入に ょつ て袖ってゐる。世界大戰以前にあつては我*はこの 
铪入に對して、我阐の工業的输川《黏、外固への投资*本の受取岛5:以て支拂ふことが出來た。この可能性を1«:界戰 
尹文戈を 卜 OS 折し c し 44 r\to 卜 mK 々 i こ D \ こ H し t: 、4 =i して外 ft !, 1 ? 人 rc よつて 支 弗つて iQ 


「ドイツ阈民はその食 5? の著しい部分を外 W の食入によつて袖つて & る。世界大戰 U 前にあつては我*はこの 
輸入 ft 對して、我阈の H * 的輪 mH ^、 外！！への投赍资本の受取 ifss : 以て支佛ふことが出来た。この可能性5:世界戰 
爭の結果は我々から遮斷してしまつた。今日我々はこの食 rate 人に對して*主として外资借入によつて支拂つてゐ 
る。かくて、ドイツ阀«は益々深く信用を提供する《際的高度资本の负£5的奴隸に硌ち込まざる5:行ないのである。 
…… W 際*木は a 用の遮斷によつて、從つて又食«供給の遮斷によつて*®ち枚入を激減せしめたることによつて、 
特に•ドイツ•ブ n レタリア 5: して III 載 K 銀を以て匁働するか、外 SM 民地へ分阏奴 Jt として移動すること t 强糾す 
る。この隸始狀態からの解放は*ドイツ»坟が fl 己の土地によつて自ら Sr 蚕ふときに於てのみ可能である。從つて W 
內良柔の生産力の增加はドイツ W 民にとつては一つ死活問題である。」 (p —r: I ir l-3I -ler N. S. n. A. 1\1. 
S. G- 7 〕 

.又「我々のなしとげねばならぬ 4 i も®要な二つの任務がある。その|つは0«の救濟であり、これは如何なる[*1» 
を抹しても成しとげねばならない。我 E 民問に於てこの«級を？1落せしめることは*^も恐るべき結果を將來するで 
あらう ois 戈經 S に相常の 45C 4金をもたらすためにとられる政策は者にとつては相 ? J の ft 袷となるかもしれない。 
しかし ft 民桁轻の沒落によつて全 M 3 民が蒙るであらう恐るべき運命に比すれば殆んど問題とはならない Q …… St 
健全な狀萠に維抟することは、 ドイツ H 龙、 wrt 市組及び輸出の*榮の爲めの必 rl 的第一 tt 件である 。 J 〇ブト， r の 
三三年三月二十三111に間かれた内|««11|抟茲初€籯贫に於ける«£)又「我々は第1に玟龙及び11民の經濟$:復活させること 
から始めるであらう。何故ならば我々はそれと共に他の總ての経濟8£活の爲めの前提も亦與へられると a ずるからで 

ある OJ ( t ブト， T の三一!一年五月18の«龙) 

この食料自給の爲めの政策が：：十くからナチスの ft * 網佑の重要な I m をなしてゐたと共に，その爲めの輸入制 wi 乃 









»u ナチス治 Kor ィツ « 濟 Als 濟致策 二六〇 
至 II 産物保 BI 關«£政策が社#民主 E のへルマン•ミ ■* 丨ラアによつて•或ひはブリユーニングによつてとられた C と 
は我々の®に M た所で&る U 然しながら、こ o n 給 n 足政策11如何なる35在 i - -fJ するかは、次の二つの引; 1 J に於て明 
らかであらぅ。 

「我々は H 下の外 WS 转の不十分なる si 狀に e みて我々が食»品の fe 人のために外 W に支*ふ金が多ければ多い程、 
H 業1¢:料品の轮入の減少をひき公こし、匁働授捣を阢杏し、眾偏の述成を蓝延せしめることを知らなければならな 
い。反對に食科品のために支拂ふ金が少ければ，それ丈哚料の購入を多からしめ，分«從艾其の銓を增加せしめ wF/i 
を强固にすることを得るのである0」(贪«6*«身紀贫ぺヴヶ氏の1九3五半八«二十八日0»>»:) 

「ドィツ W 民 ft 舍主袭匁俲者»の云ふ自 S 1?® 足とは各 W 民及び各«族の生存の棟利5:尨味する。 ep ち一 M の S 5 濟〇商 
業政策的*货幣政策的乃至®時的紛枓の投合に於て全く钒硪に陷ることなき城廓 5: 形成することである。このことに 
よつて自給.： 3足の範阳は S ら明らかであらぅ。危^.の際にか ゞ る域^内に於て^かな牛-话が出セないのは^:^であ 
り、倚一好の緊張が必要である。然し生存の某礎の®立性は如何なる iii 合にも保 PI ? されねぱならない。……か、る說 
明から直接にナチス外交政策 S 二の原理が f 出される。®ち r . H 給 &J とは、かく S く、經濟政®的關係の 
限界を閉筘する C とではなく、 Ma 防的奴點からの：要の編成5:这味するものである」 ( ML < 外務折®ダィツ氏、一 -- 三年 
六月1一十四日「ベル91ナー•ターゲブラツト紙 ， D 

以上に於てナチ_<はその経濟的、文化的要求から*農民を土地に定芯せしめ、それ5:ドィツ民族の血铳及び食料の 
源泉といふ总味に於てドィツ國民史生の基本的支柱とするに至つたのを兑た〇戍民-〇土地への定^過程は具雜的には 
一九三三年九月二十九日の w lit 典 JS 場法0 solibl 5 flht) Q 發布であ-る" 



九三三年九月二十九日の wllt 襲 isig 法 0 sdirbhuflcht) の逸布である。 


史にナチスは一. W 廣汎且つ S 1 力な islss 統制機構5:被- M し、 il 業生產に關係する一切の機褙 5 :組織化することによつ 
てその中 iMsrw 現しよぅと試みてゐる。それは[>-1年九=:の阈泌食3:(«|«.(1100;111|110.)の結成である0卽ち阐 
家食51阐«:はナチス經濟機格の基礎としての聪分的秩序の^汶であり’世製戊拟法はその戏底としての^民附奸の確 
立、維持である。 

ナチスによれぱ綷濟は「：：：的の爲めの下段の體系」である。闲民は經濟の13めに生きるものではなく、义轾濟は资 
本の13めに杯するものではない。むしろ fe 本は綷濟の爲めに、經濟は NK - の爲めに、阈 W 理想 W 現の15めに^11:する 
ものである。換 H すれば fci 濟は人1!!]の粘神活動の；：：的违成のための手段を剖造する 1 H : 界である。然るに精神活動の多 
找性、從つて：=的の多找性は手段の多様性5:作ふ。 Bp ち：：！的の 1 «:界が多找の職分協 Mffi ( sumd ) に分剡され、この 
職分協 M 體の冇機的、段桁的結合から成り立つに從つて、經濟の 1 ft 界も多數の捣分協 [.•!« に分岐し*多数の城分始 M 
«. の有機的、段陪的結八 II から成立つ。社分及び蝴采の捣分的 ft 序には必然的にか、る W 分的經濟秩序が作ひ、職分 W 
{水 ( s —1— ult ) が ftfr の本苡に合せる政：} M 形泡であると等しく、 4 '£分的^折秩序は*- h 會の本«に介せる*?.濟秩序 
なのである。從つて K 分的秩序姥設こそ新 ft 分の)51理なのである。 

ナチスは旣に一九二〇年の網 ft ' i に於て「闺家に委任された範阳内の法規 It 施の：：：的5:以てする W 分胳； Iffi 件？ T 職 
龙^冏體分^の fi 1]? cf なる條 Ji - l 5:; s けてゐる。(二十五 tto 二)|九11 ; o ^ 年七月十五日「戊龙の職分的^成の統制に f - J - す 

る s« 檣 Fii に wi する法律」 (？Ktz Uber dieN£andlglrit det Reichs far <lie Kegelung dsttondischen AufbaunderLEWi. 

Is— 〕 によつて先づ ]5 龙に於て 鸪分的 秩序への 改 is が企てられた。そして九；！；十 1 二日 1 Hiic 食 ^ 一 » の 臨時 的組成 
itfl;s^^;^^<D.tf^-^rJ:(fIt»^Mc)^Klr:^-r-^y:-il!: 」 (tvd*ulsfllcnv->ruufncnAun>au<2.Kcicl5^ 

Massnalis zur Markt end I-reisregclung fUi ■一 amlwirlschaftlidic Krsuynissc K 2 .clEll3«ndsncv:to 十二 2 rAdo 「 w ,, 永食 
e 求® n 二六一 







後 3 1 ナチ k 治 T のドィツ JB 濟及 JKrrf 政策 - 
SS5 的結成に f i 」 (鹽 is v—i —u dcilEi S 他に基いて S 1 S 

W は漸次その確立を兑るに至•つたのでぁる。 .. 
第三節ナチス治下の農業統制 

フ _ rs.MVQ 行ミ S 2 げ宝合 gss が It ， 乂 H — Qg を1 CUK 

111 た如く—。從 ili ダレに於て— iiiiitiftrr « s * 

夏明した。 i 、 ナ Es !¥ a — 备 iii つい if 

I れ—义 S.EIiof 五 oi じ奮、及—ブ生道し1ベ r - El 免除 

が行はれたに a ぎなかつた。 

Ar 血と土のィデォロギー」と- ft 典 1 S 場の意義 

旣に一九|二0年 QI 1 ら S 如く、—?地へ®裹、0貧 gi はナ tils 本的なも 

Q でぁつた。ダレは世典———つ 三？ 七月に次のやぅ S ベて I 。 … 

「もしも1字ィ s § 窝备 SQf 苫11したな—•これ£し ^£ srBii 

柔1 S ? して定 f し tsllt で—。何？らば、多く？® 2 Q 4 へ Qf 
して—からで1はその代 m として • 1に、—な子孫に射する保 — u 
I 要¢1利を—べきで I 。然らざれば新しい if ての— i ^ m ^ fo 4 

となつてしまふだらぅ OJ f rs—nR §a —la 一 .—— Jn If h - AliEk - I _ 


となつてしまふだらう。」 " 22I§K eg s£?s cs 



ell ち、 K W 3: ドイツ«民の血の海泉として保薄する爲めには過?6なる負依や、相«に際しての分釗から]5^- 5: 保01 
し、か、る戊坳1-|采の«1»財產として.氷く^11|1なる^«の^に留めて扭かねばならない。然かもそれは«龙所冇地 
の適常な分 3 FJ 5: 某礎として违成せられるべきである。衣し出来る Bt り平均的に全 W に M く分刻せられた、生存の必要 
5:充すに足る無數の中小 is 钽こそ、 H 9 K - 及びの健全なる推拎に對する炷#の保泣となるものである0「その世迎 
03?に確かりと极を S 3- ろすことにょつて、〇资戊民は洱びドイツ W 民の民埃的再生の土茶となるであらぅ-」」(三：一年 
十月五 H 新 M 代表への演說 XI3 Kampfem ds-secle d8 dActichcn Basf? 8,42 .〕 

ナチス的 0民陪級確立の^底としての 1«: 典§の苡衣は以上の如きものであつた。 1 ft 與 « 级とは少く t 耕作生 JI - 
( Aclllm —) に迮し、 ii 大限百二十五へクタ-ル 5: 越えざる0 :4' i 及び林^; ti の土地であつて、0民たる资格ある 
ものに阽するものを云ふ。そして戊民9|>〇とはか\る18:典15缢の所有者であつて、0«た〇«る资格はドイツ 
人又は これと MM の血統 S : 有するもので•竦敬に<14するものに限られる。この 111: 典 11 圾は分割される C . となく、相技 
人 CK-W として 長子〕に相枝される。更にこの 1 B : 興^場は^却する ことも 出來ないし、又 ft 似の抵岱とすることも出來 
ない。卽ちダレの-:>=ふ所にょれば、世费边場法は土地の商品化の棑除であり、從つて义 ^戈に於ける资本主袭化の极 
柢の棑除である0 5 W に對して W び 3£ 民の生命 S 礎としての® 要な 使命の遂行を可能ならしめる 13 めには自由主 

衣の鬈から鋈しめなければならない。 A 由處的な政老髮矣本羞的祭組織®達作用の下に 
我が^民は; h 地と Qi :; iCD 血肉の如き關係を絕たれ、«忖资本裉の效奴奴？|と化し、良心なき«:機^^の不健全な勢力 
下に立たされるに至つたのである。……土地世袋制度は如何なる制度にも拊して citl 主在的、^本主在的^へから遠 
ざかりつ、あること S : 明瞭ならしめる。」(三三年七;]十一 H 新聞代表*への演 a ) 

然しながら、ドイツ ft 業經资のぅち、どれ丈がか^る世袋^&法の下に保|£されたか。勿淪世典0場法の下の限界 
E 菜部 n 二六三 














後 « ナチ K 治ドのドィツ JK 濟及鸫濟政策 

世製 IX 提の刻合 

技 ft (千〕％ 

所钉：曲秘七•五へクタール以下のもの 一一、一^七 T 四 
七•五— r 一五 n * l 襲 e 場 八 S 1=?? 

111五へクタール以上 11七 〇ふ 

針 nos I 

(wirtschaft F statistirl 934 •«Dw •丄 rs . oooc .0 

t 作る「市受び一 SS ? は一 SS 料、 St 供給し得る土地」は夫 S 地方 S つ S なる け 
れ共* 今七•五へクタ ー ルを その一般的な限界として推定すれば* 1 H : 哄找组の刻介は右の如く、總經 W 数の二七•七^ 
所有 iftl ^i の四 六 •九/%にすぎない。 

この世製_法の結果、土地の分散喪失は防止される。然しながら土地を所有し Q る相枝人以外のものは、たとへ 
rsQ 資力 S す限り」丁年 S す ts 曹れ、鑒的敎2ぅけるにしても一8へクタ i 以下8位の六 
SS ? 示して S やぅな K ィツ 1 Q 下ではこれ等 GS 的 ii め vssi で1又たとへ 
それが可能でぁつたにしても「從民」として Q 保護からは拓否されるので、手工業其、エ提或ひはぬ龙紋 P に於ける 
文銀£力®*、乃至は^業豫備堪とならざる5:得ず。結；.0ドイツ is -^ 經位の僅かな部分を占むる中^ WS : 定 rf 化するこ 
と S 的として tu す S . S こ S 度は—的 sis § sg 因 IQ うちに含んで—も Q といへない 
で— うか。 勿論一方に於5部 M ルべ地方 Q 大土地所有の分割及び SCSS 散在する荒蕪地 Q 1 Q 上に、世 
锻§法こよつて§から棑除されたもの、及び 一 tt 的離村によつて都會に流れ込み就職5:求めてゐる§勞働荠に 



對して土地への安定性5:與へる S めに内地植民が計2されてゐる。然しながらこれによつて果して n 民として®立し 
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對して土地への安定性 it 與へる 13 めに内地械民が計 a されてゐる。然しながらこれによつて梨して ss 民として獨立し 
得るに足る丈の弗礎が與へられるかどぅかは大いに龙へなければならないところであらぅ。 

又世*设组はは務の»保とすることが禁じられてゐるので、ぬ级に於ける货5?の增加3:阢止することは出來るが、 
之は他方 a ;1 J のへ i - Ji の杜絶 S : 立味する。たとへ J 5 民は a 用5:必要としてゐても、土地は111:典法によつて資却川來ない£ 
とに匁つてゐるので銀行は岱用を與へることを再ばない〇その爲めに世典法の汲をく^るやぅな純女な方法が考へ出 
され、或ひは.：1!:|利の對人 a / lj によらざる5:得ない狀逋である。 L 1 ぶに於ける3$-本主在化の根柢5:棑除し•資本主衣の 
破垅的彩博から救ふと共に、^民を土地と不可分の關係に ffi くことによつて J 5 民陆紱の基礎2:强阗にせんとするこの 
世典法は、戊组が充分の牧益を擧げ得ない限り、土地への結びつきは逆に边龙に於ける進步發展2:阢杏する結见とな 
る。ナチス陣兑内に於てすら *£ 濟大15.シャハトは公然と1¢明制度の拽止に對する問題5:提起してゐる。「1531に於け 
る進少を阢害するぬ戈制度は*荇*が生產十宇：卓3:開始する爲めの钱關として丼だ不適當である。これはドィツ«« 
の利 tt を全«として促進するものでは決してない0」 ( 一九三五年 r ィツ法作5&士挖に於け〇坫及〕 

BJS ^ 物 ffi 格及び市場統制の機梢 

ナチスの®分槪念の發现である 「 E 采食«闱«」(穸-3;——1)を中心とする n -1 統制の1 g 梢は、又、アウタ 
ルキー政策の某礎として、 CSA に於けるカルテル化5:促進し、 K 占 islt 物！ S 格の形成によつて0-1牧益の安定化5:阖 
らんとするものであつた0 (註〕 

( 注〕 E 走尹 *- 化促 * q a め s e 由 ! Itlii 人抹 nico i -cuaJrMftA^ -Jt tt sc lt ll r^SA^fs^ tlrTl ISK lluu A afis 
脂、卵笠の ®* C 走作輪入が輪入抒 lews 手 K よつて ttM されて * る (1 九三四年九 fl 十一 300 

この W 家食 ETWK は、ダレに從へば「何よ ot 先づ轻濟的大結合*卽ちドィツ全轾濟内に於ける|生產部門の結介」 
S * 部門 1 H ハ五 


■ -If.i ,f I—. ' • 

..<^,...1 ，七 ： isH .1 Hlbl 一 f =i r. 



後 W ナチ k 治 * K の r ィプ鸫濟及一#!濟政策 

G— あ …— S— 襲、 —— 的 1®— し — し 1 で | 。こ i はダ 

ィ i--f 奮 — し i_l 。 ill—— て i き一 、1 

1 、 HP し iiilli る f lsl4ll"fiLJffl 

民がドィ Isf ill f 、寒 — し i 

するこ 必要な正常な St 取れすることに—のである) s は、その， ks して r そ I L 

1 の ■1 f i 营 5 、 

さら s 。，」 QHS 上 SQ1 が 1 g ならな i 。 11 由 S& 本 — Apssrl^ 

——士、 3_ 言 || ら誌く 、 if II 霞 ！ if 

ド_ノ 3- «: 莳後の»神を、從つて又ドィツ5民5:あやまるものである- 

i , n a 

及びム加1$^3|』|抗し|嘗み、|||||、|れ| 

生症物と sits 格？样除することが出来る。 ••••： 




「阀浚食結成に猢する新法律は防則的に、 a 民に fl して jKts なる Iff 格を輿へる机織にうつる可能性を洱へる 

ものである 0 I (K. Walter l>aro»c: Im Kampf umrtc swftdcs tlcutschcn Haucm • 一 9.• 二 • S'H 0 

卽ち食 wwffi はドイッ] 5 民及ぴ、戊戈分働^ -、 s 文眹 H 机合、 is 痄物商、加工龙方等すベての盘戈關係部 nc 
たづさはる全 K 民を加入者とする八 X :*法上の《治«であつて、その使命は W 民及び w .» に對する货任に於て、ドイッ阈 
民の 4E 設、保擭、强化に*する能動的支柱にその所^其5:結八 II することにあるが*特に nirr 機關として、この I&MC 
は、ドイッ迈民及び€2龙、ぬ戈協2組介、ぬ迮物晛資龙、加エ戈者を促して、以炸物生床5:促進し、その所«齐诎の 
經濟的、社分的關係を調 a * 統制し、或ひは所阽龙の利 Mtlh 分全*の利益に一致せしめるやうに^铅しなければな 
らないとなすものである。この協：2«(《»:众《««£〕の結成が獨裁的€^政«の强制力$:坩すに與つて力があつたと 
云ふことは出來るが、然し多敢の利*を異にせる分チから成る2:の協：1«が、エ：に於けるヵルテルの如き强力の組 
織となる C . とは困難であらうし，又それ自身に於て充分に市拗を監杼し付る力をもつことも wft ではないかと思はれ 
る0 

ナチスは以上の如きあらゆる0*關係各5:粒合せる妫分硌2«;:の結成と共にぬ疖物愤格の引上げを企てた。穀物愤 
格保 ut ? 法及び製粉所合 IM1 法が之である。(註〕 

( 找〕前揭九月十三日の法律 it ぴ九月一一十六 U の 「 S 物供 4 » 保滚法 」 (psu i siching der Getreide 〕 及び MI11 十九 B の(效 
物 frt 格に 關する 命令」 (VP 25 Frcb fUr (otrdd 0 。九 ;] 十五日の「被粉所八 " ： 2 法」 (r. eseNllher den zusammsschlua v<5 
Muhlp) 

⑴食 i ? i;l 龙大 Is . は穀物の生產、收洚 * {a 格 $: 統制し得る榷能を與へられ、之に基いてライ麥及ぴ小事に就て一沌 
の.公定 M 格を , X けて效物の睚议をはかつた。公定愤格は Ml 場渡の相場で、全 W を九地方に分ちその各々の地理的 
C 栗部門 二六七 






後 31 ナチ K«r 下のドィツ I35EAH 濟政 « 二 r 
依？ょつ V、 If s § 力を嵩して、 S つ S 格•か附され、公定 i 以下で—れる資 SS 無效で 
I て* s $ ls せられる。更にこれは数 S 格椎持—にょる—物 is の傾向、 S 耕作の$に 
対する^ - S - を含むものである。 
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D si 大一 ^ SS 麥、ラィ SSIQ ため、小麥、ラィ麥を材料と——合同し、その8 
11止し“ 1= HSS 人する4、ラ iss び m 格、生 S れ ISI 8 SI め 

ることが出來るハ？所の R 人れ S は— S に六マルク S されたも Q 

その初 SU 於5以上 Q 如く S 植力に issq 及び器数 ss I 器 sQ 維せ」よつて行は 
れた1引上1、一九一一;四年 S ? より—制 IQ 中に組み入れられる—によつて、 S の統制は一 
i — ss つた。11ハ月二十七 S 「8經 ss £ する法律 」(I 
111 ft ) I て食21大臣は—より5大なる榷能が附與せられ、繁生—の—販^-—販 
S 法、— S — 取引商人“— S , の— W 入、—15いてそ I 及び方法をも—し1こ 
とになつ$ — sslsf 、 SS で fg — sf 芝 gs らず、 sf は— 
及び大 S & 含れ、商人 QS すべき1利—並 SI 2 販 i 装1たこ J 


要なことは七月十 ra 日の「毅物經携 rnffi に關する 規定 一 ( 爰一璧デこへ * r(ctroi§-wil^chuft8verH:n5-) 及び 「ドィツ & 
物 絰：一 S 中央聯合規定 一 (satig der Haupisroiniglmgdor Doutaohon Qetroh r virtsohaft ) による 典物强制 カルテル 


要なことは七月十 rq 日の「效物経濟 [« « に關する規定 J 9lisKwru s - r 2 .§- wifhufs-verhr§lc) 及び「ドイツ起 
物經濟中央聯合規定 J (fiBs-smgs* 一 ■ HIU- 5 .vo3in=s'm»:dor IXniUchpn Gs-ae- r virtHchaft) にょる奴物强制 J& ルテル 
の結成である。これにょつて「數物経濟阐 ej 及び r ドイツ榖物轻濟中央坊介」が組織せられ、十一月以降は典物 tt 
制はこの二机織を通じて行はれることになつた。 

以上のドイツ榖物轻济屮央聯介、並びにドイツ，，、ルク拉矜中央聯八"、ミルク生淹物統制 W は} t 他の^布* J ® 鈴 gr 
S } 卵、果樹、葡萄*ビール*砂糖*水淹龙、飼料尤、全 W 牟モ•紹•紡校川採維植物販 K 、 及び'トイツ ftafii 合の^ 
聯合と共に3^食 «w « に所 W し、 af-t 物全«に JL る市：3及び ffi 格の統制機構が出來上つてゐるのである。 

ナチスは迮各の任盘的机絞になる0治阐«にょる市&の統制を H 的としてゐるものであるが、现在に於ては到底 
そこまでは至つてゐない。例へば「效物轾濟 we」 總兹はその«力を强制する Q に食 JWJS 龙大臣に？ T.X 小力の； suir 要 
よする C. とが出來る。 a ちその統制力の荘礎は荇察力に K かれてゐると共！ i •毎年 K- 物に關する政府の法你が發令さ 
れて、それにょつて！ E 格及び販资觉の制 W が決定されてゐる。 

第四節ナチス農業統制のもつ意義とその效果 

ナチスの 12 龙铳制の機構がその K 分！8之に基くものであると共に、それに基く 「 1W の經濟的、 ftfr 的及び政治的 
新秩序を包括する所の1 wwo 欲求の fill 的表 a 」 Q .72 rr>=* 5 - ip s : o : sl «5 としてのアウタルキー政策が、大 
戰後のドイツ經濟の螃化と相俟つて、そ〇當然の結果として0龙生產の保護*鉍付政策にょる0!の强化、戊龙統制 
组描の充3¥丨市级及び {{? 格铳制、就中*ドイツ K 民 « i 生の»當溝としての is « 尨識の it : i 5 r ( e 木主義 Hn 民の秤族的、 
陪轶的 Hft の鼓吹 ( KI 〕 にその政策の mKL - E いたことは前に述べた〇卽ち»■%食5?阐«を通じて1531生產、生活必 
e 柔部 n 11六九 




後《ナ t 治下 Sr イツ SAJK 濟政策 二七〇 
I 部門の總® 1?®料 i 業生〇が SSP 指 S ょ？捉られ、その外麻として K 料 SSS シン 

ジケ I 化、®粉 HS 蠢的 . rv シケ-卜化、备—及び——と費 is け.れ q ®- 方ナ、チ PVU 
食料—1111，1麻、 S 、 才 nii 料 
i 、 sif つて ii した。 ii て 一 i ! 二八年 i-*HL 
三 1.1 一年には九千一雲エク s¥sls 賣れはヒ， i ァ政榷8§一 年度に於て i 一千 W 
5ル e 2 g られた f れて1〕又インスタ1ブルダ S け—麻 S 所 S 大な耕作 if 5 
1とこょつて i 耕作 Q 中心地と S と共に、一九 i 年には四、五8へクタ is 地から— _s 一七 f 

1 し rp 、 三 0 , 82 クタ ii すべき望島 sfsiii ニニ•二七六；^ 
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(我一〕 SIKA 61勞 S は S 的にヒブト， T 青年5ひ—に加入せしめられ、 iss とドイツ J 
團 ssf SE には S の供定が存してゐ气 

( no 一九—年运23 ssa — 运して約七 SSS 2 るが*营此辜2、. 

ツでは-三 九％/ メ クレン ブ t 二* ヴ-? 4は二19 V 西 n ンでは二 UV 来 ザ 
ルン九九％二-!及んでゐ i とを注众しなければならなぃ〇 

2にナチス•ドイツは——1にも拘はらず、食 SS 惱んで—。天候の不良も1い 
が'. .1Q 方 sltv^s 制、 Ki 制§けられて來たと ti"、ls2Qf f 
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の不法取引等がその主要な 1 ¢因であらぅ 0 一九一二四年六月の法律は * 前述の如く、盘民の資るべき fff 格 5: 公定すると 
共に、穀勿 • 思 n3¥ •ミルク•バタ • 卵 • 牛•豚等 1- 規定 3 れた品 S 、 規定された數 it . に於て引き渡すこと 5: 强制 



の不法取引等がその主要な喷因であらぅ。一九三四年六月の法律は*前述の如く、 a 民の放るべき m 格 5 :公定すると 
*. 、 こ、穀物•馬鈴 ^ •ミルク•バタ • 卵 • 牛 • 豚等 5: 規定された品 W 、 規定 S れた數 it. に於て引き渡すこと 5 :强制 
した。しかも一九一一一四年の S 作は食料 -&fe 乏を一好激しいものにした。三四年の 4ic®^. は馬鈴 3 ¢及び甜菜を除き何れも 
左の如少怎して — 。そ Q 笕 W 格 Q 赞 W に拘ら V ぬ茬人は滅少した。又ナチス Q 凭蹬鑒に加へ 
て金爲转の缺乏はドィッの穀物铪入を拊加してこの事情を緩和することを闲難ならしめた。 |>3 作にょる較物 9 ィ麥 . 
小麥 • 大麥 . 燕 # 〕の減収は前年に比し — i 、 九五五•六千噸であるのに對して、轮入增加は六〇五•八千噸にすぎなかつ 
た。 
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穀物蜍入超過(噸〕 
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s « 濟及«濟政 •* 11七二 

公定 let 格の S2 定は一九三 H 年九 H よ®'三五年八月までに約一二^ 

1九三五年の辕醫をもたらして拭り、三五年七月に始まる较物年度に於け 
一 s : s る W 家公定 m 格はラィ麥•小麥何れも一噸に付約二十マルク方上依 
M ' salis られたが*—は一?盖末 S 付くに從ひ S — 
KO、i v ゐ、然かも S に於て必要食料品中こ S 格 S られるも S 技 
,*、 ！—... . I : めて まれでぁる。今ドィツ sis — 物卸 S 格 S 及び生 
卜 sfw る SS くで—が，1综 S 格8は i 年六月九ニー•七2つ S 另して、一ーー$六月一 
〇一•五、三六年六月一〇五•七を示し、 X 生活费指數は三四年六月の一二0•五に射し、三五年六月一二三6、三六 
年 六月 一二 四 •1! る。 然るに、三四年六月よ01年六月に至る間に肉類の小資物 S 腾货は七 is 、 

野菜は 二 0 %—して居り、 KS 生汁“ S ? に炎はれたよりは SS いものと思はれる。 

#に衂料不作の結果 II 飼料 la 格 1 -著しく睇货せしめ 

SS 祭 1 话费| * た‘ 8 果は銲 SI 班に入れない 1 は 

采布生庄の利益5:著しく削減した。このことは從來は 
多4入に依存してゐ SI -1- が、11;入の SS よつて 
大0經^に移つたこと、ともに、«帝の«めに¢.1料を 
K 入れなければならない中•小0肝に特に强く髟 * し 
たことは云ふまでもない。この結果は一方に於て公 M 
琴< 市511 K 不法取引％行一一れ SS •他2杏 
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數を著しく M ぜしめた。加ふるに、パタ 3 t 他の油|&類 
の ^ 入 も亦 減少してゐる(特に マルガ9ンの W 料であ C 採 
油阳《子(0输入《少〕。かくして戊企物の缺乏は*產品の 
irt 上りと相俟つて食料恐慌 5 : 益 i 著しくすることにな 
つた。そ Q 結果！二五年八月四日に至つて牛肉豚肉 •*/ 
丨セージ•卵の urtlrt 格 5 : 決定する政府の布*が發布 
され、これ等の m 格！ i 二五年三; J の水中以上に上るベ 
からずと規定3れた。そしてそれ Itis 戈^特に大十：地 
所有者〇供給サボタージ•'を作つた。 

W 尖食 wMfis を中心とする ix 龙統制乃至は c 給 ctf . 

政策が其の企 W の一半を W 防的 If 衣に求めてゐること 

は前述0如くでぁるが、三四年351四半期に於けるド 

ィッ»姑經濟の ff 止、その本位制危機 

严ヰ S 3 F « 泔八“ と相俟つて、 Aiii . H 足政策は iji に r 大 

(ハ|“ーー 地域赶濟」への要求、大，トィッキ：36の 

(〇一一 下に中 HC ブロックの 形成の®求へと轻 

(こ一 I 化した。一九三三年三月末より三五年 
ueftLTCilr 

六月に至る Hi] に、 ドイツ は約七〇 
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後 W ナチ K 治下 lr ) ドィツ IS 濟及鐽濟政策 
バタ•人造バタ其他油脂の®入 a 過10 

一九三五半 一九三 B 年 一九三三年 
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11 七四 

{£ マルクの坩加5:示したと云はれ 、X 坩稅舫は五〇® 
マルクに及んでゐる。特に三六年三月の B カルノ ft 約 
破宠に基く W 5 K 猫捩也は* stivll /# を s i 増大させるに 
至るであらうことは明らかである。 ep ちドイツに於て 
生産せられる愤攸の大部分は不生産的に向って投資せ 
られ•その結果生産手段と «* 资料生産部 nr 於ける 


1936•一 Ssa-Hcfrs •一20 

著しい不均衔をもたらし、潸行的にィンフレーシヨンを進 M せしめる。 

この R 1 I にあつて2：采食 w w «. は三四年以來轮入を增加せず、專ら配給狀態の改 #* にょつて食料品供給 S : 碗保する C . 
とに»めて来たのであるが、三四年の凶作以来 APE 物生產の坩加が要 M されてゐる。そして义一九三五^^の作柄は 
よく* m 位'!01稜常りの牧拽の增加と共に小麥•大麥は增收5:兑た(前《の表及び作付 Alfft 表)と云っても、それ以上に V 5 
物铪入は滅少して K - り、ライ麥•燕麥は生^額滅少に作つて轮入額の坩加を兑せてゐる(特にヲイ麥は、褊出超 a より輸 
入超 a へ轉じてゐる：一。尤も一一 一 五年八月末に於ける穀物在 wiit : i は次衣の如くであるから、食料供給難は幾分緩和されると 
对へられるが、三六^^の穀物作付面杻は前揭衣の-•小す如く決して坩加の傾向を示してゐなぃし、又上述の如き諸^ 
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情の下にあっては、容易に食料 » 惊が解決せられるとは云へないであらぅ。 
三五年十一月十六日には、織物、枝*金- dr ゴム■の各エ戈职料品、枚皮、化 
乎油 Kr 、 Jriras 、 食 NJ 油脂の出5:禁じてゐるが、その it •由は* (一) K 接諸 
W に對する食料品及び原料品輪出額は異常な多額に上りドイツ W 内の需 
要を充し抖なくなったこと、(二)不作のため本^^の馬鈴*生產は«内の浓 
要を充足し n ないことに基くものである。 
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後編 ナチス治下 SP ィッ 箱濟及轾濟政策 _七 六 

第三章ナチス農業の現狀 

12栗がナチス經濟の基礎であることは、上に述べた通りである。ナチスが H 技とする自給自足の违成も®争經濟の 
完成も*主としてその ft 尤扑畫の成功如何に S るものと W . てい、〇從つて ffi 3 i 促進のため政府の费すところも、亦大 
ひに他®龙に扭ゆるものがあつた。政府 K 接の袖助金は一九： ニニ 年以来五十位マルクに上り fi m 物 Kw 、 ft 民 ft w の 
免除、匁働キャンプょりする MflT 匁働等の形態で R : i 接に與へられたものは*その三倍に i £ すると见«られて居る。 

世典|2组は一九三六年一月现在六〇五*四一六に增加した。面拉は全0地面松の約四割2:占むと稱せられる。しか 
しその袞 K 抵當の禁止、相«の制町挣この«抵に加へられた保|«的52拘束は、却つて*2村に於ける{3用制度*:时垅 
し、土地所冇を求め«ぬ J 5 村靑年を增加した。 

一九=六年には]5逆物 a 務納入 ibi ] が. K » s れた CC . れは特殊 J 5 産物の|定 S 常を一定 ffi 格で納入5:强制するもので 
あつて、三七年五月には其範阐が袷んど全主要食»&產物に按張された。「如何なる用途にその裸麥や小麥を拔り向 
けるかの自由決定權5:0民に許容する级合不可避的に發生し來る幾多の摩柃」を许無ならしめる£と5:{]的とするの 
でぁる。統制の贸»が多大の费川を作ふことは甘ふまでもなぃ。ドィッの提合には全15產物怕格の四分の|に上ると 
稱せられる。しかもそれ等は、小規校な i «: 典 JS 铅経 S に作ふ15濟的闲難を含めて* ffiJt の進步，を促進する方向に * る 
ものでない。 

ドイツでは第一に、袈物、馬鈴*、甜菜の如き中：要 is 産物の增產が«:現されなかった。ナチス政榷成立前、この W 


の主要 is 產物の wrt 生淹 irs は、全所耍 it の E 五％を供給して M た。而して爾餘の一 lio% は輪人動物性食«品、二五% 
は阈灼韌料にょる動物性食；： f 品といふ刻八：：であった。從って ri 給 rj 足政策の成功を 11 -ふためには、11〇%の铊入動物 



の主要 il 產物の wrt 生産 i !: i は、全所耍 *■; の rq 五％を供給して： $ た。而して a 餘の三0%は轮人動物性食«品、二五％ 
は W 内；！：料による動物性食3品といふ刻合であつた0從つて«給0足政策の成功5:.:|4ふためには、三0^の铨入動物 
忭食《品を闼内ぬ產物坩產によつて交锌する必耍がある。この故に«戈訐晝は小麥*裸麥*馬鈴袅の六0%增產と砂 
糖の四〇％增痄を計®した。しかし is かに平年以上であつた I 九三五年ですら、その收掖は一九二八 111 M 年の平均 
に及ばなかつた。翌三六年に至つては別に不作とも思はれなかつたが、約一五乃至二0?«の減収2:見たのである。か 
くてナチスの边龙政策は失敗であるかに兑ぇた。 

等しく m 要なのは、徐入防堪のための W 内¢"1料增庙不成功に荘く i 53 i 生産力の減 M である。一九三三年以来飼料の 
輸入は約七五％減少せしめられた。然るに W 内では八—一0%增產された ( r 過ぎない。その結果采畜の何 -ff が不利と 
なり、 校、 幼鷄が大 ffl に財殺された00ずべき筋の調*によれば、 35 一級の乳牛、砟卵鷄の數は三％缄少して «• る 
といふことである。 

然るに设近の報- £- は、一九 =. 八年の收棰が思まれた天候により大戰以来の大增牧を舉げたことを吿げて M る。昨年 
九月の豫®によれば、铒ドィッ wrt だけで榖物の牧换は*二五•九百風噸と兑技られて «- る。これは從來 Ai も sf 作を 
体へられる一九三三年よりも一百花多く、本年の出要5:充足して餘りあり、端境期まで輪入の必要はあるまいと想像 
されて焐る。これによつて兌れば、 n 龙の如き自然的要素 t 多分に含む/1 m にあつては、一年乃至數年の經驗をもつ 
てして、遽かにその3^进の成功不成功2: I 讣迸そのものは不利なる拋介をも对虑して立案されなければならぬもの 
であらぅが I 斷じ得ないもの.，やぅである。 I 九三六年より三八年に至る主要15產物の収掖岛を示せば、次の通り 
である。 

fi 後に昨年四月に行はれた襖太利併八 II のドィッ 0 龙に對する釤薄に就いて觸れるところがなければならない。ド ィ 
S 柔部門 一一 - tr セ 





(ibid. Heft.1.19^8. S. 26, 27 〇 CHalbjahrsberichte zur Wirtschaftslage. 

13 Jahrg. Ilcft. 2. 1938. S. 136.) 
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(一〕典 K イブのみ、 (11) 塽太利を含む C 
奥太利及びドイツの人口抟获力 


仝 面® 

山体及诲体 
利用 w « 
紡 地 
收 地 


塽太利 ドィツ 
-?- 位 へクタール 

<会 ?s 

子 181 ご一ふ一 
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T 九 < un-l 


填^人 JV % 

&位 ioT 丨ル 


11七八 

ツは これにょつて七千五百萬の人口を增加 
した。また同時に人口持*力をも增加した 
の だが —ドイツでは人口 一 〇〇に付き a 
戈利用面校四五へ クタ ールであるに fi し、 
塽太利では 六 五へ クタ ールである I し 
かし生活手段 a 給力はこれに比例して增加 
しなかつた。盘し項太利では、 Jst 利 HJ 面 
校の大部分が唯だ祖放的*龙を容すに止ま 
り、 純粹な耕地と雎もその山地的地勢から 
ft 耕 twttt ならしめてゐるからである 。0 
する に塊 太 利の併合は、佑ドイツの農龙生 
布芘作を本 K 的に變化せしめて居ないもの 
のやぅである。 塊太利及び^ ドイツの 人口 
持*力は上表の通りである。 
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第一章內阈商業政策 

第一節獨逸資本主義の资展 tw 內商篥 

33 逸炎本主衣の逸 W- が JS に荇いたのは一八九〇年前後からである。筠逸は產！革命の進 M が英佛ょり M れて ff はれ 
た。普佛戰平にょつて wrt の政 } it 的統一が , rf 現するまで li 大規校の淹尤挺 ff は發遂しなかつた。 wrt 商 - isc も rid んや對 
外 H 姑も闲民轾濟の統一几成を釘挞として發 W する。芘逸に產文革命が進み*之に作つて岗内商戈扭織の變革が始 
年次 練路 s«ie まり * H 姑に * 杭民地 ra 金に n« しき進出を始めたのは一八九 0 年代に到つて if あ 

一八 HO 半 «■<< る，，特に®逸*本主在の® ig に隨作した tiiii の普及狀況 i -兑れば、卽ち上揭炎の如 

一八— 1410 

一八七〇年 ズ 、, HS 

一八九〇半«，<1< 斯くて人口の部市集中が < s に增大し* W 内物- * の^®と配給#とは激增した。 

|九00年 s 、<?< その中でも特に s 内商業組織に於て.' iR 火な脊革に常•曲したものは小*商*机織であ 
つた。現代小 s ¥ 商戈に於て ic 本主疾 SS の王座 t 占める百 Ittfi が®逸に於て本格的に®述を始めたのは矢张り一八九 
〇年代に於て ff あつた。勿逸の百 Ittfi の起躲1-求むれば九§代以前にも存してゐる。0ち一八七六年に出来た 
Mi 3 13 - Mvlllrch — lift 古のものであつて** It 後«1次いで^千の 2 £立を ii たとは云へ、少くとも®逸百货店の 
七割以上は一八九〇^-以後に於て 2 X 立そられた t のである。然かも初期のものは米だ小規栈で本格的百 lt / p . : の形式を 
商*部門 一 1 
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«:« ナ tTtf 下の ドィツ S 濟及 «e 濟政 «-7C 
啓へ る S つた S 矢 f 一八九後である。 

* るこ一九〇〇年代に U 入つて百兹の n ® まし墨违は中小小資盘との對立抗.卞を盟せしめた。茲に於て遂 
U 各1菝 i £ t で S つ S •それに為ら S — 3袋とし5んで—た。— 

のみに就いても $ s 時の百 M 店©®迷狀況を示せば次 S くである。 

.卜 v fei s ^£ ^ SBSMlu 英米人 Q それ Q 如'、個人主 i 行動の自由 
一九〇一 isc 1243 S しないで•盟的行動を好む傾向がある 。 ISIS 
一九〇三年 兰 1 rsvcl . s .* ルテル 的站合 QS を兑る如く、商龙に於ても亦 S に S した同 
一九〇七年 一〇一 一一 一ぐ™ 1 V. 1蘆合があつた。小钱商龙に於ても各龙？代及する大なる小資商同 
一一 U 一一 Is -" 1=一一^ 1.1’證合？ n 六4•以上も存在し、之 S に S 的な尖商姐合 S 織 
一九一六半 一一 a 丨 CCDO して t 。 此の全 S 姐合は常に小^?に布利な立法の湾、彼等に不 
利 S 立法 Qs § 力して tQI る。而し5 SSSQSiss 出に ¥115 に於 
ける斯かる《«的抗爭の結來たることは云ふまでもない。 

此の外、 I に 於け S 本 S 的小—形3 は均一 S 3、低小系 S 格3、消 S 合 S 3 
形 f 银げる is 來る。 此等 S 形態は 百 SI 、 S も中小小我商 SIQSS したも Q であつ 
て、 小数8 :による 大 S 1 は、中痛級的§大0を形成してゐ Is 中小小合商に射して策？加ふるも 
のとして、中小小^ ES 非 SS となつた？—。 SSS ® 的 W 地よりも、冰ろ§政策的兑地より此 
等大規校小 S へ QS 乃至 SS が—せられ、涅中小小 Is 鑾？ itss つたものであ 
る0 


所くの如くして世界大戰前に於ける®逸小' ilf 商龙1&策としては前記の百货佔稅の外に百兑旃の制限取締、不正兢爭 
取締法’支店^連鉛店稅—大規栈小资商販找稅’消费組合及聪埸購^部の制肌’移動小穴商玫締等を舉げることが出 
來る。併し1=ら屮小小«尚例の抗爭と斯かる^采的商戈政策とにも拘らず、戰前に於ける！ ft 本キ：淡的大經-^商龙の發 



所くの如くして 111: 界大戰前に於ける筠逸小众商龙政策としては前記の百 « 店稅の外に百1?店の制限取締、不正狡 - if 
取 M 法、支店•連如店稅、大規栈小资商收伐稅、消《組介及脉場購^部の制肌、移動小穴商&締箏5:舉げることが出 
来る。併し乍ら屮小小 svfsj 例の抗爭と斯かる味的商戈政策とにも拘らず、戰前に於ける- Jt 本主选的大經 *>: 商龙の發 
M は之 5 TP 1 L 止することが闲雎であつた。然るに i « r 界大戰の勃發は资本ホ：在大経贷商戈と中小小 SV 商 lit ] の抗爭を一時的 
に緩和したかに; i ぇた。卽ち戰時に於ける小资商龙統制策に於ては： I - H 冷の對立關係!±後退して*共通的利杏關係の上 
に竝立することになつたからである。而して资本 :+. 在大轾资は前述の如く生 m の經位の尨 n にょつて垂 Lfi 的結合經位 
にその自立の逍を發 W . し、中小小資商は協 M 組合的活動の擴充强化にょつて自力的' M 生策へと S 換するに至つたので 
ある0 

然るに大戰の終結は神び兩龙の抗平をせしめた。戰後のィンフレーションと自由:- k 在的資本屯选經岱の中小小 
资商への坩边は W び强力なる小 W 商龙政策への要望となつて現はれた。殊に戰後に於ける百 Its の ill 个•發 M は fls ま 
しく、 その眾位經1：>:规栈2:擴大するに jh まらず、連 a 化乂は多数括 {: s の水平的及乘 |/£ 的聯携乂は結合化へと资 M し、 
その资本力は米«ょりの流入资本を2:て茲々强化せられるに至つたのである。©ち一九二六年に至りて獨逸の百货^ 
安上高は小资總油の四乃至五'% sr.T めるに至り、特に嫌推品の如きに於ては小 W 總額の一 H 乃至一五%、下^及ぴリ 
ンネルはその！ I 七％ 5: 占めるに至つた。斯くの如くして中小小资商の窮況は加? & せられるの一途を M り遂にナチス政 
權成立の庹前卽ち一九三二年に至つて、「經濟保護0爲めの聚な令」笫三部*その改|£5:贪む「經擠及財政に猢する聚 
念令」笫一部の「均一 m 格 店令」となつて現はれた。而してそれはやがてナチス政桢 Q 成立と共に「小 wa 保護 法」 
なる統一的立法の制定を兌るに至つたのである。 

商業部門 一一八 J 







传36ナチ K 治下のドイツ經濟及转濟致策 


1一八二 


第二節ナチスの小钗商業政策 

ナチ—1111 f し1、中 

こ f 囊|11 一 5 lll ， is ±( f 「吾倉——級 

の維持、大百|§時公—と小—2對す IQS 1 SS 、 5は公共蓉へ®納人品に付きづ 
疰費界を特こ優先せしめることを要求する」ことを宜言してゐる。 ^ tr 
ノ€して-^£3立 S 後に於 V 中小小1笑—1へ QI 4? S たも ？ f S 
の二例示すれ i 如くで— i 一 氏®—ける — sili 
科大學研究半 fulai 學硏究(4)〕 

ベルリン中產小资商大僉 K 言 

«^i ^—11 

性®明の•求。 

三、手 i に s ふ中麻小資商への公法的權和 ws 要求。 

ヵールスルーエ小 K 商闻«の灾言 
一、養»饮众 wfeftslsJho 

二*百均一 E 5 EW に於ける# K 的なる企料 "3 部撅 K 。 

三*百於け—•へて SS 外吳—2ち t 5 sss 5 Qsl 、 wsgs 係なる 


ものの费止。 

四、 特寳デー等の* X 止。 

五、 百 《 店 其 倫の n ンプ H ルン銪疗に ft する： 吏に 尖銳化せる珑赛# 班 的乃至 防火# 挤的； S 錄规 M の制定。 


の*止。 

四、 特责デー筝止。 

五、 百«店其像0コンッエルン轻疗に»する吏に尖«化せる址築#崁的»至»大#»的戢綺规5の期£。 

六、 ！ 0 «店、チ H 丨ンストァ、泔«糾合への均115格««止の**。 • 

七，11:1«连其他の大规«店に»するガス、水边料会0引上。 

バィ h ルン商 Hfr 議所 1 1大規模) S の無制限擴张に對する政府の容嘴を希®し、 3P ?. 髮部、 Rirr 部、 W : 修辂部、装飾部 
等への干涉を要求した。 

以上の外各地中小商戈荠 SK 及び商工分^所等にょつてなされた P 1 往の要求、宂：： el は二三にして Jh まらない。 
斯かる中小商柔荠仰の抗爭 vc - j -3 に對して，大 es 商龙の側に於ても亦之が反 K 及び對抗沔 K がないわけではなかつ 
た。併し乍ら中小商業齐保護の基礎に立つナチス政播の確立は*遂に一九三11 ;年五月十二0に至つて小資龙保11法の 
制定5:兑るに至つたのである。 

小資柔保護法の H 的とする所を要約すれば* 

(一〕均一價格店の！ B 止。 

(1|〕商品贩资所の8立及ぴ鶬«©« [11 。 

饵し»*0&立は政哚の定めた«笮に從て除外例が2»られる。 

C 三〕 ffi 寶所内の獨立手工栗 JKff ® 禁止。 

百 ft 店、均一 ffl 格店、低小«格店、系列的佴格 W 其他の特殊の«格* I 度を株 W す〇版寳店，消 J ? «l 八；！ 乂はエ*購》部<0«給级 
に於ては其の内部に獨立の手 H 文艫 «• をなすことを坊ぜられる。蓋し«本を_する販賫 JKff 企*が一般中小 H * 者を埘迨する 

商業 ffi 門 tAlll 






£ ナチ K 治下の K - f プ轾濟 Aai 濟政策 -7 
からであ60 

卽ち嚣 S 1¥ VQ 小 si 翌 f S 、 小—£ 力 SS 1 Q 下 S かんとするも 

ので、既81播 S 之—が、之が新ぢ」對し5只る Q みならず、殆ん S 域 wlr * 
に近き企— sst 」 1。而し3 一 S 部 ns 祭？なつ S 12 低下するこ—防止せ 

んとす f Q2 る。斯くて證 Q 小— istss 大釋へ S 締製と、小資苦 S8i— 吸 
することにょ？釋 SG 轰 s 上を企 S んとしたも？ ssi-。S 販察 SSSSS 佐件と 
して S 所® SISS? しVI』、5■筵*1、商 S、 1 S せられ、 
又人格的業とし SS る人格と S2S とが粟せられ S 今之 S 何 n も小謹 .HSS 向上への裔 

に外ならないものである。 

S 小：謹保！*法は 前述 Q 如く ナチス政 S 確亲後 Q 1九三一一；年五月十一百に公布せられたが、 S ち七=■十 
五日と十月二十晋、及ぴ一九 1-1E 年六月二十七日と H 年十二月十三日、更に一九三五年五月九日と五同に丑り改正 
が加へられ、その内容は益々强化せられることになつた。义小 S 保護法施“法令も一九三三年十一月二十八日に如 
定せられ、一九三 g: 年七月二十三日§改せられてゐる。 


第二章贸易及び贸易政策 


第二章貿易及び贸易政策 

第一節ナチス以前の 獨逸贸 易の囘顧 

!23逸に於ける资本书族の飛蹕的發展は一八九§前後を以て始まることは钳述の如くである。《内に於ては產戈革 
命が此の時期に於て進 M し、 H 姑及ぴ jfi 外械民地の發 M に於ても此の時期に於て大飛№ 5: 遂げてゐる。獨逸が西部並 
びに東部ァフリヵに m 民地の4£設5:なし、英佛二闲に立ち$れながら5:速に海外進出に有力な IPJ り込みを始めたのは 
一八八〇年代のことで*引«いてその對外的致 M の勢力は束泎にまで及んだ。 H 姑に於ては一八八0年に於ける®逸 
の祛出入八；： 2 h は {« かに五十九位七千六百 A - マルクであったが'八九〇^-には七十四倥七千二百,®;マルクとなり、更に 
一九〇〇年に於て百三 t £ 七千六百茂マルクに激增してゐる0 ® 逸 H 44 補の此の時期に於ける增加牟は英佛兩 W のそれ 
を遙かに凌いでゐる。而して一八七八年以來®逸は保護 H 姑政策を以て装調とするに至り、英 W の自由 if % 政策に對 
立して强 fa なる努力を海外市場の乎筇戰に於て試みたのであった。斯くて世界大戟前の一九一三年に於て は獨逸の 论 
出入 5? 易額介^は«に二百八位六千六百萬マルクに违した。要するに世界大戰が英獨帝《キ：在の»突であり、世#制 
期に於ける兩网の決拽であったことは云ふまでもない。 

大戰中獨逸は聯介闲例にょって徹底的な経濟封 Is を受けた V め外闲贸姑は勿論生菝、配給等轻濟の全分野に 1 =;って 
公衣を伶止し、 C 足自給絰濟の確立に努めたが、食料品や特殊の X 龙原料に就いては自給は到底 W 難であった〇從て 
盌產物に對する輪入税は全後せられ、更に輪出入の全面的統制 srJt 施するために一九一六年二月に帝 W 輪出入委 A 分 
典栗部 n 1 A 五 





使；！ナチス治下の K ィツ JK 濟及鸫濟政策 一一/六 

I Ko ョ I iln - I —-r i た。之はそ—出入統制々度？1一 rtu 
り、政府 XZSS 1 な ifs する5?。是|迗ける1 §?t I 中- 

— II 系し—に、 ilild 上^ 

ンビノグ §し き 1らし輸 s —したけれども、 SIS し55 S 1 ぼし泽$と0-1¢ 
人 ir る—利 i 均 f 生ぜしめた。 S 於て一九一九年十二 iif は輿^^の 
下こ、 SSQI が行はれることになつた。こ®§1統制は多分に S — 的 B 的—も？あ/て 

巻—象 f i ん鳥— I。 if 3 

Q — 人 SS 許2 S こ1とし、繁-」對してはし、そ® S ? ヒて* Sri ? 
I せんとし？ Qi た。繁— s _ i く、 i ■對し5く定められ n j_」rK 

W る — ilf S !——— •琶九ニー — iis t る5, 

た更こ®入に於？一九二一 f f 一九0二年制定 SS 4 E し*1ける HISSSI を^ 
しく引上げた。—部分—0二年1乃？刻 

g が四、五 stvt 言、 1 Q 引上げが SSSI 的引上げとな— Q — 多くは SS $: 
W . (てゐる。而して1正の f •として1擧げる所は第一、富の防止、5,財政牧入 S 加、5 

11 pii 止—! 31111 ii 一九 0— 關 

稅法の改正なる限り又—護の n 的を證することは出来ない。 




見て—。而して1正 2 m sis 
转1 S く—文 S 少 Q 防止 Q § I 、 木法が if 的とし VI ?一九0一一汁の w 

税法の 改正なる 限保 sn 的を證 することは出来ない" 


兎もあれ戰敗闷獨逸が戰後に於てその阈民的话動の两泉をあらゅる方而に贝つて聯合阑側によつて褫筇又は抑止せ 
られ、阔民経濟の h 外に未 It 有の IK 8 L と絕 S 5: 経驗したことは明かである。而して斯かる MS 狀態の拓逸に访一に活 
力を與へ之が再起の端$»を作つたものは K 1ズ案の出現であつた〇卽ち®逸 R 域は敗拽によつて千六百 H 十二位マル 
クの戰费と、教百位の賠«金の ft 校によつて、梅外 m 民地や- t ?- 源 ft 失と共に袷んど立つことの出來ない窮況に沈溢し 
た。然るに先づドーズ案によつて八位マルクの外- t ??- が流入することになり*爾來一九二九¥の米 w < i ? •融恐慌まで五ケ 
年!:1]の外许汝入額は 1 SC に二百二十八倥マルク乃至二百四十位マルクに述し、更らに経濟外の個人關係のものを含めて 
二百五六十 t ' s マルクにも述したと云はれる。か、る英大なる外- rt の流入は M 死の獨逸經濟 wlfe のための救 lit 主であつ 
た。かくて®逸経濟は枯涡せる資金の供給5:受けて全 tfs 的に活潑なる活動2:開始した。之 srKii 部•曲に就いて «. れば 
次の如き H 進按〇を示してゐる。0<3.艮&11&8?110 

桧入 M 輪出 ta 上衣の SS 過を 3H - るに一九二八年までは特に fa 入に於て活潑な增加5:示して 

百|*>ルク百 a マルク 

一九二五半 S 、 1 <、戈< ゐるが、之は外资の沫入によつて缺乏物迕の充足が盛んに行はれるに至つた 

S 、§1 ^ n めで、铉入品の大部分は股料品及び食料品であつた。之によつて阐内《鉍 
一九二七年 IB'Ba 一 0 ,一一ール 

一九二八年 1 < 1 二はな速に囘役し、失戈^は減少しエ*の SM 又 H « ましく所 riri 茚龙合理化速 
一九二九年 50 一 -, sa 動華やかなりし時代であつた。一九二八年及び二九年に至つて铨入は漸く狨 
少し輸出の增加したことは、獨逸芘龙の役興が漸く^につき1¢界市 S への役活迆出を > J ' すものである。特に戦後の IUJ 
役に於て獨逸が他の？*? W に iK れたことは常然であるが、一九二七年及び二八年に於ける®逸の K 4 A 袖の枏加串は、他 
の何れの阈5:も^ぎ獨逸の世界市5?進出の(|%しさを.：小してゐる。而して當時拓逸«站が地理的には如何なる割ム=を 
以て世界に分布せられてゐたか、一九二九年度の K 姑額に就いて之 5: 兌れば次の如くである。 

商栗部門 二八 - t 


輪出餌 

百 X マルク 
へ七 a 





ナチ Kf & rQ ドィッ铕濟及转濟政策 


松出額 

百#マルク 

<、<£(£•<%〕 
5105%) 
一、 s .:( ヤ<%) 

lias %〕 

OK 0 A %〕 


ff :4:' *11 < s j - - * ‘ 

地5 輪 人® & m « 斯くて 一九二九年まで 1! 調なる經過を以て囘很して來た獨逸 

m -;. ハ rillz . ぎ & S :. ク s S も遂に e 年を轉機として落 S 一管迪るこ t なつた。 

ァフリ * 1% 〕 W 1 I 盈し一九二九年の米 W の金融恐慌以來外 W * 木の 1* 人は再び « 

:::; py py 1 ilglsl ! J 

TK 卜 ， i gol.s 1 .8 不況の因 s した。加ふるに一九三一年七月の — Q — 
一九三二年5 ?ss 的不況 S 來 となり 外 S 人 S は兹に全く i し、 S ? 失 SQf へき激报と 
は深刻なる S 不 f 招致するに至つた。緊 S の S 潮に违した一九二九年を50として、非後 QS の1 
Kosr 示せば次の如くであある。 

年 t 味人餌 袪出頟 斯かる$?易の <>. 激な洛調と外*の杜絶及び之に作ふ W 内痄龙 
一九二九"牛 lrSICT 85. o ) 1 / 1 !(8,. 0 〕不安は、政府をして遂に 2 の統制に乘出さ|を得ざらしむ 
一九三〇年 一0、党 WQ ャ5ーーー、§《(〈^5 るこ至つたのである。 

一一 P 5 ? HP ^ s^PIccii 靈 —ii t i 述した 

1九1年 ssl.to B 、 o ? l ) 如くであるが、戰後特にド丨ズ案以來癸なる外资の流入にょ 
つて SS.SS 力しつ、 SSS 一九二九 S 來 Q 外 ssiSQ 1 にょり、 SSQ 統制を K 
はざる を得なくなつたので—。而して此度の 2 iQ 方法と-^ては(一) § s 、(二)商品管理、(三)支拂 
又は淸坊硌定の三つの方面から之を行はんとしたのである。 

爲箨理に就いては先づ 一九三一年八月一日制定の外 W 爲特萬令によつてその端絡が問かれた" X も此の時の爲 
转管3 ?その= 的が 「ライヒスパンク 」 SS 激減に其く S 擁護 S した。四ち一九二九年以來登の落調 


年次 
九二九半 
九三〇年 
九三一年 
九三-一年 
九三三年 


棕人餌 

百®マルク 

s 、 tsa 8 o ) 
10 s § Q -?5 

<、-* si ( go 〕 

一、馨 i 7 v ) 

t ' is ) 


袪出餌 

••&■« ヤルク 

SB ハ 500 〇〕 

一-1 S .5 

九、 11X?10 

一 ! 一、戔 S 6 

rsKf ) 





§1 に就いては 先づ一九三 一 年八月一日制定の外§—2によ？その器が問かれた。尤も此の時の爲 

S 理は？そ S 的が「ラ i スパンク」 ©南鬻減运く赛議装した。1一九年以來冤の落調 

一 - - -■-- ……：： , . .. 

に加ふるに外资の杜絶、外 W 1. U 楢片の在獨亿用の引5 r 爲转思怒及び®逸*本の W 外逃避等により「ラィヒスバンク」 

の金準備は著しき減少を來したからである。 

然るに北ハ後一九三二年五月二十三 RM 定の外 N «#1? J ¥.々» M %^々 nmlw ^- cItw 」<«^ MMo [ Ifi - J ^ M »4 i-er 
られるに至つた。®ち同法規の中には衿出各の特別衣務として铯出 it 物は： i 過 It 物を除き爲转管理の必要上之 tw 出 
づること5.-耍し、若し外«に依〇支拂を受けたる级介は「ラィヒスパンク」又は爲转奴0に其外«$:提供せしむるこ 
と、した。更に一九三二年六月二十三 HW 外 WQ # 疗理に關する準則に於て II Q 转拂下許可制によつて祛入の制限1- 
行つた。共の大要は次の如くである(外務《»贵部坩*に《る)" 

(一) 11年八月 E 日以前に締結したる契約に fss 入れた J に §83*1 にする' 

(二) 一般的許可商戈分記溥^迮戈紙介立記薄义は手エ龙殳記溥に夺^せられたる仰人又は阐體にして從來の位 
龙の靼阳内に於て Z 内 m 费乂は加 H の爲轮入したる it 物支拂の S には M 々の取*? I に ft して IT - 可を與ふることなく一般 
的に許可$:與ふ。 

(11:)俏別的許可前 « 1般的許可 5: 爻くる资格なき龙に對しては個々の松入に際して汴可 2: 與へる。而して(»)生 
活上讯要なる It 物铪入代金の支神に付ては無制? ii に、 ㈨ 其他の It 杓»入代令に付て11轾濟大15の指！ S に從てのみ許可 
を W 與するを得る。 

兹に生话上:'15::耍なる«物とは小麥、韌料>1]大麥、玉！40桊等の15;7:物で非の蛤入支拂に對して特に政府の敎物管11所 
の筘理に服するものである。而して13#の交付は一九三0年七月1日 —— 一九 H 一年六月三十日のーヶ年に於ける松 
入額に對する月平均爲锌宙耍額より一定の減轴をむつた轺を以て弗乎とし’之に對して砧月経濟大臣の定むる拂下率 
$:適用して砭办額を決定する。 

商栗邡鬥 二八九 


後 « ナチ K 7<? 下の r ィヴ JK 濟及转濟致策 

次に：取雲入 商品 8する SI 施したのは、一九三？十二月一日の油—料の輸入 Ms 始まる。而して 

E 年以來1れた Is 人、—、益 sms 含に fi §§ 、何 tis 料 S びゅ S 

の自給確？ H 的としたも？—。一九三二年九月には「キャべこ®，「トマト」*玉葱、 S •切花、 

猫、见1囊3材、針繼、肉牛、 Km 、 rT コン」、「バタ1」*「チ-ズ」、|の輸入 S して1 
用することに S た。紧 S 人— M 度は*そ sssssis れも11 ssss、gsi 
定を必 f し、生して一部分の成功£た i ぎなかつた。 f に一九一二二年 V には® 
逸と—&龍係なき S び1品 S 入*冷遇 Is より S 人品 us § f 課し二九一一一一一¥九泛は 1 S 
1 商—出— 法」 S 布して、 i 商品し笑制 I 由より S 人商品に授 S 人制—なすことにな 

つた0 . 
1に支 S び1と SS よらずし512んと I で、®ちそ SSS 8 S 

行 S 設けられた相手 SS 88 別 S 貨 S 菜 & S 人代 f I ひ、相 S 含よ？ S 入代 S 
決濟— とす f ?—。 而し5かる漠— Q 1 るに？た S 、 8菜 QK 2 よ® S 上の 
11支§し高奮？、爲めに1が i する S つた？ f 打 S ん S め Q 2 上 SH 夫であった' 
S 逸は一九三二年四月供牙利との™に此8支 S 定為結するに至つたが、 S 後漸次他 SW と Q 出に£定の 
成立£るに至つた。而して支拂協定は之を二椅に大別することが出来る。'^に揭ぐる獨洪支拂陆定£するもの 
i 、 主 - u して屋が遠 S 地位にあつた來 SS と S に締結せられたもので、1 n 來一九三？九月まで 

に「ブルガリャ」、「ル- M ァ」、「ギリシャ」、「トルコ」、 「 T ゴ i ラビャ'-:「才 i トリァ」、「フィンランド」 

「 H ストーーァ」及び「ラトビャ」等の諸 W と締結せられたものである。 




*1-—¢ L ^ c I — i 7 -1> n ^ al » (I — <«1. 

に「ブルガリヤ」、『ル1マニア」、「ギリシヤ」、「トルコ」、「ユ-ゴ1スラビヤ」*「ォ1ス5乙、「フインランド」、 
「 H スト >ーア」及び「ラトビヤ」等の諸 w と締結せられたものである。 

__ I I t f I 1 

一九三二年四月十三日調印せられた獨逸洪牙利 nil の It 物取引支拂眹定の内容2:例•不せば次の如きものである。 

r 兩«間_於ヶル«5取別ョ9生ズル支拂ハ餌«トレテ阑2中央»行ヲ通シテ行ハル。 

二、 獨議人者ハラ對洪牙利值務ヲ「，イヒ x -つク」一-於 t 讲牙利 S 立 3 ii ：# sa 座 l - g 笤--テ窆ム V ク、 MW 立3 

行 ハ「ヲイヒス パンク」 ョ9 右拂込通知 #4 *後“-|洪牙利«**-|»シ右拂込餌ヲ洪牙利«ニテ支拂7ぺシ 

三、 供牙利3立銀行ハ 「ライヒ スバ y ク」= 於ヶ < 右特別=庵»忒金«餌ノ四分 y 1ハ本»定*效«期限到來 / 對«依務、四分 
/三ハ本協./ g 發效搀期 BI 到來ノ對««務ノ支神 - I 使 «] ス 

四、 兩 W 中央»行|!3-|於 テ 特別 a 座ョリ支待ハル V キ； S 供牙利依推--|:».スル諒解成立セ < 级合--ハ洪牙利 w . k » 行ハ：！： w «#* 
=對シ其\«務餌ヲ洪牙利1?-|テ5:行-一拂：；；}ムべキコト , ?«求スぺク右神込ア9タル^ハ1«1行ハ2£«ナク之ヲ「ライヒスパン 
ク」- lil 知シ»逸«摧* =対シ右拂 is © ヲ«逸« - I テ支*:ハム"トヲ圣 a ス•へシ〇 

五、 阐《货»相互冏-|於ヶル抶»相«次ノ如シ0 

100 「V ンオ」 七！ 11、 W 二「9イ K ス•マルク」 

100「9 イヒス•マルク」 一三六、一一 or ペン ゴ」 

六、 「ヲイ fcK パンク」 - I 於ヶル洪牙利 W 立议行ノ特別|1庵«芤金_»シテハ利+ヲ付セズ0 

七，本 ffi . K ハ弗常9三ヶ月 Inl - fl 效トシ第二月末-|於テ««通*ヲ«スヲ得仉シ右廢《通告ナキ«合--ハ引績キ效力，有シ其後ハ 
迎クトモ每 n 十五日迄-- M 月末 K リ之ヲ«枣ス V キ ft ヲ通*ス i ヲ3:。 

此棟 to 定は締約^阀の爲特馆理にょ〇凍結した筠逸の商品は榷を阅収する爲め’镯乪⑽から褚俺的に協定屮込がな 
されたものである(前 ffiM 資铒告)。 

第二節ナチス治下の«易及び « 易政策 

商*部 n 二九一 


後編ナチス治下 0 r ィッ « 濟及 ts 濟政馆 二九二 
I H 姑統制强化の理由 

ナチス Q 1 と共に所梁一次四ヶ年 SS 立となり、 SSS § S 12? IQ 强化が S れた。それ 
は常時■&百洱に近いと云はれた失龙芯對策と«:永備詁*の念務に對嗞せんが爲めであつた。併し乍ら《^轾濟と對外 
經濟とは全 W 民経濟の 112 として分雄し難き一體をなすものであつて、 WIS 経濟の粍制を强化して « 姑をのみ自由に 
放 la することは勿論出来ない。況んや一九二九年以来の®逸贸站は落^の一途5:迪 oa 姑に對する統制は旣にナチス 
以前の®逸政府によつても一九三〇年頃よ CK 施せられつゝあつた所である。而してナチス政榷確立の常時は斯かる 
K 姑關係の惡化にも拘らず W 内の生產抿興と再垠備の爲めに必要なる职料品並に食料品の徐入を確保しなければなら 
ず、此 SSN 4 A * SQ 2 5徐出8興を3ら§ならなかつた。3ち WSSS (に不 
入する爲めには外 W 爲替及び金に乏しい®逸は、珐入の支拂に现金を以てすることが出來ないから之に對應して铁出 
を! K 興し、獨逸商品 5 : 以て給入の支拂に常てなければならなかつた。從て铨入物*確保の Q めには常に輸出の刮八||を 
K めて忍くことで5たから、 e 人 SSSS 類4: QSS に之を抑制し、 S 翼§めには紙 

ゆる努力尜荠乞つた。斯か鑫出と^<§衡§3285$§*:备11つたから 

である。 

II ナチ K の轮入統制 

ナチス治下の輸入統制も亦前政府の^手した Q 转行理と商品管 J 1 並に支拂陷定义は淸兑14定による統制政策の徹底 
化に外ならなかつたが、それは又ナチス母： H ^« 制の特色を ia 坡なく®»したものであつた。 



2内菜 Q 錯とめ L 2 雲なる器璧び U 食： stGgtaKW 爲；は外3:§9泻を雲とした。 

而して外 w « 袢取 fi の途は二つあつた0351は祛出の增進であり、笵二は贸姑外の外«13替の支拂を制限することで 

あつた。 SLISS に於ては、 3 S に忭ひ2内 IQ 2 と* W 外に於ては51及びナチ KS 逸へ Q 一 

般的嫌惡から繁は篮する S つた。®ち一九一一;二年から一九 || jg 年 ij 至る I ニケ年 Q 繁人狀況は、次 © 如くであ 

年次 輪出 tt 人つた(單位百 KZ 夕〕0 

一九三二半 *.i 他方に於てライ t スバンクの金保！は一九三二年末に八位六百萬マルク 

m i であつたが、一九三一二年末には I 二位八千离マルク SS た。 

一九三四年 t's t、sl 

兹に於てライヒスバンク總裁に新任したシャハト博士は金及び外 WQ # 準 
?之2上 S 少せし—を姐4んが3めに•一九三三年七月| 〇一中期及び類 Q 外2公§部分的 トランス 
ファーモラトリァムを*明し、外 W 公 (ft の分剌沉 a は S めて少數の例外?:除いては之5:停止し、利子及び配常額の中 
で外 S 5支2も Qli 五〇•ハ i •てとし* (スタ* ップ K scrips ) なるものを 
以て支拂はれ、之が s $2 引 V られること u なつた。1商入3給入商§七〇パ.. W を此 S 
SS ? 支2こと％出 SAJ とになつて， q る q で • はそ§出商：： gL ^ して5はれたる此の 
St 換袞庫に就-して S 通りライヒスマルタを以て換ぇられるのである。卽ち此のスク リッ ブス制度は S 次 
描^の i * 拂に對し獨逸商品5:以てすることになるのである0 
併し乍ら以上 Q 如結：^ S $として1に役立つたに f ず、 S 外 S 5 S 8 し5效 f 
生じなかつた。卽ち一九：二一一;年七月から十一月まで q 五ケ晶に於ける外 2 SS § 位二千七百5イヒスマル 
クの中で外2爲®で支禅はれた額は一位二千七百离ライヒスマルク卽ち僅かに三九パ丨セントであつて、他の大部分 



2 ナチス治下 Qr ィッ « 濟及經濟致策 二九四 
はスクリップス、弗公偯及ぴ封鋇マルクスで支拂はれてゐるのである。然かも輸入の側に於ては一九三三年末以來箪 
需饫氣と 3i 越 rr 藏の爲めにする H 込みによつて增加の一途5:迪つてゐた。 

斯くて遂に K 接^入 f « j - 品の統制に乘り出さねばならなくなつた。卽ち旣に一九三二年以來獨逸と通商 fe 約 BN 係なき 
5 J 义は®湯尝冷学る S より Q 松人品に装 S 稅备する政策 t 採？來たが、か、る關稅葉®みを以てして 
は獨逸商品©對外繁を充分保薄しざる so 、 一九三一二年九”「證商益出議法」 t 制定して涅商品の徐 
入に制限5:加へつ、ある諸阈から、拓逸へ轮入せられる商品に對して夫々轮入制限を?(施することとした'1 
獨逸商品祛出保護法 (1 九三三年九月二十一 1 B 付) 

笫一條 S 笼漂 -- i ® シテ輪入 sst エ x ヲ素サ at 人ハ S 逸尝出保ザヲ HljH 之ヲ S 3 ル》卜►涅 MS - I " 

リ Is サレタル輪入？5»ガ 通商 條約-一 於 テ 符 SW = 53保 セラ レ * ■ « 行 ガ Rtt 約--牴觸セ ザ JI - 場 介 卜* モ之，行フ 3トヲ得 
1 S -I *；•< ル怯人數，決 •>< - 一赏？二 (M 造-於 テ8嵩サ輸入ガ第9 不利ナ < 待！ SH ヶ S ， ザルャ ，そ® 

スぺキモノトス 

第二條外#火臣、大*大臣、3!濟大 EAC * 食«大 E ハ本法施1/ノ&メ輸入期阱ヲ命令シ之--必*ナル法律«-令ヲ»スル3卜 
►得 

更に一九三四年三月二十三日には「原料及び半製品の取引に關する法律」を公布し KiH . 且つ粧 :-■£ なる輪入統制策が 
開始せられた。之によつて一方には必要なるエ龙原料品を確保し*他方には爲转刻常蛀岛と祛入額との問の問隙を少 
なからしめんとしたものである。同法の耍旨は次の如くである(前《外務《»盘¥ 

(ィ〕§大臣は HSS 半 SGS 、？ SI 、 分®、 S 、 販鳘し 、# stsef £せ| 
(0〕 S 濟大臣は sou 的の这めに一 WQ 泛に_し疗*!3* RK す f とを w 。 Jt = KS 凡そ IK 濟大臣 S 任命す S 抒托訂の 




C イ〕 *? 濟大臣 は 工業贴料及 •!= 製品0戢引*就中其の « 造、分»、貯*、販*及ぴ消«を锌«し*統»する檫能を附»せらる0 
(0) S 濟大臣は saisH 的 QSI めに一 .XQ 商： is し疗 KS を RK することを W 。 炸 KS 凡そ 結濟大臣 Q 任命す 吞 K .12 S 


指 fttic 従ふ〇銪濟大臣は各？*17?1-»'.-を代 il する一名 X は数名の代！ R 1 Q - を任命す019濟大臣は抒««*?«5:»|«苡*#よ na 收す 
ることを 

CC 各 ffJPI - lv は補助 if * 曾を KK することを3:。鋅濟大?.は補助评*曾の委：3»を決定し、關体贷菜者よ5之を任命す0 

斯くて經濟大臣は本法の規定に基き先づ M 年三月二十六日に棉花、羊毛及ぴ非钱非金 W に關する管理：；§5:汶 ; a し、 
次いで 四月九日には皮革、五月九日には 「ゴム」 に關し漸次本法適用範阐を擴也し遂に同年九月二十四日までに十 I 
種の商品に對する Ifflw が2213せられた〇此等の商品1?理 M は一九三四年九月「シャハト」新^迸によつて商品佇理 
所として繼水せられた。 

馆珂《の朿務は同年五月五11より開始せられたが*それまで砰時の|!1|政府は此等«':料の ^ 入を禁止し、此の期 |!|1 中 
に在 wi 品の調査5:行つた。又商品竹押-3は全原料品購入の蛀.：：|半を定め*加て龙に從汫する一切の企尤«坆ぴ一部商 
人の在庫品狀況を規定する規則を發布する樣限を與へられた。 

W し乍ら右の如き制度も亦一九三二年以來獨逸が諸 W との問に締結した前述の如き支拂路定によつてその效果を減 
失せしめた。 BP ち珐入商は支拂换定によつて外闲爲锌許可規則の拘束5:受くるこ i なくして商品铨入をなすことが出 
来た。拽等は今までの供給*5:取換へて此等の特別勘定を-71する W 々から商品を受取り、若しくは少くとも此等の W 
W 5: 經由して商品5:徐入した。原料品： W 入禁 It 令が出てゐる拋合は M 一の/ ST 料品から出来た半製品及び完成品を 輸入 
した。從て「ラィヒスバンク J に S : けられた外«發券銀行の特別勘定は5-.增し•特別勘定マルクの供給過多とさへな 
つた O ( ar . Han - r - pficiter ; Dw iJcutsche wirfhafuwumler , 1936•加倉并肅之氏邦 11〕 

斯くて此の對外强制クレヂット制の支*が闲難となるや販資炫件5:改め*現金拂を要求するに至つたので•外 ws 
替の缺乏は兹に愈々 sr .5:-?;- げ、一好好： -ff なる fi # 制 Ri 5 r 必要とするに至り一九三四年六 fl 二十五 H 以降「ラィヒスバ 

商業部 n 11九五 




後 U ナチス治下の r ィッ as 濟及旄濟政策 一一九六 
ンク」は次の如き措近を執ることとなつた0 

I、 「ヲィヒスパンク」の>*に«抒割货委3會を|9:け*£1#交付«を交1-|-申»«:0の0»爻人»度に止むること0 

II、 S 将分 K に皮しては厣料品及び众料=3の輪人決濟の&めにする4のを«先せしめること01 

更に一九11 i 四年七月頃から +. として内馱故び北歐の^ wi の!: II に、前述の: i 彿眩定と特&を诞にする支拂 te 定5:締 
結する事となつた。此等の諸 M に對しては獨逸は從來徐出超過の地位にあつたが*獨迆 0113转背理 の爲め此等の諸國 
も亦報役的に獨逸商品の铨入を阢止したので.獨逸は此等の諸2に對して却て怯入扭過とな0*似饬《となつてしまつ 
たので、相' fw の制 K 4 を緩和し相*:の H ^ i !;5: ie ! m して從米の®出超過を拽找する爲めに祕結せられたものであつた〇 
此掙支拂|&定は爲特拂下許可限度以上の 511 加輸入代金の支拂を必要とする镒合に、^«:入代金を自 W の通货にて 
「ラィヒスパンク」に一方的に設けられた相手 Z 屮央 S 8 別 U 座に拂込み、相占へ QS 代金と1する。此 
の際獨逸は擘 suss して依雷 G 地位に愈から、 WQWie 备 ，5 T 各4に1 sfsl - iir ; し V ® 出超過の脚 

係にある C . とが必.要であり、之にょつ- CW 逸は相口！£に一定範阽の徐出超過$:維抟せんとしたものである0而して此 

の换定にょ®證 Q 3 K 靠勒にし、繁备し心盒あ -03 め、； S ： に「菜 . WQaf 出人 QS ? 晶保に#し4 

化を生ずる坦合には何時にても解除し n 」 る C . と?:規定してゐる。而して此法項は蚨初瑱典と〇换定に规定せられた 
ので之を«典條拟と稱せられる。 

然るに！九一一 1 E 年 rsss 下 M がなつ S め、望 S 入商は5此 SS 座 t 利：5して e 入の不足 
を袖はんとしたのみならず*第三 W 商品までも陡定 W の特別勘定を通じて多傾に»入せられ、 fe 入抑制の (] 的は却て 
a 杏せられるに至つた。そこで 「ラィヒ スパンク J は一九三四年六月爲#釗常制度採 «J と共に此 « の: 4: 拂硌定を改打 
し、特別口座の£用を阽止せんとした。0ち特別〇座の利«]にょつて-^«制限なく祛入し抖る商品は相戶«の生產品 



るに 至つた。そこで「ライヒスパンクしは一九三四年六月爲替釗常制度採州と共に此械の支拂换定を改打 
座 QWWS 止 X とした。 SS 別：一座 S 2 よつ VJ & I 3 MS 4 人し品は f SQ 生®品 


又は相手 SES て t して加 T : f れ—に8し*相 SQ 涅登品に對しては I 定加へた。此神條 
項は和蘭- VQgQ 支拂裊运初規定せられた q で之を和 g 寒と稱する。 • 

代 i るに；^後 K 達人商 Q 特別 C 座に？る「マルク」鍪佛込額が却て增加し Q # 槊が麥上效轰しなくなつ 
たので、一九 = IE 年八月十： nQ 囊支 S ? 於ては蕖 SSS び和漂？ M 充して、明白に鑫 S 奴を 
加へること、した。卽ち右 te 定の大要は次の如くである(供《外務«9|貴報告〕0 
I 九三四年八月十日付英拓 1:11 支拂-一脚スル爲#接定槪要 

一、一艘的 i 許；？►有 k ル W 蠢杜袅來 4 g - l 於， Ksl ^ 人 k ル場迄月 Na 芸葛， sf ノエ英 w:g 輪人代金支 

相-不充分 t トキハラ8不足額ヲ英 SSNSI * 「▼ルタ」？： J . K 「，イミバンク」--於ケル英2む特別 S - 
=§ム n ►( 游 i 一項〕、英蘭銀行ハ受入 V S =«ヒ英 S 出菜者ノ S =右特別 atN アル「 Z ク U 資，、手 
»料 ci )% ヲ违引年*残« ノ英«ヲ»輪出菜* _ J 交付ス 

一、右规足- 1 n ル々拂ハ英 w€ 及英2>一 於ケル？€品タル n トヲ85 (y 荐？ -I 并キ货3ョ=> 許：？ヲ受ケタ i 者ハ s s 
狀ヲ提出シ英 W 品--2スル支神ナル n トヲ g 明 inhiK〕 セラレタル者--對シテハ ss£-l 行フ n トヲ W、 其ノ他ノ商 
品-1¢:シテハ和—人商-|付與セヲレタルー般 i 許'?额ノ10%ヲ以テ£トス(第三條’第 S) 

一、右特別：：座二於 I 「マルク」—2ガ五百 w 「 z ど,， S シタルトキハ「，イヒス.ハンク」ハ S -- テ5ルクー 

w - siEt 拒格 Kf ふ、 31 萬？ ノ|以了 Tt トエ「了： UKXf 」 2 -| 5 別： 1 座< 

/神込ノ1¢開ヲ許可 K ルヲ耍ス 

一、英 S 行ハ特別：2庵-1於ケル「ライヒ K マルク」ヲ si 輪人代金支持ノ这乂ハ 「ライヒニンク」承 ザ 下 - 一其ノ他/對 
獨支神\53 nlis 分 k ルコトヲ從(第六條) 

一、本制度-依的ノブ- if - K 輪出入 S ガ右特別：：座ヲ利 3 K 上03ナ9 、 f 
商 * 部門 




一一^^" 

few ナチ K 治下の K ィツ經濟及®濟政策 

延二依 i 音二 i —， 癸 —— ri 靈 — If 

一、本迄二九一一 Is 八 n 二 t -92 シ HEW 共二 a 間4す以テ wsxn トヲ e 
SSS 定は一九一一•-四年九1、醤、和蘭* S 西、？利、丁抹、$、1、 ns 、西 f 

551.1 し、 f i — 代 a 

相^ ナ ㈣ 

oil — 内 s の皙入—を一定の比率に定めるべき規定 1 唯—之— 

㈣ 雲」、—11 t : 

f g 於51呈 St と ssf 之 SSS 靑1保し 

n - I 士、 3/ く v ^> rlri 方つ^ h 5: 办ヒ\、仍茂務の»0を3ることが出來る極めて巧妙なるも 

僕、醫、幫書、 I 、 

P ■西班 rl —新裏—られた。その一例として— 定 1— ば f く 

である («!« 外務打 a 直、 

一九三四年十一月一日調印の英獨間 済猛定 雲 r „ _、 f 、 *、*£ヲ*先 

一 、 il 丄暮 — fllli 、 特— 「 I 」 




rfupdpi—— 、 1 、 「I こ、… 1 


•r J J 

一、「，ィヒスパンク」ハ S 22 -一—ナ受ヶタル外§?1英 siK ノ支サ这-二ーヶ SNK 英 ss ノ五五％ュ 

SKigrtss ク、癸此 Nsi ® ガ英 WS .1 人代尝サ a -一艺ク不 It n 卜31^ t タルトキ 

ハ g 逸政符ハ英 sjecs / 了 W ノ T - 一必 W ナル绘 - 一於テ外 W 爲爲 S - JJ ノ我 fc ヲ S 3 スルコトヲ» 

一、供盞4 SSSK 地"”英 SSX ハ SSS -- aK . Vi ル g 料 2 SN ヲ iipa : -I W キニ之嚣ラ W 8 輪人 

上-一於ヶ< W 來ノ S 八：ヲ«少 T ノ t « fE ヲ行ハズ 

r 8逸ハ 未'愛一 4 IWS 十 萬®，了 ザ< 含▲供兑為--於袅こ未2笤券"'裒シ右世務 

ノ S 濟 - I 努ム 

斯クテ#來糞許' TS -- 期 W セ，レ、其レ以上ノ支拂 -- 货シ済逢 s シ於夕 f ノモノ*'改手ゾ新®•冗-於ナハ英帝 
w ョリ K . i 擎 N 輸入：： 3-- K シ SS トシチ無 s - l § itv ヲ SKZ n ■* ■卜 t * ■'•©チ英 s ™94 人- -R シテハ再ビ i 
ヲ以テ比較的 c-s -- t ，“货ガ s -- WE v ラレズシナ菜雲ガ行ハレタル場介ハ S 的-一支携 

«* ガ»»:スル*--用 XI シタ so 

ナチ K 治下に於ける徐入铳制は斯くの如く爲锌管理、商品狞 if . 及び支梯络定の三つの政策にょ〇益々統制の强化が 
行文れたので—が、それにも拘らず SQ 均衡は益々惡化の一路を迪®'二九一二 W 年の後半に至つて從來の出超は 
逆轉して入超となり、前述の淸»换定にょつて獨逸に供與せられた H 站上の强制クレギットは遂に十位マルクを超ぇ 
る gs しち k 大 Is に S した。2於て簿5シ W ? は K 雲及び冤 SS 本的の改正 
5:なすべき*明5:鼓し*一九三四年九月に至り數饵の命令を登して新経濟政策の K 施に^手した。所 In 「シャハト」 
新 sh 班 C2CUC IMS) と稱せられるものが之であつて*之が极本耍 31 は* ( 1 ) n 來に於ける！#入額はその支拂に耍する 
商柔部 n 一一九九 


筏編ナチ K 治 - K & r ィプ JK 濟及轻濟政策 

3爲し (二)— §11 び商品富—一一 XSS 人——し、1 

——————— 

又相— sg る sg も？—問はず一2®—人— S £ SI で—。而し sft 徐出收入 
余 S 範？1し、輪人 fTSSHfe し VK 論 5 SS よ〇分割する。®ち1て1 

する ■1!11 .<iif s 。 蠢 

ini * びに商龙淺高に應じて行はれることになつた。 

「シャハトー新 S は一九 i 年九月二十四日より2せられた「爲1赁£する命令」及び同月十一日の 
141給 slsi 2 Q —」 Qlf よ？先づ—•明制度1した。 S 九月四日「商 
品冥所 SSI —」 が1れ、二十 SIS 所—られた。之は—®2び半—輸入統制 
の爲め5し？ 一 Qsf 1 SWSG 2 QS 骂所备 t SSS 所％ IV られたので 
ぁる。之によ？從來 SS み S し S 令す る S ぎなかつた輸人— S 、 笑商品 Q 全般£り換大せ 
られ t とになつた。二十五 Q 商品管理所名は卽ち次の如くで—。 

,木材及 植 W 锌理所 

1 . 阑》生*品*飲料及其他*料品锌«所 

三、 石炭及* ff « 所 

四、 «|油抒8:所 

五、 化學* llglssa 所 

六、 铕、人！ i 、 衣類及類似品部門行9所 



五、 化學製 alssIR 所 

六、 铕、人網、衣類及類似" s 部門抒 a 所 



七、 毛皮翊饺理所 

八、 昧類苻理所 

九、 エ藝生産品苻珣所 
十、轻商品抒理所 

以上新設 狞理所、 以下は 移 t ? x は 挺承 符8；所 
十1、效類飼料及«-他ね衆品锌押所 
十二、蝕?'5及种物生床品竹押所 
十三、牛乳生產品及油脂 rr 沔所 
十四、卵類竹？ g 所 
十五、！ E 取竚押所 
十六、工業用油 BJt 供袷竹押•所 
十七、 羊毛 及其他•版 毛 竹理所 
十八、捣花抒 IR 所 
十九、綿糸符1 e 所 
一一十、 織 li 管理所 
11十一、皮革！£濟荇珣所 
一一十 Ir ps ぶ及「アスベスト」 抒 is 所 
11十三、煤烟類 
11 十四、 非 金鳩符珣 所 

商柔部門 三〇1 




後編 ナチ k 治下の r ィッ ts 濟 A » 濟政策 三〇二 
II 十五、 0 f 及銷谇《所 

斯くて新計迸の下に於ける! S 汎且つ强力なる铪入* E 制は*遂に wrt 經濟の 全般的 統制にまで發 K せざる を 料な かつ 
た。從て又铪入統制の H 的 S : 以て^立せられた商品管理所は次第に阈内經濟全般の指揮 ^- として君臨するに至つたの 
である。 

三輪出 統制 

ナチス獨逸が再 5 IC 備と闷内 S 氣政策の爲めに必要なる铪人物资の確保5:絕對に必要とし、此の爲めに總ゆる袪入铳 
制政策を抹用し來つたことは之を sfc ベた。而して金及び外《0替に乏しい獨逸は铨入偾務の钮行には獨逸商=2を以て 
する外に迫がない«めに、斯かる輸入確保の爲めに®出贸姑の振興に依存しなければならぬことが如何に痛切である 
かは明らかである。然るにナチスの政椎獲行の W から獨逸の輪出 S 姑は次第に W 難となつて來た。その fi 外的原因と 
して取げらるべきものは第一には一九三一二年の在米 W が金本位を離脫した爲め、通 It 上の ( S 位を利 Hj して獨逸の有力 
な紋爭者となつたこと、第二には諸 W の H 站政策の轉換により關稅陣壁が高められ、刻常制戊等の採用2:兑るに至つ 
たこと、第三にはナチス政栢への嫌惡が獨逸商品の購入を S 避するの傾向5:生じたこと等であらぅ。他方對内的には 
阀内市場が國采景氣によりその笛®5:岛めたことである。然かも®逸 U 政治上及び経濟上の J 1 由により平 fit の切下5: 
行ひ得ない事情にあつた爲め、對内的にはマルク聃萁力5:推持しつ、、對外的に平愤切下げと Ml の效果ある方策を 
工夫することが先づ茁一に必要であつた。以下斯かる狀勢の下に於て铪出振興の a めに採用せられた諸政策5:列氓し 
て簡單な說明を試みよぅ。 

第一に採用せられた怯出按興焚は追加輪出制度91 Z . KJ2 — 1 Mfto ) と稱するものであつた。此の制度は纯 




て簡單な說明を試みょぅ。 

笫一に採用せられた怯出按«焚は追加»出制度(ざ|553-0*|0)と稱するものでぁつた。此の制度は种 
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•トィッの植民地問題 
序 說 

近世资本中：莪は其の成立の某本的條件の|を*笫十五1¢紀以降の地理的大發兌と、足れに作ふ近 lu - rl 民 制度並ぴに 
世界商業の汶定に22いた事は周知の卞3¥である。换：：|1すれば、近1«:的桢民活動は*扣の<:3初よ0近世资本+.在の敉近 
に沿ひ、是れと不可分の關保に K かれた。 

近世初期、先づ活潑なる捕民 ^として 現はれたのは 1ffi ?5 牙及び西班牙の ： ifi W であり、 败て和蘭が是れに加はり、次 
いで英阀及び佛蘭西の5?場となつた。常時、 II 7 U - 尊の^ W は*何れも其の S -4 C 的統一5:遂げた W 々であり*從つて其の 
枋民活動の主たる：：！的は、夫々の阀乂的權力の按護の下に、植民地贸易の ^ 段によつて、 13 額の 商龙 利潤を 拖得す る 
に在つた。 

是れ卽ち、當時支配的であつた マ ー ヵンチリズム 政策の一表現に 外なら ず、又飽く迄商菜 -* 本の 利益を中心とする 
活動で S ) つた。斯くて桃民地より珑らされた?; i が、母 W に於て砟業- »■ 本に轉化され、共の芾松を增大するに作つ て、 
母阀の资本屯袭的發展は益々促進せられた。特に 35 十八 ft 紀屮览以後 Qm ! 革命の!; 3 始により、 機« 的 生;'1 5 :某礎と 
する近代的大エ龙制度の發违を見るに及んで、资本主旎的な一火 %2 革が ^ 就され、兹に所 nrl 庠 * 资 本 屯 ^ BS 代への進 
M が見られた。此の段階に於て、植民地は母 HH 業製品の販路として、 ii も' nr : 要性を帯びるに至り、 M 時に又、打阈 
Hrl への原料供給地としての役釗を演ずる: If となつた。 

ドィッの植民地問題 三〇七 


後31ナチス治下 or ィッ5 J 濟及ぴ JK 濟政策 Ho 八 
從つて先進諸 Na の m 民活動も此の H 的に向つて行はれる^となつたのであるが、就中、 m 業本命の過程を経驗する 
S も：^く、他2に率先して化を完成した英 Stf 暫らく「世界 QH 5 S 」 として QW 占的地位を？事が出来、 
一八五〇年前後の英 WC 由主莪の设盛期に於ては、 WW 地放焚へ IH の3 s 如さへ兑た。然し « K て佛蘭西に於ける産龙苹命 
の進 M と共に*英•佛叫阀は漸次エ戈 W として较平的立場に立つに至り*從つて夫*の m 民地111域の確保 5: u 指す找 
になつた。一八九〇年迄に、世界の植民地佑域の大半は、是れ容 M 4 网によつて分*'1を完了せられたと dn はれる。 

然るに 其 gs じて ® 逸は、 3 的な WS 平と對外,の爲め、 S 中世的•封建的生顏係を脫却出來ず、產 
業革命の過 rli に入る ? 1-;も非常に3£く、全く立 M れの狀態5:示した。 

併し乍ら，一八四八年頃?:中心に、其の ;71 業革命が一度び開始せられるや*それは非常な速度5:以て進展し、引枝 
いて一八七0半前後より f 1於ける S — 明及 SWS 1 一 m 業本命 SS 入るに及んで、 f 其 
の痄_本恚的 S 螽げるに5た。他面に於て、十杂紀初期以来®數次®鑒盟、一八六六年®北獨蠢 
盟の成立等によつ V 、政治的 ss I S 涅次弟 S 成せられ、殊に一八七 0 年に於ける竹佛擎8利を§ 
として、 I 八七一年獨逸帝 W が樹立せられた。斯くて獨逸の N ^ c 的統一は叙上の m 龙上の發 M と相俟つて、益々®逸 

棠恚 Q ® 管促進し、®て近代的棠義列 WQ 一として©£2_§鑫沿窆鋈が一一始せられると共に 
其の粒欝な植赁動が現はれるに至名。然か4述の如く、世界 S 諡领域®大半は、旣に先進諸の®力下 
に在つた常 B .^ の琪情よりして、獨逸の活動は共の ili 初より赴れ^諸 W との軋櫟、閊爭5:內容とした。 SI に各 M 3 の- tT 本 
主^的發域の岛度化によつて、一八九〇年以降に於ける所«;1铒占*本主在の段階が到來してよりは、植民地領域は從 
來の商品市場及び职料供給地としての栽莪にも坩して、? C 本投下地としての:- ft •要性を^しく埘大し*玆に列强による 

植民地及％钹毖逞に對する習的支 MQ 强化と蒸条^^が Ms V られた。贳逞 Q 第を1帝 W 恚 






的 m 民^-動と呼ばれる所のものである。 

所かる立下に於て、 SS 何 £3 S §$ S 2 S し ss 。 英、對弟、對 
露の资本處 si 係 SQisig は S 大求められる“ 

以下本；？に於ては、前£於て S 大器 y 於ける雲 S 崔動を取 S 、 後半 U ? ベルサィユ條約にょる獨 
逸全 K 地轰 S 悄と、1とし5チ K Q 1— じて SW 地—を S し5在に及ぶ？しょぅ。 





ナチ X 治 Tor ィッ le 濟 A び is 濟政策 三一 O 

第一章世界大戰前の獨逸の植民活動 

第一節植民活動の ra 始 

歐級巴先8本羞 S 近代 2 S 鋈へ QSS 加は、 KS 如く I 八七一年 QSSS 成立以後$に出し 
更に其 SSQ § 化 iil 八九 OS 降に於 S られる？ t が、爱に於ても衰初期以米* MSSS が全然 h 
はれなかつた？はなかつた u §® に S て、十六£に於け i ニルゼル及びフッ f - SS 達、十七世紀 
U 於けるブランデンブルダ Q 大蒙後フ？ドリツ匕•ゥィルヘルム、ブ。シヤ王フ？ドリッ匕一世及び其後のフ 

?ドリッ u 大王21 SUS 2 つた。然し若等 S 鋈も强大な W 遠力 Q 1 S しな S •或は内 
外の多事な篇§に、大なる成功£る S ら ず*®?何れも .S されなかつた。 

共後十九世紀 q 前牛に至るに及んで、は漸次望され、植益餐®性如何が"^®^^となつた，'"例 
へば拓逸歷 史學派の较濟學农 F •リスト：！？ •ロッシ T 等は、何づれも植民地 W 域拖行の必要と和(虹を'衣、た' 讲 
中、リストが其 Q 一八四一年の著 arrs ^ s 2« 的«系」中に於て、植§動を先■明 SSQ 行 CA として足 
S した S 、 後 QSSSS にょつて、§しし 52 られ 5 斯かる思 SSS じて、實際 
的な S 計 进も 樹立せられ、一八四〇年ょり六〇年代にかけて、フランクフルト：ヘルリン等に幾つかの S 會社、 

植民春§?荽4:し甚に？為 SQ 篇的 SS 行はれず、ブ=5相£ 了クは、 S 地紅 

位费用の過大なる事を主張して斯かる領域の獲褂に反對した。 


的な S 計 S も樹立せられ、一八四 0 年より六〇年代にかけて、フランクフルト、ベルリン等に幾つかの植 ws 

植民 f QI た。然し sli 於 V 為的 SS 行はれず*ブ = 了クは、踅地赶 
贷费用の過大なる事を主張して斯かる領域の獲得に反對した。 


更に獨洩帝 W 成立以後に於て、?10逸资本中衣のへ 1 速な發 M が Kfji され、 3 t の必然的結果として、职料供給地且つ商 
品収路としての植 W 地獲得の要求が55逸 N 内に依く叫ばれるに至つたにも拘らず*帝 W 宰相ビスマークの冷淡な痣度 
は依然^はる所がなかつた。 2 g し彼にとつては、植玫地問! M よりも*成立 Ift 後の®逸帝肉の内部的抚一の强化と•馱 
羅巴大陸に於ける帝阈の地位|5]上が设见耍關心褂であつた。然も對外關係の讪滿なる發迮5:熟心に而求し、特に英阐 
の態度に注意5:傾倒した。 

然るに wrt 的統一が-:兀全に笨固となり*其の- * 本主我的發城が更によ〇以上の e 階へ進み、又、對外的にも一八八 
三年 W •填•作の三 WMS が結成されるに及んで、玆に始めて活動に fi する®浼帝 R 政府 c 身の稍極的た拉助が 
問始される事となつた。其の^初の例を我 A - は一八八 pq 年に於ける南西 H - ili 利加への進出の中に M 出す帟が出來る。 
それ以後 ft 採大戰の開始に至る迄、獨迆の mic - 地獲 n の M 動は如何に域問されたか。 W の:}?-？格に際し我々は处れを二 
期に分つのを便利とする。丼の第一期はビスマークの植民政策を中心とする時代で、一八八四年より一八八八年に及 
ぶ。 此 1;:] に獨逸帝阈は後述す る 如く、 W 弗 利加及び太平洋 (南洋〕に 於て幾多の杭 1 C - 地5:狍得した。第二期は一八八 
八 年に 始まる カィゼル•ウィルへルムニ 世の時代であり、此 K !] に獨逸は阿弗利加、抜柬、太平洋に於て新たに桢民地 
を擴張したのみならず、 カィゼルの 世界政策に關聯して、 バルカン•近 3 K 方面に期著な活動5:行つたので ある。 

第二節第一期——ビスマーク時代の植民活動 

第一期の植民活動は W 弗利加大陸5:中心とした」铂南 ffi H * 利加に <3る地方に於ては H に英 W ウォルフィシ ユ 
5:#杜の话觔が M られたが、一八六0年より多数の拓逸人. y £ 敎師が傅 iii 水 -, 1に入0込むに及んで、英•*1:}]に紛爭が惹 
起された。然かも一八八三年、ブレーメンの商人リユーデリッッが：！地に商館の社設を企闽し、 r » l 年五月土人 H 位よ 
ドィッの ttK 地問題 =こ一 



後；！ナチ X 治 TQr ィッ銪濟及ぴ銪濟政策 三一二 

〇アングラ•ベクナ ICM -] 阐の内地へ四英 m の地を購入し*更に八月にはオレンヂ河口よ〇南絳二十六度の沿岸(港 M 仝 
部を含む〕 i 沿设より內地へ二十哩の地域の購入契約5:結んだ。そこで M 地域の-1.椎に關し、英•獨間に交涉が開始さ 
れた。英阈側は同地域を K 接せる自 W のヶーブ mK - 地へ併合せんと31-つたが、 II 疋を知つたビスマークは玆に從來の消 
極的方針5:一1«して、一八八四年四月、 pr ンドンの獨逸大使並びにヶーブ•クゥンの獨逸嫌 ft ' i 4 i に「リユーデリッッ 
の植民 TJt 戈は ® 逸帝阐の保護下に ffl かるべき Jtsll ?: 打谌し • mK- 的活勁に對する^極的拔助の 31 度を明かにした。此 
の%报こそ獨逸帝 W の M 域政策上 fi 初の公式行動と n される ものである。而して =• 疋れに對する英阔偶の抗ぷを一蹴し 
結： 5 間年九月に*英闽をして前記地域に對する獨逸の佑有樣を承 3 せしめた。リユーデリッッの-' It 戈は52年®: f 5 南西 
阿弗利加植民 fr # t によ〇級水され、後に一八九〇年七;!に至®阿弗利加各 WW 地の^ ». を決定した英®杭民協約によ 
つて此の地方1«の阐阑勢力範阐の確定を兑た"又北方葡佑植民地との坳界に就ては*一八八六年に獨*葡條約が締 
結された。 

次に S 3 逸の m 民活觔は西 W 弗利加トーゴーランドに向けられた。 ra 地には一八八0年以來、 ® 逸商人の商31的诉動 
が行はれてゐたが、ビスマークは M 地方の確保 5: 計つて*一八八四年ナハティガル博上*: . KH 弗利加總領ホに ft - 命派 
逍した。博士は大いに才腕 5: 振つて M 地方の W 王、 4C 長 i£ と相次いで條約を結び* M 年： ffi までに早くもトーゴーランド 
を獨逸の保護«1として5*£>5した0次いで博士はヵメルン地方へ進んだ。常時[..1地には英*佛(特に|*1*)の利«關係が 
SS •であつたが、博士は旣に一八八 ra 年ハンブルグの個人商传がの酋長と結んで « つた條約 5: 、帝 W の名に於て 
批准する事によつて巧みに英•佛の機- Jt $ r 制した。 ft つ英 S の抗述に對しビスマークは强硬な態; K を以て K み、結 M 
一八八五年 fe 定が成立して獨逸は H 地方5:取«した。更に前述の一八九〇年の英獨植民 te 約によ地方の：5 W 勢力 
範期は確定された。 . 


又 - y 來.：：吴によ©！?芝られた n . Nf 河增 liQ 所 mn ンゴ-.釜 y 就て二八八 g 年英•两 WW は共 Q 支 K 搐 

筠 —： s - て、佐約を練紅した。：疋 れに 封し ビスマ.-クは§を含む他 SS への此 S 別的行遇に反對し、佛蘭西 
の按 5 S て： Msgss - C : •和•填•丁 •伊•子®典 i •米•土 S 2 S いてべル i sf 雄— 
催した結果、|八八五宇 M 地方| : の H 戶解 放の ぷ定 -,'?作成に成功した 0 

一方、東 WS 加に於ける鋈は、ビ-夕 -5 土を S として M 始された0博土は一八八四年末ザンジバル岛よ 
〇大3ウサ fssn * 2と S 5 によ？ 1 E 品に六？方32を；：：た。そ Q 後？はべルヮンこ J 
つて男逸東 SS 加货し、一八八¥二月政8鋈狀 S けて神褒 Si ! 赴いた。 SS •ザンジバル 
のサル J は抵抗 S みんとし s * s マふ L ! よつてへ〗遽違よ S - S された雲蠢 S 威股し*遂に 
ssst 3し、には當 ist : si 4 んだ。 § u * l 八八六年老英 •！ 定5¢、英®はザンジ 
パ S 及ぴ SI ? 方 igu 於— JQ 4 f:f 2、且 SBGI めた。又麝踅地と8料も* 

E 年末 QK •雲約によ c -决定され、こ、运菜 W 赁 U は成立した二八八八年に老て、娄茲はサルタン 
より前；^ 8? ils 、 後一 i 一八九〇年 q 囊 SI * KIS 21たに ilil し•筠 

逸はヘルゴランドを； T ウイテ T の保證？英 W に法り、またサンジバ£とベンパに勤する英 W の保 ii 承ぶ 
した。 

斯く迅一期 S じて S 利加大陸 S 地に於て S 的な is 行される涅、屋は乂谨方 •€ へ—した。卽 
ち-一 r ギ_|ア q 北方寶には、それ迄二 • S 俩人的 mss 下 UIS 力が—されて， Qs、 I 

SS 助春 f し5入—に及んで、1化した二八八？ベルリン sfs M - •ギニア分 

社は、—政府の按助により蘭 3_ u ! ギニア Q 北方地域及び, M ! アイルランド、,二！ ブリタニア 明 S 

ドイツ QSS 55 


托 « ナチス治ヂのドイプ转濟及ぴ36濟政策 一ーニ® 

1 W した。此の問賴 S つて英 SSS 来 f 見せたが、 S 1 八八五年2：月の8によ OW 逸は占5地域の 
ftl^fi 播を確保し* R つ-ーュー•ギニアの北部 t'i firl 地域 5: ヵイゼル•ゥイルヘルムスランドと改名し、又 wr » ll の二 «xi 
を合してビスマーク群 ft と改稱した。ャルイト X 5 方•面に於ては一八七八年獨逸 ifiilc と抟 fi の修交條約により*一 貯炭 
所を？二八八五年 Q 英雷 sii は了シ、ナゥル公一八八八年 1 Q 治下に入 

つた。 

以上が第一期卽ち|八八 E 年以降に於けるビスマ-クを屮心とした K 逸の植民话動 QK 開である。此 Q 期問を通じ 
て、獨逸は In :# に於ける大杭民地141冇阈の一たる地位へ»逆的に2:づく水が出來た' 此の^は斯かる植民地抱抖の述 
f 必然ならしめた SW 2於け S 代的菜 _ i?ssf L ! 外—ない。指導的人物であつたビス 
了クは從前 Q 2策を一穿して、 S 期 ssst 凡ゆ S 合に S に保_助し*且つ特に對英態 f 强 K 
化して、英 SQS 化§力した如41。然 tss しハ SSSS しては、英 WS 貧 S を枚 
做して、 §# S ¥ K > S 狀下 S 方針 s £ ん S 、 斯かる1 iu 於5全く失敗6つた。南西阿 
弗利加に於ても來2^利-^に於ても • は主として W 政 WS 8 Q た c ! i 、 植民0益*^期し行ず和れ 
も移 51 S なかつた。 S 英 SS 許制度成功した f 初期とは f * 世 S 本主 
義の發展が®卜 MR 5 へと^々進みつ、あつた VA * 時にあつては、植民地の推作經 ^(1 强大な WA 榷力と共の經濟力5:背 
景として Q み、能く W 現 V 」れた Q で f . 一 特許'^ Q 能力以上 Q も Q であつた e 

斯くて一八八八年のヵイゼル，ゥイルへルムニ世の卽位後、大海箪主旄と世界政策を抒榜する此の新帝の竞闼に對 
し、何れかと.：；3へばより多く wrt 充 lt . ol 荞であり、安全笫一主莪を採るビスマークの見解は一致せず、遂に此の偉大 

な宰相も S 年®基しした。然し vr . s 度客木的？^%5=13?され、列§帝{的對奈愈々 K めら 





圻く VJ 一 \ 八八. y - のカイゼル•ウイルへルムニ 1« c 0< fl 徬 

し、何れかと ：； i へば t 多く 2.2 充 S 1 衣であり*安全 范一主 f 採る ビス了ク Qi は一致せ ず、 f 此の 偉大 

な宰 E も羣 g 鑫し VISS ! した。然し vr.s 度客本恚的^^が•望され、列 KQ 帝 S + H 费對立墓々深めら 


れんとしつ i あつた當時の狀勢ょり兑るならば、此のカイゼルの主張の方が、一好時 . H に適するものであり、こ\に 
彼の雄大な lit 界政策を弗調として、益々進取的な tti 民活動が it 行 V 」れることとなつた。以下足れ5:笫二期として叙述 
しよラ。 

第三節第二期——カイゼ 〆 •ゥイ，へグムニ世時代の植民活動 

笫二期に®する獨逸の活動の HW - は、：： li ふ迄もなく箔一期中に取得した筘域への®占的支配0確立と、ょ0一 
好の拽大にあつた。例へば访一期の叙述中に. M した一八九〇年 QK - 利加植 W 地に一一する英忐执：^約 Q 締結は 
旣得铂域確保5:^る： 1 ::的以外の何物でもない。又一八九三，四年頃ょり： 1 ;弗利加杭民地の各所に起つた土人の街 31 に 
對しては、カイゼルは大部隊の iK 保3:派 if £ して强秘的な鎭定に努力した。加之、轾濟的には漸次、 3 ? c 本輪出の關係を 
通じて非の木阀への從性の强化が企てられた。次に領域擴大に就て阿弗利加大陸で特に l !! J 題となつたのはモ„ッコ 
の紛爭と、蘭領 H 弗利加5:綾る英 •3 SI 1 の係-- jf である〇卽ちモ n ッ n に對する佛阑西の®先描 2 TSS めんとする|九〇 
四年の英•佛協定に fi し獨逸は嚴: - re なる抗述を提出した。併し、足れは結 W1 九一一年十一月の te 約にょつて*佛 M 
西はモ a ッ fit 保護 tfi とし、獨逸は上部カメルンの一部5:佛 IIM 西へ m る代りに佛铽コンゴーの一部を n て問翊は落^ 
した。 

また葡萄牙は非の財政的 w «: から、一八九八年蘭 tfi 束 W 弗利加の關稅收入を校保として、英 W 政府と借款の交涉中 
であつたが、® iH ; は*れへの釗込みに成功し、问年四月の除定にょつて、 raftl - Jf 干地方の關税收入に就いて構利 5 TJU 
れした。しかしながら®逸本來の要求は領土そのもの、分割にあり* |九|二年にいたつて英 W 5: 誘つて非の fftx に 
荇1--し，一九一三年八月、兩 WI 11] に具«的な分 3 W 案が成立したが • Ksi にいたらずして世#.大®の開*を兌たのであ 

K イク efitKttliilH ーニー五 
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る0 

次に iff . 度の aM 段珩に到速した常時の Kic 洲资本主在列®； W にとり*前*本屯在的«制 srtAI 執せる S 々は半植 M 地的 
領域として絕好の活動佑域 S : 形成した。 «- の代-/ i 的なものは支那であり、夙に英•佛の進出が行はれてゐたが、 
支那沿-: -; r - は又太平洋上の活動に對する 5K -: U 的极據地としても利用せられた。獨逸も亦 ft 支活動への參加を企て一八九 
七年山>:竹に於ける Ji : 软師殺杏^件を U 比に、膠州«2:占«1し、には r . ij«w i« に机借地を疱得すると共に山:^:« 
内地に饯逍數^椎’採捆横等を得た" 

此の IU 1 に於て獨逸の洧泎方面に於ける活動も更に擴大され*一八九九年力 n リン*パラウ、マリアナ諸 ft を西班牙 
ょり二千萬マルクを以て膝入した外、一八六0年代以來英*米*«三《の利尨關係銥綜して、解決2:兑なかったサモ 
ア群 A に！ < M しても一八九九年前記三 M の te 約にょ〇铒逸は共の大部分 S : 取；：：した。 

カイゼルの下に於ける叙上の如き梅外«1民话勐と3|均して忘れる冰の出來ないのは、此の期|!:15:通じての芘逸のバ 
ルカン •近! li 方151への進出工作である。 PJ 地方の揹 W は歐洲に於ける K 良の|2戈«域の提供 ^ ■ として、常時から馱洲 
资本主基列强の帝内キ：戎的闘爭の坳«5:提供した。此の方而へは筠逸は》てから野心を抱き*1八八八年¥くも小亞 
細*のスクタリ•イスミツド問の a 边柑借板 srl ' i た外、翌年にはカイゼル自ら土 3 f 古 5 : 訪問して-不威を行ひ*一八九 
=一年には前記钱边5:パクダツドに延公する«利5:搜けした)此のバクダツド|5适はべルリン、ブカレスト、バクグツ 
ドを結んで波斯«に至る筠逸の所否8訃*の發端5:成すものであったが，英*;^佛三《の激しい反«と妨杏に通 
遇した。 2£ し此の Isia の.：•几成は英 w o 印度との ; « ig $: ft かし*谇沔*の南下政策を W むに足り、沸蘭西の小 * 細*に 
於ける榷益を ff かすが故であった。 

斯かる狭 iii 計*以外に就いて H . ても、一八八八年ょ〇1九00年に掛けて*獨*土|::]の«姑钿は非常な11轴5:-小し 



遇した。益し此の giiil の{.几成は：^20印度との;«辂を汁かし51内*の南下政策3:阢むに足り佛曲西の小.*細*に 
於ける榷を ft かすが故であった。 

斯かる轶逍計* U 外に a いて H . ても、一八八八年より一九00年に掛けて、® •土!::1の額は作常な li 額3:.'小し 



扣の經濟的關係は S めて密接であつた。又カィゼルはパレスチナに f > •しても 3 E 出を企闽し* |八九八年 トルコ、バレ 
スチナヘ第二 S 龍を行ひ、 S 上、 a 商上の播茲や證 5 SQSS 功した。斯の如く* iQi 的態度 
が枝けられ、それが亦2じバルカン*近東方面に利.-;|:::關係5:-11する|?^$:との|二«|*<1盟を计*にするのに?*立して* 
M 找に此 Q 地方へ S 出鑫ふ英“は兹的に結び付け〇.れ|九0七年、ーニ wsg が成立した。 g して® •块 
が土环古と親#關保5:結び、«の保全5:闯つて努力の扶械亡志すのに對し、協商2惻はバルカン辟邦が筠*塽の來方 
進出を恐れるのに乘じて之と結ぱんとし、兹にバルカン.近柬方 |1'|1 5:舞なとして；2£1«仰と换商«侧の著しい對立が 
M - l:aVJ れた-北ハ後一九〇八年に至つて境太利がボスニヤ及びへルゼゴヴィナ5:併- rr するに及び、®逸は近 4 £方 Iril への 
I を； T ¥ss 的—を i 化した。然かも所かる ISU 在？、一九一?.ハクダッ Kis — 
びにメソポタミア共同問®に關して、英 ® f::l に l «:; te 定が成立したが、 [ ill もなく19:枞た戰の勃發と共に再び II 4 ZL 狀遮 
に陷つた。 

更に第 II 5 Q 後半、屋 Qg 心は中；米へも向けら4た如くで t 。 含協は；；；：は.；一乞つたが* W 人 

的な令®、商 HTSS 並？示し、地方へ Qssg は®次增大傾向にあつた。 

斯くの如く、カィゼル•ウィルへルムニ1«:を中心とする访二期の桢民活動は； g る活逋であつた〇而して其の際注 H 
すべ袅は此 sssssss If し s ^ l しつゝ择：；：5れ$で t 。 S 期涅於て、 S 利加 
を主として、泡外に於けるカィゼルの政策は、晚年共しく棑英的であつたビスマ ー クのそれに比して、茗しく緩和さ 

れ、英•佛 U 對し靡化姦した禁ある。然かも我々は此 QW-LJ こそ、カィ.セル Q 運な®管窆取る^.が出來 
る i し彼は S 利加益に於て、英 S 或は SL ! 或 SQA 由鋈を蓉し 、 SQ 關心备外一一®运屮せしめ 

る yi : に依つて、共 nil にバルカン•近,4£方面に對する獨逸の勢力扶植と、併せて歐洲に於ける®逸帝蝴の强大化を总闽 

K ィツの被 Kitpla 
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したのでぁる。 

而して此期 ill ] の植民活動の中心的動機を爲したものは、此の K 度の*本主 a 的段喈に特質的な资本检出でぁった。 

大等」於5逸 S 外役 S は英* 貫大當 SSSW 地 Q 面秋及人口 


佛のそれには及ばないが I 九一三—一 
四年に於て大«八〇乃至九〇位弗と推 
定され、それは次の內_を以て投下さ 
れた。以て如何なる地方に努力が向け 
られたか5:知るに足る。 

獨逸の阈外投迕の地理的分布 

(一九二1 丁一四年〕 e 
阿弗利加 <i % dt 
亞細亜 ?;ran 

ラテン • アメリカ ー六•一一% W 1 
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西班牙•泡 « i 牙 ヤー1% 1 l<-Tn 
« 西 亜 V.V%E ^ 
土 耳 古 t % 泊 P 

塽•洪！一111•<% 


tt 民地名 
W # 利 加 
獨領柬アフ9力 
獨铽南西アフリカ 

トーゴ 丨 
办 メル ン 

仝 W 弗利加植民地 
亞細亞膠洲領 

太平洋 

二 ft 1•ギニア 
(ビス►ルタ Isa % 代む) 
マ丨シャル•マリア 

ナ•力 n 9ン群：3 
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斯くて結： r 一九一四年世界大®が勃發する迄に筠逸は幾何の植 w 地铽域の獲 t ' l に成功したか。大戰 w 前に®逸が 
苽際に領布した植民地面? it は合21-二百九十六羝平方粁に及び、足れは本 W 面拉の約六倍に相常し、前揭の說地域5:包 
含した。 

第四節世界大戰の勃發 

以上見る如く、英 • 佛に對する後進 - tt 本主在 W® 逸の、立遝れの植民活動は當初よめて闲雎な 5S を iao た 。 K 
逸の進む所 * W 弗利加に抜 :4£ に又パルヵンに、至る所軋鑠紛氓が惹起された。然かも ® 逸にと〇て ii も利迸相反した 
のは英《でぁ 0 た。ヵィゼルの竞间した梅外 « 域に於ける對英胳調策にも拘らず、獨逸资本主在そのもの、^激な發 
展は、世界経濟上英《资本 +. 在 0 保ゼする獨占的地位 2: 舒かし、殊に《逸商品の歐通巴及ぴ英《植民地への迆出は =1 
兑しかつた。 152 资本 :h 族の此の基本的對立は、ヵィゼルの大海：水 4|-: 衣が、世界设大海取《として 0 他共に許した英 
阈を刺戟する ?IV に依つて倍化された奴がぁ*'*更に gfr 述のバクダッド is iu の計*は英 Ma の苦痛 5: 堪ぇ難いものとした。 
又獨佛 IUI の利其關係は WW 2 境地方の钱筠、石炭 m 地を綾つて » 突した。過去 » 世紀诎、《堵地方は兩 3:11 乎の禍根 
でぁつた。然かも十九世紀末以來、高度の -* 本主在發 K 段 Far に進み来つた兩 S-* 本キ：莪にとつて、是等笊エ戈-*®の 
持つ这邊は一段と增大し、各々其の確保を H 指して 141 方の抗爭は必然となつた。 

叙上の英•獨 •» の努力争に、南谇西*より地中海へ延ぴんとする谇西亞の南下政策が絡み合ふ氺に依〇て、列强 
WCD 利杏對立は益々鍩棕化した。從つて一九一四年六月セルビァの一靑年による項 W 空«桔殺亦件を契機として、七 
月壙太利•セルビァ!: n に宂拽の布贵を兑るや’列^は夫為自己の利省關係の爲に戰爭の渦中に捃込まれるに至义塽 
!£倜に立つた«逸の；^路宂戰(八月一日〕對佛.：„-戰(八月一11日〕に次いで英2の對獨穴戰(八月四=0により*拽爭は世 
ドィプの核《地|«1® 11二九 



托 M ナチ K 治下® r ィプ (e 濟* び JB 濟政策 三二 0 

界的規校にまで擴大した。其後土耳古及びプルガリャは獨•塽5に加はつたが、日本を始め多數の W は獨•埂 t 敵と 
して聯合3^に鸯我し、窮掻に於て其の數は二十八^»の冬きに及んだ。斯'、て世界大戰は列强闲の资本.+.施的*バ立 
の 嫌決算を : S 味するものであつたが*扣の极木的要 H を 6したものは， K に英.«由21:11の抗爭であり、0ち ft 界大 
戰が兩 W の帝 S 主衣の街突 •£» 爭として R •解せられる所以である。 


第二草世界大戰後の獨逸の植民地返還要求. 

访一節ゲサィユ平和條約と戰後の世界 H 浒動 ， M 

■以來 E 年三 g 月 SE : 一!3 S 界 S も、一九一八年+一 HSQ 諸條 S 印 S て終 SS た 。 H 
九一九年聯合 W 側との li : l に締結 S れたヴ h ルサィユ平和條約が鞍敗闷獨逸に課した所は獨 j'lj から和ひ rl る|切のもの 
であったと in はれる〇卽ち M 條約によ=筠逸 U 、 領土及ぴ桢 w 地〇划说*15額の於 frt<fe 支拂、極端な :- Ifija の制 !: Ji 等む 
餘依なくせられ、わに大戰中旣に_合3:僴によ0其の殆んど今領域5:占領されてゐた桢^地に關して|±、：2條約[1何 
等の袖 fit なしに非の全部 -1- 獨逸の手よ〇弈ひ、是れ 5 T W EI 聯盟による B 式或は C 式 ：^ 任耗： }rl 地とした 0 (註) 

(胜〕 B 式蚤任統治地とは、 « 立 H として承 ^ を受け s « 度には； gi £ してゐない； g 域で あり / ,_;式とは人 |1 稀«、文叨«度にし 
て住：； in ら雷 g 力なき驾で t 、 交任 3 qis - hq 一部として其 s:aQ 下に1 5sie?a をな 介が あ -30 
扣の分割の内譯は次の如くである。 

ヴ h ルサィュ條約に依る獨逸桢民地の分 3 FIJ 
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( 驻〕 G. K. Johannscn an (一 11 • II. Kfapibid., ss.19—2. 


斯くて ^ 獨領柚 w 地は全く若千列 ® lw の萃中に H し、戰前ょ〇旣に大なる植民地所冇 w であつた英 • 佛二 w は、益 
益其の領域 5: 擴大した。 

その上拓逸は又歐洲 に於ける本 W 領土の一部 *'] ‘逢を餘依なくせられ た。 然かも此の地域内にはァルザストリ 
ンゲンの如き域鑛痄地や、上部シユ レジ H ンの炭坑地方5:含む事に依つて*®逸にとつての打雄は大であつた。從つ 
て此の歐洲に於ける失地の 0 n £ 要求は、植民地返 a 要求と共に戰後の¢3逸が阂執する所であり、又此の二要求が常に 
巧妙に相關聯して提出せられる點に、&近のナチス政播下に於ける外交政笕の1の妙味が兑出される。 

ヴェル サィユ條約にょる獨逸本 W の刻！*は次の如くであ9、是にょ〇®逸は大软前の面枝の約 一三 ^、人口の約 一 




て此の歐洲に於ける失地の闾役要求は、植民地返 a 要求と共に戰後の筠逸が ra 執する所で £ り又 Jtt の二要ホか贷に 
巧妙に相 KM 聯して提出せられる點に、 S 近のナチス政 MT に於ける外交政策の一の妙味が兑出される。 

ヴェルサイュ條約による*逸本 W の刘*は次の如くであり、*により®逸は大®前の面稍の約一三％、人口の約一 
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0%を失つた。 

加之、®逸以外の戰敗 W も、それぞれ2 f 
合 W 例との平和涤約にょつて、本 W 領土の 
刘«、植民地の*渡 5 : 强制された。就中， 
塽•供王！！は其れ自身チ H ッ n K a バキ 
ァ、填太利及び洪牙利の小 W に分裂せしめ 
られた外、共の！ S 土の可成りの部分が^太 
利， li Jfe 尼 ' S 及ぴセルビアに合併された。 
而してセルビアとその新併合地を合してュ 
1ゴ 1 K ラヴイアが a 生した。土耳古も亦 
本 W 領土の大部5:失って一小 W に轉落し、 


(備考〕ザー.^熄万は一九三五年一月*人 KS - SS にょに決定す0 
(註)東京政治®濟硏究所、 ft 界致治 » 濟年艦(昭和 六 年〕|八》。 

ィラツクの石油-*源.パレスチナの加 mff-js 等5:含む其の戰前の植民地 W 域 も * 舉げて英 •佛の 委任統治 下に入つた 
のでぁる。 

斯くてヴ H ルサ i 條約を中心とす S 後？和£8翌は、 I 方に於 5 SSS を一めると 
共に、戈しく鋈 SSQ 勢力を殺 V 他方に於て、其 q 案的 g 則でぁ,〇装 . M 羞 q 宽として♦•ハルチツク沿 
4中 S 方 、 SU •ハル*ン•近東地方に於 JS 小袋窆 S 妾 f し、此 S は乂 if す— 
间 SW 例の連絡5:遮斷するに役立つた。 

斯かる闲際!:|]の贫位の^隔-列强 wf :; l に於ける MK - 地領域と*源の®在、或 II 列强 wi 小 wtiil の！ UI 係-は、屯 

ドィプの被 Rit 問» 三二三 


ナチス治 rQr ィッ親濟及び i ! 濟政策 三 —四 
後の ID :# 政治•経汧部面に於ける各 H の勢力消 e を容涊する限〇’發紱的な砘^に對して桎梏とならざるを抖ない。 
先づ列强 W 間に於ける叙上の不均術は、所 fBII 「拎てる WJ と「持たざる3:」の世界的な對立を生み、然かも此の對立 
關係は、近時の tt 界轾濟の®！21傾向に作ひ、特に»?:料於 M の苽得と關钧して.持たざる SJ の W 難を 1 G に激化せしめ 
つ i ある0 S し世界 S 慌の影释の下に、從來5：貶通商上屯：要な地位 S : 占めてゐた諸蝴は、康次自《淹戈乃至«姑に對 
して保®主 ats : 採 fl ] し•共の强化は e て台阗の紅濟利雀を中心に其の勢力範阳の確保を：：：挖とするブーーック経濟形成 
を垛いた〇卽ち 一 e 濟ブ D ック ft 部に於てのみ•取料、®品及び资本の crtl な移動は保. , 3せられる〇從つて此の (1 的に 
向つて植民地匍域の所- ff は疑もなく極めて石利であ今共の故に*逸の蛾 k 地返 is 要求は玆數年來特に嫌列 i - tr あり、 
又 M 時に本 W に於ける失地： am も芯*强 fj せられてゐる。 

次に ? S 後に族出した冬數の小民族 S 家の存在は前述の《筇的な ?| 立 5: 史に助成するものである。 2£ し夫れ等の多く 
は政治的経濟的に K 力に乏しい半®立 W たる SA に於て、 1 B : 稃®占迕本主在の發嵌に作ひ、必然的に列强《の资本中我 
的活動の舞焱たらざるを；：：ない。列强 W が如何に足れ等小 W の上に其の勢力の扶 m 5r 企阅するか、? V 人は其の好例を 
バルヵン地方に兑出す琪が出來ょ5。然か tii 近此の方面に向つての獨逸の進出は誠に fit 拐的である。從つて此の問 
題はナチ K •* 逸の柄民政策の 1 S 3 として、非の梅外 rl 民地返 S 耍求及び歐 M 巴に於ける失地：3祝の努力等と fll 關聯 
して者%する時、共だ总袭深いものがある。 

以下植民地返3を中心に其|::|の事 t «! f 5: 叙述しょぅ。 

第二 f $ 楢民地返還要求運動の展開 

抑々ヴヱルサィユ條約は，獨逸 W 民にとつては JH に一大的屈辱として感ぜられた。從つて大拽後現在に至る迄 







第二饰植民地返還要求 ai 動の展開 

抑々ヴヱルサィユ條約は，獨逸 W 民にとつては K に一大2垃的屈辱として感ぜられた。從つて大拽後現在に至る迄 


_ 


の®逸の活動は pfi 々の方! fli からして M 條約の托梏より雄脫せんとする W 力であると fi ひ得る。そこで洱獨領 M 民地返 
3要求も、旣にナチス統： nl 以前より試みられた所であり、賊に|九二五•六年代に於て、^柚 ivi 地の嫌 tf 等 5 :屮、いと 
して苦干の杭民協分或は龙 ilfr 冻が組織され、或程汶の述動が開始3れてゐた。然し常時の獨逸にとつては、 W 内的 
には SQS 苦し*對外的には1 isi 關心？あり•從？地： S へ QS は比較 
的^ M な範阐に止まらざる2:行なかつた。此の冰 W は常時の外扣シユトレーゼマンの平和的外六 y 政策に ii も良く具現 
され、彼は英4と sf 3 wlssf なし、2 S 係に？ S — 
示した。然し非 SIgsw 他 S •南•北 suf ては1 u 出て、#§?業し1かつた。此の點 
はナチ K — 確立後 Q 本 W 失地§§?韙し SSHK へ—*/ヒットラ i 外罢針も禮堡れ 

と軌を一にするの感がある。 

此の 1::] に在つて、ナチスは il 初よりヴ H ルサィユ炫約の全 Ifn 的砝觉を笟阅し、其の w fli なくしては獨逸の辕芡； 3)« 
は S み 2 いとの盡を明かにして：： $ つた。さればナチスは賊に一九二〇年 QS 大分に於て寶した 一 | 十五 SQM 
領中に於て、獨逸 N 形成の根本として、次の三简洚を規定した。 

笫一炷我々は《族0決*に苁き令：«逸人が1大*逸科に結合される事を«求する0 

第二 tfe 我+は他^比に対する獨逸坨族の平^梅^ヴエルサィユ龙ぴにサン-ジエルマン錄約の^-^を酱ボする〇 

f li 還 SQf 岌尝一^人： IQSSUS ££〕を 5 する。 

爾來ナチ K は一九三三年ヒットラーの桄_下に共の®故 tes : 確立するに至るまで•十數 " r - lisl の在野 B . V 代 5 :通じて、 
常にヴ H ルサィユ^約の.««、失地杭1^地の；2^を叫び枝けた0ヒットラ1{ - 1,せも亦非の^. , ?「我が奶^」に於て、 
I . SS 少な铎 SJSUli •土？ SS むにまで：2し S も Q である」 






後 W ナナス治下のドイッ鸫濟及び鸫濟政策 ■=: ニーカ 

と述 r SSSS 2 SS 大不2なる f 謹した。併し？-—時5トラ i 本2に於ける失地と 
两； S 外 mw 地の何れの relfkt : 求めるに切であつたか ttfia ハ味ある問題である。無^前揭の所-: It にも^'かなる如く ^ M 
S へ Q 21 f I はなかつたが、技— QWS 統一 S 成— is とし、足れに 8 SWQ 欠 
地32、よ®以上 QS を SSUS れる i し前 S 5 中に於て、® S 撕$2茂は主として木 S 
面松の增大に存する R の «. 解が數饨所に兑出される" 

媳て一九三三年ナチスが政 tsi - 掩得するに至るや*共の外交政策の极本哚則として採用された所は、前 ffo 網佑丼 
si つた。？ S (一) sssi で皆* (二)はヴニルサイ ssi •(一二)は SS による 
失地 « iK - 地の囘復である。 

此の時 U な？も5卜 TQSQSS らなかつた。？一九 i —1年*！9じ*外 SS は外人記 
S と Qsfe し、 或時は S 民 § 牧 sf 强調し、他 QS には货 §3 大 S いた' 併し何れ 
にせよ缺羅巴に於ける1£位2、勢力換娶中心 S とし、 S 義 Q 上 S 逸 Q£s 大化に5て t 
んとする s 、 sn 禁在 S は S • 5?在 S じ5りがない。 

然るに 8SSSS1T S 震打§方 f して、各 2lif ブ n ック S 形成 s.?s しく助长す 
る事になつた。 S もそれ％一列 S を中心に S 勢力 ss§ 保を8とす SL1 よ？、世界兹益 s§ 
济的、 政治的袞は 一 S と裘性 t 增大する一!至 p、WUKS! も塁域 Q 返望水 t 前 SLi 押出し.銳奔 Q 葛に 

努めざる S なくなつた。斯くて ii 五•六年 ts として§返|求は著しく S 化された。例へばシャハト 
博士は一九三 i 一月 S ライブチ2ヲ， SMis んで， WSS 民地 S により拟 S 入が S となり 
從つて龙 Q 利益となるベ墓を說き、匕 TT も一九三六年三月七恳件で Q 演說で、®也政府®名に於て 



博士は一九三五年 Ills 日ライブチて Qt SMi * 式 S んで， SSSW 地 S によ品 料论人 SS なり 
從つて B 空龙 Q 利逆となるベ慕を說き、 w ツトラ-も 一九 三六年三月七日？ 一传 で QiS 没で、®逸 政 名に於て 



丙捕民地の返 at 要求した。 

此の問 U 在つて • IS 逸は S 対欧？作* S ら t 1九1年存ヴニサイ S 約取冰昧0破棄、 ssgsls 立 
?3 を投じて" Mi れ 5: 强行し、更に一九 三 六年 三 fl にはラインランド進駐 5: 强；；；：し*其の接敉に成功した。斯くて前揭の 
網領ーニ简»に UI する限り，淺 VJ れた問§3は«土捸张問^のみとなり，此の：2的の爲めに桢以地返迓耍水の務は益>頻 
»となつた。卽ち I 九 三 六年四月 I 日、 IE 英大使フォン•リッベントロップ氏が、英 W 政府へ提出した 歐洲 平和計畫 
35十八條に於ても此の要求は明 sd され、爾來®逸に於てはヒットラー、リッペント.ーッブ•フォン . H ッブ*ゲッべ 
ルス等3:中心として12様の主张が幾 M となく找返されて fc る。特に一九11 i 七年一月の适分に於てヒットラーは^植民 
地の间役も槽利として强調し、其後要求は一好の强化 5:-: 小してゐる。而して旣に一：：： (1 せし如き 1«: 界轻濟の敁近の發展 
段防に於て顯著となつた統制主在の体播•ブ a ック形成の促進に加へて愈々 W 取備に乘出した獨逸が、 3 K ポ费捻出の 
爲めに一九 三 六年秋に新たに四简年轾濟計迸を樹立し、準®時 «! 制下に食料及び工業原料の獲得芾枝を開始した事に 
ょり被民地問題の®®性は倍化されたと考へられる。 

第三節植民地返還要求の理由.枳據 

然らば獨逸は如何なる理由、根據に基いて植拔地の返 a を要求するか。我々は赴れ 5: 次の二項 0 に分つて考祭する 
m が出來る。卽ち非の第一は合法的、 m 德的且つ政治的11由であり、? K 二は*?的的理由である。 

I 合法的* in © 的•政治的珂 til 

返 a 要求に際して、先づ第一に問四となるのは*ゥ H ルサイユ ft 約の亦合法性である"2£し兀來 M 條約の某調となつ 
ドイッの««地問妞 三 一一七 



3 ナチス治ド SK ィッ JK 濟及ぴ >« 濟政策 三 二八 
た一九一八年の ゥィルソン 平和 ^# i 35 五 te は T 凡ゆる被- w 地に践す る. H 由な公平な111定は左の职則に依るべき氷 、 SP 
ち祯民地中：權0決定に常つては關係坫民地往民の利签は、その統治桡3:附與せらるべき政府の耍求と、闢等のモ耍性 
を^する」と规定し、足れに從へば、大戟中に於ける«迆拚民地の ! 1 ;佑は、占領阀に何$抱行の權利?:與へぬ宵であ 
つた。 

然るに*は聯合 W 側の^切る所となり*獨逸はヴ H ルサィユ條約第ーー九铱に依 ovfi 外 tft 民地に31する一切の權利 
耍求の放粢を餘依なくせられた。®逸ょ0兑れば此の浓は聯合《側の兴だしい不^、非合法の行《である。從つて斯 
く不法に^取せられたものに對しては冉び其の冏祝2:要求する八=法的榷利$:保如すると:+.张する。此の这昧に於て芘 
逸の要求は -ff ての所^/物の返 is にあり•從つて闽逸汽身.所-.1「抟たざる闲」には泌5ぬとさへ力說する。 

次に聯介阈«|||が獨逸の坫民地を分釗するに苡して0¥{とした所は*「獨逸には植民地経贷の能ハ無し」との：，|1であつ 
た。獨迆にとつては、斯かる.： rl 3 g は N 民への大なる侮辱であ tJUvi ' t 评ふるも弗だしいものである。兹に於て獨逸 
は斯かる氓 ij を株哦する liii - ii 的榷利を保如すると主张し•乂多くの八 i 各は戰前に於ける芘迆人の植民地統治の功紱を 
指摘し，其の米 I '. i - i 地の文化 rl - J 問拓の F 腕を Jfi へ、或 li 乂现在穴人秘は米開地を結：一 ,, !.:义妃すべき任務5:-(/し、13: ; <!1も 
列强と共に足れに兮加すべきとの+.張を開陳する)ヒットラ！|1,せも1九三六年1月二十六日ミユンへンでの演龙で 
「1*1人秫は支 fid すべき ii « 命2:抟つ J と力 n * し、 SI に一年後の一九三七年一月 W 件での®设中に於て®逸人の植 M 地經 
管の有能を强調した。 • 

斯くて「獨逸の楠以地迟道耍氺は合法的,*,3德的总.ぬ5: ; (1する」啡は明，：：！であるが、此の冰11义筠逸の2^的威/;-5 
の問題とぶふ大き?':-心理的な然かも政治的珂 |<1 と結び付くものである。筠沌《民にとつては非の桫^が|片の植权地 
領域 5: も - 11 しない ^ は、他の列强に比して - ¥ しく非の W 威 5: 減 X 2 するの As を與へる。されば t ットラーを始めナチス 




坻くて I sais-ctifivlti^ij.® 412 <idfv'* ” 515 ^ 5 = で . -/.in^J-.l-i 卜： a-'-i-tJ ク 山 yj)'—: ン； ^.^£-£-.>;[|':^/11: 
の問題と副ふ大きた-心珂的な然かも政治的珂由と結び付くものでぁる。拓浼《民にとっては其の份闲が一片の植找地 
領域5:も有しない壤は、他の列强に比して著しく31:の N 威5:減 Is するの As を與へる。さればヒットラーを始めナチス 



の粋部は、掏逸 W 民の此の/ is - 3を掻立る氓によつて* M 成の保；！ T 發抖を以て植民地返 il 要 ik の一の冇力な极撺と1$ 
す。 然か も rf かるホ ai の ;'< 而には、此の對外的敵保心の利 «] によつて扫迆阀扠の精神的统|を ^ らんとする:1?:闳が始 
めより含まれてゐた。殊にナチス獨裁横 >• に N ¢5年經濟針 if 遂行 •!' に在る現在に於て、®逸2以の關心をば此の對外 
問題に 姐 中せしめる; li によつて、 ^2 :的な a 降 - i ?5 r 乘越えんとする巧みなナチス對内政策の一班が兹に ^ 取される q 
である。卽ち此の主张は?-|外的要求たると[..1時に、對内的立在を多分に抟つものである。 

II 経濟的 ilIfl 

上述の.! filItl は何れも^敗闷たる«洩の特殊水愔に浓くものとして理«され*乂夫々足^せらるべきものであらぅ0 
件し Bi 下の世界狀勢に於て、よ〇以上の . - rf . 耍性を带 びる に至つたのは、 M i < i 地 ftl ; fl の 技 濟的立在で あり、® 逸の 返 i 5 
要求4代的* missus 鱟•次 Q ! 二 sfissts 出 I 。 als ( A ) ss 供給地 
としての坫扰地、({8)商品收？2としての桢民地*(〇)拎往地としての杭1^地の利||1である0 
蠢に限らず今具界的に f れ SW 地.§2水 QS 的， SQ 1は明か5料 SQ 問尝—"茲久しく 

器裔#分 Q 問題は遠，-;}3：霹含 Q 髮であつた.•而 して；^ に^;衮执益笤一結器つに就いて多 

くの#? i < が行はれた結5 T 范千の特殊の ffl 料及び贫料〇<次、《、《れ油 、 n n ァ、紅茶、* r ** K ^〕 を除くの外.大多 
&のものは現在迄の所其の砟出.-.: i も比較的少八.' II であり、從つて ^: 料 vt 跺供給地としての 抗 K - 地の fnw は左程大で ない 
也が5明 St 。 それ u 為ら 2 Q = S 2 USS 域 ssr f が f .SQlr 1 sssi 
S 震曾、換¥れぱブ b ッ5ム S 8化と、5 h n ック 5 侖 Qsie 化よ*策 yjs ? の危機に 
{{S へての 5 IC 備擴张较华とに依存するものと- T 1 へよゥ。 

r ィブの植民熗問 S ? =二*. 



後 « ナチス治下の r ィツ H 濟及び|«濟致策 

*遍籠11 

油8、胡-«採1-^ -«31<、Ssos: 

各 a の熱帶性果 It #£«:1< I 

其内 X ナナ 35' s 一?;、?;|九 

n 丨ヒ - CB 料) U 5- C 1*£< 
n n ア S 料〕 105<1 芝、<11< 

各 S の SKA 大麻 tu'Jt 

其内シサル K 栗、 £ 一 窆、*0 

皮 本 一 5 、一 X *.s 八 
羊毛 A 其 tt の R 毛 一 £ ノ s R : 一一 
相 花 5- H " 一一 ^.1 

s K S * 101 一.21 

供 K & <§»£ 

*} 材 ursv 一一' * 

熱 f? 性木材 S へ08 S«».H 
S «(玉«桊、《 導) x«sxuoii 

金 § ! Klssll 
4 ft 2 

ダィヤモンド 丨 £<**v 

<力，プト) 

(註〕 d s Je sv- pl J51i— of Jntcrnational>Bi3; 
r.efmally-sclaim to r=cnies*cnfsrnleon I5>art-1SE 

pasn. 2 P 23 V 1 938 .一 .*72 . 


tZ 逸 n 身の- IV 悄に就いて u るならば，現在其の使; i ]/ fi ( 
料及び食? •> の多 > t 外 W ょりの检入に仰ぎ、且つ npi 年 
轾濟#赉遂打下に在つて、非の拖得の必要性は益*增大 
傾向にある。斯かる際に在外正«の乏しい獨逸は.其の 
支梯の爲に0»製=20^出松進5:計るの外はない。然か 
も84時の WKI 交^の狀劣が铉出に fl して防 W 的•义蜍入 
に對して制 Ki 的なる時•斯かる w « 打開の途は必然的に 
吩料供給地としての WI 1 . へ地«布に求められる。特に®逸 
にと〇ては、非の仍植找地が IftK に必要府料の或 fv . 度を 
産出しつ、2>るのを見ては、 e 令非の産出力が英箱其他 
の杭民地に比し貧 <>-« であるとは云へ**等筘域〇返335: 
要求せざるを抖ないであらぅ。試みに一九三四年に於け 
る洱獨141梏以地ょ0の主たる|5>:料食料の«!出數*:と21 
品に對する獨逸の铪入鉸货5:對照すれば、次の如くであ 
る0 

上衣にょれば、シサル BC は®逸の沿要 S : 充たして餘 P 
ある外、燐酸2 r パナ、、麫带性木材 • m 物油等は夫々 
寄與する所大なるべきであり、又金 (- ニー•ギ -- ァ及夕 



ィ今そ：- へ irjur ) 上衣にょれば、シサル庥は筠逸の；？.$を充たして偽0 
( K〕The falI of liri — Atlaiai ある 外、供酸鹽、バナ、、熟®性木 *t 植物油等は夫 A 

Gcrmany-S Claim to rclcnies.cnfcrmaticn lJurtment 

l>a « rs , N ? l ?>1938. r .72. 寄與する所大なるべきであり*又金0二 1 ギ -- T 及夕 



ンガ--ィ*商〕及びダィヤモンド GEWW 弗利加 ft 〕 等も注 It に (n する。併し V ら现在に於ては*冷^出品の ii : 大の es 容 
は、 Ti ふ迄もなく夫*の ft - l 域の委任杖： m 2 である。従つて®逸 P 立松としては3後 5 t の^ m 民地よりの铨入額が激減 
した事 TC を柑拽して窮狀を訴へる。 

尤もゲッベルスに從へば「近代的 X 戈の浓本的除? ■■!■ は石炭•绒、石油枕花.遵 K 、 銪である」。所で*^六純中* 
® 逸が. H 給し n るのは石炭のみであり、钱:1大部分を•非他 SW は凡て5:铪入に仰ぐ。而して足等呀料の^ rJf - pl'lM 
民地よりの/?:出に就て M れば、主たるものは前衣の棉花、誰設の二杻に止何れも其の數 V :は大でない。此の»に 
就いては股料资源供給地としての处地拓域0將來の發城性が考进に入れられねばならない。拚民地返3耍水の笫一：：： 
把が H 弗利加大陸に向けられるのは，此の llii の取情3:物 , js るものである0 
次に本3:製品收路としての杭 wite に關して .'i *® 逸は. nw と? , ；植民地 nii の«坫關係の推移5:-:小す屯に依0、返 32 要 
求の一权據と13す。©ち丼の灯姑锶額は近畤に於て大戰前に比し菁しい铽少を：小す〇然かも其の铅八：/诏逸より^:桢 
氏地への給出額の減少は、汚 ttcW 地よりの松入： i の減少5:凌轺し、結果に於て铪入超過とさへなつてゐる〇大戰前の 
一九一 H 年には可成りの轍出超過であつた - 1 ! J 5: 想ふならば•其の^轉の如何に激しいか Irpp . 解出來る。 

然かも珩桢民地への fe 出に際し，夫 
夫の委任铳： irlw の利益が後先的に確保 
〇れる冰は、*等領域からの股料徐入 
に就いて ii たと同技である。例へば一 
九一二年には獨逸はタンガニィヵ地方 

r ィッの « R 地問® 11=1 二 


今、 K 姑額の統計 5: 比較すれば次の如くである。 


金マルク 

1115、〇8 


怯 人 怯 出 

金▼ルタ 

九一三平 5 、sl 

ラ 

51七 <000 

( 往〕 u. K. Jchanin and H •一 1• 一 Craft, ihitr S. 8). 


尨 
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W 、 九01、§ (出 


I 九三五年 

(0押铒除外) 


▼ルク 


ライ t ス▼ルク ライヒ K マルク 

气 < 尝 08 srrsobcAIg) 



ftw ナチス治ドの •ドイツ钱濟及ぴ«濟政策 


c ««» s 弗利加〕の松入額中五 r _ r % を占めて M つたに反し、一九三四年には^か九入％に轉落し、委任統治 R た 
る大英帝 W が ra 七*一 r % (英本 W 11 七•六%/英 Ntt » 一九•七％〕を占めて足れに代り、又一九二二年に佑®領南阿弗利 
加の輸入額屮八一匁 S: 筠逸が w t'i してゐたのに反し、一九三 rq 年には南 H ® t 邦が七四/%を占めて此の位 { a に代つた如 
くである。 ( 你比本の ^ 細 uItoyal Institute cf International A fairs , ズ aw Materials and-?lonies. (Inftuls^ 
raper,2:? 18019 し p 1*1\01|02. 參照 ) 

然かも斯る M 向は c 式委任統治地は常然の也、 ill 商上の np 解放が約定されてゐる B 式委任統治地の多くに就いて 

も兑られるのでぁり、從つて返？：3が獨逸商品の收路擴大にとつて夯利なる浓は多.：：：！5:要しない。蓝し「«岵は阈旗に 

面® 人口一顏_度從ふ」は今や常 P 謹でぁり、況んやブロッキズム 

で n 人 の進放する今日、«の本 NMng の輪出增進 srah るには W 
英本 W 100 Rios 1 ft 
佛蘭西 5 、〇 00 g ： 一、 s <、§ 七< xill < lvl 地獲 rl 以外に方法はない。 ifv に®逸の場合には旣に一 

c 3 C 義 g 、§ <、§!、§ § 一— if した如く、對外輸 m を通じて取 n する收入が、必要朌 

和 g 500 2 r § § I 料 ES 入 yt 金 SS 成部分を成す？あるから、製品収 

蘇聪邦 11 一、 m 、§ i <、80 名 1 L : . 

北米合衆 s j ■ 路確保に向つての植民地 Q — は、一 f 强いものがぁ 

獨 逸 

(ザール fe 角む) 

伊太利 


面 秘 

0000 

5 r § 

s 、§ 
s、08 

-In 七 r § 

2九、80 
2 一 、 i 
1110 o'co 

w «、§ 

5108 


§ r § 
2" 自 0:0 
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( 注 〕 Statistical vcarHSx-of 二 le r caTluc of Nations 
?i 7 /aoo , Geneva •一 ss . 2% 14123 • 


13;後に移住地としての、換 -.i すれば本阔過剩人口の捌 
口としての植以地の:®旄が、筠迆の返 a 要求の冇力なる 
1の极據として取げられる。听かる主张は、獨逸に限ら 
ず所 anr ^ たざる倜に於て14$に w .5£ けられる。而 








2 本 §1、000 S 、 一 i 、§ ki -i 

( 注〕 St • 一 tistical Vear Hsk of the J.ca 二 uc of Nations 

1 m-v.r 一'ノー T. I I'.-• 


Li i L マ c 衫 Ljt -c^ d 力 s 9 (2 玷？ ii3 d(z イソカフ • 
一の极捸として m げられる。断かる主极は、拓逸に Hi ら 
ず所^「抟たざる闲」惻に於て 14 £に兑爻けられる。而 




して非の a 八 an の极撺を戍すものは、各 W 人 U 密度の相 ii である。 

前揭炎によれば、! , 4•英•和•日？？ stt 典逸よ, ..し：.為 ■ ■;--':.' : .;':广.し..'；*.;に • 
伢を除いては何れも木 NIftlrt の数十仍に相常する大なる蚧| 1 ».へ地|-:!心2で5り、英！£の12:二倍5:^如に、，： 1 邛在八 1 
饩和蘭六〇仿•佛蘭 E 11 E 倍 SW される。加之、日*¥№¢>1二2は年々の人 S 加 ii も： JS めて . ft く*一九三五 

半に於て H 奢〇二®人、屋約ーニ宏< $:裘 weie 人轰す KT w - HQliJS よ®'®在地爲鑫た 

ない S が、非 S 口とし£民地 § sf ね出するのは si で—と說かれる。 

® 逸の此0..卜张に?, 1 しては，中：として英*米1:0.«袁よ0$!:刊が；？？へられる0卽ち、それ^は^史们に^.て、5:以 
地が_人：： IQ # 容に對して.殆んど；；；一割を S じなかマ..： Q で•孕”代灰的な；：^这2<3グ a ヴァ • 
クラークの荠作に兑川される*而かも个£!:斯かる«.解は常^的にも可戍=冇力である】乂獨逍にあつても*1部^各 

は S 遂轰芒•孩？して SW 5 逆！益 sssli £5 s め、喉 nsss 有によつ 
て、幾分な—も： S 2 Q 人：：する-證 GSSS し5網人：： SQ 問 S * 
共の 2 SSIA .: ふよ Dir f 刊力な S とし S へら£§%意。衰踅、 2 KS 繁分刘の£ 
代なら兎為、爲®如く；^ q 努 QK 定纪含に*人袅：：として QW 益集 JQK ^ QW 涅何人にも明，：：で 

ある」從つてナチス幹部を屮心に展|5{!される此のキ-41,-も、^8移；^§,5による：^人品35§*1と、法動的な 
诉少年 WW への玷祌的效 ii にあると ii る〇が至常であらぅ。 

杻 K - 地 返： ii 要求の*?於的押 rt.' i して*®逸渊が公式、非公式に中 fe する 所は上述の三功 [ I .に ilis る U 勿^赴^の . jf 

茂は夫 S 力运结あ票迗轰れな. S 。 且つ現 SQf 装下に於て、笤裘哲 q 盟が屮心的で 

ある祺は M 々指摘した如くである0 

r ィッ 》*K 堆 na 三=三 


後«ナチ*治下® r ィッ鰱濟及び«濟致策 111三四 

然かも十九世紀末葉以来、列强 W による近代的被民活動の蚊も基本的な経濟的耍求はに於ける過剰*本の橡 
出にあつた。植民地乃至は半植民地領域に於て、其の低廉な匁働 li 銀や、安«な！ S 料及び土地等を某礎として確保せ 
られる所^植圮地的?5利潤を(]指して、列强31の對外«迕话動の角逐は裕めて话港であつた。加之、是等«域に對す 
る*本の輪出は、前述の Kf 料^海の度得、或は商品販路の摟大と常に密接に結び付いてゐる點で、共の！ a 濟的尨雀は 
一好大なるものがある。蓋し資本輪出が植扭地 C 半植坨埴〕への借款の形態で行はれる場合には、 M 々其の Rt 帶條件と 
して母！2»品の購入を强耍する。例へば取事倍款ならば兵器や其の衬料を«:*«から«入する來が條件とされ、又钱 
逍借款ならば殆んど例外なく丼の材料の購入が涤件となつてゐる。次に^本祛出が產戈资本或は金融*本の形に於て 
植民地に於ける ire 接壤龙経 S や植域地企龙への金融的參與に向けられる®合には、枨めて 1 !&則的に、植民地/51料生產 
事龙の獨占的 e 位が企てられ、又植民地企*の < fe 槭的支 fldif 承掩が訏られる。斯くて -« 本祛出が如何に近代的柚民活 
si の^ Kfca すか i: J¥. 解 2 れよぅ。而して本 W* 本が = s >« 域に茂立した所 nil 特殊捕 i£5r 掩逢する爲に、沌々の政治 
的 5 K 水的手段が採用され、又或る場合には力の發觔を U る^も我々に税しい现《である。 

■ 10 :界大戰後に於て、列强 wli :) に努力の消妊は ii られたが、上述の基本的 M . M は現在に至る迄大差は無い。蓋し irs 度 
の资本 :+. 在的® M は、一方に於て益 A 市場の捸大を必要とすると共に、他方に於ては旣得の CW 市場3:対 a 的に確保 
する冰を必耍ならしめる。然かも 1 »:界恐慌下にあつて*[ 1 3:の市3!である勢力範阐(被 1 <;地*牛《«地を含む〕を確保 
し，恐慌より獨自的に脫出せんとする芳力が、 M 々： TI 及したブ a ック轾濟の結成を生むに至つたものである。卽ちブロ 
ック形成の H 的は非の内部に於ける C 給自足 *5 濟の述成にあり、此の關聯に於て、現在； i ?: 料-1¢源獲 fl の問®が緊切と 
なり來つたに外ならない。然かも、其の：2£面に於て*各ブロックは外部市場に ft しては多分に枝搔的に活觔し，|'1己 
の勢力仲11:を企 N する。所くて、列强 wtt へ，やブロックを m 位として對立關係にあ〇、各々共のブロック强大化に奔 




なり來ったに外ならない。然かも、非の IX 面に於て*各ブ f ソクは外部市場に對しては多分に e 播的に话 ii し v,n 己 
の勢力伸長5:企 N する。所くて、列强 W は今やブ B ックを一-* II 位として對立關係にあり、各々共のブ CI ック强大化に奔 


命する。斯かる H 的に向つて商品輪出と共に*否^ろそれよりも一段と- f ! 效な手段として、- it 本^出が企てられるの 
である。 

大戰後现在に至る迄の列强阈の投资活動中 U も Ma 著な Q は北•木合衆 W の S 3 如である"現在英•米•佛は 1' t 界の三火 
投讦 W を成す。*れに反し、戰後の獨逸は今迄の所、3 : IM 経浒の立14-しに汲々として W - り、共の對外投资は/!/頷に過 
ぎない。併し乍ら叙上の M 3 際悄勢下に衣々 ( U 興の途を M り乍ら、非の^故 W 地返還を要求する時、. I ' J ら公然とは揭げ 
ないとは云へ、其の初力なる経濟的理由〇一は许本钻出に在ると ii なければならない。 

以上が返 is 要求の經濟的^理由である。 S かも •«-. 疋れと關〇して植 K 地には.* K 浓上戰略上の:«忒が附加されなけれぱ 
ならない。卽ち旣に 一 ft した如く、植民地領域に於ける梢益保護の爲めに、^が權、駐兵 ffi が要求3れ、义：水港、® 
基等が染 izr 3 れる。所がそれ以外に全く戰時に備へて：:' K - ai 的根摅地の H 的に向つて利; tj される領域が存する。例へば 
英領のジブラルタル、マルタ.：2、米 ft - i のグァム ft 25 は其の代炎的なものである。獨逸も戰前棗：一:弗利加に要浓の築 ii!i 
を 3 : 1 '行し、又? f s 太平洋 rl 民地の多くは主として此の：水? li 的戰略的 :e 在を^ • するもの - C - あ〇た。列强 wllil の對立關係の 
激化する Ift 在、斯かる极據地の獲得は、それ d 身大なる: - li : 要性を持つ yi は-. > ri ふ迄もない。獨逸の返 ia 要求の iijlrlltrrr 
かる窓^が含まれて：5らないと见して何人が S VJ 出來よぅか。 

第四節阿弗利加大陸の再分割問題 

所で上述の »tf 极據に基く返 is 要求3:現 K の問奴として ii た组介に、獨逸によつて先づ第一に要.^されるのは W 弗利 
加大陸の#分刻である U 大戰前の^;®佑 MK - 地の大部分が M 大陏に位？ IU し、然かも M 大陸が現在歐洲への ;!;*: 料许阳供 
給の中心地である氓を考へるならば、それは栈めて常然の成行きである。一般に桢以地生產の/5*料迕細が仲界全4:应 

r ィッの植民地問迓 三三五 




传糾ナチス治下 S ドィッ JK 濟及び梓濟政笟 三三六 
中に占める削 - TJ - は、！：：：下の所それ3::大でない yf は旣に述べた。併し丼の 1:1] にあって比較的多: W の砟出«を示す IftM の 
肪料 rtfg は、主として H 卯利加大陸に兌出され、例へぱ浈物汕、燐錤石、落花生、銅、マンガン、ヴァナデユーム、 
シサル麻等は其の虫なるものである。又非の中、 p ; : 拓： VTI WW 地が如何なる f'Tl 度の箱 3 tsr ; fj するかも旣に茗寮した。併 
し乍ら多くの未間拓地域5:<,::む2大陸の>!;1料资況地としての將來忭、或|±商品収褡且っ資本-«?出地としての共の迓 
展忭を思ふならば、近き將來に於て M 大陵は必ず、列强2の if 本•下：^的利： v > の相對立する一の地盤たる M 命 t 校ふべ 
き取を豫想3れ、又锔逸の祐圮地返.-';4耍求も、轷く|±此&に犯屮されるも0と浼测される。現在に至る迄も旣に、此 
の紋に沿って此の哜黑大陸開资に釕する扫逸人の文化的^腕の如能代、或は非の阀^的阽力への兮加の州坊等に叫：し 
ヒットラー始めナチス粋部連义は3:内ぶ冶各にょり、 rijw に著述に、多くの機分に發衣が行はれてゐる。 

叙上の如き熟烈な拓逸の：® ■ 求に對し，?<;獨«杭 W 地領域の現委任铳 jriw たる英 • 佛等は如何に ft ! j £ するか。木問題 
に就いてのぶ a は英 M に於て! f . v に盛んである" dt の^合或；^?は®逸 AH の Z 成：35::の*翌を界3し、且〇 20 的平和 
の爲め一部返；：？ t 止む tfi ずとする4、多くは狀維ね饺としての英 RQ 立担を擁 if して•領土そのもの、 W 分割 t 
in 否せんとする。 

卽ち 5 i 逸が要求の経^的理由とする所2:非の慍捉へ來って絰濟的手段にょる問3!の全部的解决を訐らんとする。此 
の H 的に沿って* i \ へられるのは 19: 典的な K ': 料资昶の公平な冉分纪 であり、 筠逸商 品に 對する收路の n 戶解放等である。 
併し乍ら今日の ft 界轾祚狀勢ょりして J ! T かる姑. C '. 的な方法が效果無き冰は略 A 明，：：で£>る。 K 逸の®求も亦匍土その 
もの、 囘役にある 以上、 斯かる提* に rs 足すべき ではない。 然かも旣に： ti 及した如く、拓迪の要求は畎洲に於ける铽 
土換大を笫一茬的とするので ib り、從って杭民地：耍求はそれとの關ねに於ての#•パ 1典とするのみならず、歐 
洲他列强 W の惱み t 亦 K に 此の K に 係ると兑るのが至常であらぅ。 



土擴大を笫一在的とする0であり、從って #i w 地返：：！！！要求はそれとの湖ね に 於ての-->5-好を必要とするのみならず，馱 
洲他列 S - W の惝みも亦 K に此の SA に係ると ii るのが 至 常で あらう。 


第三章東漸•南進政策との關聯(附、1の—) 

拓洩の對外校 K 地活動は®前に於ても&洲に於ける®} SJ 本 W の努力据火耍求と密接に關聯するものであった。卽ち 
此の«向はビスマークにあっては m めて期^であり、义世界政策を；^松したカィゼル•ウィルへルムニ ft にあっても 
冬分に7.•取された。 

斯かる茂は霞も M 培あり、遣 S2、 ょり一誃 SSLi¥-i^sss 求及び其の 

東漸 • 南進政策と結び付くと! i られる '? v しナチスふ..-.- V 」软洲に■'.■• I ';2 s ,4 む|'/.て||:... 
のである。此の點に阳して1九三五年1月*人玫投.以にょるザール地方の：3收は幸先ょいスクートであった)併し北 
馱及び西歐に於ての N ^ 改 ar は、列网との關係上、1番後好しにされた如くである>殊に一九三六¥二 ;1 *拓逸はラ 
ィンランド進 SH を 0 T 行したが、足れに法る列 W の對拓感愔惡化に S み•ヒットラーも常時欧洲平和案 S : 發炎し、一先 

づ E 歐 L ! 於て一<二十爵年 g 、 鬚2と？不結 QS 倉？ s _」 した： SSSL !? 來 K 

の枝桎的進出を陪-:小するものに外ならない。 

也はに於ての獨逸の關心は近降 QW 小；2に及び、北部ょりメ丨メルを抱くリトアニア、ポ-ランド柯 W 地册及び•夕 
ンチッヒ nfilIIJ を^む.ホ！ランド$:始めとしてチ Hrl 、 塊、供、紐*ユーゴーの^ Hcili ね、南方バルカン •iiJKaa 
S に： t 。而して S が§小2へ QS 墓5 SSSI isisfstsTV S 1は M 的とする小22 
S 粒 W 族たる S 3 逸人に fj かけて、ナチス ( f 結成せしめ、以て®泡本2への合1- : |-;满を«動せしめるのであり、 
其の二は絞濟的依存關係にょり*筠逸への校近，6るのでらる) 

r ィッ S 杭 K ; 地 p : l 超 ♦ ー ュ =fc 



後編ナチス治下の r4 ッ JK 濟及ぴ貓濟致策 三三 A 

一の方法は近绔の躇小 W の殆んど全てに對して行はれ*又灼植民地の南西 M 弗利加にも^みられた。 M , a 、 ffi 逸 
の斯かる活動はそれ等各 S 内に於 S しい味搏を惹起したが、一九三八年三月 SS 2 成立、 M 年九月のチェコ 
•ズデーテン地方の拓逸への剌？ IS 決定の If 後には、オーストリヤ•ナチス m 或はズデ i アン•拓鴻薄のしい rtIE 
が存した亦は、尙我々の記惊に新らしい所である。 

第二の方法は主として a 龙的なパルヵン58小 W に fi して行はれた。 1ft 界恐慌下*時に深刻な is -^ 恐慌の典來に喘ぐ 
* れ等諸小 woss 砟物及び薄 m 物を、獨逸は好意的に購入5:3»-り*其の歡心を5?ふに努力したのである。$«、一九 
三三年以來、ブルガリャ、希肢*ユーゴースラヴィァ*羅尼*、土并右等の諸«ょり«;逸への輪出額は^しい增大傾 
向を：不し*其の輸出總額の二割乃至五 fl に违してゐる。 

然かも S 反5於て、 i は SS 人へ S2、SSHmf 35V、 S パル*ン ass 
に對して原 S 給地、 S 販路とし5濟的 S 接な S 依存關 SS まれつ、 t。 此$が>後本土 
在の發《にとり、特に其の南迆政策の一要因として艰耍总在をれシ取は多(«3:要しない。 

以上の如き拓逸の； 1 C 渐•南進の政策5:可能ならしめた1:11接的な1$助手段として、我々は一九三六年十一;1に成立し 
た日獨防共協定の締結と翌年十一月の { JJ - 太利の參加を忘れてはならない。獨逸の'4£南方に ft する) Ft # 主在 n '- JM 家ソヴ 
H I 聯2、翼獨？极衾に相 KS 一 QS 的存在で—。 i とソ S 屮問—波？は旣に一九 
三四年、十^年不3條約を M 結する^にょつて*獨 S 來南 S 域への攻«は一*延期の態 - e あ〇たが*日 ffis 共胳 
定の成立は欺洲に於けるゾ聯の活動を来制するものとして、筠逸に炎する所大であつた。斯くて®逸は全力5:以て、 
先づ 南方|^垅改 OT- に乘出す : -1J が出來、塊太利及びチ H コ•ズデーナン地方の併合 Ksi にょり、一大帝 WSJ UJ の地步を 
進め ri たのである。 



先づ南方 8 改 5 乘出す X 出來、壤太利及びチ H n • 5 LrN 地方 Q 併合 . S により、一大帝 SS 地步を 
选め得たのである。 

其|:1]を通じて、洱海外植民地返迓の要求も、依然として熱心に箝けられた。然かも筠逸の葫度に注；2するならぱ、 
此の要求％强く叫ばれて、列 SQg 心装返运中される gii 、 缺洲に於け香 W 的益產大％强行された感が深 
い。此の K に於て、返 i 3 要求は M 内®逸人の W 神的铳|と：|4ふ對 rt 的. ffi 施〇外に、斯かる W 際政治上の一の^略的 . G 
在5:帶びるものと解されよぅ。少くともそれは對馱洲政策との關聯に於て提出せられるものである0 

咋年九月、ズデ ーテン地方 問題を巡つ て戰卞の危搜 に ifclfll した Ric 洲政局 も、 H/J 三十日 ミュンヘンの 「嫌 統の ，* 」 
に一一かれた英•佛 i ふ ESSSS によ？、一先づ安定£ た。 然か毒¢5トラふ®明した「ズデ 
1テン地方の釗讓こそ歐洲に於ける砬後の領土的耍求である」との 75 は、其の值^: 入れる --|1: が闲籬としても、兎も角 
馱洲に於ける獨逸 の 攻勢に關 し 一時的 S : 止符を印す ものとして* 英•佛並ぴにバ ルヵン ^小路商 W の*" [« を 拭ひ±- つ 
たか Qf 與へた。共後に於て、 s ?2 iQSW 地返 i 求が S 盛ん S へら.； 一 た。例へば昨年十一月八日 q 
ナチス蜂起十五 MJ 年 2d 念祭に際し* ヒットラー はあく迄 ilc 備拽光 に isitt する^ の所 a を披歷した後、「芘逸は虛僞の 
nit により«取された^地以外、何等他 M の所 布 物 2: 欲する ものでない」 と獅子吼した 〇足れ に!«ずるかの ta く、 
常時南： £ 聯邦： 2 防相ビ £11 は ® 逸への J 4 IS 的な f »( w 地刻 at * 5: 提げて馱湘列 w 3: l ! snJ 5 したが、 何 ■■? 效果ある解決を W . 
出す5 らな かつた W 又一 方®逸の餘りにも贊的 S 度に 恐怖 S じ SS ソ® への接近を岽し、十一月 二十 
六日、ソ汶税#關保確ぶ 0共12コンミニ--ヶ5: 發及した。*れに對し|九三四年以來洩閽との|:!]に不可^^約を締結 
して AS - つた®逸が、良い感情 5: 抱かなかつた^ li vi - ふ迄もない。 

然かも前^0ヒットラーの所 a にも拘らず、ズテーテン問 si の群決後に於て、«:^の^力は ili に A : lh - こ進出し*レ 
1マ|1ァを始めバルヵン*2«に及ぶか或は乂ソ群の«地ゥクラィナを^ふに至るであらぅ冰は、常時に於ても亦.1>姑 
に想像され得る所であつた。22し、 WKrai の確定的»約2へ、恰も一片の班片 rril 找に葬り去られる现代に於て、個人 
ドィッの«民堆問» 三三九 



後 a ナチス治下の r ィッ JK 濟 A び！ E 濟政策 111 Ho 

的强明の如きに絕對の£?粒*:掛ける琪の危除は兴大であると^ • へねばなるまい。加之、昨年初頭來の筠洩の柬漸政策 
が、極めて棟梅^-]且0決定的： . ... , "へよぅ。 

昨年の十二月六日、一切の對立の麽史を淸坏し. 5 W の平 tn . 的、的閱係の促 iltsrfc ! 榜して成立した®•佛不可^ 
共12宂--;-|>は、芘逸の東方迆出5:1奸容钻ならしめる一つ0予段と兑られる。所るが故に其後英.佛のバルヵンエ作も著 
しく褚杨化し*殊に ユ ーゴース ラヴィァ t 舞ぬとする® • {>«- |!{)の利卞：？：；立の到來5:»扭し或は故立に剖策し、以て芘* 
伊 m 軸の雄 1:11 に努めた如くである' 前达の芘•佛共 M . JC-.i も、佛 te - 西 pii よ〇兑れば、其の一つの現はれと兑られぬ事 
もないし、又本年一;1チ H ンバレン英 wrf 相の C 丨マ訪問は、明かに此0立闽を以て、英*讣及び佛.仂の2交調整 
を2:的とするものであつた。而かも分はは$:太利の對佛强硬您度が览3:となつて失敗に終つた。此0$は芘*伢枳軸 
の結介力が、英•佛の .« 像：；：—- ベものであ.1-1に.：小.て紡果となつた) 

史に义、一月十六日の供牙利の w Jt - ss 定兮加癸明01=：二十 EM jF . 式？！印〕は、來歐に *• ける 筠逸の勢力拽大に冇效 
なる拨助を m ハへ、义 M 月二十六日パルセ D ナの阽落によるスペィン人202较派の？£滅は、防共スペィンの出 JJi を汕じ 
て •£ 畎及び 地中海にをける ®•伐 勢力の增大强化を 3 S 味するものであつた。 

斯くて J ;- る一月;'£十：2、ナチス政楢搔5::六5年0記念«分に於て、ヒットラーは«1.尺地問四が依然として芘43:の 
牛：活に關する問題である^ t 强調した後、「昨年のォーストリァ合併及びズテーテン問題等に於て、伢夂利が拓逸に 
示した ftfls に fi - して， ffi 逸は个後俏太利が如何なる J 1 由からにせよ*攻擊された铅介には、 K 然仂太利仰に起つべき 
祺を決心したのを知らなければならぬ 」 is •伊保軸の强化を明： II し、且つ又「英佛に對しては mw 地返33の要求あ 
るのみであつて、他に何等の拓十：的耍求5:抒たない」と力.»した。然かも2時に他の0所で「拓逸はその北、西，南の 
w ^ に於て平和的なる$:行てゐる J と述べて、何故か 3K 方のみを除外した gvifJti 方進 m の企 w 5:» if 製の押に.：小すも 




るの みであって、 他に何等の佑土的要求を抒 たない」と力, •* した。 然かも M 時に他の0 所で 「祐逸はその北、西 ••*• の 
に於て平和的なる srf ' i てゐ る」と 述べて*何 &か 3 K 方の み5:除外した祺一 T 東方進出の 企 闽を1=珙の押に-:小すも 


のとして、英の#經を一好刺戟するに役立つた〇 1 

斯くする内に、去る三月十日チェコ中央政府のス P ヴアキア自治;: iisgs : 焚拽として、獨逸は遂に强力的にチェコ • 
スロヴアキアを解«せしめ、一二月十六日ボヘミア及びモラヴイアを保護 W として大闽逸に；；！入せしめ、足れをベ ー メン 
レーメンと改稱し、一. flffi 立したス a ヴアキアも亦拓逸の保護 W と化した。而してルテニア地方のみを洪牙利に^渡 
し、共他のチ H コ全土の併介を傅か鉸日!: II に成就した】筠.： j . Hi の此试光石火的な行動に、 rt ! を坩かれて lie 然とした英•佛 
は*取なる抗洽止め S 極的眾的干涉に乘出し S かつた〇此冰は义證&し乘ずべ—^-の搀分を提供した。 
卽ち? S 逸は引枝きリトアニアより懸案のメーメル地方# i 3 に成功し aliA 二十 1 U 〕 、且つ义級馬圯亞との1!:]には脔汎な 
經濟協定を締結して (三月 二十1115、羅地尼亞に於ける経濟的役越楢を確立 5: 企てた。 ai に波蘭に fr してはダンチヒ rj 
ril 市の^附と、波胡35廊地带を迪ずる銥逍敷 J 楢龙に非治外法植の附與を耍求したが♦波： g の强硬な;<?!に M つた0 

所で昨年のオーストリヤ併介、ズデーテン八：：併或は今; CI のメーメル地方起33に關する pli り、これはナチス•一 gia が 
常に Hts とした si 逸玫族の W 結による大拓塊結成の線に沿ふものであり、«故延いては血の統|を水める»に现 
<1的 lJtn が ii 出される。然し今 K のチ H n 併合は足れとは軌を與にし、專ら搁大の爲めの捣大の;; g を與へる。殊に 
羅馬尼亞への工作も旣に或程度 isft - し、 51 に此滋を足 ^ としてウクライナ5:級ふ^;となれば - Jt の A « は益々深い〇然か 
もそれは«逸の俾統的政«| 3; 1|1|1の必然的方向でもある。獨沌の此の攻勢は乂、石汕や加'|1资沔 |^; ;2な 
イラン、イラク、バレスチナを含む近 ili へ、そして iii に itrr ?5 よ OW 度泎への ilsi - iti くことと/ X るかも知れぬ〇而し 
て此の點に於て、我々は雄！ Is しく倒れたカイゼルの世界政策の - f ' ftj ! を、此のナチス•獨逸〇下に W . 出すのである。 
斯く考へる時、英^の热您は俄然办められる〇然かも比較的近き將米に於て’疑もなく問迦となるのは—英^佛共に 
從來 SQ 鱗的勢力志？るバルカン S であ今 #} に於て菜 W は漂2との_¥に， 5§ IE @: を§す 

ドイツの被 K 地問 a 三四一 


传«ナチ K 治下 QK ィッ JIE 濟及ぴ緒濟政策 三四一一 
ベく、波 S * 羅毋尼亞、土.斗古*希时等諸 W の抱込みに狂奔的? S - 動5:阳始した。他方伊太利は一二月二十一日のファシ 
スト大评述分に於て、 wKtt ,', 1 勢5:討^した結光、 { P - 太利外交の某調$:飽く迄54•伢枳軸に21く氓を決定し、乂二十六 
日ファシスト E 結成二十周年 3 d 念祭に際して、ムッソリー_一 If 相は斷乎たる決尨 ir 以て、民主主在ブロックの棑轵と 
獨仪樞軸の_護を力3£した。*れに答へるが如くヒットラーも亦四月1日*ゥィルへルムス.ハ-フエンに於ける演 
^.(^^•^「^々は獨逸を包田せんとする如何なる政策をも默過する譯には行かない“^忭^軸は正衣と现想ホ我と 
の上に築かれた結 < r である」と述べた。斯くて今やバルヵン t 舞^として 5 iJ •伙と英•佛の對立は極めて尖銳化し、 
夫々バルヵン諸小協商 wo . nK 陣 -^' jl 込みに努力5:傾倒してゐる。英•佛侧としては小 W 側 5: 決心せしめ n るだけの 
取 >4 V 的31力と經濟5按助の保^ srm ハへる^が必耍であらぅし*反對に獨•伢阳としては、地珂的 -'1«: ホ的水悄にょる»0 
伢の優越性と英•怫拨助の無效力5:小 WAM に納行せしめねばならない。英 R が戊期の GI 入れに成功し、双枝的按助條 
約が®衣された 四月 五日、伊太利はァルバーーァに出 Jr -ハし、瞬く 11 : 1 に MW1 - 席接して、十二日¥くも其の併介を：儿成し 
た。斯くてユーゴー•スラヴィァ、羅 Jui 尼亞は®•伊二勢力に狄牮2れる氓となり、此の 3 IJ が英•佛の對拓包 M 阽結 
成の 上に一大防- A - を 提供した3■は疑ない。共の nil 四月 七日にはスベィンの W 共協定]]-:式今加が公炎せられ、防共 H*s 
は义新しい一勢力を得た。 

更に英 s rf 相は四月十 H 日送分に於て、希 Eii •羅堪 尼亞に對する一方的* 立 保阳 5 :聲明 したが* 羅 Jl!i>li .! sl ± 足れに 
組せすして、税獨的態度を.-小しっ、ある垠が新昍に傅へられる。又、英2の慫逋にょり米阈ルーズべルト大統鉑は、 
十四日® •伊 PHM 頭に對し「卅一馈内の十年以上平和保降を勸吿し、阀原分迖に參加の)1]?1..いる行」迎*したが*仅 
太利は早くも*れ$:全* :+. 丧2:家への悔蛘であると反 K し、 si 逸は m :- Tf に對策を練った找：？、四月二十八 Hhlf ? に於 
けるヒットラーの大演說中に於て徹 K 的に足れを論 K した。 t ットラーは义：2畤に英 W に對して從前汕り仍 MW 地返 



太利は ¥ くも * れを全 i « H -. 进への悔蛘であると反 K し、' S 逸は 1fi :-If に ft 策 i : 練った^： T 四月：一十八日 Hf / に於 
けるヒットラー の大演說中に於て徹尻的に II TIJ れを論较した。 ヒットラー は义 r .. lB-v に英 W に f i して從前 ilijr ' ^ ffi lvi 地返 


a 要求 S : 提出する傍ら*一九三五年の英 •® jf»:jK 38定の54兜 5: . Ji :; li し、 ; It riM に對しては一九三四年の不：； iKS -條約の拽 
笫を宂明して、 1 H : 界の并 nl - 惹いた"代 一 かも此の5?明は斯かる枳搔 rl - J な一而1-行つ； iB ' il に於て、父多分に^ : は的忭 «!■ 
5:含むものであつた。 EP ち英 W に fi - しても X 波：2に對しても、出來行れば® of を fcj 避して、#件の平和的解決5:針ら 
んとする®逸の希 S 5: 明かにした。此 K に闢し英•佛阽^仰には淺分安坫の色が兑られたが、拓逸のか\る疤皮に全 
2|のむ粒5:近く氓は、苫ふ迄もなく危阽である。01ち此のヒットラーの聲明に?:抗して、先=:太以來、英《にょり策 
動中であつた英ソ問の捉携は或程度進拽5:兑せたが、それがゾ聯の权本的耍水である世梂亦化の拽分に惡/|]されなけ 
れば幸弗である。 » r くて Jft 在の所で！ T 53 仆枳軸 5 :屮心に供牙利、ユーゴースラヴィア、ブルガリアに相打して、英 
佛の伞下には波蘭，希»土.斗 1 *,-があ 0 、羅ル尼 51 |±射ほ砬後的な-±-就に迷ふ蓝であり、*れに汉英的な米^ソ铙 
の介入を加へて、歐洲の政《は日々に14:たる狀勢である)各《|||1の1!1きは知»5:搔め*#悄は如何に敁兕するか全 
く豫渊を許さない。波蘭が旣述の《逸の要求5:綷れるならば* W 定的む解決も不可能ではないが、 ii ® の場八 II には戟 
爭の勃發をも考へねばならぬ。 

斯くて近の®逸の jlc 滿政策を应つて、 BC 洲の對立！^みに*化5:-:小してゐる。現狀に剁する以り、珩杭以地返3 
要求の問四は笫二次的となつた-此の n ! J 題が炎面化するのは*歐洲の政«が、何等*-の形で一赶安定して後の水か或 
は安定の手段としてであらぅ。 fi でヒットラーが「わが s ' r JfJ に- ft :! いた次の文甸を想ひ起して ii る氓は、盘旄深いも 
のがあらぅ。「我々！ II . IC 洲の南と西へのゲルマン人 Q 不斷の行進 i - Jb めて、 BU を jli 方の W へ向ける。我々は iR 前の祐 
民政策と商龙政策 1- 終結〇せて、 J $ 來 Q 土地政策へ终行する而して个：：：歐洲に於て一^奸しい土地に〇いて巧〇行 
るとすれば、先づ JS 一に n シアと n シアに従 lo してゐる; ; .!邊 . tfwo みが^ • へられる . T 

卽ちヒットラーの粗本的®水は Jl £ 方への登展にあつたのである-然かも ig 後抝迆の W 力が経濟的にも政治的にも虹 
ドィッの概民地問扭 三四三 



«» ナチ K 治 K のドィッ » 濟及ぴ JK 済政策 三 H 四 

弱であつた問は、非の} t 行は到. K 不可能であつた。そこで枚は先づ n « t 民地返汉要求5:戏本的なものとして提出し， 
共の口«の下にヵムフラージユして* K 达の如3-贷列！なる返ぷ耍求 isistK 開しつ\ Kttfl '1 には木 W 失地の3155、 
就中、柬方へ0進出5:成就し來つたので«>.る>非の极«には、前述の如く民族的3£乂铳：0^*1が潢はり、波*亦此 
の理 .11 に忠 K に進み來つた。然し^怡は昨年来1%?した。項太利、ズデーテンの併 <=により义 m 太利との W 軸强化に 
よ〇拓逸は Kic 洲に於ける U 大强 Z の一と成り打た0 a に^て其の饵統的東漸政策が前 ( fll に及はれたのである。 4 i 早そ 
れは民拔铳一の J 1 金5:超越し*全«中：在1(永としての發 H 按大の耍水である。降々たる《力3:竹钕に芘逸の柬漸政策 
は益々资诚を.不すであらラし*冏時にそれは笫二次的要求として扒浓民地返^娈求5:拢出するのみならず、共他の植 
民地の#分刦に向つても進む水とならぅ。 

とまれ獨逸の栴域地返迢.要求は共の«馱洲政策5:达調とする對外政策の12?として片;^してこそ、始めて苽の立在 
を珂解し fl る。新興®逸が欧洲に海外に如何なる我^3:枝けるか、現 B.-f CDWK JOCir; •轾濟情嘮よりして、非の前途は 
益々多氺多端なる5:恐はせる。 

〔 W 紀〕本 WKK 中*垛洲政3 s « 後閑として、五 H . -.'LllaM 外相ベック氏の Jt 獨1:小成 W 及;;よ y 、 w « 間の‘？/; < u « に迠化を 
見せ*更に七 1 | ! :: し«.伊政治米枣》定の玲結が》衣せられて、«伊讼携の《«的«化が«现これた。校かも足に先立ち五3;:11 
日には、ソ||の9トヴィノフ外務人民*11の失脚が叨かにされ、英明の；：：1:«{2阳；£«成3上に乂新たに1の*«材料が加へられ 
.た0 •» の後、米 MJ :* の ffiid として* « y 接近31^龙が涞布されたが’其〇れ^は疑問である〇兎も仍公近の佾努に闽する限 
り、次に W 伏せらるべ stf ' Jau * ダンチッヒ.|||||市*びに«««跆地帘の-0:3であ£と见られ0に至つた。今や《«の«««度 
如何！ T 除_和較の8は«られてゐる。 3 S M の凡ゆる-:小成：上作にも拘らす，ダンチッヒ rl llidjic ハーケンク n ィツ Gaf a;M so 
は案外！ i 近いのではあるまいか。それは TS に«逸，牛來の霣求〇汀微を总味すると共に’兹敬平間に瓦つて洩一が其の外交政策の 
某*とした所の*51«»大！1への御«合+:典的な依存£度が、<3ら«つた茲穴であ 2 >と4. 1 |へよぅ0 



所 版 

有權 


( M 印所剿印 a 文成） 


は案外に近いのではあるまいか。それに«に«逸年來の袈求の rt 微を总味すると共に、玆效平間に瓦つて沒闭が其の外交政策の 
莊11とした所の、55供强大 W への砷祗合主典的な依存態度が、 CI ら鈿つた茲穴であるとも H へょぅ。 
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